
VI. 昭和58年度の研究および業績

1 . 研究の現状

A. プロジェクト研究

1. 自然地震による地盤•構造物系の応答および破壊に関する研究

耐震工学の進歩により地震時の各種構造物の挙動の解明が進み，地震災害は年と共に軽減さ

れる方向にある．しかしながら， 1978年伊豆大島近海地震， 1978年宮城県沖地震などの際の被

害を見ても明らかな様に，激震に対して万全の対策を講じるためにはなお解決されなければな

らない多くの問題が残されている．

これらの中で最も早急に解決されなければならない重要な課題の一つは，地上および地下に

建設されている構造物が自然の地震の際などの様な過程を経て破壊に至るかを把握することで

ある．地震時には構造物は基礎およびその周辺の地盤も含めて極めて複雑に振動することが知

られており，この性状が構造物の被害に及ぼす影響は極めて大きいことも認められている．近

年はこれらの理想化された理論解析，部分的な実験あるいは実際の地震被害結果の解釈などを

手がかりとしてある程度推定出来る様になってきた． しかしながら，この問題を真に解明する

ためには，自然地震の際に地盤• 構造物系などがどの様に連成して振動するか，また，この連

成作用が構造物の破壊にどの様に影響するかを直接的に観測し，実データを蓄積する事が急務

である．

観測された実データは，地震および構造物の実挙動の観察に役立つことが期待されるが，こ

ればかりでなく既存の理論解析法の検証および新しい理論解析法の開発へも有効に利用しうる

であろう． しかしながら，実データと理論解析とを直接結びつけることは現段階では不可能に

近く，これらの中間に自然地震時の挙動を若干理想化された条件の下での構造モデルの破壊実

験を介在されることが必要である．

本プロジェクトはこの様な認識のもとに， A) 自然地震による地盤• 構造物系の応答観測お

よび， B)理想化された条件の下での構造物破壊実験，すなわち，模擬地震による構造物応答

シミュレーション実験を昭和56年度より 3カ年計画により本所千葉実験所において遂行してい

るものである．

これらの関係は図に示したが，応答観測においては， 3次元アレイによる地盤の地震動観測，

中小地震によって若干の破壊が生じる様な弱小構造物モデルの地震応答観測など，約500点の

同時観測が開始されている．また，応答シミュレーション実験に関しては 2方向振動台，水平

2方向の静的破壊実験が可能な耐震壁・耐力床およびアクチュエータシステムが導入された．

耐力壁の外面を利用して地盤上に設置された構造模型破壊実験を行う事も特徴となっている．

研究組織および分担課題は次の通りである．
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研究統括 田村重四郎教授

幹 事（応答観測担当）田村重四郎教授

幹 事（応答シミュレーション担当）柴田 碧教授

幹 事（応答シミュレーション担当）岡田恒男教授

1) 3次元アレイによる地震動観測 （田村重四郎教授・片山恒雄教授）

2) 鉄筋コンクリート造弱小モデル建物の地震応答観測 （岡田恒男教授）

3) 鉄骨造弱小モデル建物の地震応答観測 （高梨晃ー教授）

4) 地震時土圧観測 （片山恒雄教授•龍岡文雄助教授）
5) 塔状構造物の地震応答観測 （半谷裕彦助教授）

6) 機器の地震応答観測 （柴田碧教授•藤田隆史助教授）
7) 模擬地震による応答シミュレーション実験 （全 員）
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破壊機構の数学モデル
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耐裳設計法・耐裳対策法
の改善

生活•生産施設の地裳
被害の軽滅
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2. 人工衛星による広域多重情報収集解析に関する研究

LANDSAT, NOAA, ひまわりなど現在利用できる衛星データは多数あり，また，将来，

海洋観測衛星 (MOS-1),地球資源衛星 (ERS),LANDSAT-D, SPOTなどさらに多重の

衛星データの利用か想定されているが，これらの衛星データの利用に関しては多くの問題が残

されている. LANDSATのデータに関しては，主として写真判読によるものが多く，データ

解析による実利用は極く一部で行われているに過ぎない．これらの実験的に公表されている利

用分野においても，学術的に十分な検証が行われていなかったり，確立した方法と認められて

いない手法が多い．また，採用されている既開発の処理システムや技法も力ずくで解決された

ものが多く，多くの非効率な個所が見られる高精度化，処理時間の短縮，低価格などの解決す

べき課題がある．

一方， NOAA, ひまわりなどの気象衛星のデータも，気象庁で現業に用いられているのみ

であって，気象学，海洋学などの学術的な利用は殆んど行われていない．

この様に衛星データの利用は十分に行われていないのに対して，大学において，衛星データ

の利用における基礎的技術を開発すると共に，精度の向上，高度な学問的な検証を通して，成

果として出力される情報に学術的な信頼性を付加し，国土情報，土地利用，農業，水産，環境

情報などの各方面の実利用を促進しなければならない．

また，気象学，海洋学，測地学などの純学術的な利用面においても，衛星データを用いるこ

とにより従来の手段で得られなかった広域にわたる多種の情報を得て，それらを高次に利用す

ることにより，高度な研究を推進し，新しい展開を計ることができる．

我国においては，学術研究用に各種衛星データの取得，莫大な星のデータの精密な処理，検

証，高次利用迄を一環として行うことができる設備に欠けており，衛星データの利用が阻害さ

れている．

この様な現状を踏まえて，本所では本年度より各種人工衛星データによる広域にわたる気象，

海象，陸象情報を迅速かつ経済的に処理するための衛星データの直接取得，前処理，解析，利

用等の技術を基本から体系的に確立するための研究と検証が行い難い海上のデータを収集する

ためのブイとテレメトリーの開発研究を行い，人工衛星による広域多重情報の収集と解析およ

びその高次利用を総合的に推進する．

研究組織および分担課題は次の通りである．

第 1グループ

衛星データの直接取得と前処理技術の開発に関する研究

1-1 衛星データの直接取得（高木幹雄教授）

1-2 データハンドリング （村井俊治教授• 高木幹雄教授）

1-3 衛星データの前処理 （尾上守夫教授・村井俊治教授・高木幹雄教授）

第 2グ）レープ

衛星データのモデル化とマップ技術の開発に関する研究

2-1 衛星データのモデル化（村井俊治教授・虫明功臣助教授・村上周三郎教授）

2-2 データベース管理手法（高羽禎雄教授• 浜田喬助教授• 坂内正夫助教授）
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2-3 衛星データのマップ化（村井俊治教授）

第 3グループ

3-1 プイの動的設計

3-2 大水深保留

（前田久明教授• 浦環助教授・木下健助教授）

（浦環助教授•前田久明教授）

3-3 動的位置保持 （樋口俊郎助教授・木下健助教授）

3-4 プイテレメータ （尾上守夫教授•安田靖彦教授•石塚満助教授）

8. 申請研究

レーザーラマン分光光度計

教授早野茂夫・教授妹尾 学・教授斉藤泰和

教授木村尚史・教授鋤柄光則・助教授白石振作

助教授二瓶好正

物質の振動・回転状態に関する情報を与える分光法であり，赤外スペクトル法とならんで多

数の特徴を有するラマン分光法のための測定装置を更新した．本装置を用いて，生体関連機能

材料の構造解析，分離膜中のイオン・分子の挙動解析，遷移金属多核錯体の触媒機能解析，半

導体電極表面ならびに固体表面吸着物質のキャラクタリゼーションなど，多数の研究プロジェ

クトの進展が計られつつある．

2 低酸素焼結体作製装置

助教授林 宏爾

難還元性酸化物を生じる金属の焼結体を研究試料とする．焼結体の製造工程，すなわち粉末

の混合，乾燥，成形，焼結の全工程を主として低酸素焼結体作製装置内で行い，製造工程中に

おける粉末または焼結体の酸素量の増加を出来るだけ抑制する．このようにして得られる低酸

素の焼結体の特性を，通常の方法で得られる高酸素の焼結体の特性と比較検討し，焼結体特性

に及ぼす酸素量の影響を明確にする．
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C. 文部省科学研究費補助金による研究

1 半導体超薄膜における電子物性デバイス応用に関する研究（継続）

助教授榊 裕之・教授濱崎襄ニ・助手 (4,J別研究貝）吉野淳二

技官関「l 芳信・大学院学生田上知紀• 平川一彦・児島誠司• 上屋昌弘

研究生井上 ・ 椿光太郎・教授（学習院大）川路紳治

助教授（物性研）安藤恒也

軍子の屈子力学的波長と同程度 (-lOOA)の膜厚の半祁体超薄膜は従来の半尊体では見ら

れない物性と機能を有する．本研究では， GaAsおよび AlGaAs超薄膜を分子線エピタキシー

法で作製し，透過電顕などによる構造評価を行った．さらに超薄膜内に形成される二次元屯子

の物性を，光吸収法，贔子ホール効果，磁気降伏効果などの実験的手法で調ぺ，屯子準位と散

乱に関する理論，解析との対比により，多くの知見を得た．またダプルヘテロ FETや速度変

調型トランジスタ，超格子活性庖を持つ羅子井戸レーザなど新しい電子デバイス・光デパイス

の提案・解析• 実現に関しても成果を得た． （特定研究，特別推進研究）

2 環境科学特別研究•総合班（継続）

教 授増子 昇（代表者）・教授早野茂夫・助教授鈴木基之

助教授二瓶好 正 ・ 助 教 授 安 井 至

所外研究分担者 39名

総数874名が参加している環境科学特別研究全体の運営の基本方針を検討し，計画研究を立

案し，成果に対する評価を行った．今後極めて重要になると思われるテーマの抽出と組織化の

検討，本特別研究グループ全体の有機的連係を保つための情報交流，研究成果の対外的公表と

社会への還元のための諸活動を行った． （環境科学特別研究）

3 環境改善技術に関する基礎班

教授増子 昇（代表者）・教授斉藤泰和

所外研究分担者 7名

環境汚染を技術的に解決するため，基礎研究から実用化研究にわたる広い分野のうちから現

在直面する緊急な課題を選び，プロジェクト研究グループを組織した．環境科学特別研究の中

にあって，およそ120名の研究者から成る環境改善技術領域の研究の運営と総括を行った．

（環境科学特別研究）

4 海水ウラン回収における吸着・再生の速度論的研究

助教授鈴木基之•技官藤井隆夫

海水中には莫大な鼠のウランが非常な低浪度で存在する．このウランを回収するためにチタ

ン酸やイオン交換樹脂を用いる大規模な吸着分離操作が考えられる．この吸着および脱着操作

93 



による海水ウランの濃縮法の設計法の開発が必要とされている．現在実験的に吸着および脱着

操作についての検討を試みている．また吸脱着操作についての数値計算プロセスも作成中であ

る． （エネルギー特別研究）

5 半導体電極反応を利用した光燃料電池に関する研究

教授鋤柄光則・助手（特別研究員）會川義寛

半導体光電極反応を利用すれば，光エネルギーとアルコール等の有機物の酸化の自由エネル

ギーを同時に電力に変換する装置を作ることが可能な場合があることを示し，特にエタノール，

メタノール，蟻酸を還元剤として，燃料極側に光電極反応を利用する場合について，それらの

第一酸化電位及び第二酸化電位の測定，フオトン 1個の入力に対して外部回路を流れる電子数

のpHや還元剤の濃度による変化を測定し，光燃料電池設計のための基礎データを得た．

（エネルギー特別研究）

6 水素リサイクリング過程における固体表面層一気体系の物質輸送現象解析に

関する研究

教授辻 泰（代表者）・助教授岡野達雄

助手荒川一郎・技官寺田啓子

教 授（横浜国立大）宇佐美誠二

固体表面における水素の吸着・溶解および溶出・脱離現象を物理的に把握するため，それら

に伴う物質とエネルギー輸送に関連する現象を観測する新手法を開発することを目的としてい

る．そのため，原子ー原子間および原子一表面間の相互作用により放出される光の波長と強度

を測定する極微弱光分光装置，およびレーザー光照射による急速昇温で表面から脱離した分子

の速度と質量を求める飛行時間測定装置を開発し，予備的実験を行った．

（エネルギー特別研究核融合）

7 多相系生医学材料の設計に関する研究（継続）

教授妹尾 学・名誉教授鶴田禎二（代表者）

名誉教授浅原照三・教授（医学部）森 亘

教授（工学部）井上祥平・外（学外） 11名

昭和57年度より発足した特定研究多相系生医学材料の設計に関する研究の総括班として，特

定研究計画の立案，推進，とりまとめ等にあたる．本特定研究は，多相系生医学材料を種々の

手法をもって解析し，生体との相互作用における多相系の意義を分子レベル，分子集合体レベ

）レ，細胞レベル，組織レベルと階層を追って究明し，高度の複合機能をもつ生医学材料の設計

手法を確立することを目的としている． （特定研究）
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8 多相系生医学材料の構造・物性解析法の研究（継続）

教授妹尾 学（代表者）・教授（工学部）田中誠之

外（学外） 4名

材料の多相性構造と生体適合性との関係を， X線回析，赤外分光などの分光学的構造解析の

手法，吸着熱，接触角などの物理化学的手法および機械的性質などの実用特性の解析などを総

合的に用いて，よく定義された多相系材料について詳細な解析を行い，生体適合性，細胞粘着

性などとの関連において，多相系材料の表面特性を総合的に解明しようとするもので，生医学

的挙動解析班と密接な連絡をとって，活発な研究を続けている． （特定研究）

9 抗凝血機能を有する多糖複合材料の合成

教授瓜生敏之（代表者）・助手（特別研究員）畑中研一

大学院学生陳 彦源• 伊逹正純

セルロースを出発原料として得られる無水糖の水酸基の一部をアジド基または乳酸エステル

基に変えた重合活性なモノマーを作る．ルイス酸触媒によってこのモノマーを重合させて多糖

誘尊体を得て，アジド糖を硫酸アミド基，乳酸エステル基を加水分解してカルボキシル基に変

換することにより，天然の抗凝血性多糖であるヘパリンに類似の合成多糖を作りつつある．ま

た，これを材料に利用する手段としてグラフト重合やプロック重合も調べている． （特定研究）

10 半導体セラミックスによる溶液内化学種の検出に関する研究（継続）

教授鋤柄光則•助手（特別研究員）會川義寛

助手（長岡技術科学大学）小林健吉郎

半祁体電極表面への分子やイオンの吸着による表面キャパシタンスの変化を利用して，比表

面積の大きい半導体セラミックスを用いた溶液内の化学種の定性，定星法を確立するために，

酸化チタン，砒化カリウム等の水溶液中における種々の条件下での表面準位を測定し，その密

度，エネルギー準位の分布，緩和時間，電気化学反応による生成・消滅過程等に関する情報が

得られることを明らかにした． （特定研究 2)

11 極微構造結晶の欠陥に関する研究（継続）

教授生駒俊明・助手（特別研究晨）谷口光弘

極微構造を有する結晶は，多くの場合極微小の異種物質の接合（ヘテロ接合）から成る．ヘ

テロ接合では，格子定数の違い，熱的・弾性的性質の違い，結晶粒界の存在等，結晶の完全周

期性を乱す要因が多く存在するため，結晶欠陥の発生が不可避となる．本研究では， GaAs,

GaAlAs等の結晶およびヘテロ接合につき，光 DLTS,PITS等の手法を用いてそれら欠陥の

電子的・光学的性質を究明した． （特定研究 2)
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12 両性イオン性高分子化合物の合成とその生医学材料への応用

助教授白石振作・助手（特別研究員）荒木孝二

オリゴ（アルキレンピペラジン）類を出発原料とし，主鎮に三級アミノ基を有する高重合度

の高分子化合物を合成し，それをプロモ酢酸エステルで四級化後加水分解により，主鎖に四級

アンモニウムカチオンを有し，側鎮にカルボキシラートアニオンを有するベタイン型ボリマー

を合成した。 （特定研究）

13 アルミニウム材料のリサイクル技術に関する基礎的研究（継続）

教授増子 昇（代表者）・助教授七尾 進

助教授（芝浦工大）豊田勝三郎・助教授（東北大）南條 道夫

助教授（東海大）竹内 宏昌・助教授（筑波大）谷川庄一郎

教授（武蔵工大）松本誠臣・講師（秋田大）金児絃征

アルミニウム材料のリサイクル利用の際に重要な問題となるア）レミニウム素材の特定不純物

の除去法，不純アルミニウム材料の基礎的性質，腐食や陽極酸化などの実用的性質に及ぼす不

純物の影響について研究を行った．鉄を強制固溶させた材料の物性，加工性，表面皮膜物性，

腐食挙動などに関して新しい知見を得た．マグネシウムの除去に関しては電解法と溶融塩フ

ラックス法を検討した． （総合研究A)

14 知識的画像データベースに関する総合研究（継続）

教授尾上守夫（代表者）・教授高木幹雄・助教授坂内正夫

助教授（医学部）開原成允・教授（九州大）田町常夫

教授（東工大）安居院猛・教授（京大）長尾 真

助教授（慶大）小沢慎治・主任技官（電総研）田村秀行

教授（広島大）中前栄八郎・助手（京大）松山隆司

教授（東北大）野口正一・教授（大阪大）故田中幸吉

教授（大阪大）田村進ー・助教授（横浜国大）中川裕志

教授（豊橋技大）鳥脇純一郎・助教授（京大）八村広三郎

画像処理の適用分野が広範囲になるにつれ，大量の，あるいは大規模な画像データを効率よ

＜蓄積・管理しておき，その中から利用者が所望の情報の形で抽出・処理できるシステム（画

像データベース）の重要性が増している．このような画像データベースにおいては，扱うデー

タ自身が「データ量の膨大さ」，「情報の 2(3)次元性」，「情報抽象レベルの低さ」，「視覚性」等

といった他にはない特殊性をもち，一方システム構成面からデータ取得，蓄積，検索，処理，

伝達，表示といったシステム要素を有機的に一元化する必要がある．本研究では，これらを反

映した種々の技術開発を行うと共に代表的応用を念頭において，これらの総合化，実用化に関

する多面的検討を加えている． （総合研究）
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15 ディーゼルエンジン排ガス中の高変異原性物質に関する研究

教授早野茂夫（代表者）・助手（特別研究員）篠塚則子

技官李 章鍋・教授（東理大）古谷圭一

助手（東理大）菊地 正・教授（工学部）染谷常雄

助手（工学部）及川 親・教授（成践大）飯田芳男

助手（成蹂大）代島茂樹・部長（国立公衆衛生院）松下秀鶴

教 授 （ 徳 島 大 ） 大 西 克 成

2位および 4位にニトロ基を有する高純度標準ジニトロピレン異性体の合成を行うとともに

高速液体クロマトグラフィーによるそれら化合物の分離，定星法の確立およびサルモネラ菌，

大腸菌等を用いる復帰突然変異試験による癌（変異）原性を検討中である．ディーゼルエンジ

ン排ガス中のニトロアレーンの定量には化学イオン化質屈スペクトル法を用いた．

（総合研究A)

16 長周期（約 2-20秒）地震動の工学的特性に関する総合研究

教授片山恒雄（代表者）・室長（建設省土木研究所）荒川直士

助手（茨城大）井上涼介•主任研究員（建設省土木研究所）川島一彦

助教授（東工大）瀬尾和大・助教授（工学部）藤野陽三

短周期加速度地震計および気象庁 l倍強震計による記録の解析，断庖モデルによるシミュ

レーション地震波形から得られる長周期 (2-20秒）地震動の工学的特性を有機的かつ総合的

に取りまとめることを目的としている．本年度は分担研究者井上が所属する茨城大学に XY

ディジタイザーを設置して気象庁記録の解析を実施するとともに，同様の作業を代表者片山の

研究室でも開始した．日本海中部地震の加速度地震計と気象庁地震計の同時記録も解析した．

（総合研究A)

17 エポキシ樹脂塗装鉄筋に関する研究

教授小林一輔（代表者）・教授（横浜国大）池田尚治

教授（東洋大）岩崎訓明・教授（琉球大）貝志幸昌

教授（鳥取大）西林新蔵・教授（東北大）三浦 尚

講師（千葉工大）伊藤利治・講師（鹿児島大）武若耕司

エポキシ樹脂塗装鉄筋の品質規準を確立するために必要な研究を行った．すなわち，均質な

塗膜厚さの樹脂塗装鉄筋を得るための諸条件を，鉄筋の形状ならびにロールキズ等の表面欠陥

の影響ならびに粉体塗装条件の影響等の検討を通じて明らかにするとともに，塗膜の欠陥を

チェックする方法について研究を行った．さらに重ね継手を設ける場合の継手構造および継手

部の防食性について検討を行った． （総合研究A)
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18 結晶粒界の諸性質におよぼす偏析構造の影響とその制御

教授石田洋一（代表者）・教授（東北大金研）木村 宏・教授（山形大工）辛島誠一

教授（宇宙研）堀内良・教授（北大工）竹山太郎・教授（東北大工）須藤

教授（阪大工）藤田広志・教授（九大総合理工）吉永日出男・教授（大阪府立大工）中山豊

教授（京大工）三浦精・教授（京大工）新宮秀夫・助教授（東北大金研）小倉次夫

助教授（東大工）辻川茂男・助教授（東大工）山本良ー・助 手（東北大工）渡辺忠雄

所長（新日鉄）井上 泰• 次長（住軽金）馬場義雄

金属材料粒界の諸性質，とくに力学的性質をつよく支配する粒界偏析をこれまでのように化

学組成をパラメータとした無構造なものでなく不純物原子の集合や結合状態を問題とする原子

レベルの解析とむすびつけようという総合研究である。偏析構造を解析する研究チームを中心

に，双結晶で基礎的諸性質を研究する研究者が協力する体勢である。初年度であるが分子動力

学による粒界破壊の原子過程解析など意欲的な研究が発表された。 （総合研究A)

19 宇宙からのリモートセンシングデータの高次利用に関する研究（継続）

教 授 高 木 幹 雄 （ 代 表 者 ）

教授（海洋研）浅井冨雄・講師（筑波大）安仁屋政武・教授（京大）池淵周一

助教授（海洋研）石井文夫・教授（工学部）石井吉徳・教授（金沢工大）上野季夫

教授（名工大）梅野正義・教授（千葉大）江森康文・教授（理科大）大林成行

副主任研究員（理化学研）岡実登・助教授（宇科研）小川原嘉明・教授（宇科研）奥田治之

教授（鳥羽商船高専）落合弘明・教授（北大）小野延雄・助教授（京大）海田能宏

教授（極地研）川口貞男・教授（筑波大）河村 武・教授（理学部）岸保勘三郎

教授（京大）北村貞太郎・教授（東京商船大）桑島 進・教授（天文台）小平桂一

教授（工学部）小山 健夫・教授（東海大）坂田俊文・助教授（東海大）下田 陽久

教授（東海大）杉森康宏・教授（電通大）鈴木 務・助教授（海洋研）瀬川爾朗

教授（徳島大）添田 喬•助教授（海洋研）平 啓介・教授（工学部）高橋 裕

助教授（筑波大）高橋正征•室長（公害研）竹内延夫・教授（名大）武田喬男

教授（千葉大）土屋清・教授（京都工繊大）堤 捨男・教授（東北大）鳥羽良明

教授（工学部）豊田弘道・教授（京大）長尾 真・教授（工学部）中村英夫

教授（海洋研）平野敏行・教授（宇科研）広澤春任・助教授（工学部）藤村貞夫

助教授（筑波大）星 仰・教授（京都工繊大）松尾 優・教授（九大）光易 恒

教授（千葉大） 三輪卓司・教授村井俊治・教授（岡山大）森 忠次

教授（公害研）安岡 嘉純・助教授（千葉大）安田 嘉純・教授（岩手大）横山 隆三

人工衛星を利用したリモートセンシングを対象とし，それを実用化するために，センサ，デー

夕取得，データハンドリング，前処理，処理及び解析などの韮礎技術の研究と共に，気象，海

洋，農業，環境，地質，土地利用などの応用技術とを総合的に研究を行った．衛星データが話

題となっているものの利用が十分行われていない現状に対して，大学における研究としては何

98 



をなすべきかを，基礎，応用の両方の研究者が一体となって検討を行い，特定研究として推進

するための基本方針などについて検討し，特定研究として提案した． （総合研究B)

20 大きい変形を受ける構造部材に対する繊維補強コンクリートの

応用に関する基礎的研究（継続）

教授小林一輔（代表者）・教授岡田恒男

助 教 授 魚本健人・技官西村次男

繊維補強コンクリートを構造部材に適用する方法として，鉄筋コンクリートと繊維補強コン

クリートをハイプリッド化させた構造部材を取り上げ，その諸特性について実験による検討を

実施し，解析モデルを検討した．その結果，ハイプリッド化による効果は特に大きな変形を受

ける構造部材（梁，床版など）に適用するほど優れていることを明らかにするとともに，この

種の構造部材を設計するための最適条件を求めた． （一般研究A)

21 超音波による残留応力の三次元計測とその機械工作への応用に関する研究

教 授 佐 藤 壽 芳 ・ 教 授 中 川威雄・教授木内 学

助教授増沢隆久・助教授谷 泰弘

助手大堀真敬・助手仙波卓弥

機械工作により製品の表庖に生じる残留応力は，製品の機械的特性に悪影響を及ぼす．この

残留応力を機械工作時に測定し，加工条件等の制御を行うことを目的として，非接触で高性能

な計測法を，新しく超音波を用いて開発しようとするものである．このため超音波顕微鏡を用

いれば，顕微鏡特有の V-Z曲線から残留応力に相関の強い情報が抽出できることを確め，よ

り高性能でしかも迅速な計測法について研究を進めている． （一般研究A)

22 動画像解析・理解・表示システムの開発に関する研究

教授高木 幹雄・助教授坂内正夫

助教授石塚 満 ・ 講 師 喜 連 川 優

ディジタル画像処理の対象は黒白画像からカラー画像へ，静止画像から動画像へ，処理も単

なる変換，計算からパターン認識，画像理解へと広がりつつある．本研究では膨大な画像デー

タを有する動画像の解析，理解，表示を目的とするもので，それに適した処理システムの構成

について検討し，大容菫画像メモリと動画像処理用専用ハードウエアを開発し，動画像処理の

高速化を用いることを目的としている． （一般研究A)

23 鉄筋コンクリート造建物の地震時における崩壊モードの制御に

関する研究（継続）

教授（代表者）岡田恒男・助手（特別研究員）関松太郎

鉄筋コンクリート造建物における連層耐震壁の役割りは，せん断力を負担することのほか塑

性域における変形モードを良好にし，応答変位が特定の階へ集中することを防ぐことにある．
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これらを定星的に調べるために，中・低層建物を対象として，耐震壁の醤，階数などをパラメー

タとした非線形地震応答数値解析を行い，既に行った実験結果も考慮し崩壊モードの制御を考

慇した耐震設計法の枠組を作成した． （一般研究B)

24 鋼のマルテンサイトおよびベイナイト変態における炭素原子位置

の研究（継続）

教授井野博満（代表者）・助手（特別研究員）市野瀬英喜

技官梅津 清

マルテンサイト変態は鋼の熱処理の基本となる現象であるが，近年，変態機構や原子構造に

ついて新しい理解がなされようとしている．本研究では，メスバウアー分光法を中心として，

Fe-Ni-C系， Fe-N系についての研究を行い，以前，筆者らが提出した仮説の検証を行いつ

つある．そのなかで，炭素原子・窒素原子位置の変化のステージを確認できた． （一般研究B)

25 プラスチック複合材料の精密せん断（継続）

教授中川 威雄・講師横井秀俊

従来の振動仕上げ抜き実験装置にミニコンピュータ制御方式を祁入し，自由な振動波形の創

成，ならびに加工過程のアクチュエータ変位・打抜き荷重のデータ処理によるリアルタイム制

御が可能なフレキシビリティの高い加工システムを構築した．本システムの運用によって，新

たに仕上げ効率に及ぼす振動波形の影榔に検討を加え，各種材料における仕上げ過程の解明と

最適加工プロセスの設計を行った． （一般研究B)

26 光学的手法を用いた化合物半導体基板の評価とその特性改善に

関する基礎研究（継続）

教授生駒俊明（代表者）

半絶縁性 GaAsにつき，光電流とその過度応答特性に関する理論的解析を行いトラップから

の電子放出が観測される条件等を明らかにした．また GaAsバルク結晶中の深いレベルに関し

て，その原子的構造や熱処理効果について解明した． （一般研究B)

27 街路網における交通流異常検出システムに関する研究（継続）

教授高羽禎雄・助教授浜田 喬•助教授坂内正夫

道路交通管制の高度化をはかるうえで不可欠となる車両の事故・故障その他による交通流異

常の早期検出を，従来ほとんど試みられていなかった交通信号のある街路網について行う方法

として，シミュレーションによる予測値と実際の観測値との比較による方法，車両感知信号に

ついての相関係数に畢づく方法等を検討した．さらに，交通流情報収集システム，交通流異常

検出シミュレータ等を含むシステムの構成を検討し，開発を行った． （一般研究B)
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28 強震下における鋼構造筋違付多層骨組のエネルギー応答性状（継続）

教授高梨晃一（代表者）・助手大井謙ー・技官嶋脇与助

ラーメンと筋違が混在する筋違付ラーメン構造の耐震性を調ぺるため，これらの構造模型を

用いて軍算機・試験機オンラインシステムによる耐震実験を行い，エネルギー応答の観点から

耐震性を定箪的に調べようとする目的で，先年度実施した l腔の模型実験に引きつづき，本年

度は， 3層の模型実験を行った．筋違の負担する水平力の違いや筋違の細長比による座屈耐力

の違いの，耐震性能におよぼす影響を調ぺている． （一般研究B)

29 建物の部位別遮音性能の測定および音響伝搬経路の探査方法に

関する研究（継続）

助教授橘 秀 樹 ・ 助 手 矢野博夫・助手吉久光一

建物の遮音性能を改善するためには，種々の部位・ 部材からなる外墜• 間仕切壁などの遮音

性能を部位別に正確に計測する必要がある．そこで本研究では，新しい音響測定法である音態

インテンシティー計測法などを応用して，隔壁を透過する音態パワーを部位別に測定する方

法・伝搬経路の探査方法などについて研究を行った．また建設現場などのフィールドにおける

遮音性能の測定を目的とした簡易型音響インテンシティーメータを試作した． （一般研究B)

30 溶湯および半溶融金属の直接加工による管·棒•線材の

製造法の研究（継続）

教授木内 学（代表者）・助手新谷 賢・技官杉山澄雄

アルミ合金・銅合金の小径• 異形の棒• 線材，小径薄肉の管材等を溶湯から直接製造するプ

ロセスの開発研究を目指しており，これを実現するために押出し・引抜き・圧延等の複合加工

試験機を製作し，これを用いて溶湯の直接加工に関する基本的な問題点の把握と加工上の特性，

特に適正な加工条件の解明とそれを実現する手法の開発を進めている．当面，溶湯の直接押出

しに重点を置き，安定した加工を実現する加工条件の諸元を明らかにすることを目指している．

（一般研究B)

31 分子ふるい物質の新しい機能の探索に関する基礎研究

講師高井信治・教授妹尾 学

分子ふるい炭素及び分子ふるいシリカアルミナの研究を行った．炭素吸着剤は，膜法による

人工臓器で除去できない物質を吸粋するのに都合のよい孔径を持つものを設汁し，その有効性

が確認された．シリカアルミナ系の分子ふるい用吸着剤は，生体液より効率よくアンモニウム

イオンを吸着し，新しい人工臓器用吸着剤として，すぐれた性質を持っていることが知られた．

また，多孔性ガラスは，表面を化学修飾することにより，新しい機能を持つことが分った．

（一般研究B)
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32 海洋表層中に存在する有機化合物の化学的特性と挙動に

関する研究（継続）

教授早野茂夫（代表者）・助手（特別研究員）篠塚則子

技官吉田章一郎・教授（広島大）坪田博行

海洋表層有機化合物の浪縮法について手掛りを得るため，東京湾の水中のフルボ酸を樹脂上

に浪縮させ，その界面化学的性質を調べた．また，海底埋積物中のフミン酸，フルボ酸に関し

ては，界面化学的性質，高分子電解質としての溶液的性質について測定を行い，表層有機化合

物として最も多く存在すると考えられるこれらフミン物質のキャラクタリゼーションを行っ

た． （一般研究B)

33 光ビート分光ブリュアン散乱法による液体中の GHz域フォノンの測定

助教授高木堅志郎・助手（特別研究員）崖 博坤

液体中に自然に存在する熱的フォノンによる散乱光，すなわちプリュアン散乱光を光ヘテロ

ダイン法で検出し，フォノンの位相速度と寿命を測定する新しい装置の開発を手がけた．強力

な光源として Arレーザーを用い，微弱な散乱光は高速光ダイオードを使ってビート信号とし

て検出し，スペアナで分析する．今年度はその予備実験として人工的に作られた音波による散

乱光をビート信号で検出する技術を確立した． （一般研究B)

34 表面張力（マランゴニ）効果を伴う自然対流の研究

教授棚沢一郎・受託研究員桑原啓ー・大学院学生宗像鉄雄

自然対流に関する研究は，温度差に起因する密度差を駆動力とするいわゆる浮力対流に関す

るものが多いが，表面張力の差を駆動力とするマランゴニ対流が重要な役割りを演ずることも

ある．本研究は，微小重力場における結晶製造過程を念頭におき，浮カ・マランゴニカ共存対

流の性質を明らかにする目的をもつもので，これまで長方形水平流体層に関して流動・伝熱実

験および数値解析を行った． （一般研究B)

35 CSMA/CDローカルエリアネットワークにおけるサービス総合化

に関する研究

教授安田靖彦・助教授石塚 満

助 手 小 町祐史・助手加藤茂夫

本研究室では CSMA/CDLANに優先権機能を付加して音声パケット等即時性を必要とす

る信号を優先的に伝送する優先権付イーサネットを開発した．本研究ではこのネットワークに

おいて，音声，画像，データ等の各種の性質の異なる情報の伝送交換を総合的に取扱う場合の

諸問題を検討する．とくにこのネットワーク上で多数地オーディオグラフィックコンファレン

スを行う場合のプロトコルについて検討を行い，有用な成果を得た． （一般研究B)
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36 スライディングモードおよび非干渉化手法を応用した

多関節ロボットの高性能制御の研究

教授原島文雄（代表者）・助手近藤正示

大学院学生橋本秀紀・受託研究員石津 健

本研究では，産業用多関節ロボットにおいて，運転中に負荷重星，あるいは，腕の伯性モー

メントなどのパラメータ変動があっても動特性か変化せす，かつ，安定な動作を可能とする高

性能制御法の確立を目的とする．現在， 2関節ロボットを製作し，スライディングモードによ

り各関節のロバストな制御が可能であることを確認している．今後，非干渉制御を実機により

検証する． （一般研究B)

37 映像利用による構造物の形状非線形現象の研究

助教授半谷裕彦・助手田波徹行・技官米田 設

構造物の不安定現象は非線形性の強い動的挙動であり，その解明には，詳細な挙動の追跡が

不可欠である．本研究においては，瞬間的 (0.01-0.1秒）に生じるシェル構造の不安定現象

を映像として記録し，それを観察，検討することにより，その発生機構を明らかにすることで

ある．地震時における塔状型円筒シェルの座屈挙動，および大空間構造に用いられるスペース

フレームについて実験および数値解析を実施している． （一般研究B)

38 レーザー光を用いた建物周辺の乱流現象の可視化に関する研究

助 教 授 村 上 周 三 （代表者）・助手加藤倍介

技官高橋岳生 ・大学院学生赤林伸一

大出力のレーザ光によりスリット光源を作成し，気流中の微粉末トレーサーの散乱光により

気流を可視化する．この手法により，建物周辺の複雑な乱流流れも，高い分解能を確保した可

視化が可能となる．本年度は， レーザーによるスリット光源装置を試作すると共に，気流中へ

混入する微粉末トレーサーの混入法，混入量の調整等の基礎的な検討を行っている．

（一般研究B)

39 表面の定量電子分光法に関する試作研究

助教授本間禎ー・技官田中彰博・助手片岡邦郎

新たに考案した阻止電位式一段型円筒鏡分光器の基本構成および仕様を満たしうる原型分光

器として AAS-200(日電アネルバ製）を選定し以下の調査結果を得た．阻止屯位の手法に関

してはパッシプ方式よりアクティプ方式が適している．エネルギ分解能の最適値設定，取出し

開口角と分解能，変調効果などに関してはそれぞれ装置特性に関する基礎データを得た．なお

Agについて定量状態分析を可能ならしめるスペクトルの微細構造の測定に成功した．

（一般研究B)
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D. 選定研究

レーザ一切断による薄板積層金型の CAD/CAMシステム

講師横井秀俊・ 大 学 院 学 生 鈴 木 敬

レーザ一切断による薄板積層金型の設計• 製作工程を極限まで合理化して積層金型の短納

期，低コストという特徴を倍加させることを目的とし， レーザー切断積層金型に固有の

CAD/CAMシステムの開発を進めている． システム開発の基礎研究として，抜き型を始めと

する各種積層金型の試作とその特性調査，さらに幾何モデル処理システム GEOMAP-illの機

能拡充と CADシステムヘの尊入準備を行った．

2 光回折超音波共鳴法の開発

助教授高木堅志郎・助手（特別研究員）祖 博坤

大学院学生内藤康志

液体中の低周波超音波域 (0.1-lMHz)の音響特性を調べるため，新しい測定法を開発した．

従来から用いられている超音波共嗚法は1MHz以下では精度が著しく低下するため，光回折

法とプラノ・コンケーブ型共鳴器を組合わせて新しい超音波吸収測定装置を作製した．最適な

形状の共嗚器を決定し，それを用いてギ酸エステル類の緩和現象を解明した．

3 量子井戸構造におけるキャリアの光学的ダイナミックス

助教授荒川 泰彦・助教授榊 裕之

教授藤井陽ー・技官西岡政雄

屈子井戸レーザは，いくつかの優れた特性を有しているが，現在のところ雇子井戸内のキャ

リアの緩和過程については十分に理解されていない．本研究は， ピコ秒分光法および位相シフ

ト法等を駆使して，量子井戸内のキャリアの光学的ダイナミックスを解明し，量子井戸の設計

に新たな指針を与えることを目的としている．本年度は，キャリアの寿命を測定し，量子井戸

幅，キャリア浪度依存性等を明らかにした．

4 銅レーザーを用いたアクティブ結像光学系の研究—輝度増幅型投影顕微鏡

教授小倉磐夫（代表者）・助教授黒田和男・ 技官千原正男

大学院学生志村 努•神谷三郎

波長510.6nmの緑色と578.2nmの黄色の発振線を持つ銅レーザーを用い，輝度増幅型投影

顕微鏡を試作した．これは，結像光束を直接レーザー中に導入し，光束の輝度を増幅し，従来

の投影顕微鏡で不可能であった高倍率・高輝度の投影像を得るものである．試作した装置では，

投影倍率1500倍で放射照度5W/m2の明るさの像が得られた．顕微鏡の分解能は0.88μm以下

であり，画質も良好であった．
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5 イオン伝導性セラミック薄膜の製造とその物性（継続）

助教授安井 至•技官坂村博康

新しいイオン伝導性セラミック薄膜を合成し，その物性を測定して，固体屯池，固体表示素

子などへの応用の可能性を検討している．具体的にはリチウムイオンと酸素イオンを対象とし

て，新しいガラス系の薄膜について検討を行った． リチウム用としては，ハロゲンイオンを含

有する系について検討したが，ハロゲンイオンがイオン伝尊度を増大させることが解った．

6 導電性面上部分アーク維持機構に関する研究

助教授石井 勝 ・ 大 学 院 学 生 大 橋 広 和

汚損沿面絶縁は，今後の大電力輸送方式である交流 UHV送屯，直流送屯の外部絶緑設計を

支配すると予想されているが，その絶縁強度が消浄な絶縁面にくらべて異常に低下する原因は，

汚損物により消軍性を持つようになった面上に発生する部分アークが比較的安定に維持される

ためと考えられる．モデル汚捐面上に発生させたこの部分アークの内部構造を， 2波長分光法

等の手段で非接触計測し，その特性が沿面絶縁強度低下の主因であることを明らかにした．

7 気象庁 1倍強震計記録を用いた長周期地震動の工学的特性の解析

教授片山恒雄・助手佐藤 暢 彦 ・ 助 手 大 保 直 人

大学院学生篠 泉

気象庁 l倍強震計で記録された地震動の変位記録の解析から，近年重要性の高まりつつある

長周期地震動の工学的特性を明らかにしようとする研究である．本年度は，地震記録読み取り

のために大型 XYディジタイザーを設置し，膨大な気象庁記録の中から解析に適する記録を

組織的に選びだすための調査を行った．選び出した記録を引延して読み取り用の波形を作成し，

これらを数値化して，時間および振動数領域における特性を検討している．

8 光応用センサ用光集積回路の開発研究

教授藤井陽一・ 助教授荒川泰彦

技官西岡政 雄・受託研究員谷内哲夫

大学院学生谷越貞夫・大学院研究生 ゴラチャンド ゴッシュ

イオン交換法によって作製した光羽波路の有する種々の優れた特質に着目し，これによる各

種の光尊波路，特に，センサ用の光尊波路を開発する．イオン交換祁波路が光学狽傷に強いこ

とが判ったので，その物性的根拠を確かめる測定をおこなった．また，これをもちいた非線形

光学デバイスを開発した．これと関連して， BSO結晶を用いた屯流屯圧電カセンサを開発し，

その実験を行った．また，この BSO結晶の分散特性を測定した．
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9 マイクロコンピュータに支援された地図作成の自動化

教授村井俊治（代表者）・助手松岡龍治・技官奥田 勉

数値の形で地図を表現する研究が進められている．特に航空写真を用いた地図作りは，従来

アナログ法で行われていたのだが，最近はミニコンと連結された高価な機械による方法にかわ

りつつある．本研究は安価で簡便なシステムをつくるための研究である．

10 光ファイバによる広域センサの研究

講師芳野俊彦

ファイバが有する電磁的無誘導性，軽量性を生かした遠隔，多点の計測システムを研究して

いる．半導体パルスレーザを定源とする OTDR(Optical Time Domain Reflectometry)によっ

て，まず温度，変位を遠隔，多点で計測することを目標にしている．現在，バイメタルによっ

て生じる曲げ損失を利用する温度センサ，ファイバ端面のフレネル反射を利用する液位センサ

について研究中である．

11 超音波による機械加工面に生じる残留応力の計測に関する研究

助教授谷 泰弘・助手仙波卓弥

機械加工により部材の表層に生じる残留応力はその機械的特性に悪影響を及ぼす．この残留

応力の非破壊的測定法として X線回折法があるが，分解能がよくない等の問題点がある．そこ

で本研究は，超音波顕微鏡のメカニズムを利用した測定方法について基礎的な研究を行い，種々

の形態の高性能な測定が可能であることを明らかにした．これらの方法は，三次元測定ができ

る，非接触で分解能が高い等の特徴を有する．

E. 共同研究

1 表面物理学の工学的応用に関する研究（継続）

教授辻 泰 （代表者）・教授石田洋一・教授生駒俊明

助 教授 本間 禎一 助教 授二 瓶好正・助教授鈴木基之

助教授楢 裕之・助教授荒川泰彦・助教授岡野達雄

表面およびその接合としての界面に関する工学的諸問題について，原子レベルに立脚した解

析，設計などを発展させるため，所内におけるこの方面の研究者間の連携をはかり，表面物理

学によって得られた結果，手法などを工学的観点から検討し，理解を深めることを目的として

いる．本年度は 4回の会合を行い，うち 3回は所内関連研究室の見学を含めた．また，構成メ

ンバーの発表した表面関係の論文を収録した資料を作成した． （共同研究計画推進費）
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2 理工学における非線形現象の数理解析（継続）

教授川井忠彦（代表者）・教授中桐 滋・助教授吉澤 徴

助教授渡辺勝彦・助教授鈴木敬愛・教授柴田 ぎぇcJ 

助教授藤田隆史・助教授浦 環・ 助教授小林敏雄

助教授木下 健・助教授谷 泰弘・教授尾上守夫

教授高羽禎雄・教授濱崎襄 ニ ・ 教 授 原 島 文 雄

助教授浜田 喬・教授石田洋一..教授鋤柄光則

助教授安井 至•助教授七尾 進・教授高梨晃一

助教授半谷裕彦・ 助教授村上固三・助教授藤井 明

理工学にあらわれる非線形現象の効率良い数理解析手段についての研究および専門分野を越

えた研究討論やt青報交換を目的として昨年度より本研究会を発足させ，昨年同様，数回の研究

会とセミナーを開催し，所内研究者間の研究協力や崩芽的研究の育成に努力した．

3 将来の流体関連研究のあり方に関する懇談会（継続）

教授成瀬文雄・教授石原智男・教授棚沢一郎（代表者）

教授前田久明・助教授小林 敏 雄 ・ 助 教 授 吉 識 睛 夫

助教授村上周三・助教授半谷裕彦・助教授吉沢 徴

助教授西尾茂文・助教授浦 環・助教授木下 健

流体物理学，流体工学，伝熱工学，船舶流体工学，建築学などの諸分野における最近の研究

動向について意見交換し，共同研究の具体化を検討している．本年度は，VehicleAerodynam・

ics Symposium, 第 3回流れの可視化国際シンポジウム等への出席報告を聴くとともに，関連

問題についての意見交換を行った． （共同研究計画推進費）

4 複合材料に関する研究（継続）

教授小林一輔・教授尾上守夫・ 教授川井忠彦

教授妹尾 学・教授佐藤壽芳・教授増子 昇

教授中川威雄・教授木内 学・助教授白石振作

教授生駒俊明・助教授渡辺勝 彦 ・ 助教授大蔵明光

助教授安井 土云

複合材料の複合機構，素材及び加工に関する基礎研究をおこない，複合材料の開発と有効な

利用をはかることを目的に所内の多くの研究者が参加・協力する形で，複合材料に関する研究

体制を作り，複合材料研究連絡委員会を中心に，複合材料に関する研究会を定期的におこなっ

ている．また所外の研究者との連携のもとで共用研究の推進をはかっており，今年度は群馬大

学，金沢大学の研究者と共に第 1回複合材料連合研究発表会を開催した．

（共同研究成果刊行費）
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5 耐震構造学研究グループ（継続）

(Earthquake Resistant Structure Research Center, 略称 ERS)

名誉教授坪井善勝・名誉教授岡本舜三

名誉教授久保慶三郎・名誉教授田中 尚・教授田村重四郎（代表者）

教授岡田恒男・教授柴田 碧・教授川井忠彦

教授佐藤壽芳・教授高梨晃ー・教授片山恒雄

助教授藤田隆史・助教授石塚 満・助教授半谷裕彦

助教授龍岡文夫・助手加藤勝行・助手関松太郎

助手重田達也・助手藤田 聡・助手佐藤暢彦

助手大保直人・助手大井謙ー・助手山田真一

研究員森地重輝ほか所外16名

11回の研究会を閲催し地震工学上の研究課題，研究の推進について討議を行い，又生研公開

に際して共同展示を実施するなどの従来からの定常的な活動に加えて，千葉実験所に完成した

渭地震による構造物破壊機構解析設備gの稼動開始により新たな総合研究の局面超高密度アレー

による地震動観測，弱小モデルの破壊過程の把握を主対象とする地震観測，二次元振動台によ

る装置模型の振動実験等ー一の展開があった．この設備は 9月14日および11月18日に公開さ

れ，生産研究 9月号に紹介されている．

英文の論文および速報を収載した BulletinNo 17を刊行し，国内外の研究者に贈呈した．

又第 3年次の渭仔山地震を含む最近の中国の地震被害の工学的解釈に関する日中共同研究、が

実施された. 10月には岡田教授が訪中し，建築物の耐震診断の講議を行い， 9月より翌 2月に

かけて中国より魏，王の 2氏が研究員として来所，滞在して共同研究を実施した．本共同研究

の成果をまとめた報告書（その 1) を刊行した．

又 1月，中国より来所した膝氏は客員研究員として研究活動を続けている．

（共同研究成果刊行費）

6 非定常確率過程に関する研究（継続）

教授柴田 碧・教授佐藤蒋芳・助教授藤田隆史

研究員原 文 雄 ・ 研 究 員 鈴木浩平・研究員福田敏男

私学研修員下坂陽男

機械に多く経験される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクトルの時間

的変動を求める計算法，それらに対する機械系の応答の解析・ 統計的性質の分析・統計モデル

の確立などの研究を行っている．またシステム同定の手法の開発を，配管等の応答観測データ

に応用することを具体的な例として取上げ，研究を続行している．とくにガタなどを含む非線

形系の表現法が大きな問題となりつつあり，検討している．
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7 不規則振動系に関する研究（継続）

教授柴田 碧・教授川井忠彦・教授佐藤高芳

教授大野進ー・助教授藤 田隆史・研究員原 文雄

研究員渡辺 武・研究員福田敏男・私学研修員下坂陽男

自動車走行中の各部振動，地震動記録ならびにこれに対する機械構造物系の応答，工作機械

系の振動等にみられる不規則振動自身の特性，これを入出力とする系の特性の推定について理

論・実験• 数値モデルなど多面的に研究をすすめている．対象とする系と入力の非定常特性の

みならず非線形特性もこれらの問題に深い関連を有している．本研究には，共通施設の実時間

フーリェ解析装置・高速データ処理装骰・ハイプリッド計算機・小型振動台• また本年度から

中型 2次元振動台が頻繁に使用されている．

8 地震時における過荷重による機器・配管系・動的機器系の

破損確率に関する研究（継続）

教授柴田 碧・教授川井忠彦・教授岡田恒男

教授高梨晃ー・教授中桐 滋・助教授半谷裕彦

助教授藤田隆史・助手久 田 俊 明 ・ 助 手 藤 田 聡

研究員原 文雄・研究員鈴木浩平・教授（エ）岡村弘之

ほか学内外約40名

地震時に加わる荷重の不確定さはかなり大きいことが予想される．設計地震力に比べ大きい

地震荷重が鋼構造物，とくに容器および配管とその支持・アンカ部に加わった際の，それら系

の破損確率を実験• 数値シミュレーションおよび理論により，総合的に推定する道を開こうと

するものである．昭和54年度前半には一応の結論に達し報告書をまとめた後，本年度まで引続

き研究グ）レープとして年 3-4回の総合発表研究会を開くなどのかたちで研究を継続してい

る．また，ポンプ・弁などの地震時動的機器の機能異常についてその基礎的応答機構および振

動試験法および入力波形の検定法などについて同様な研究を実施している．なお，明年度以降

研究の焦点を劣化構造物に移して行く予定である．
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F. 研究部・センターの各研究室における研究

第 1 部

1・1 2次元任意物体のまわりのおそい流れの研究（継続）

教授成瀬文雄

2次元の任意物体がおそい運動をするとき，物体に働く回転モーメントに関する断面係数を，

物体の形を円に写像する写像関数の簡単な積分形で定義し，これを用いて，回転中心（その点

を中心に回転するとき，物体は回転モーメントのみを受け，力は受けない）の位置を決定する

とともに，物体に働く力のモーメントの式を尊出した．また，一様流中に静止物体がおかれた

とき，物体に働く力の作用線は，上記の回転中心を通ることを明らかにした．

1・2 おそい流れの壁効果の研究（継続）

教授成瀬文雄

おそい流れの壁効果の研究として，任意の断面をもつ細長いリングが， (i)2枚の平行平板

の真中， (ii)円筒の外部または内部で種々の運動をするときの流れを，細長い物体の運動を支

配する積分方程式の厳密解として求めた。つぎに，他の場合（一枚平板の近傍や球の内部また

は外部にリングがあるとき）の結果と比較し，壁の形がリングに働く力やモーメントにどのよ

うな影響を及ぼすかを明らかにした．

1・3 剪断乱流の統計理論的研究（継続）

助教授吉澤 徴

2スケール，プロパゲーターくり込み理論に基づく剪断乱流の統計理論を用いて，種々の基

本的統計質の解析を行っている．本年度は，前年度までに求められた近似内での諸結果を用い

て，剪断乱流に対する閉じた基本方程式系を与えた．これに基づいて，現在乱流モデルの検討

を実行している． （一部科学研究費特定研究）

1• 4 剪断乱流の数値解析的研究（継続）

助教授吉澤 徴 ・ 技 官 西 島 勝 一

レイノルズ応力の渦粘性表現への補正項に対する統計理論的結果を用いて， K— c モデルの

有効性に対する判定基準を数値的に検討した．具体的には，非対称な溝乱流に対するk-Eモ

デルの数値解を元に，負エネルギー生成の評価を行い， k-Eモデルに対する一つの判定基準

を与えた． （一部科学研究費特定研究）
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1・5 レーザーによる画像のコヒーレントな輝度増幅の研究（継続）

教授小倉磐夫・助教授黒田和男・技官千原正男

大学院学生志村 努• 神谷三郎

レーザーによる光の増幅効果を用い，結像光束の輝度をコヒーレントに増幅し高輝度画像を

得るアクティプ光学系の研究を行っている．アクティプ光学系の基本的特性，すなわち，像輝

度，光学系の分解能，増幅の非線形性の効果などについて理論的解析を行った．また，銅レー

ザーを用いた液晶表示投影装骰を試作し，高輝度画像を得に （一部選定研究費）

1・6 高出力炭酸ガスレーザー用透過光学材料の研究

（レーザー干渉カロリメトリー法）

教授小倉磐夫・ 助教授黒 田 和 男 ・ 助 手 伊 藤 雅 英

レーザー核融合等の高出カレーザーシステムの性能は，それに使用される光学素子に残存す

る光吸収の多少によって決まる．干渉カロリメトリー法においては， レーザー光を照射された

試料の微小吸収を，それに比例した発熱による光路長変化として，干渉計を用いて測定する．

この方法で， KRS-5結晶の10.6μm光に対する吸収係数を測定し， レーザー光による熱破壊

の一因と考えられる表面吸収の分離測定を行った。 （一部科学研究費奨励研究A)

1・7 レーザービーム偏向法による非球面形状の計測

教 授 小 倉磐夫・ 助教授黒田和男・外国人大学院研究生劉 中本

助手伊藤雅英

現在非球面は光学系における収差補正に広く用いられている．その形状測定は光学系の設計，

試作の上で欠くことができない．本方法を用いると凸面および凹面の非球面の形状を高速かつ

高精度に測定することができる． リニアステージ上に置かれた被検面にレーザービームを照射

し，その反射光の方向（偏向角）をイメージセンサー上のスポットの位骰から高精度に検出す

る．被検面上での各点における偏向角を測定し，それを積分することにより形状を求めた．

1・8 パルスレーザー光のコヒーレンスの研究

助教授黒田和男・外国人大学院研究生劉 中本

外国人研究員謝 建平

レーザー共振器を用いない高利得パルスレーザーからの誘祁放出光 (ASE光）の空間的コ

ヒーレンスを，ホログラフィクニ重回折格子を用いたシャリング干渉計によって測定した．

ASE光は，熱光源からのインコヒーレントな光と，単ーモード連続発振レーザーからでるコ

ヒーレントな光の中間的な性質を呈する. ASE光が弱いときはコヒーレンス関数はレーザー

媒質中を伝播できないが，強度が大きくなるにつれて伝播が可能になることが示された．
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1・9 気体レーザーにおける励起および輻射過程の研究（継続）

助教授黒田和男・教授小倉磐夫・技官千原正男

大学院学生志村 努・神谷三郎

波長10.6μmのco凸ーザー光を用いた干渉計測により，銅レーザー放電における電子密

度の時間的変化の測定を行っている．これは，プラズマの屈折率変化が電子密度の変化に比例

することを利用し，干渉縞の移動鍬から電子密度の変化を読みとるものである．また，測定感

度は光の波長に比例するので，長波長の CO2レーザー光を用いる．

1・10 気体レーザー装置の研究（継続）

助教授黒田和男・教授小倉磐 夫 ・ 技官千原正男

大学院学生志村 努•神谷三郎

輝度増幅光学系のための銅レーザーを試作した．輝度増幅用レーザーには，高い増幅利得，

断面内における利得分布の一様性，断面積と管長の比に比例するフレネル数の大きいことなど

が要求される．管径25mm, 放電長60cmの二重放電型塩化銅レーザーを試作し， 1 mJ/パルス

の出力を得た．また，金属銅を用いた自己放電加熱型銅レーザーを試作中である．

1・11 ファイバセンサの研究（継続）

講師芳野俊彦

横ゼーマンレーザーを光源とし，偏光保持ファイバセンサとするヘテロダイン方式ファイバ

センサを種々研究した. (1雁i光ビームスプリッタ，ファラデーローテータと組み合わせて，完

全共通光路のファイバジャイロを構成し， 1°/sec以上の測定精度を得た. (2) 2本の偏光保持

ファイバを用いることによって，差動型ヘテロダインファイバセンサを構成し，信号部とセン

サ部を区別できる全ファイバ温度，歪センサを開発した．測定精度として， 10―『C/m以上を

得た．

1・12 ハイブリッド型ファイバセンサの研究（継続）

講師芳野俊彦

光ファイバを伝送線とし，適当なトランスデューサをセンサとする安定化ファイバセンサを

種々開発した. (1)レイリー干渉計と偏光保持ファイバを連結することによって，屈折率の増減

を検知できるリモート干渉計を開発した. (Z)BSO結晶の両面に偏光保持膜をコートし，セル

内部で多重反射を行わせることによって，従来方式に比べて50倍の感度を有する電界センサを

開発した.(3)水晶を用いた温度の上昇，下降の識別可能な温度センサを開発した.(4)高効率ファ

ラデーセルを用いた高電圧系での磁界センサの製作法について研究した．

（一部科学研究費試験研究(2))
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1・13 光磁気メモリの研究（継続）

講師芳野俊彦

(1)ファラデーセルを用いた変調方式によって微小な磁気光学的カー効果を測定する装置を試

作した．特に，最適光源の使用，光学系の磁気ノイズ（誘導ファラデー回転）に対する対策を

行うことによって， 100分の10の測定精度が長期的に保証できることを明らかにした. (2)読み

出しカー信号の SN比を向上させるための誘電体多層膜構成を理論的に研究し， SN比最大の

理論式を得て，それを数値計算によって定羅的に検討した．

1・14 超音波計測に関する研究（継続）

教授根岸勝雄・助手藤森聡雄・ 技官小久保旭

バッキングのない共振型の送受波器を用いて短かい超音波パルスを送受波するために，送波

器に加えるべき駆動波形を提案し実験を行ってきた．今年度は特に，駆動・送波・受波それぞ

れの波形の FFTによるスペクトル分析を行った．また，ゼロクロス法とディジタル制御とを

組み合わせた新しいパルスエコー法を考案して，波形や減衰屈の変化に強い音速または変位の

測定装置を製作し，種々の計測を行った．

1・15 超音波の映像に関する研究（継続）

教授根岸勝雄・大学院学生坪井幸利

超音波パルスの絶対強度を光学的に測定するための基礎的研究として，パルスによる光回折

スペクトルの数値解析を進めている．スペクト）レの非対称性や O次回折光の特異な変化など，

連続波の理論からは予想できない結果が得られている．また，固体中の超音波パルスの伝搬と

モード変換について，ストロボ光弾性装置によるガラス中の超音波パ）レスの可視化と，差分法

による数値シミュレーションを行っている．

1・16 複合材料の AEに関する研究（継続）

教授根岸勝雄・技官李 孝雄

複合材料の破壊予測と材料評価への AE法の利用を進めている．前年度に引続き，スラグ

入りモルタルと，川砂入りモルタルの水中および乾燥養生にともなう硬化過程に AE法を適

用し，主として周波数解析の立場から，これら養生にともなう硬化機構の解明や，品質管理へ

の有用性について検討を進めた．

1・17 液体中の超音波スペクトロスコピーの研究（継続）

助教授高木堅志郎・教授根岸勝雄・助手（特別研究員）雀 博坤

大学院学生内藤康志

音波物性の研究を目的とした超音波スペクトロスコピー技術の開発を行っている. 1 MHz 

以下の低周波で吸収を測定する光回折超音波共嗚法では，最適なキャビティを決定し，装置と
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して完成した．また，圧電高分子膜ポリフッ化ビニリデンを共嗚法の振動子に応用し，非常に

良く動作することを確かめた．この結果はこの膜の新しい応用を示すものである．

1・18 液体中の分子振動緩和現象の研究（継続）

助教授高木堅志郎・助手（特別研究員）崖 博坤•技官小沢春江

液体中の超音波の音速分散，吸収測定を HRB法， Brillouin散乱，パ）レス法を使って測定し，

その結果から分子の振動緩和機構に関する研究を行っている．今年度はハロゲン化エチレンの

研究の一環として昨年のシスに引続きトランスジクロロエチレンについて測定を行い，この分

子の振動ー並進自由度間のエネルギーの流れが2つの緩和過程を持つことを明らかにした．引

続きトリ，テトラクロルエチレンの解析を行い， DBベンゼンの測定も予定している。

1・19 液体中の回転異性緩和の研究（継続）

助教授高木堅志郎・助手（特別研究員）崖 博坤•大学院学生内藤康志

ギ酸メチ）レ，ギ酸エチ）レのシス・トランス回転異性化反応の機構を調べるため，光回折超音

波共嗚法を用いて数百 kHz域の音波吸収を測定した．この試料における従来の多くの測定例

は精度が悪く，得られた値も大きくばらついていた．異性体間のエネルギー差，バリヤの高さ

などの信頼できる値が本研究によって初めて得られた．

1・20 励起中性粒子型単一指向性真空計の研究（継続）

教 授 辻 泰・助手荒川一郎・技官金 文澤

気体原子・分子の電子衝撃により生成される，励起中性粒子の運動量保存性を利用する単一

指向性真空計の開発を継続した．感度の向上と形状の小形化をすすめ，アルゴンに対する感度

5 X 105counts s-1 Pa-1, 角度分解能lOOmrad, 85 X 57 X 28m記の容量に収納したものを試作し

た．この真空計を使用して，室温表面と51Kの表面から脱離したアルゴン原子の速度分布の

差を求め，真空系の非平衡性の測定に有用なことを実証した． （一部科学研究費試験研究）

1・21 キセノン凝縮層における電子衝撃脱離の研究（継続）

教授辻 泰・助手荒川一郎

気体凝縮層と荷電粒子との相互作用を解明するため，低温のキセノン凝縮層に150eV程度

の電子が入射した場合の電子衝撃脱離を研究した．脱離したイオンと励起中性粒子の解析には

パルス計測法と飛行時間法を使用し，阻止電位法を併用することによって，イオンの価数，各

種粒子の収率，エネ）レギー分布，水素吸着の影響等を高精度で調べることができた．また，キ

セノン原子の脱離収率を，凝縮層の厚さ，温度，電子電流の関数として測定し，電子衝撃脱離

の機構を検討した．
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1・22 水素原子と固体表面との相互作用に関する研究（継続）

教授辻 泰•技官寺田啓子

水素原子と固体表面との相互作用を調べる目的で，電子分光装置，低エネ）レギー電子回折装

置，真空分圧計，試料操作系を備えた超高真空装置を整備した．試料（金属，半尊体単結晶）

表面の清浄化を真空系外からのレーザー光照射によって試み，また，試料表面の急速昇温によっ

ておこる気体脱離現象を観測するため， Qスイッチ・ルビー・レーザー，分子の飛行時間測定

可変コンダクタンスを準備した．

1・23 電界放射電流雑音の計数統計解析

助教授岡野達雄

電界放射陰極上の吸着分子の運動を検出する手段として，電界放射屯流雑音の相関解析法が，

有用であることを，タングステン表面上に吸着したキセノン分子の系について示した．この方

法をより広範な試料表面に対して適用するため，電界放射電子の計数統計解析法の研究を行っ

ている．今年度は，計数統計解析の精度向上をはかるための，計数データの高速集録システム

の開発を行った．

1・24 固体表面における動的分子過程に伴う発光現象の研究

助教授岡野達雄・教授辻 泰• 技官金 文澤

受託研究員城後 章

固体表面上での分子の吸着・脱離現象に伴う微弱発光現象の研究を行っている． このような

発光現象の研究は，表面上での分子の動的過程の中間状態を解明する上で，重要と考えられる

が，発光強度が単一光子計数法でようやく検出可能である程度に微弱であることと，その持続

時間が単分子吸着層形成時間内に限定される単発現象であることから，定屈的研究が困難で

あった．これらの問題を解決するための単一光子計数型リアルタイム分光装置の開発を本年度

は行った．

1・25 超高分解能電子分光装置の開発（継続）

助教授岡野達雄・大学院学生大崎明彦・首藤啓樹

固体表面原子や吸着分子の振動励起状態を，低速電子の非弾性散乱によって測定することを

目的として，超高分解能低速電子分光装置の開発を行った．エネルギー分解能の向上に加えて，

角度分解能と一次電子線のエネルギー可変性とを両立させた点で，本装置は従来報告されてい

る電子分光装置に見られない特長を有するものである．弾性散乱のピークより求めたエネル

ギー分解能は， 20rneVであり，今後の調整により分解能を 7rneVまで向上させる予定である．
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1・26 活性合金生成型複合陰極スパッタイオンポンプの開発（継続）

助 教授岡野達雄・教授辻 泰•大学院学生大崎明彦

対向陰極材料としてア）レミニウムとジ）レコニウムを用い，動作時のスパッタリング過程によ

り活性合金ゲッター膜を形成させる，新型スパッタイオンボンプを開発し，その特性評価を行っ

た．ゲッター膜を形成するアルミニウムとジルコニウムの組成比は，オージェ電子分光法によっ

て測定し，場所的な均一性には乏しいものの，ほぼ予定した組成が実現されていることを確認

した．

1・27 オージェ電子スペクトルの実用的解析手法の研究（継続）

助教授本間禎ー・技官田中彰博

測定時におけるエネルギー値の変動を考慮したスペクトルシミュレーションを行うことによ

り，オージェ電子分光法における状態分析能力の向上と定量精度の向上を図っている。 Mo/

W 系を事例として，解析に本手法が有用であることを示した．また，定量解析を行うための

基本的な方法として，スペクトル変曲点を結ぶ線分により囲まれる面積を用いる手法を提案し，

バックグラウンドの効果に対する実用的解決策を提案した． （一部鉄鋼特別研究費）

1・28 金属表面上のイオウ偏析の制御とその高湿酸化への影響に

関する研究（継続）

助教授本間禎ー・大学院学生竹森 信

加熱に伴う金属表面へのSの偏析現象の基礎的解明と高温酸化への影響に関する応用研究を

行った. sを微量に含む Ni,Ni-24Co, Fe— 18Cr 合金について表面への S 偏析を制御する

条件を見出すとともに， Arイオンスパッタを伴わず，酸化処理のみを加えた表面は，切吸着

によって一度阻止された S偏析が誘起回復することを見出した．輸送現象としての解析および

熱力学的考察から回復現象をもたらす説明として内部供給モデルを提案した．

（一部鉄鋼特別研究費）

1・29 固体表面における吸着分子の動的過程に関する研究（継続）

助教授本間禎ー・技官田中彰博・大学院学生高柳 登

ガス放出量の少ない表面をえる目的で，ステンレス鋼について，種々の表面状態に対する水

分子の昇温脱離挙動を調べた．脱離スペクトルの測定は質量分析計を使用し，データ収集には

12ビット， 1μsのトランジェントメモリーを用いて計算機制御で行った．電解研磨した表面

では約400℃以上で脱離が開始し，熱酸化した表面では400℃以下で，またイオウ偏析した表面

では水が検出されず水の吸着に不活性であることが確認された． （一部鉄鋼特別研究費）
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1• 30 金属の高淵酸化と応力効果に関する研究（継続）

助教授本間禎ー・助手片岡邦郎・助手山沢富雄

研究生片 英周

陽イオン拡散で成長する Cu20皮膜が示すひずみ発生の擬エピタキシー効果について，新し

い実験結果をえた．すなわち， (lll)Cu面の場合に， X線回折法から求められた配向情報が

ほぼ同じであるにもかかわらず，明らかにひずみ発生挙動が異なった．電顕レプリカ観察の結

果，酸化物の核形成が大域と局所領域で異なることが見出された．これによって，結晶の界面

構造の幾何学的モデルに基づく格子不整合の緩和条件が変わるとする機構を提案した．

（一部奨学寄附金）

1• 31 不均一系材料におけるひずみ発生挙動のX線的研究（継続）

助手片岡邦郎

金属酸化皮膜の残留ひずみや，熱サイクル下の共晶合金の各相間熱ひずみなど，不均ー系材

料でのひずみ発生挙動を， X線ひずみ測定法で，各相分離して， 3次元的な精密観測と，手法

開発を行っている．軟鋼の高温酸化皮膜について， X線 Sin2cp積分法で，解析し，大気中酸

化皮膜では，皮膜の厚さ方向に，複層構造によると考えられる顕著な残留応力勾配が存在する

こと，他方母材では，勾配はないか，少ないことなどを見出した．

1• 32 結晶塑性と結晶転位の基礎的性質の研究（継続）

助教授鈴木敬愛・助手（特別研究員）小泉大一

結晶の塑性変形機構と結晶転位の運動に関する基礎的研究を従来に引き続いて行っている．

本年度は，数種の NaCl型アルカリ・ハライドについて，絶対 0度の近くでの転位の運動にお

ける量子効果を実証し， CsC!型結晶中の転位の運動に対する慣性効果と運動転位によるフォ

ノン輻射損失の評価を行った．また， NaCl構造をとる半導体 PbSは，他の結晶とは異なる

特異な変形を起こすことを見出した．

1•.33 CsCl型イオン結晶の機械的，光学的性質の研究（継続）

助手（特別研究員）小泉大ー・助教授鈴木敬愛

CsCl型イオン結晶は，特定のへき開面を持たず延性に富み，その機械的性質は NaCl型結

晶と著しく異なるが，近年その光学材料としての可能性が注目されている．本研究では，良質

の結晶を作製すること，種々の不純物が光学的性質，機械的性質に及ぼす効果を調べることを

目的とする．本年は，種々の不純物による硬化機構について実験的・理論的研究を行った．

1• 34 金属酸化物の強度の研究（継続）

助教授鈴木敬愛・助手（特別研究員）小泉大一

大学院学生小山大祐

117 



金属酸化物は，一般に高融点，高強度であり，各種セラミックスの素材となるが，その硬化

機構に関する研究は金属材料に較べて遅れており，強度に関するデータも不足している．本研

究は，その基礎的データの採取と，変形機構の解明を目的とする．本年度は，前年に引き続い

てMgOについての研究を進める一方，新たにCaO, CoOについての研究を始め，これらの

結晶の硬化機構を明らかにしつつある．

1• 35 構造安全性・信頼性に関する研究（継続）

教授中桐 滋・助手（特別研究員）久田俊明

技官鈴木敬子・大学院学生真下雅治

構造系に関与する不確かさを原理的に包含した確率構造解析に関し，その理論展開とともに

有限要素法ならびに境界要素法による実際的な数値解析手法の開発を行っている．確率構造解

析の結果として得られる構造応答のゆらぎを基に，破損限界局面の概念の構成，一般性のある

信頼性指標の検討を行い，構造物保全基準の確立を図るための方法論の体系化を試みる．

（一部科学研究費奨励研究）

1・36 構造動力学に関する研究（継続）

教授中桐 滋・助手（特別研究員）久田俊明

技官鈴木敬子・大学院学生上野康男・利光和彦

構造系に関与する諸因子が確率的変動を含む場合の振動応答のゆらぎを確率有限要素法によ

り解析する手法を開発している．不確定要因として，形状と材料定数のみならず，境界条件と

振動系の減衰をも取扱い，応答のゆらぎも振動固有値，時刻歴応答，不規則振動のスペクト）レ

のゆらぎについて解析を進めている．減衰モデルの適否，複数加振点入力に対するクロス・ス

ペクトルについても定式化と数値解析を行っている．

1・37 機器・要素の剛性と強度解析に関する研究

教授中桐 滋・助手（特別研究員）久田俊明

繊維強化プラスチックスは異方性が顕著であり，均質・等方性の仮定が近似的に成立する金

属材料に較ぺて，積層角と積層厚さを調整することにより構造設計上の自由度が大きい．一方，

これは直感的な設計では構造の最適化が充分にはかれないことを意味する．構造の設計変数の

変動に対する構造挙動の変動を 2次摂動法により評価する確率有限要素法の手法を援用し，直

交異方性積層板を対象として，剛性と強度の最適設計手法の開発を行っている．

1・38 き裂エネルギ密度概念による破壊力学の構築（継続）

助 教 授 渡 辺 勝 彦

現時点までの破壊力学はその考え方において1920年に発表された Griffithのエネルギ・バラ

ンスの理論の影響を強く受けたものであった．本研究においては，従来の破壊力学において欠

如していた破壊現象に最も密接に結びついたパラメータとしてのき裂エネルギ密度なる概念を
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提唱し，これまでの破壊力学における不明点，あいまいさ，更にはその限界性は Griffith理論

を中心に据えようとしていたことにあったことを実証し，新概念を中心に据えた本来あるべき

破壊力学の体系を構築しつつある．

1・39 連続体力学における径路独立積分とその物理的意味，

破壊開題における役割に関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦

慣性力，体積力，熱を考慮した，かつ任意の構成則を考える最も一般的な連続体の場におい

てあらわれる径路独立積分とその物理的意味に関する研究を進めており，特にそのき裂エネル

ギ密度評価への適用に関する研究を行っている．本年度においてはき裂エネルギ密度が各変形

モードに分離でき，しかもそれが新たに導いた径路独立積分により評価できることを明らかに

した．

1• 40 破壊挙動を支配する統一的力学パラメータに関する基礎的研究

助教授渡辺勝彦・助手（特別研究員）奥村秀人

技官平野八州男·大学院学生畔上秀幸•番 政広

き裂エネルギ密度はそのき裂パラメータとしての物理的意味が常に明確であるので，線形・

非線形を問わずあらゆる破壊問題に対して統一的き裂パラメータとなることが期待される．本

課題においては脆性一延性破壊，疲労破壊，クリープ破壊等におけるき裂エネルギ密度の基本

的性質を明らかにすると共に，その理論的，実験的評価法に関する研究を行っている．

（科学研究費一般C)

1• 41 弾塑性き裂挙動の安定・不安定に関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦・技官平野八州男・大学院学生畔上秀幸

き裂エネルギ密度の概念に基づき，完全弾性から大規模降伏を伴った状態にあるき裂の安定

不安定挙動を統一般的に扱えるクライテリオンとして Tc(Tc*) クライテリオンを提案し，

これによるとき，従来個々に提案されているクライテリオンが体系的にすぺて位置付けられ，

それらの物理的意味が明らかになることを示すとともに，薄板を対象とした実験解析および

Dugdaleモデル解析を行って，同クライテリオンの有効性に関する基礎的実証を行った．

1・42 疲労き裂進展挙動を支配する統一的力学パラメータに関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦

疲労き裂進展挙動のき裂エネルギ密度の立場からの解析を進めており，き裂エネルギ密度の

サイクル毎の上乗せ量△ Cが，塑性域が局所に限定されている場合から塑性城が大きくなる

場合に至るまで，疲労き裂進展速度を整理するための統一的力学パラメータとなり得ることを，

またき裂エネルギ密度の導入により疲労き裂挙動の力学的本質が明らかにできることを示しつ

つある．
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1• 43 クリープき裂挙動に関する研究

助教授渡辺勝彦・大学院学生番 政広

クリープき裂挙動のき裂エネルギ密度の立場からの理論的解析を行い，き裂進展条件を与え

るパラメータとしては全き裂エネルギ密度が，進展速度パラメータとしてはき裂エネルギ密度

の時間微分が主要な役割を果たすことを明らかにすると共に，弾性クリープ，弾塑性クリープ

におけるそれらパラメータの解析，さらにはそれらパラメータに基づいてのクリープき裂進展

シミュレーション計算を進めている．

1• 44 き裂問題の実験的解析法に関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦・技官平野八州男

光弾性実験による応力拡大係数の解析法について研究を行っており，前年度までに確立した

高精度光弾き裂解析法により，実用上重要であるが理論解析が困難な三次元き裂問題を中心に

解析を行い成果をあげつつある．

1• 45 粘弾性体の対応原理による数値解析

助教授渡辺勝彦・助手（特別研究員）奥村秀人

線形粘弾性問題がラプラス変換あるいはフーリェ変換を施すことにより線形弾性問題に帰着

されることに基づき，有限要素法や境界要素法などの数値解析を変換された面で行い，得られ

る解を逆変換して所要の粘弾性問題の解を得る手法についての研究をはりおよび棒の振動問題

を対象に進めている．

1• 46 複合材料中を伝播する波動の解析（継続）

助教授渡辺勝彦・助手 （特別研究員）奥村秀人

（複合材料技術センターの項18参照）

1• 47 複合材料の力学特性の数値解析（継続）

助教授渡辺勝彦・助手 （特別研究員）奥村秀人

（複合材料技術センターの項19参照）

1• 48 破壊力学の複合材料への適用に関する研究

助教授渡辺勝彦・助手（特別研究員）奥村秀人

（複合材料技術センターの項20参照）
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・49 破壊力学の研究 I(疲労強度と疲労き裂）（継続）

助教授結城良治・助手大平壽昭・大学院学生鷲田朗秀・ 中務晴啓

受 託 研 究 員 川 村 憲 治



1). 二軸繰返し荷重下の疲労き裂成長挙動 2). 平滑材表面の微小疲労き裂の成長挙動 3). 

ステンレス鋼の疲労特性に及ぼす圧延加工の影響 4). 自動車用鋼板のスボット溶接継手の疲

労強度 5). 伸縮管継手（ベローズ）の疲労強度（奨学寄付金） 6). 表面き裂の疲労き裂成

長と下限界条件

1・50 破壊力学の研究 II(環境・高温）（継続）

助教授結城良治・助手大平壽昭•技官辻 恒平

大学院学生鷲田朗秀・研究生村上英治

1)・高張力鋼の海水中腐食疲労き裂成長特性 2). 二軸荷重下の腐食疲労き裂成長特性 3). 

高温における疲労き裂の下限界特性 4). 高温における微小疲労き裂の発生と成長 5). 原子

炉圧力容器・配管の健全性評価の調査・研究 6). 腐食材表面の不規則形態のスペクトル解析

による評価

1• 51 破壊力学の研究皿（理論解析）（継続）

助教授結城良治・大学院学生中務晴啓•松本敏郎

1). 境界要素法による表面き裂の解析（奨励研究） 2). 境界要素法における Kの簡便決定

法 3). スボット溶接継手のKの解析 4). はりおよび板殻構造物の動的大変形解析 5). 

軸応力下のき裂の弾塑性解析 6). 薄板の破壊靱性の J積分による評価

1・52 耐震工学の研究（継続）

教授田村重四郎・教授岡田恒男

地震入力の検討を目的とした各種地盤の地猿観測を含めた地震時挙動，地震動に対する土

木・建築構造物の弾塑性挙動，動的破壊などに重点をおいた研究を行っている．本年度も引き

続いて構造物の地震応答の実測と解析，耐震強度，耐震性の評価を実施した．

1• 53 軟弱地盤中のトンネルの地震時挙動に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助手加藤勝行・技官酒井清武

軟弱地盤中に建設されている沈埋トンネル，シールドトンネル等について，地震観測によっ

て地震時の加速度， トンネル壁の歪を調べると共に，室内模型振動実験と数値解析を並行して

実施し， トンネルの地震時の挙動を定性的定量的に把握し，耐震設計のための検討を進めると

共に，基本的である広い地域の表層地盤の動的挙動を表現するモデルの作成を試みている．

1・54 ロックフィルダムの耐震性に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助手加藤勝行

大学院学生岡本 晋•技官酒井清武

ロックフィルダムの動的破壊過程を調べるため，砂質材料を用いた中型模型で振動破壊実験

を実施すると共に，これらの材料の動的物性に基づいて数値解析を実施して，堤体内に発生す
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る動的応力と破壊との関連を定性的，定量的に検討している．特に上下方向の地震入力の破壊

に及ぼす影響を研究している．

1• 55 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

教 授 田 村 重 四 郎 ・ 助 手 加藤勝行・技官酒井清武

実在のアースダムについて，地震観測を実施していて，地震時の挙動を調べ，アースダムの

耐震性に関する基礎資料を得ている．震央域におけるフィルダムの被災・変状を検討し，実ダ

ムの耐震性の評価を行っている．

l• 56 岩盤における地震観測（継続）

教授田村重四郎・助手加藤勝行

本四連絡橋架橋地点，北関東山地の地下発電所および南関東のダム地点の 3点で，岩盤表面

および岩盤内部で地震観測を続けていて，表層地震の影響を受けていない地震動の性質を研究

している. 1983年日本海中部地震等で得られた記録を加えて，岩盤における地震動加速度の距

離減震について検討している．

1• 57 鉄筋コンクリート造建物の耐震性に関する研究（継続）

教授岡田恒男・助手（特別研究員）関松太郎

技官堀内昇二

耐震壁の平面的な偏在により地震時にねじれ振動が生じる鉄筋コンクリート造建物立体模型

の地震応答実験を行い，応答量と偏心量との関係を調べた．

1• 58 建物の耐震診断に関する研究（継続）

教授岡田恒男・助手（特別研究員）関松太郎

客員研究員魏 連

鉄骨鉄筋コンクリート造地上8階地下 1階の既存建物，中国において地震被害をうけた建物

などの耐震診断を行い，既存建物の耐震性の検討を行った．

1・59 鉄筋コンクリート造弱小モデル建物による地震応答観測

教授岡田恒男・助手（特別研究員）関松太郎

大学院学生田村良一

小さな地震でも損傷が生じるように，通常の建物より弱く設計された鉄筋コンクリート造 5

階建建物縮尺モデル（縮尺率約¼) 2棟を千葉実験所に建設し，地震応答観測を行っている．

観測開始以来，すでに 5回の地震を経験しており，現在そのデータを解析している段階である．
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1・60 鉄筋コンクリート造建物の地震時における崩壊モードの制御に

関する研究（継続）

教授岡田恒男・助手（特別研究員）関松太郎

（文部省科学研究費補助金による研究の項23参照） （科学研究費一般B)
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第 2 部

2• 1 トルクコンバータ羽根車内の流れの数値解析（継続）

教授石原智男・大学院学生藤田いたる

流体トルクコンバーターの性能向上をはかるため， トルクコンバータの羽根車内の流れを理

論的に解明し，滑らかな流れを保つような羽根形状のあり方を究明した．その結果をもとに高

性能トルクコンバータの設計資料をまとめた．

2• 2 トロイダル形無段変速機の研究（継続）

教授石原智男・技官斎藤 誠・研究生白谷隆明

省エネルギー問題に関連して，高効率で耐久性のある重負荷用の無段変速機の開発が望まれ

ており，その一つとして，薄い流体膜を介して動力を伝達するトラクション・ドライプ方式の

将来が注目されている．この方式に属するトロイダル形無段変速機について， トラクション発

生機構の理論解析をもとに，耐久性を重視した新しい設計方法による試作機を用いて実験を

行った．

2• 3 油圧作動油のキャビテーションの研究（継続）

教授石原智男・助手古屋七郎

助手山下良介•技官斎藤 誠

油圧機器におけるキャビテーション発生の条件を明確にするため， レーザ光を使用して鉱物

油の非定常流におけるキャビテーション現象を実験的に研究した．さらに，将来の作動流体と

みなされる高濃度含水作動液のキャビテーション発生の条件を明確にするため，超音波を使用

するキャビテーション検出装置を用いて詳細な実験を行った．

2• 4 流れの可視化とその画像処理（継続）

教授石原智男・助教授小林敏雄・助手佐賀徹雄

技官瀬川茂樹•技官斎藤 誠

大学院学生吉武康裕

種々の流れ場の定量的観察に適する可視化手法の提案と可視化結果処理へのディジタル画

像処理法の適用について検討を行っている．本年度は特に逆流領域を含む流れ場の画像処理プ

ログラムの完成に重点を置き， トレーサ粒子の流跡写真の始点，終点が判別できるような撮影

方法の提案を行い，複数枚の撮影写真の重ね合わせによって瞬時の速度ベクト）レを決定するシ

ステムを開発した．これにより逆流域を含む流れ場の可視化による自動定量計測が可能となる．
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2・5 流れ場の数値予測に関する研究（継続）

助教授小林敏雄・大学院学生狩野正徳・中山 亨

一次元および三次元非圧縮性粘性流体の乱流計算法確立のための研究を行っている．本年度

は剥離域を含む乱流場を LargeEddy Simulationおよび二方程式モデルによって数値予

測を行い，剥離域の数値予測に適する乱流モデルの提案，乱流連動の時系列表示の検討を行っ

た．また，この計算法を軸対称円錐ディフューザにおける抵抗体の効果の予測に適用し，高い

ディフューザ効率，および流速分布の一様性を得るための抵抗体条件に関する設計資料を与え

た．

2• 6 液体の運動による装置・機器の振動現象に関する研究（継続）

助教授小林敏雄・助手佐賀徹雄・技官瀬川茂樹

各種プラントや機器・装置・流体機械において流体の運動がひき起す振動現象の原因を解明

し防止対策を施すための研究を行っている．今年度は強風下における煙突の流体弾性振動の模

型試験を行い，煙突支援方法のウェークに及ぼす影響の検討および複数煙突模型のウェーク相

互干渉に及ぼす煙突模型の振動状態の影響の検討を行っている。

2・7 配管系における固気・気液二相流の流動機構に関する研究（継続）

助教授小林敏雄・助手佐賀徹雄• 技官瀬川茂樹

管路網における老朽管を高速気流によって研鹿，ライニングを行い再生させるエアーリフ

レッシュエ法に関する基礎的な研究を行っている．本年度は研磨時における高速気流速度と研

磨剤性状が管内壁研磨に及ぼす影響を実験的に解析し，最適気流速度の検討を行った．また，

ライニング時におけるライニング剤性状と輸送速度の関係を明らかにした最適気流速度の検討

を行った．これらの結果をもとに研磨，ライニングの自動化を試みている．

（一部奨学寄付金）

2• 8 自動車車体の空気力学に関する研究

助 教 授 小 林 敏雄・大学院学生諸岡秀行

自動車等陸上車輛の空気力学的特性の予測と評価に関する研究を行っている．本年度は，ニ

次元の滑らかな乗用車モデルを対象として低レイノルズ数における流れ場の予測計算システム

を開発し，実験データとの比較を試みている．

2• 9 ターボ機械の性能改善と制御に関する研究（継続）

助教授小林敏雄・助手佐賀 徹 雄 ・ 技 官 瀬 川 茂 樹

ターボ機械の性能改善と制御性評価に関する研究を行っている．平行二平板間の乱流の数値

予測方法の検討とそれを用いての遠心式粘性ボンプの性能に及ぼすディスク形状，ディスクの

間隔など各種パラメタの影響の予測を試みている．また，固気・気液混相流の輸送に対する遠
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心式粘性ポンプ，送風機の適用の可能性，自動車用ラジエータファンの性能改善に関する研究

を行っている．

2• 10 船舶の波浪荷重および船体応答の統計的研究（継続）

教授高橋幸伯・助手小畑和彦

助手能勢義 昭 ・ 技 官 杉 田 洋 一

荒天航海中の船舶の外界条件・操船条件と船体の受ける波浪荷重およびこれに対する船体応

答などの関連を，短期および長期の統計的特性に重点をおいて検討する研究を引続いて行って

いる．太平洋横断の定期船による長期連続の自動計測結果の解析を進めている．

2・11 舶用波浪計の研究（継続）

教 授 高 橋 幸 伯 ・ 助 教 授 浦 環・助手小畑和彦

助手能勢義昭・技官杉田洋一

船舶の航走中の運動性能や構造強度に最も影響の大きい外界条件としての波浪を，航走中の

船舶から簡便かつ正確に計測する手段として，投棄式の波浪プイの開発研究を行っている．加

速度検出 ・FMテレメータ方式の波浪プイで相当の成果を得ている．

2・12 気象・海象の統計解析（継続）

教授高橋 幸伯・技官杉田洋一

わが国の気象庁・アメリカの海洋大気環境局に集積されている船舶通報による海洋気象観測

データや，定期航路船による長期の観測データなどを用いて，北太平洋海域における風と波の

長期統計の解析を行っている．

2• 13 土の切削の研究（継続）

助教授浦 環・助手能勢義昭•技官坂巻 隆

土工機械・農耕機械が土を切削あるいは耕作するときに，排土板や爪などに作用する静的な

らびに動的な力の研究を行っており，それらに必要な強度の検討を行っている．切削される土

は大変形を起こし，また材料非線型であるため，解析的な取扱いは困難な面が多いが，極限解

析• 有限要素法を用いた解析ならびに実験的研究を行っている．

2・14 係留方式の研究（継続）

助教授浦 環・助手能勢義昭

悪条件の下で，任意の姿勢で投錨された舶用アンカーが海底土質に貫入するための必要な形

｀ノンカー・アノカー系の最適係留法の研究を状を開発し，それを用いたチェーン・ワイヤ ｀ 

行っている．また，暴風雨時に起こる走錨事故の現象を適確に捕えるためのシミュレーション

を実験ならびに解析的に検討し，安全な錨泊法の研究を行っている．
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2・15 アンカーの把駐力特性と海底強度との関係の研究（継続）

助教授浦 環・助手能勢義昭•技官坂巻 隆

大学院学生小林敬幸・中川朝彦

アンカーの海底での挙動，特に最大把駐力は海底土の特性とともに議論せねばならない．港

湾内に推積している軟泥と，よく締った砂とでは全く異なる．これを数少ないパラメタで適確

に表現するとともに，貰入型計測器あるいは超音波探査器を試作して海底土の強度を容易に計

測する手段を検討している．また，海洋開発用の高把駐カアンカーの開発ならびに新しい性能

である完全安定性に関する研究，水ジェットを利用した海底土貫入装置の開発研究等を行って

いる．

2・16 粉粒体の輸送の研究（継続）

助教授浦 環•助手能勢義昭

微粉精鉱・微粉炭などの輸送はスラッジ輸送であり，単なるばら積み貨物として扱えない．

ある含水量を越えると，わずかな周期的外力により流動化し，船舶による海上輸送が危険とな

る．こうした粉粒体の動力学ならびに安全でかつ経済性を重視した輸送工学の研究を振動 3軸

試験などの基礎実験を基として実験的・解析的に行っている．

2• 17 粉体流れの可視化の研究（継続）

助教授浦 環・技官坂巻 隆

粉体の三次元的な流れの可視化は粉体工業の発展とともに注目されている．ここでは，光学

的な性質を利用し，同時に画像処理を行うことにより．粉体流れの 3次元の速度分布を研究し

ている．また同時に，非関連流動則を用いた解析を行っている．

2・18 外海生賢の研究（継続）

助教授浦 環・助手能勢義昭

栽培漁業を発展させるために，これまで内海で波の静かな所にのみ設置されてきた浮き生賀

を，魚類にとってより好ましい環境である外海に出す必要が生ずる．波浪に耐えられる生貸構

造の設計法ならびに解析法を研究している．

2• 19 プラント耐震設計基準等工学的要求の基準化に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究員江藤 肇・研究員原 文雄

研究員曽我部潔・外所内外11名

工学的要求，とくに安全に関するものを基準化する手法を体系的に研究しようとするもので

ある．入力地震動・許容応力などの相対的関係を定量的に捉えて，基準の計鼠化方法について

検討している．例題として，石油コンビナート・建築設備などの耐震設計基準を取上げ，具体

的にその過程を検討，比較，解析した．とくに，石油コンビナートについて，耐震設計を行う
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プログラムにより基準を代行することを試み成功した．昭和56年度よりスタンフォード大学

ジョンブルームセンターと行っていた共同研究は昨年度で終了したが，第 2期の準備として国

内側の研究連絡会を開催している．

2・20 新型炉など原子力施設の開発段階における耐震化に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助教授藤田隆史・助手重田達也

助手藤田 聡・研究員原 文雄

実証レベルの高速炉をはじめ， CANDU型重水炉， ATR, HTGRまた燃料再処理プラント

など新規の開発段階で，それらにわが国の実状に応じた耐震性を付加するにはどのようにした

らよいか，重要度分類，流体関連地震応答，高温材料強度のことなどを含め，基本的なことの

検討を進めている．本年度は免震装置の応用の可能性につき，液体容器の免震時応答の実験的

調査を実施し，その全体構想を検討した． （一部受託研究費）

2• 21 あいまいシステムに関する研究（継続）

教授柴田 碧・助教授藤田隆史・研究員原 文雄

研究員江藤 肇・研究員福田敏雄・教授（東工大）菅野道夫

教授（法政大）寺野寿郎

あいまいシステム (FuzzySystem)の基本理論とその応用に関する研究を東京工大・法政

大・筑波大などのグ）レープと共同で行っている．応用面として，社会工学関係，工学における

安全，心理などとの関連が挙げられる．また，原子カ・化学プラントの簡易制御に応用するた

めのモデル実験を行っている．関西地区のあいまいシステムグループとは，文部省総合研究を

通じ，研究交流を行っている． （一部科学研究費総合研究）

2• 22 原子力発電所システム・送電線などライフラインシステムの

異常時対応の最適化に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究員原 文雄

研究員福田敏男・技官小峰久直

原子力発電所のような系，また送電線のような系について，一部に障害，異常が発生した場

合であっても，なお安定で最適に近い状態となるよう感度解析的立場から研究を行っている．

送電線等網の破損確率と，全体系の破損確率との関連およびそれに基づく耐震上の重要度分類

について研究を行っている．また，地震時の運転員の行動限界がこれらシステムの挙動・信頼

性に重大な関連があることに注目し，運転員の力学的挙動限界に関する実験的研究をテレタイ

プライタおよび CRTディスプレイの比較および上下動の影響評価を行った．その結果，震度

V程度では建物の応答を考慮しても，行動，操作が可能であることが判明した．

（一部受託研究費）
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2• 23 大規模システムの特性推定・異常診断• 故障予測・事故対応に

関する研究（継続）

教授柴田 碧・助教授藤田隆史・研究員江藤 幣

研究員原 文雄・研究員福田敏男

原子炉・化学プラントプロセス系など多変量大規模系の特性・異常を迅速に検知し，事故，

災害の発生に至るまでに異常箇所を同定し，またその破局に至る時期を推定する手法に関し基

礎的な研究を行っている．一次的な基本量による異常の検出とそれに続く異常箇所の同定，最

適制御手法の適用などの理論と具体的応用手法について研究している．例題として，これを実

プラントの配管系の振動特性の推定などに応用することを試みている．また，運転員の地震時

の操作性に関連し， CRT など表示装置の緊急時の表示• 読取特性についての研究を合せて

行っている．

2・24 高応動速度耐震実験用振動台による機器の耐震性に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田達也•技官小峰久直

1971年のサンフェルナンド地震のように非常に局地での破壊力の強い地震において見られる

機器の破損，また比較的マグニチュードの低い地震で発生する電力機器の破損の機構を探るこ

とを目的に，振動速度が450cm/secに達する油圧式振動台を試作した．昭和53, 54年度の特

性試験および軟鋼および石背を支持部とするモデルによる基礎性状に関する実験，石骨•磁

器・鋳鉄を支持部材としての実験，切欠き効果などの実験を行い，石背では力積一定，磁器で

はひずみ一定で破損することを見出した．鋳鉄はほぼ力積一定であるが，両者に関係すること

もある．前年度および本年度は引続き碍子素材および球型貯槽で代表されるブレース構造の損

傷について実験を行い，単位周長当りの力積が一定であることを見出した．また，明年度から

行う予定の電力機器用合金および高温ガス炉炉心用黒鉛について，素材の特性，加工性の検討

を行った．

2• 25 非線形系の応答解析とその応用に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助教授藤田 隆 史 ・ 助 手 重 田 達 也

技 官 小 峰 久 直 ・ 研 究 員 渡 辺 武・大学院学生堀内敏彦

プラント系で多くみられるガタのある系・弾塑性系の非線形特性を理論的・実験的に解明し

ようとするものである．配管系などがある間隙を置いて支持されている場合の応答性状，高温

ガス炉および脆性材料を構造要素とする系の衝撃破壊，とくに炉心のようにガタの分布してい

る系の応答特性，塑性ヒンヂが発生した配管の応答特性などにつき，正弦波応答，不規則波応

答の両面から研究している．本年度は物体の転倒に対する上下動の影響評価を主に行い，エネ

ルギ法と上下動影響を結び付けることに成功した。 （一部受託研究および科学研究費一般C)

129 



2・26 機器の耐震性実証に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助教授藤田隆史・助手重田達也

助手藤田 聡・研究員原 文雄・研究員曽我部潔

受託研究員梶村元彦・受託研究員宮田弘市

原子力発電所など各種プラントやビル内の機器の耐震性が，振動試験により実証されること

を要求されることが多くなってきた．本研究は機器の機能面，強度面からみた実証試験はどの

ようになされるべきか，またボンプ・電力機器などのアクティプ・コンポーネントの障害，異

常の発生を加振中にどのように捉えるかについて研究を行い，各種大型振動試験の実例につき

検討した．これにもとづき，振動台による耐農性実証手法の標準化につき研究している．また

本年度は54ton円筒貯槽の自然地震による座屈発生機構の解明，高応動速度振動台による碍子

素材，高張力鋼ブレースなどの脆性破壊実験を千葉実験所で実施した．また，本年度はとくに

高速増殖炉 (FBR) について重点を置き，免震装置の導入を検討し，そのために必要な非固

定貯槽・機器の滑動についての研究も合せ行った． （一部受託研究および科学研究費一般C)

2・27 プラントの信頼性•安全性の評価と向上に関する研究（継続）

教授柴田 碧 ・ 助 教 授藤田隆史・助手重田達也

技官小峰久直・受託研究員柏崎昭宏

原子カプラント・化学プラントなどの構成要素の破壊により発生する災害を防止するため，

その構造的信頼性をどのようにして高めるかを研究している．これら破損は，地震応力，振動

応力，熱応力などの変動応力により主として生じる．これらと許容応力の関係を信頼性理論の

立場から扱い，基準等でどのように表現して行くか，地震波による累積損傷効果をどのように

表現するか，また過荷重が与えられたときの，破損の確率がどのように増大するか，損傷率曲

線をなるべく経済的に得るにはどのようにするか，信頼性と安全性の定義の差などを研究して

いる．本年度はとくに信頼性評価のための試験荷重レベルと試験体個数の関係について検討し

た。 （一部受託研究費）

2• 28 地震時におけるプラントの応答性状に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田達也•技官小峰久直

研究員曽我部潔・大学院学生堀井光彦

地震時におけるプラント内の貯槽，機器・配管系の応答性状とそのゆらぎを把握するため，

理論的，実験的研究を行っている．千葉実験所における各種プラントモデルの自然地震に対す

る応答の計測を中心に，三次元地展特性とそれに対する配管の応答特性の解明，弾性殻・地盤

ばね支持系の貯槽の地震応答特性の解明などを行い，また，ねじり地動と加速度の関係を特殊

アレイを用いて実測し解析を行っている．また，三次元振動台により，塔状構造物の損傷モー

ドに関する実験的研究などを行っている．なお，昭和57年夏，薄肉円筒貯槽に地震による座屈

が発生したが，その後の状況変化を観察している．また，昭和47年以来のデータをデータ・バ
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ンク化することを企画し，ほぼプログラムを完成，データを入力しつつある。

（一部受託研究費）

2・29 非常災害時の都市住民の安全に関する研究（災害非常食）

教授柴田 碧 ・ 技 官 荻 野 総 子

大地裳などの災害後，都市で生活し得る人口は極めて制限される．この人々を急速に都市地

域外へ運び出す一方，残留分については食料を供給しなければならない．このため，第 1段階

として，都市人口の災害後変化の算定を行い，第 2段階として，良質な災害非常食を必要な鼠

確保しなければならない．本年度はその準備として算定シミュレーション，住民アンケート，

災害非常食について調査した．明年度以降，川崎市をモデルに研究を進めて行く．

（一部受託研究費）

2・30 液体貯槽の耐震化に関する研究

教授柴田 碧•助手重田達也

研究員原 文 雄 ・ 研 究 員 曽 我 部 潔

石油貯槽は地震被害を受けやすい構造物の一つである．昭和58年 6月の日本海中部地震では

200 km 以上離れた新潟地区でも被害を受けた．それの積極的制振対策を理論• 実験面から検

討しようとするものである． （科学研究費試験研究）

2・31 三次元免震装置の研究（継続）

助教授藤田隆史・大学院学生鞍本貞之

半導体製造設備など精密機器用の三次元免震装置を試作し，この試作機に実験用機器モデル

を搭載して水平・鉛直二次元振動実験を行った．搭載した機器モデルは電子ビーム露光装置な

どを模擬するため空気ばね支持とし，固有振動数は水平2.5 Hz, 鉛直 3Hzと低いものであり，

免猿が一般には困難とされる対象機器であったが，振動実験の結果，十分な免震効果の得られ

ることが判明した．また，応答解析を行い，実験結果と良好な一致が得られた．

2・32 免震用積層ゴムの剛性と変位吸収能力に関する研究

助教授藤田隆史・大学院学生津田博史

ゴム板と鉄板を交互に積層した積層ゴムは大きな鉛直荷重を負担でき，かつ水平剛性を小さ

くす・ることが可能なため，重量機器・構造物用免震支持装置の基本要素として注目されている．

本研究では，種々の定格搭載荷重に対する積層ゴムを設計，試作し，水平・鉛直剛性や水平方

向の変位吸収能力の静的加力実験を行い，免震用積層ゴムの設計方法の確立を目的としている。

本年度は50トン用， 10トン用， 5トン用の積層ゴムを設計，試作し，加力実験を行った．

（一部奨学寄附金）
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2・33 積層ゴムと摩擦ダンパおよび粘性ダンパを用いた免震構造の基礎的研究

助教授藤田隆史・助手藤田 聡

本研究では原子力施設の免震構造として，原子炉建屋を積層ゴムで支持し，摩擦ダンパと粘

性ダンパをトリガ機構およびエネルギ吸収装置として用いる免震構造を提案し，その基礎的研

究を行っている．本年度は予備的解析として，原子炉建屋を剛体とした場合の解析を行い，種々

の設計パラメータ値の免震性能に及ぼす影響を調査した．また，縮尺模型による振動実験を次

年度に行うため，その供試体の設計を行った． （奨学寄附金）

2・34 積層ゴムと摩擦ダンパおよびすべり要素を用いた免震構造の基礎的研究

助教授藤田隆史・助手藤田 聡

本研究では原子力施設の免震構造として，原子炉建屋をすぺり板を介して積層ゴムで支持し，

摩擦ダンパをトリガ機構およびエネルギ吸収装置として用いる免震構造を提案し，その韮礎的

研究を行っている．本年度は予備的解析として，原子炉建屋を剛体とした場合の解析を行い，

種々の設計パラメータ値の免震性能に及ぼす影響を調査した．また，縮尺模型による振動実験

を次年度に行うため，その供試体の設計を行った・

2・35 誘導円板形継電器の地震時誤動作の防止方法に関する研究（継続）

助教授藤田隆史・技官服部 忍

誘導円板形継電器は各種の保護継電器として非常に広範囲に使用されているものであるが，

地震時の誤動作が問題となっていた．昨年度までの研究により誤動作発生機構が判明したため，

本年度は誤動作防止のための継電器の改良について研究し，良好な結果が得られた．すなわち，

誤動作は円板軸の下部軸受における摩擦に起因する一種の不安定現象であったが，ピボットと

軸受の形状を改良することにより，地震動に対する対誤動作性を大幅に向上できた．

（奨学寄附金）

2• 36 新離散化モデルとそれによる構造物の極限解析法の

一般化に関する研究（継続）

教授川井忠彦・研究担当都井 裕•助手椎名章二

研究員竹内則雄・受託研究員三藤正明

過去 6年間の研究により“剛体ーバネ”モデルの数学的基礎づけが，ある程度可能となり，

解析法の体系化が一応完了した．また，既に開発されている "EARTH", "SHELL", およ

び "FRAME"の実証的研究が引続き行われた．その中で巨大プロンズ記念像の内部支持骨

組構造の設計に関連し "FRAME-1"による最終強度確認計算を行った．また，円筒殻の圧

壊試験の低自由度シミュレーションを行い，計算結果と実験結果の良好な一致を確認した．そ

の他地盤構造の粘弾塑性挙動や鉄筋コンクリート壁の剪断破壊試験の解析も実行し，本解析法

の将来性につき明るい見通しをえた．
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2・37 船体構造の最終強度に関する研究（継続）

教授川井忠彦・研究担当都井 裕

船体構造を変断面薄肉梁と見倣し有限要素法による一般的な線形解析を過去数年間に亘って

研究してきたが，本研究においては 2・36の研究の結果得られた“剛体ーバネ”モデルを中心

とした新離散化モデルを用いて極限解析用の薄肉梁要素を羽き船体構造の静的および動的最終

強度を算定する実用的解析法の研究を進めている．

2・38 構造物の動的破壊強度解析法の研究（継続）

教授川井忠彦・研究担当都井 裕

助手椎名章ニ・研究員竹内則雄

航空機，船舶，車輛構造の衝突：地震による高層建築，原子炉，化学プラント，塔槽類の破

壊；墜道など地下構造物の動的安定などを推定し得る実用解析法を 2・37の研究を足場にして

研究した．本年度は原子炉燃料廃棄物容器の衝撃強度についての予備的研究や廃棄物ガラス固

溶体の熱衝撃強度の解析を実行した．

2• 39 保存法則を基礎とした移動現象問題の計算機シミュレーションに

関する基礎的研究（継続）

教授川井忠彦・研究担当都井 裕・研究員竹内則雄

移動現象を支配する場の発展方程式は，各種物理量の保存則（積分表示式）から尊入される

ことに着目し，始めから連成場を取扱うことを目標に，保存法則を直接離散化し，移動現象問

題を解析してゆく方法を開発中で簡単な例題で計算ア）レゴリズムの妥当性が実証された．この

方法では，境界面に沿う切線速度成分の不連続性の尊入が容易であり，境界層の成生剥離，乱

流過程の計算機シミュレーションの可能性について模索中である．

2• 40 工作機械の動的特性と精度の関係に関する研究（継続）

教授佐藤裔芳

加工精度，加工能率の高い工作機械の実現をはかるため，自励振動の発生，強制振動の存在

等に密接に関連のある機械構造，主軸系，駆動系，切削機構等の振動特性を実験的，解析的に

求めること，これらと表面粗さ，形状精度，寸法精度との関係を明らかにすること等について

測定法，表示法，解析法の開発，発展を含め総合的に研究をすすめている．

2• 41 表面粗さの実時間測定に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

工作機械の動的特性と精度の関係に関する研究の一環として，光点変位式の表面粗さ実時間

測定装置を用い，表面粗さをパラメータとして切削条件を改める制御系を構成すること，大量

データを処理し軸長手方向の特徴をみること，測定装置の小型化の検討，動的切削剛性の測定
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等について，機械技術研究所，三井公之と共同で引き続き研究をすすめた．

2・42 工作機械と加工物の真直精度に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

大型工作機械とこれに関連した作業について，真直度，平行度，平面度，円筒度等の測定が

容易，迅速かつ精度よくおこないうれば，機械の性能，加工の精度の向上のみならず，加工能

率の向上にも寄与することが少なくない．当研究室において開発された逐次 2点真直度測定法

は，これらの要請に応えうる性能を備えたものであり，マイクロコンピュータを用いた従来の

構成，成果にもとづき，実用性の検討を引続きすすめている．

2• 43 モーダ）レ解析による振動特性同定法に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

伝達関数測定装置や衝撃応答のフーリェ変換によってえられる周波数を応答関数を対象に，

多自由度系の周波数応答関数を曲線適合し，固有振動数，減衰定数，剛性等を推定する方法に

ついて検討している。従来開発してきた簡便な方法を用い，推定の精度，相反性の検証，近接

したモードの分析，境界条件の影響，振動特性の加工精度への影響等の問題について研究をす

すめている．

2• 44 走査型電子顕微鏡による表面粗さ計測に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳・助教授谷 泰弘・助手大堀真敬

走査型電子顕微鏡を用いた表面粗さ測定により，光を用いた従来の粗さ測定法の限界を克服

でき，表面画像の観察と同時にその粗さ断面曲線が求められること，二次元的な粗さ測定がこ

れまでのどの方法にもまして容易にでき，したがって表面の三次元形状も容易に求められるこ

と，平均化によって画像の質を大幅に改善できること，ディジタル方式によれば較正もまた容

易になること等の成果をえている．

2• 45 工作機械構造の振動特性向上に関する研究（継続）

教授佐藤 壽芳・助教授谷 泰弘

研究員西田公至•技官尾高広昭

旋盤ベッドを対象とした実験・解析の比較から，実系における鋼球受け座の支持系と，計算

における支持との関連について，これまでよりも精度を高めることについて検討した．この際

パーソナル・コンビュータを端末としてデータ，結果を確認しながら解析をすすめることを可

能とした．

2・46 新材料による工作機械構造の特性解析に関する研究

教授佐藤壽芳・助手大堀真敬

マシニングセンタ用に開発されたコンクリートベッドについて，ベッド単体とこれを組みこ
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んだ機械を対象に，振動特性を明らかにすることを専門企業との共同研究ですすめた。この結

果，肉厚等に余裕をみる結果，ベッド単体では重鑽が20%程度大となり，高次振動では固有振

動数が低くなること，鋳物構造に比ぺ振動モードが単純仕できること，また減衰定数は高次振

動数まで大きくできること，これを組みこんだ機械全体としては，必らずしもその特徴が生か

されず，コラム等についてもコンクリート化の試みが必要なこと等を明らかにした。

2・47 非接触方式による直径測定法の研究（継続）

教授佐藤壽芳・助教授谷 泰弘

小径の測定には，接触，非接触ともに有効な測定法が実用に供されているが，大径にたいし

ては効果的な方法がないのが現状である．本研究では，マイクロ・コンピュータを用いた光学

的方法，相対変位計利用の方法等について基礎的な研究をおこない， 30-80mmの径を対象

に操作性，測定精度等の基本的性質を明らかにした，これらの方法では，被削材の回転時に測

定できることが大きな特徴である．

2・48 機械系の地震応答に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳・研究員鈴木浩平

機械系の耐震設計法に関する研究の一環として，模擬地震にたいする応答特性，これに対す

る統計的手法の適用，複数卓越周期の応答特性にたいする効果，多自由度弾塑性非線型系の応

答特性，地雲動の非定常性と応答特性との関連，多入力系の応答特性等について基礎的な検討

を行っている．

2• 49 位相制御による自励振動の抑止に関する研究

教授佐藤壽芳・助教授谷 泰弘・大学院学生笠原直人

旋削時の自励振動において，被削材が一回転する時，前回転の振動軌跡に対し，現時点の振

動は必らず位相差をもつ．また，被削材変位と切削力の間にも位相差が生じる．後者によって

系に流入するエネルギが定まり，自励振動が発生するが，回転数をかえ，前者の位相差を零と

する時，後者の位相差がどのように変化し，エネルギ流入にも影響を与えるかについて調べ，

振動が発生しかける時，回転数をあげ，前者の位相差を零とすることが振動抑止に効果的であ

ることを示している．

2・50 磁性流体を用いた磁気浮揚研磨法の開発

助教授谷 泰弘・助手（特別研究員） 仙波卓弥

受託研究員河田研治

磁性流体に非磁性砥粒を混合し，これに磁場をかけると，砥粒は低磁場側に排出され，磁性

流体の表層に浮揚する．この磁気浮揚力を研磨圧とした，新しい形態の流体支持砥粒による研

磨法の開発を行っている．この原理が実証できることを確認し，本研磨法の特徴について検討

した。本研歴法によれば，高能率で高精度な加工ができる．砥粒と磁性流体との親和性および
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加工能率との関連，磁場形状の最適化等について検討を行っている． （一部奨学寄附金）

2• 51 機械加工に伴う残留応力の計測および解析（継続）

教 授 佐 藤壽芳・助教授谷 泰弘

助手（特別研究員）仙波卓弥

機械加工により生じる残留応力はその製品の機械的特性に悪影響を及ぼすため，回避する方

向で努力されている．本研究では機械加工のメカニズムと生じる残留応力との関連を，有限要

素と境界要素との結合解法を用いて，二次元的に明らかにした．また，超音波顕微鏡を用いた

計測方法について，一般研究 (A).選定研究の項にあるように，研究を進めている．

（一部研究(A), 選定研究，奨学寄附金）

2・52 滴状凝縮熱伝達に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・研究員塩冶震太郎・助手永田興一

滴状凝縮はきわめて高い熱伝達率を示す過程であるが，そのメカニズムを解明し，実用化を

はかるための研究を次のようなサプテーマについて行っている.(1)初期液滴発生過程の観測，

(2)小温度差および低熱流束域での熱伝達率測定， (3)凝縮面材料の熱的物性値の影響解明， (4)凝

縮曲線の測定， (5)液滴の挙動にともなう局所的非定常伝熱過程の解明．

2• 53 気—液直接接触式凝縮装置に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・助教授西尾茂文

大学院学生中島 宏

凝縮させたい蒸気の中に，これと溶け合わない低温液体を落下させ，直接接触凝縮を起こさ

せる方式の凝縮装置に関する基礎的研究を続けている．このような直接接触式凝縮装置は，伝

熱効率および経済性の点で，低温熱源の有効利用に役立つものと考えられる．

2• 54 生体における熱的物性値の測定（継続）

教授棚沢一郎・研究員谷下一夫

生体（とくに人体）に関する輸送的性質を，迅速かつ精度よく知るための測定法の開発と，

信頼度の高いデータの収集を目指して研究を続けている．これまでに，犬の血液について，熱

伝導率および酸素•炭酸ガスの拡散係数を測定し，ヘマトクリット値（赤血球の体積率），温度，

蛋白質含有率などに対する依存性を明らかにした．

2• 55 蒸気爆発に関する研究

教授 棚 沢 一 郎 ・ 助 教 授 西 尾 茂 文・客員研究員王 個鉄

大学院学生穴原直樹

高温融体（金属・岩石・ 紙パルプ原料）などが，液体中に落下したときに生ずる爆発的な蒸

発現象は，蒸気爆発と呼ばれ，種々の産業においてその原因究明と防止策の検討が行われてい
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る．本研究では，水中に溶融金属を落下させたときに生ずる小規模蒸気爆発の観測によって，

現象の基本メカニズムを解明しようとしている．

2・56 高性能伝熱面の開発に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・助教授西尾茂文・技官高野 消

熱交換器における気体側の伝熱効率の改善を目指して，各種のタービュレンス・プロモータ

（乱れ促進体）を取付けた伝熱面における強制対流熱伝達機構の解明と，最適伝熱面の開発を

続けている． （科学研究費エネルギー特別研究）

2• 57 沸騰現象に関する研究（継続）

助教授西尾茂文・大学院学生坂口和貴

液体の沸騰を伴う伝熱現象に関する基礎的知見を得るために，沸騰現象と係わる以下の事項

について研究している．①素過程の研究（核生成，気液界面の運動，固液接触および沸騰サイ

クル），②平均伝熱特性（膜沸騰および極小熱流束点条件）．本年度は①については固液接触限

界に関する実験，②については，平均伝熱性に対する系圧力，非定常性，伝熱面熱伝導性の影

響を実験的に検討し，系圧力の影響の評価法について解析した． （一部奨励研究）

2• 58 流路内沸騰二相流の熱伝達に関する研究

助 教 授 西 尾 茂 文

流路内における沸騰二相流の熱伝達について基礎的研究を行っている．具体的には，逆環状

流域における熱伝達に関する系圧力，流速，サプクール度の影響および環状噴霧流域における

ポストドライアウト状態の熱伝達に関する実験を行っている．

2• 59 噴霧流熱伝達に関する研究（継続）

助教授西尾茂文・助手大久保英敏

気相流中に微小液滴を混入させた噴霧流れの熱伝達に関し，以下の事項について研究を続け

ている．①衝突単一液滴による熱伝達，②平板壁面に直交衝突する噴霧流れの熱伝達．本年度

は，①については，高速，微小単一水滴の実現装置を完成し，②については，主として膜沸騰

域および極小熱流束点条件に関する実験を行った．

2• 60 急冷技術の改善に関する研究（継続）

助教授西尾茂文・助手大久保英敏•技官上村光宏

鋼材・溶融金属・ガラス等の急冷技術の改善法について開発的研究を行っている．具体的に

は，①冷却曲線の予測法，②水溶性焼入剤の冷却性能，③断熱層の付加による急冷促進法（保

温層のパラドックス）および④ガラス強化法へのミスト冷却の応用について研究しており，本

年度は特に④についてガラス面上でのミスト冷却時の熱伝達特性を実験的に検討した．
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2• 61 摩擦クラッチを含む系の捩り振動に関する研究（継続）

教授大野進 ー ・ 技 官 鈴 木 常 夫

エンジンのトルク変動のために変速機の歯車が打音を生ずることがある．これには，クラッ

チ・ディスクの捩り剛性と履歴特性とを調整して対策することが考えられる．本研究では，実

機について歯車間の噛合状態を実験的に調査し，歯車が多数回当りを生じていることを見出し

た．また，解析的手法と計算機によるシミュレーションとを併用して，最適の調整条件を検討

している．

2・62 自動車の突起乗越時の路面作用力に関する研究（継続）

教授 大 野 進 ー ・ 技 官 板 倉 博•技官鈴木常夫

研 究 生 滝 田 敏 之 ・ 講師（千葉工大）片岡真澄

自動車が路面の突起や段差を乗越えることにより路面側にも振動を生ずる．これは，公害振

動の一つである．本研究では，タイヤのエンベロープ効果を取入れた自動車の力学モデルを構

成し，計算機によるシミュレーションを行い，突起乗越時の路面作用力を求めた．また，路面

作用力の測定装置を製作し，これを千葉実験所構内の道路に埋設し，その上に種々形状の突起

や段差を取付け， トラックおよび乗用車に乗越させて，路面作用力を測定した．

（一部科学研究費一般C)

2・63 近接遮蔽における吸音材料の効果に関する研究（継続）

教授大野進ー・技官鈴木常夫

機械騒音の低減のために，騒音発生の著しい部分に近接して局部的な遮蔽を施すことがある．

その際に吸音材を併用することが多いが，その効果については詳しくは調べられていない．本

研究ではこれを理論実験両面から検討している．

2・64 衝突音におよぼす粘弾性体の影響に関する研究

教授大野進ー・大学院学生毛利 宏

二つの物体が直接衝突する場合と，間に粘弾性体が介在する場合では，衝撃力の時刻歴が異

なり， したがって衝突音が異なる．本研究では，鋼板に鋼球が衝突する場合を取上げ，粘弾性

体を 2要素モデルで表し，粘弾性体の介在の有無両方の場合の衝突音を理論的および実験的に

求め，粘弾性体の衝突音低減効果について研究している．

2• 65 ステップモータの性能向上とその制御技術に関する研究（継続）

助教授樋口俊郎・技官池田耕吉・助手水野 毅

受託研究員渡辺 昭

数値制御に適したサーボモータであるステップモータについて，その性能向上を目的として

研究を実施している．ステップモータの利用において障害となっている中周波域での振動現象
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について実験的理論的研究を行っており，また，ステップモータの回転に伴って発生する逆起

電に含まれる位置情報を利用して，エンコーダを用いずにステップモータの閉ループ駆動を行

う方法を開発し，これに基づく最短時間位置決め制御の研究を進めている．（一部奨学寄附金）

2• 66 リニアステップモータを利用した工程間搬送装置の開発（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生野吾英俊・受託研究員堀越 敦

受託研究員中村 健・研究生辻 司雄

産業用ロボット等による高度な生産システムの自動化に適する新しい搬送装置，搬送システ

ムの研究を行っている．具体的には，加工対象物の搬送と高精度の位置決めとをリニアステッ

プモータの原理を利用して行おうとするものであり，位置決め精度の向上と搬送の高速化を目

的として，搬送台車の運動制御の研究を進めている． （一部奨学寄附金）

2• 67 磁気軸受の制御と応用に関する研究（継続）

助教授樋口俊郎・助手水野 毅

回転体を磁気力によって非接触で支持することのできる磁気軸受は，スピンドル等の高速回

転体の支持機構として優れた特性を有している．この磁気軸受の制御系の最適な設計方法を確

立すぺく研究を進めている．回転体のジャイロ効果および不釣合の影響を考慮した制御系の構

成法を現代制御理論に基づいて明らかにしており，これを実証する基礎実験を行っている．

（一部科学研究費奨励研究A)

2・68 PM形ステップモータの再生駆動方式を利用した

教示再生ロボットの開発（継続）

助教授樋口俊郎

二相正弦波入力によって任意の位置での位置決めを開）レープ制御で行えるという PM形ス

テップモータの特徴に着目することにより，極めて教示が容易な教示再生ロボットの開発を

行っている．実用化の一つとして中川研究室と共同で金型の磨き加工への本ロボットの適用を

進める研究を実施した． （一部奨学寄附金）

2・69 インパクトサーボ機構による微小精密位置決めの研究

助教授樋口俊郎

平面上に置かれた固体の一端に軽い衝撃力を加えることによって微小距離の移動が可能とな

ることは経験的に知られている．この現象に着目し，衝撃電磁力を利用することにより，従来

のサーボ機構とは全く異なる原理に基く精密位置決めテープルの微小位置決め機構の開発を

行っている．
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2・70 ステップモータを用いた高精度位置決め機構の研究

助教授樋口俊郎・研究生沢田克秀

半導体製造工程等において， 1μm以下の位置決め精度を要求されることが急速に増加し

てきている．相電流を段階的に変化させる駆動法であるマイクロステップ駆動を用いることに

よりステップモータの位置決めの分解能を高められることが知られている．このマイクロス

テップ駆動における電流の設定の方法の確立を目指して研究を進めており，テープ）レの位置決

めを開）レープ制御で行い士O.lμmの精度を得ることが出来ている．

2・71 食品加工業における自動化の研究

助教授樋口俊郎・受託研究員三松 淳

食品工業において，自動化を進めなくてはならない工程が多く残されている．一般の機械工

業と異なり，特に衛生面での配慮が不可欠であり，また高温多湿や低温と言った厳しい環境下

で信頼性のあることが必要とされている．本年度は製品のハンドリングの自動化を進めること

を目的とし，その基礎となる直流サーボモータによる高速位置決めの研究を行った．

（奨学寄附金）

2•72 電場・磁場援用の砥粒加工法の開発

教授今中 治・技官上村康幸

電場・磁場など場の作用を導入して砥粒の運動を規制しようとする新しい表面仕上法

(Field-assisted Fine Finishing)の開発研究を行いつつある．砥粒を混入した磁性流体を

加工剤として，磁場中における自由砥粒方式の研磨特性を検討した結果，磁場強さと工具運動

条件の制御により非球面加工も可能であることを確認した．

2• 73 セラミックスの超精密加工に関する研究

教授今中 治

エレクトロニクス用セラミックスの加工においては，寸法精度・ 形状精度・表面粗さなどの

幾何学的精度のほかに，表面の物理的・化学的もしくは結晶学的な完全さを要求される場合が

多い．加工変質層のきわめて小さい超精密加工法の確立を目的として，加工界面における固相

反応を利用した表面仕上法（軟質粒子によるメカノケミカル・ポリシング）の展開を進めつつ

ある．

2• 74 ディスクプレーキの嗚き現象の解明（継続）

研究員植松哲太郎・教授中川威雄

パッド材の組成により鳴き現象の生じやすさが異なることは経験的に知られている．そこで

種々の組成のバッドについて， μ-V特性の差，温度上昇率の差，周波数特性の差，摩耗粉の

発生しやすさの差等を鳴きやすさとの関連で調査した。さらにディスク表面に発生，付着して
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いるパッド摩耗粉の量と嗚き発生の関係を調べると共に，この摩耗粉を除去するための効果的

手段を調査した． （一部受託研究費）

2・75 レーザ切断による全積層構造抜き型の開発

講師横井秀俊・大学院学生鈴木 敬・助手鈴木 清

教授中川威雄

レーザ切断による薄鋼板を積層させてプレス抜き型を構成する薄板積層の思想を究極まで推

し進め，新たにダイセットを含む全積層構造抜き型の提案を行った．抜き落とし型の試作研究

を通して，ダイセット後加工工程の大幅な合理化達成と高い打抜き特性の実現を確認した。さ

らに今後の発展が見込まれる標準工具を組み込んだ順送抜き型の試作を行い好結果を得た．こ

れらの研究により，この抜き型は経済性ばかりでなく，技術的にも十分実用可能であるとの確

信を得た．

2• 76 3次元薄板積層構造型の製作

大学院学生国枝正典・大学院研究生劉 勝棟・教授中川威雄

レーザ加工機により切断した薄板を多数積層し， 3次元の形状を持つ絞り型を制作した．こ

の方法によれば，プレス金型を安価で迅速に製作できるのみならず，冷却水用の流路を自由に

張りめぐらせた高性能な射出成形型やダイカスト型を製作できる可能性がある。本年度は板面

間の固相接合技術を確立するための基礎実験もあわせて行った．

2• 77 磁力研磨ロボットによる曲面の研磨

大学院学生国枝正典・教授中 川 威 雄 ・ 助 教 授 樋 口 俊 郎

鋳鉄を母地とした砥石が磁場の作用により鉄などの被研磨材に吸引される力を利用した回転

式の研磨工具を開発した．加圧装置を必要とせず，また構造がフレキシブルなためロボットの

位置決め誤差や振動を吸収し，簡単な制御による曲面の研磨を可能とした．

2• 78 曲面の法線と変位を検出する磁カセンサの研究

大学院学生国枝正典・教授中川威雄

磁石が強磁性体の曲面の法線方向に吸引される力を 3分力計により測定し，曲面からの距離

と傾きを同時に検出する磁カセンサを試作し基本的特性を調べた．

2・79 高強度鋳鉄焼結品の研究

大学院学生塙 健三・戴 豊樹・教授中川威雄

鋳鉄の切粉を粉砕して粉末冶金用鉄粉として再生利用する研究を進めている．焼結した試料

の冷却時におこる黒鉛化やその黒鉛の球状化の機構を詳しく追求する基本的な研究と同時にど

のような切粉を選び，どう粉砕し熱処理すれば粉末冶金に適した鋳鉄粉になるかという実用面

の研究を合わせて行った．鋳鉄粉は安価な鉄粉であると同時に，その焼結品は母材鋳鉄よりも
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はるかに強力なものが得られた．

2・80 粉末鍛造における金型の熱伝導解析

大学院学生戴 豊樹・教授中川威雄

粉末鍛造は一種の精密鍛造であり，型のわずかの熱変形や摩耗現象も直接製品精度不良に結

びつく．この研究では鍛造時における加熱ビレットからの型への熱伝導解析を行い，鍛造速度

の影響を明らかにすると共に，製品の寸法精度の予測できることを明らかとした．

2• 81 鋳鉄ボン•ドダイヤモンド砥石によるファインセラミックの研削（継続）

教授中川威雄・研究員刈込 勝比古・教授今中 治

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石は硬質材料の各種の精密加工法に適用できる．本年度はファイ

ンセラミックの研削についてこの砥石とレジンボンド砥石との比較実験を行い特性を検討し

た．その結果，窒化珪素セラミックに対し研削比において粒度#325の砥石で3.9倍， #1000で

2倍の値が得られ，表面粗さにおいても優れていることが確認された．さらに両砥石の研削機

構の検討を行い，鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石の研削特性の特徴を明らかとした．

2・82 Injection Freezing法によるセラミック粉末の成形

研究生高橋信之・教授中川威雄

プラスチックに使われるインジェクション成形法により粉末を成形しようとする試みがなさ

れているが，多量のバインダーを用いるため焼結時に種々の問題が生じている。本研究は有機

等のバインダーの代わりに水バインダーを使用し，成形と同時に冷凍し固化する新しい粉末成

形法を開発することを目標としている．本年度はア）レミナセラミックの予備的成形実験を行い，

成形可能であることを確認した．

2• 83 イオンビーム加工の研究（継続）

助教授増沢隆久・大学院学生小林一也

半導体関連分野等で． ドライプロセスによる表面微細加工法として有望とされているイオン

ビーム加工について，イオン銃（カウフマン型）の性能の向上，特に工作物に与える損傷の少

ない200eV以下の低加速電圧域におけるビーム電流密度の増大に関する研究を進めている・

2・84 放電によるマイクロ加工の研究（継続）

助教授増沢隆久・助手田中勝也•技官藤野正俊

工具電極系の制約により加工液噴流の困難な放電微細加工において，電極の振動・回転等に

よる放電繰返しの増大•安定化の研究，マイクロ過度アーク放電における加工能率に関する基

礎的研究，微小電極の作成法，および微小穴加工精度向上の研究を行っている．
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2• 85 水を加工液とする放電加工の研究（継続）

助教授増沢隆久・助手田中勝也

放電加工の加工液には油の使用が一般的であるが，可燃性であること，作業環境が悪いなど

の欠点がある．そこで，これらの欠点が無い水を加工液とする放電型彫り加工の実用化研究を

行っている．

2• 86 パルス電流による電解加工の研究（継続）

助教授増沢隆久•技官藤野正俊

電解加工は一般に直流大電流により行われるが，パルス電流によりこれを行うと，気泡発生，

消イオン，不働体膜などの状態に変化を生じ，特徴ある加工ができる可能性がある．本研究で

は，ワイヤ電極を用いてワイヤ放電加工面の仕上げに適用し好結果を得た．また，通常の電解

型彫りへの応用についても実験，検討を行っている．

2・87 レーザ加工法の応用に関する研究

助教授増沢隆久・受託研究員寺井晴彦

coルーザを用いた鋼の熱処理は，非接触で，かつ表層への限定焼入れなどが可能であると

いう特徴を有する．当研究室ではこれを薄肉円筒内面の焼入れに応用するための基礎的研究を

行っている．

2• 88 溶融・半溶融金属の直接加工に関する研究（継続）

教授木内 学・技官杉山澄雄

アルミ合金・銅合金等の小径あるいは異形の棒・線材・小径薄肉の管材を溶湯から直接製造

するプロセスの開発研究を目指し，押出し・引抜き・圧延加工等の機能を複合的に実現できる

試験設備を製作して基本的な研究を推進している．これにより直接加工を安定的に実現するの

に要する加工上の諸元の解明を図るとともに，得られた製品の特性についても検討を進めてい

る。この他，ダイカスト加工と半溶融鍛造・熱間鍛造を複合化したダイカストフォージング法

の開発も進めている．

2• 89 ロールフォーミング加工に関する総合的研究（継続）

教授木内 学・助手新谷 賢

口•一）レフォーミング加工の工学的· 技術的体系化を目指して，基礎・応用の両面から研究を

進め，素材の変形特性・製品の形状不良問題の解明をはじめ，パススケジュールの最適化，ロー

ル設計の自動化，あるいは成形工程の汎用シミュレーションシステムの開発等，種々の角度か

ら検討を行っている。その他，実際加工時の各種問題につき調査・分析・モデル試験などを行

い，技術的改善や新技術の開発研究を進め，多くの成果を得ている．
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2・90 管材の製造・加工技術に関する研究（継続）

教授木内 学・助手新谷 賢

丸管• 構造用角管その他の異形管の製造，および各種管材の押出し・引抜き・曲げ・絞り・

バルジング等の二次加工に関して，基礎• 応用の両面から系統的な研究を進めている．特に円

管を母材とする各種の管製品の二次加工について理論的・実験的研究を進め，この分野の技

術的体系化を図るとともに，実際加工の場における加工技術の改善ならびに新技術の開発につ

いて応用的研究を進め多くの成果を得ている．

2• 91 半溶融加工法の開発と応用に関する研究（継続）

教授木内 学・技官杉山澄雄

半溶融状態にある金属材料の変形・流動特性，即ち変形抵抗・変形能・接合性・攪拌性・混

合性などの固相分率に対する依存性を明らかにするとともに，これらの特性を利用した新しい

加工プロセスの開発を進め，特に，アルミ合金・銅合金の棒•線・管材を低荷重• 高加工率で

製造する半溶融押出し加工法の他，半溶融圧延法，半溶融鍛造法・粒子強化複合材料の半溶融

製造法ならびに加工法，粒子強化積層複合材料の半溶融製造法・加工法等の開発も進めている．

2• 92 極限解析の塑性加工への応用に関する研究（継続）

教授木内 学・大学院学生向 四海・木村隆秀

リミットアナリシスの手法を，各種塑性加工プロセスの中で従来解析的な処理が困難とされ

ていた問題，例えば加工時の材料内部における欠陥の発生の予測と防止，あるいは加工限界の

予測など，具体的には厚板圧延時の母材の鋳造欠陥の閉鎖挙動の解明，繊維強化複合材料の加

工限界の解明，非対称圧延の総合的解析，異形材の押出し・ 引抜き加工の一般的解析などに適

用する手法の開発を進め，本解析手法による研究分野の拡張を進めている．

2• 93 鍛造加工汎用シミュレーターの開発に関する研究（継続）

教授木内 学・大学院学生木村秀隆

UBET (Upper Bound Elemental Technique)法を適用し，軸対称・非軸対称の多様な形

状を有する製品の鍛造加工について，加工カ・材料の流動状態・エ具面圧力分布・型キャビ

ティーヘの材料の充満過程• 加工限界などの一般的シミュレーションを可能とするシミュレー

ターの開発を進めており，既にその根幹となる幾つかの解析プログラムの開発に成功し，現在

実際加工への適用の有効性について検討を行っている．

2・94 温度雰囲気調整型半溶融圧延・圧接試験機（継続）

教授木内 学（代表者）・技官杉山澄雄

半溶融金属の流動性・攪拌性・混合性・接合性等を利用して，粒子強化複合材料・短繊維強

化複合材料およびそれらの積層複合材料など，多様な複合材料の長尺の板材・棒材等の製造を
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可能とする圧延・圧接試験機を製作し，圧延時の力学的特性と得られた製品の性状について基

礎的な研究を進めている．当面，アルミ合金をベースとする上記複合材料の製造・加工上の諸

問題の解明を目指している． （申請研究）

2• 95 波浪発電に関する研究（継続）

教授前田久明・助教授木下 健・研究員増田光一

実用性が高いと考えられる attenuator型波浪発電装置の設計法を確立するための研究を

行っている．波浪中エネルギー吸収試験，強制動揺試験等の模型による水槽試験を行い，理論

解析を行って装置の高性能化をはかるための基礎資料を得た．

2• 96 海洋構造物に働く波浪外力に関する研究（継続）

教授前田久明・助手江口純弘

大学院学生西本和生・高原 健

海洋波の方向スペクトルならびに多方向波中で海洋構造物に働く波浪外力の研究を行ってい

る．方向スペクトルの解析で十分な精度が得られていないので改良法を開発中である．また 2

方向波中での模型試験を行い，多方向波中での波浪外力に関する基礎資料を得た．

2• 97 海洋構造物の運動性能に関する研究（継続）

教授前田久明・技官鈴木文博・大学院学生浅井博文

波浪中で動揺，漂流の少ない海洋構造物の開発を目的とする．左右揺ならびに水平面内の漂

流が少なくなる機構を解明するために， 2次元模型による実験を行い，対応する理論解析とし

て固有関数展開法によるプログラムを開発した．現在ポテンシャル理論の適合性につき検討を

すすめている．

2・98 海洋構造物の安定性能に関する研究（継続）

教 授前田久明・助手江口純弘・ 大 学 院 学 生 西 本 和 生

海洋構造物の転覆機構を解明し，安定性能の高い海洋構造物を開発することを目的とする。

1973年から 9年間にわたる海洋構造物の海難事故のデータベースを作製し，海難事故統計の解

析を行った．また風波併存時の半潜水式海洋構造物の水槽試験を行い，転覆解明のための基礎

資料を得た．

2・99 振動水柱型波浪発電装置の理論解析法の研究（継続）

助教授木下 健・教授前田久明

振動水柱型波浪発電装置の外部負荷系に非線形要素が加わった場合の理論解析法を開発し

た．また外部負荷系の慣性ならびに空気の圧縮性を考慮した解析法も開発した．このことによ

りシステムの最適化への道をひらいた。
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2・100 多胴船型浮消波堤の実用化に関する研究（継続）

助教授木下 健・助手高岩千人

当研究室の開発した堤体に加わる波浪強制力や波漂流力が理想的に小さい浮消波堤の建造・

施工を考慮した設計と，係留系の設計法を研究している．本年度は本堤の実用化を目的とし，

斜波中でも向い波中と消波性能や係留鎖張力など基本性能の変わらないような浮体形状や係留

方法を考え，模型実験を行う事によりその点が確認された． （一部奨学寄附金）

2• 101 波吸収型造波装置の研究（継続）

助教授木下 健・大学院学生前田康之

造波水槽試験で問題とされる造波板による模型からの反射波の再反射の問題を解決するため

に，波吸収型造波装置の開発を行っている．従来の定変位型制御の造波機に，流体反力の制御

を加え波浪エネルギー吸収機構を備えた装置である。本年度は流体反力の制御による波浪エネ

）レギー吸収特性を明らかにした．

2・102 新型受圧面式波力吸収装置の開発（継続）

助教授木下 健・大学院学生前田康之

大型海洋構造物や防波堤に取り付ける簡単な構造の受圧式波力吸収装置を開発している．実

験的・理論的研究を行い，装置の流体力学的特性，波力の吸収特性に関する基礎資料を得た．

2• 103 ディーゼ）レ機関のターボ過給の研究

助教授吉識晴夫

燃料の有効利用，排煙対策などを目的として，車両用ディーゼル機関のターボ過給化が進め

られている．ディーゼル機関のシリンダ間の排気干渉を防ぎながら，効率良く排気エネルギを

回収するために，バルプタイミング，排気管長さ，過給機容量などの組合せが重大な問題とな

る．これらの問題に対する理論的検討を行っている．

2• 104 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

助教授吉識晴夫・助手遠藤敏彦・技官高間信行

大学院学生大塚雅也

車両用高速ディーゼル機関の過給機駆動用原動機であるラジアル排気タービンの脈動流特性

の研究を行っている．今年度は，排気管の長さと脈動流のパルス周波数による共振状態，ター

ビン回転数などがタービン流量，タービントルクに及ぼす影響について，実験と数値解析によ

る検討を行った．
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2・105 翼の非定常流特性の研究（継続）

助教授吉 識 睛 夫 ・ 技 官 高 間 信 行

流速が時間的に周期変動する流れ場に置かれた糞の特性について，実験と解析の両面より研

究を行っている．今年度は，対称翼を用いて実験的に明らかにした翼面静圧分布について，平

板翼の仮定の下で解析を行い，圧力変動の振幅分布は十分推定できるが，時間平均圧力分布，

流速と圧力との位相差分布については糞の厚み分布を考慮する必要があることを明らかにし

た．

2・106 スターリング機関の研究（継続）

助教授吉識睛夫・助手遠 藤 敏 彦 ・ 技 官 高 間 信 行

大学院学生一色誠太

スターリング機関用熱交換器に特有な往復流動時の流動特性，伝熱特性を解明するため，単

ー管内を空気が往復流動する時の特性を理論と実験の両面から研究を行っている。今年度は，

伝熱特性を求めるための予備実験を行うと共に，実験的に求めた管内流動状況に対する理論的

解明を試みた。
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第 3 部

3• 1 統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の向上に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝

電力系統における絶縁信頼度を統計的手法を利用して評価し，その向上策を探究するための

研究を行った．雷，開閉サージ，がいし汚損に関連するパラメータの統計量について検討を行

い，さらに，内部絶縁への本手法の適用の可能性について研究をすすめた．

3• 2 大容量変圧器の絶縁信頼性に関する研究（継続）

教授河村達雄

高電圧大容量変圧器は送変電設備において最も重要な機器の一つであり，このため高度の信

頼性が要求される．変圧器の絶縁に影響する絶縁物および油中の水分，油中ガス量等について

検討し，絶縁信頼性を向上させるための方策について研究を行った．さらに，油中ガス分析と

その有効性，防災対策についても検討を加えた．

3・3 SF5ガス絶縁機器の信頼性向上に関する研究（継続）

教授河村達雄

SF6ガス絶縁機器は，最近の都市化の進展などに対応して，変電所の縮小化や信頼性の向上

をはかるために広く実用されている．これらの機器について，保守に関する基本的な考え方，

信頼性の検証とその向上などに関して検討を行い，故障の未然防止を実現するための方策，標

準化について研究を行った．

3• 4 汚損フラッシオーバの基礎過程に関する研究（継続）

助教授石井 勝 ・ 教 授 河 村 達雄・大学院学生大橋広和

がいしが汚損によりフラッシオーバする現象の基礎過程である乾燥帯形成，アーク進展など

の現象に関する研究を行っている．直流高電圧印加のもとにおける汚損沿面アークの放電パラ

メータについて，理論計算および分光学的測定を行って，解析を進めた．

3・5 電力系統における塩害に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝

送変電設備における塩害は主要な事故原因の一つであるが，種々の気象条件の影響，直流高

電圧下での特性については不明の点も多い．系統の塩害による事故の実態を解明するため，気

温相対湿度などの気象条件の汚損フラッシオーバ電圧への影靱，人工汚損試験法について研

究を行っている．
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3・6 電力系統の雷害に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝・技官白鳥正光

わが国の電力系統の根幹である超高圧以上の送電線路においては，雷害が主要な事故原因に

なっており，その軽減のための方策について研究を行っている．また配電線等においても，そ

の信頼度の向上に伴って雷害による事故が重視されるに至っている．本年度は配電線のスケー

ルモデルを使用して，誘導雷に関する研究を行った． （科学研究費奨励研究A)

3• 7 自然雷に関する研究（継続）

助教授石井 勝・教授河村達雄

助手北條準ー・技官鈴木福宗

種々の雷害の防止の上で，工学上極めて重要な自然雷のパラメータに関する研究を行ってい

る．各種雷放電カウンタによる対地雷密度の測定，雷放電の測定方式の研究，雷放電に伴う電

界，磁界変化波形の実測を行った．

3・8 電力系統における開閉サージの研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝・受託研究員中島昌俊

電力系統上に発生する種々の開閉サージについては，最近その詳細が明らかにされつつある．

それに伴い，系統の絶縁信頼度の算定に当って考慮すべきパラメータが増加している．これに

対処するため，本年度は TNA(系統過渡現象解析装置）に結合した情報処理システムをマイ

クロコンビュータ・ネットワークに置換えて処理能力の向上をはかり，これを用いて種々の開

閉サージ波形パラメータの相互相関を解析した． （科学研究費試験研究）

3・9 インパ）レス高電圧の測定精度向上に関する研究（継続）

教授河村達雄・助手北條準一

分圧器を利用したインパルス高電圧の測定精度を向上させるために，測定系の構成と応答特

性，測定誤差との関連について解析を進め，特に急しゅん波インパルス電圧の測定誤差を改善

する方法について研究をすすめた．

3• 10 気中長ギャップ放電の研究（継続）

教 授 河 村達雄・助教授石井 勝

大学院学生久田俊哉

気中長ギャップ放電機構の定量的解析を行い，電力系統の絶縁信頼度評価に結びつけるため

の研究を行っている．負極性開閉インパルス電圧を大地と並行な導体などに印加したときの

リーダ進展状況と空間電荷分布について実測を行った．
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3・11 高電圧現象に対する新測定技術に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝

大学院学生大橋広和・久田俊哉

高電圧現象に対する主として非接触計測手法の適用に関する研究を行っている．非定常フ

リーアークである汚損沿面部分アークの 2波長分光法による計測，気中長ギャップに開閉イン

パルス電圧を印加したときの空間電界のポッケルス素子による直接測定をそれぞれ初めて試み

た．

3・12 大型電極の接地抵抗に関する研究（継続）

助教授石井 勝・技官白鳥正光

大型構造物の接地抵抗の推定および解析を，主として数値計算により進めている．一般 3次

元形状の電極，大地が多層構造をもつ場合について，解析を行った．

3• 13 破壊情報収集による構造物防災（継続）

教授山口楠雄・助教授浜田 喬・助教授藤田博之

助手市川初男・技官小柳津宏忠•技官中西孝充

技官中村孝之・大学院学生松尾好晃• 山下昌夫

アコースティック・エミッション (AE)の利用技術は，材料はもとより，構造物の破壊の

研究に欠くことのできない手段となりつつある．これまで AE計測システム，観測方法，デー

タ解析などの研究を行ってきた．この結果破壊挙動の観測に大きな進歩が得られるとともに，

原子炉等の監視技法の開発についての展開も得られつつある． （一部科学研究費試験研究）

3・14 多入力 AE波の波形処理によるきれつ破壊の進展および挙動の観測（継続）

教 授 山 口 楠 雄 ・ 助 教 授 藤田博之・助手市川初男

技官小柳津宏忠・大学院学生松尾好晃• 山下昌夫

繰返し疲労破壊のきれつ破壊による AEは，きれつによるものは殆んどなく，破面のひっ

かかりによる摩擦 AEが大部分であり，個々の AEはきわめて再現性の高いものであること

が明らかとなってきた．また AE波にはきわめて強い指向性のあることも分ってきた．これ

らの解明はかねてから開発中の波形のマイクロデータの抽出と処理技術により可能となったも

ので，これにより破壊観測の精密化とオンライン監視技術の基盤に大きな進展が得られつつあ

る．現在，高速炉配管系等につき実構造物の試験とデータ解析を進めている．

3・15 省力化計装および制御の研究（継続）

教授山口楠雄・教授原島 文雄・研究員藤田 献

ユニットプロセスの計装およびプラントの制御，工程中のハンドリング，異常診断など産業

に必要な計測• 制御・情報処理について研究を行っている．これらの問題につき，各種の食品
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産業等での実用的な開発を行ってきており，この中には製糖工程の自動化と操業の高度化が含

まれている．

3・16 AE常時監視による構造物安全性向上予測モデル（継続）

教授山口楠雄・助教授藤田博之• 技官小柳津宏忠

AE利用により使用中の構造物の健全度を連続的に監視するシステムを仮定し，この健全度

推定を総合的に扱うモデルを開発した．このモデルによるシミュレーションを行い，データの

蓄積を行っている．このモデルは一般的なものなので，サプモデルの実際への適応化により実

機への適用に利用できる．

3・17 音響法を用いた固体絶縁物のトリーイング劣化の研究（継続）

助教授藤田博之•技官中西孝充

高分子絶縁材料の劣化原因の一つであるトリーイング破壊について，従来からの光学的・電

気的計測に加え音響的方法を用いた観測を行い，劣化機構の解明を目指している． これまで，

発生する超音波バーストの波高値分布がトリーの形状と密接な関係があること， トリー中の部

分放電の放電々荷量と超音波の波高値との間に比例関係が成立すること，および超音波の発生

位置がトリー中の発光点と良く対応することを明らかにした． （一部科学研究費一般C)

3• 18 ボイド放電時の衝撃力の解析

助教授藤田博之・助手市川初男

固体誘電体中の小さな空隙で生ずるボイド放電が，固体壁に与える力学的衝撃を評価するた

めの研究を行った．固体表面の振動から逆に発生源での応力変化を求めるには，圧電変換素子

と伝播路のインパルス応答を知れば良い．前者を容量性変換子を用いた実験から，後者を計算

から求め，さらに発生源として適当な応力源を仮定することにより，衝撃力の立上り時間やそ

の大きさを推定した．

3• 19 直流無パルス性コロナ場の電界計算（継続）

助教授藤田博之

近年の大型計算機の発達により，数値電界計算法は飛躍的な発展をとげた．本研究は，電極

間に空間電荷の存在する場（ポアソン場）の電界計算の一例として，針対平板ギャップに無パ

ルス性コロナ放電が発生している場合の電界分布を求めることを目的とするものである．針対

平板配置を回転双曲面や回転放物面で置換して得られる近似的な解析解について，実測値との

比較や計算の容易さについて検討した．

3• 20 半導体電力変換回路網の解析

教授原島文雄

半導体電力変換回路網は，半導体素子のスイッチ作用による時間離散的動作と回路を規定す
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る微分方程式の組合せとしてとらえられる．本研究は，この観点から立脚し，回路網の状態空

間における時間的挙動を統一的に解析する手法の確立を目的とする．これまでに，回路方程式

が，定係数あるいは時変係数の線形微分方程式となる場合については完了し，現在，非線形微

分方程式となる場合の取りあつかいについて検討を進めている．

3• 21 電力変換制御装置の高性能に関する研究（継続）

教授原島文雄・助手稲葉 博・助手近藤正示

近年，高速パワーデバイス FET・SITの出現により高品質な電力の変換と制御が可能と

なった．本研究は，これら高速パワーデバイスとマイクロプロセッサを組合せることにより，

電力変換装置の効率改善，出力歪の低減，応答の高速化などの高性能化を目的とし，具体的に

は，スナバ回路の最適化による効率改善ならびに高速制御に適した点弧パターン発生方式，ゲー

トドライプ回路の検討を行い，高効率正弦波インバータを開発する．

3・22 電動機の可変速駆動技術の最適化に関する研究（継続）

教授原島文雄・助手近藤正示・大学院学生酒井俊彦

マイクロプロセッサの出現により，電動機駆動制御系に最適制御理論の適用が可能になった．

本研究は各種電動機の可変速駆動系にマイクロプロセッサを導入し，その高度な演算機能を生

かした最適制御装置の開発を目的としたものである．研究対象としては，システムの応答時間，

精度および Robustnessに対して，データ検出方法，制御系の構造およびパラメータ調整則が

どの程度の影響を与えるかを定量的に明らかにする．

3・23 高速卜）レク制御に適した誘導機駆動系の最適化

教 授 原 島文雄・助手近藤正示

受託研究員梶田政利・受託研究員裾野之久

誘導電動機のトルク応答の高速化を図るため，従来は，すぺり周波数制御ベクトル制御方式

を電流形インバータにより実現したものの実用化がすすめられているが，巻線の温度上昇にと

もなう二次巻線抵抗の変化が問題となっている．本研究は，二次抵抗変化の影響が小さいとさ

れる電圧制御形インバータによる高速卜）レク制御システムを実現した．今後，従来方式との比

較検討を実機により行う．

3・24 スライディングモード制御の電動機駆動系への適用（継続）

教授原島文雄・助手近藤正示・大学院学生橋本秀紀

受託研究員石津 健

スライディングモード制御によれば，制御対象のバラメータ変動がある場合でも動特性を一

定にすることが，比較的簡単な制御則で達成できる．本研究では，これを位置サーボ系に適用

じ，実機による検証を行っている．これまでに，任意に設定された動作軌跡に沿わせることに

より準時間最適制御を実現した．今後，本制御方式の理論的展開を進める．
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（一部科学研究費一般B)

3・25 光発電システムを用いたエネルギーフロー制御の研究（継続）

教授原島文雄・助手稲葉 博 ・ 受 託 研 究 員 渋 谷 俊 緒

研究生松岡俊光

太陽電池などの光発電システムは kwオーダの個別使用が実用的であるが，発生電力の貯蔵

に用いるバッテリーは価格・保守の点で問題が多い．そこで既存電力系統との連系が有力とな

る．本研究は高速パワーデバイスによる高性能正弦波インバータにより太陽電池の最大出力制

御と交流電力への変換および交流側の無効電力補償を同時に行いうるシステムを開発するにあ

る．

3・26 非破壊検査およびアコーステック・エミッションの研究（継続）

教授尾上守夫・助手（特別研究員）山田博章

助手市川初男

放射線，超音波，渦流等による非破壊検査について，とくに自動化，ディジタル信号処理，

視覚化および探触子の校正法などに重点をおいて研究をすすめている．また AEのセンサー

の校正法，精密な観測装置を開発している．また透過反射型という新しい形式の超音波 CT

を開発した．

3• 27 超音波波動のビデオディスプレ（継続）

教 授尾上守夫・助手（特別研究員）山田博章

大学院学生曹 景文

差分法，有限要素法などによる超音波波動および圧電振動の数値解析を行っている．境界条

件の処理が容易な質点ーバネ系の新しいモデルを考案した．結果を理解しやすくするためにカ

ラーによる表示，ビデオによる表示および VTRによる記録を活用している．また AEの発震

機構および伝播機構のシミュレーションを行った．

3• 28 盲人用個人情報システム

教授尾上守夫・助教授濱田 喬

ボールペンを用いたプロッターを改造して普通文字でも点字でも出力できるようにし，これ

にマイクロコンピューター，普通および点字キーボード， TSS用通信インターフェース，カセッ

ト・レコーダーなどをモジュー）レ構成で付加し，盲人が個人で使用できるような経済的な情報

システムを開発している．さらに盲人用グラフィックスの開発も行っている．

（科学研究費試験研究）
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3・29 反射率可変レーダ・リフレクタ（継続）

教授尾上守夫・研究員長谷部望

レーダ・リフレクタの反射率を制御して， レーダ局から点在する情報源からのパッシプ・テ

レメーターを可能する方式の開発を行っている．海上実験において良好な特性が得られた．と

くに伝播情況，ダイバーシティ効果，誤りに強い符号構成などについて研究を進めている．

（一部特定研究）

3• 30 超音波探触子の研究（継続）

助手（特別研究員）山田博章

超音波探傷器の感度較正を合理的に行うための標準探触子，二周波で共用できる探触子，低

周波板波用探触子， TV用遅延素子を利用した感度較正方式，万年筆型擬似 AE源，高分子圧

電膜を用いた新しい AE変換子等を開発してきた．また，探触子自己校正法を研究している．

3• 31 多次元画像情報処理

教授尾上 守夫・教授高木幹雄

助教授坂内正夫・助教授石塚 満

（多次元画像情報処理センターの項 1参照）

他に「細胞診自動化」，「シネアンギオグラフィの処理」，「標準ディジタル画像の作成と配布」，

「電子顕微鏡画像の処理」，「標準ファクシミリの高度利用」，「立木 CTの開発」，「光ディスク

を用いた画像データベース」，「画像処理用高速アルゴリズムの開発」，「画像処理用ワークステー

ション」，「対話型画像処理システム」，「画像メモリを中心とした画像処理システム」，「反復演

算による画像処理」，「気象衛星画像の処理」，「PLANET-Aにおける画像処理」，「細胞内顆

粒運動の解析」，「星と銀河の識別」，「流れの可視化の画像処理」，「印刷における画像処理」，「不

均ーな静磁場を用いた NMR-CT」, 「画像処理装置のアクセス方式」，「複写機における画像

処理」，「気象衛星(NOAA)用フ•レームシンクロナイザの製作「画像処理を援用する地理情報シ

ステムの開発」，「パタン情報の統一的表現・操作方式の開発」，「多目的図面自動読取りシステ

ムーNOGISAKAの開発」，「多目的検索手段をもつ画像データベースシステム (MIBAS)の

構成」，「ディジタル線図形の高能率表現方式の開発」，「等距離包路線図形の高能率生成方式の

開発」，「VTRを用いるディジタル画像ファイル」，「ディザ法を用いる心理的負担の少ない静

止画伝送」，「知識工学手法によるパターン解析」，「知識依存型システム作成のためのプロダク

ション・システム」，「楽符の自動読取りと）レールに基づく日本民謡の旋律構造解析」，「構造物

被害査定のエフスパートシステム： SPERIL」, 「知識工学における不確実性の扱い」，「知識

依存型 VLSI・CADシステム」，「オプジェクト指向形知識表現システム (FLORA)とその

応用」，「エクスパートシステム用グラフィックス機能の開発」，「エクスパートシステムの日本

語フロントエンド」，「Fuzzy-Prologのインプリメンテーション」の各項も同様．
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3・32 スプライン曲線を用いた高品質明朝体ひらがな字形の設計（継続）

教授高木幹雄・技官坂元宗和

電算写植機用フォントとして使用に耐える高品質フォント設計システムの研究の一環とし

て，明朝体ひらがな字形の計算機による生成を行う．形態の多様さゆえに困難であった計算機

処理を，スプライン曲線の採用により可能にし，工学的にはデータ圧縮，美的観点からは優美

な形態の自由自在の操作が実現される．出力は250X250ドット以上の精度で，操作するデザイ

ナの能力いかんにより現行書体に匹敵する高品位書体が得られる．

3・33 情報検索を目的とした 2値画像のデータ圧縮（継続）

教授高木幹雄

図面など 2値画像を中央にデータベースとして蓄積し，端木から検索することを想定し，そ

れに適した 2値画像のデータ圧縮につき研究を行っている．図面を検索する場合に従来のファ

クシミリの伝送方式では端末例で画像が左上から順次に受信されるが，ここではlOOOXlOOO程

度のディスプレイを端末に備え，初めは粗くサンプルした画像を伝送し，次第に解像度を上げ

る方式について検討を行っている．

3・34 気象衛星画像データの取得と処理に関する研究（継続）

教授高木 幹雄・研究員長谷部望・助手（特別研究員）川中 彰

技官坂元宗和・大学院学生大熊 直 彦 ・ 研 究 生 折 原 良 治

気象衛星 NOAA-6,7, ひまわり，環境監視衛星 NIMBUS—7などには，可視，赤外，マ

ィクロ波のセンサが塔載されている．このデータを直接受信するため，宇宙研より 3m¢ のア

ンテナの移管を受け，本館屋上に設置した. 1.7GHz帯の気象衛星データの取得を目指し，低

雑音増幅系の設計を行い，マイクロコンピュータによるアンテナ制御，フレームシンクロナイ

ザ，サーマルプリンタによる階調記録方式， TVモニタを用いたクィックルック方式を開発し，

NOAA—7, 8, ひまわりの受信を行っている．

3• 35 並列処理方式による大容量データ処理プロセッサアーキテクチャの研究

教授高木幹雄・講師喜連川優

画像処理，データベース処理では，数百 MBにおよぶ大量データの処理を高速に実現する

必要がある．この様な応用分野に適するマシンアーキテクチャは，従来の処理装置主導マシン

のそれと異なり，I/0アーキテクチャの改革が望まれる．高い転送幅を有するメモリ主導型アー

キテクチャの設計を進めている．

3• 36 AIマシンの研究

講師喜連川優

VLSIテクノロジーを活用した高並列 AI専用マシンの設計をすすめている．セマンティッ
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クネット，プロダクションシステム，プロローグ等，知識記述系に密着したマシンアーキテク

チャに関し，抽出可能な並列度について研究を行っている．

3・37 ディジタル処理装置の構成法（継続）

教授高羽禎雄・大学院学生藤原 淳

ディジタル処理装置の構成手法とその応用について研究をすすめており，交通流の観測デー

タを用いてリアルタイムにシミュレーションを行うシステム，固体イメージセンサカメラを用

いる可搬形の交通流画像計測システム等を実現した．また，交通運輸・情報通信・画像処理等

の諸分野への応用をねらいとしたシステム・シミュレータのアーキテクチュアについても，検

討をすすめている．

3・38 交通流のリアルタイムシミュレーション（継続）

教授高羽 禎雄・技官中島睦浩

リアルタイムシミュレーションによる道路交通の情報・制御システムの高度化を目的とし

て， ITVを用いる交通流画像計測システムと交通流シミュレーションシステムとを結合し，

観測データを入力とするシミュレーションを行い，観測値との照合によってその妥当性を検証

した．また，データレコーダに収録した交通管制システムの車両感知器信号を，マイクロコン

ピュータを介して交通流シミュレータに入力し，リアルタイムシミュレーションを行った．

3・39 街路における交通状況の検出手法

教授高羽禎雄・技官中島睦浩 ・ 大 学 院 学 生 松 野 宏 昭

街路における交通状況，特に車両の事故や故障等による交通流異常の早期検出を目的として，

特定地点で計測される交通密度あるいは占有率のデータを，交通信号周期に対応するステップ

関数または，自己の 1周期前のデータ等と相関を取り，相関係数が一定の閾値を下回ったこと

により交通流異常を検出する方法を提案し，理論解析およびシミュレーションによって有効性

の評価を行った．また，車両感知信号の微視的時間変化を P-Sバタンと名付けた方法により

図示し，図形の示す特徴から交通状況の変化を見出す方法を検討した．

3・40 多サンプル点の動画像処理による交通流計測（継続）

教授高羽禎雄・技官関根富美・大学院学生黄 乗元

TVカメラを用いる交通流画像計測システムにより， 3レーンの高速道路の画像を対象とし

て，横断方向にレーン当り 7-10のサンプル点を設定し，断面交通量を誤差1%の高精度で計

測する成果を得た．また，その横断方向の分布を計測する方法，一定間隔を置いた 2つのサン

プル点列を用いて車両速度・車長・車種等を計測する方法等を示し，計測実験を行った．さら

に，日照による車両の影による誤差を防ぐ方法， トンネル内や夜間における計測方法を示し，

その有効性を実証した．
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3• 41 固体イメージセンサカメラを用いる交通流計測（継続）

教授高羽禎雄・技官関根富 美・大学院学生黄 乗元

研究生黒埼 久

交通流画像計測システムの可搬化と高機能化をはかるため，固体イメージセンサと専用ハー

ドウェアである画像データ収集制御装置とを接続し，さらに必要に応じて汎用マイクロコン

ピュータと結合できるシステムを開発し，屋外において通過車両台数の計測実験を行ってその

有効性をたしかめた．また，計測時の光学的環境条件等固体イメージセンサ特有の問題につい

て，検討を行った．

3・42 自動車間通信システムに関する研究（継続）

教授高羽禎雄

道路を走行する自動車間の通信システムとして，多数の自動車が周波数を共用し，比較的短

距離の通信のリンクを用い，必要に応じて自動車間の中継を行うシステムを構想し，その必要

性と実現手段，通信可能距離• 中継数等の検討を行った．また，所外の組織と協力して，これ

らの方式の基礎となる自動車・地上間の局地ディジタル通信方式およびそのハードウエアにつ

いての研究を進展させた．

3• 43 計算幾何学の研究（継続）

助教授坂内正夫・大学院学生武内良男

多次元の座標空間内で記述される「点，線，面」属性物を， トポロジカルな特性のみならず

距離や幾何学的な特性をも加味して高能率に管理，操作，検索する基礎技術である計算幾何学

の多角的検討を行っている．本年度は，任意の形状をもつ領域探索を高能率に実行可能なデー

タ管理構造（スーパーソーティング）を創案し，その特性の解析を行った．

3・44 テスト CADに関する研究（継続）

助教授坂内正夫

情報処理システムの複雑化，高集積化に伴い， VLSIレベルやシステムレベルの故障のテス

ト，保守の技術が重要になっている．本研究では，プロック分割にもとずく回路のテスタビリ

ティ解析方法の提示と，それにもとづくテスタビリティ向上手法の開発を行ない，これらをテ

ストフローに組み込んだ CADシステムの総合的構成についての検討を行っている．

3• 45 ドットによる濃淡表示法の研究（継続）

教授安田靖彦・助手加藤茂夫

本研究はプラズマディスプレイやファクシミリ等，一つ一つの画素が白黒又は 2レベルしか

ない画像表示記録デバイスによって，浪淡画像を表示・記録する手法に関するものである．文

字や線画に対する分解能を保存しつつ中間調の表現を行う手法として平均誤差最小法，平均値
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制限法および組織的デイザ法をとりあげて検討した．また，数階調を表示できるディスプレイ

デバイスを対象として，上記の手法の多値化を行った．さらにカラー画像の表示法について検

討を行った．

3• 46 デイザ化濃淡画像のデータ圧縮に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手加藤茂夫

濃淡画像をデイザ化手法を用いて 2値化した信号は，デイザの影響によってそのままでは通

常の 2値信号に関して開発されたデータ圧縮手法が使用できない．このため適当な前処理を施

した後， 2値データ圧縮手法を適用する方式を開発した．また観点を変えて， 2値デイザ化画

像を多値化変換して伝送する手法を提案し検討を行った結果，種々の興味ある事実が明らかと

なった．さらにカラー画像のデイザ化信号に対する符号化手法についても基礎的検討を行って

いる．

3• 47 中間調画像の高能率符号化（継続）

教授安田靖彦・助手加藤茂夫

8乃至16階調程度に階調数が限定された画像に対しては， 2次元マルコフモデルに基づく符

号化方式が能率の点で優れている．この種の符号では参照画素の状態によって状態分けを行っ

て符号化するので，多値の場合，状態数が極めて大きくなり，ハードウエア構成上問題がある．

本研究では状態を統合して状態数を縮退する新しい手法を提案し検討を行った．また算術符号

を導入して，状態を縮退せずに符号化する方法や，ビット平面間の相関を用いる 3次元マルコ

フ符号化によって圧縮率を更に高める方法等についても検討した．

3・48 階層的符号による濃淡画像の段階的伝送および表示（継続）

教授安田靖彦・助手 （特別研究員）小町裕史・助手加藤茂夫

電話網を用いた画像情報サービスにおいては，多星の画像ファイルを蓄積し，これを必要に

応じて端末へ伝送・表示する必要がある．本研究では，静止画像を階層的に処理して，順次粗

い近似画面を作製し，これらをフレーム間符号と同様の手法によって符号化することにより，

大幅な帯域圧縮を計るとともに，粗い近似画面から順に精細画面を伝送表示することによって，

受信者の被る心理的負担を軽減する方式を考案し，シミュレーションによって良好な結果を得

た．

3・49 細線化図形の高能率符号化方式（継続）

教 授 安 田 靖 彦・大学院学生木本伊彦

天気図や地形図のような大量の線図形をデータファイルに蓄積する場合，メモリ容量削減の

ためデータ圧縮を行うことが望ましい．これらの線図形は多くの場合，細線化処理を行ったの

ち，蓄積をする．本研究では， Hilditch法及び Deutschの方法等代表的線化手法を用いて細

線化した 8連結線図形の固有の性質を利用した高能率符号化方式を提案し，検討を行った．
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3・50 線密度の高品質高速変換方式に関する研究（継続）

教 授安田靖彦・助手（特別研究員）小町裕史所外2名

線密度の異なるファクシミリ間等の相互交信のために，線密度交換が重要である．線密度変

換の方法としては種々の提案が行われているが，当研究室では投影法と名付けた画質劣化の少

くない方式を以前に提案した．本研究では投影法の変換アルゴリズムを改良し，簡単化して，

高速処理を可能にするとともに，文字・図形の拡大・縮少への応用等についても検討を行った．

3・51 ビデオパケット交換による多対地画像会議方式に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手（ 特別研究員） 小町裕史

この研究では会議参加者は各自の居室に居ながらあたかも一堂に会しているかの如く会議を

行える新しい画像会議方式を提案し検討を行っている．この方式では各端末は画像の合成編集

機能を有するインテリジェント端末で，各参加者の映像を圧縮符号化した後パケット化して

ローカルネットワークヘ放送形式で送出すると同時に，他端末が放送する映像パケットを取込

んで復号し，合成編集してモニター上に適当に割付けを行って表示するものである．

3・52 低速ディジタル回線における動画像伝送に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手加藤茂夫

ディジタルデータ網 (48kb/s)や将来提供される ISDNの加入者回線 (64kb/s)を用いて

簡易なテレコンファレンスを行うために，動画像の大幅な帯域圧縮伝送手法を検討している．

画像の 2値化，動き補償，高能率符号化等の手法を組合せて，数lOkb/sの伝送速度で動画像

の伝送が可能であることを示した．また，カラー動画像を対象とする伝送手法について研究を

開始した．

3• 53 CSMA/CD・ トークンパッシングハイブリッド制御バス状

ローカルエリアネットワークに関する研究

教授安田靖彦 ・ 大 学 院 学 生 藤 本 秀 雄

CSMA/CDおよびトークンパッシングの両メディアアクセス方式が，いずれも物理的には

同一のバス状網上に実現されることに着目し，両者の特徴を生かしたハイブリッド制御のロー

カルエリアネットワークを提案し，検討を進めている．これによって，音声のように即時性信

号はトークンパッシング方式で，また，通常のデータ信号の如く，多少の遅延が許される信号

はCSMA/CDで伝送し，総合してバランスのとれたローカルエリアネットワークの実現を意

図している．

3・54 多対地オーディオ・グラフィックスコンファレンスに関する研究

教授安田靖彦・助手 （特別研究員）＼小町裕史

会議の参加者が，パーソナル会議端末を用いてそれぞれの持場を離れることなく会議を行う
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ことを目的とする多対地テレコンファレンスは，魅力ある通信形態の一つである．この種の通

信においては，ポイントツウポイントの従来の通信形態と異なり，通信プロトコルが複雑にな

り，これを如何に解決するかが重要である．本研究では，マルチキャストネットワーク上での

多対地会議プロトコルを， トランスボート，セッションおよびドキュメントの各層に分けて検

討し，有益な決論を得た．

3・55 ディジタル移動無線通信の研究（継続）

助教授石塚 満 ・ 教 授 安 田 靖 彦

自動車電話等の移動無線通信のディジタルに向けて必要とされる変復調技術の研究を行って

いる．帯域利用効率，定振幅性の点で優れる MSK,GMSKについて，新たな変復調方式の

提案，最適受信フィルタの設計，同期検波と遅延検波の差異の解明などを行った．またさらに

有効な帯域利用を図るため， 2値の GMSKを4値に拡張した考え方に基づく新たな変調信号

の設計を行い，この方式によるディジタル無線機の製作を行った．

3・56 自己増殖機能を持つコンパイラ自動作成システムの研究（継続）

助 教授浜田 喬 ・ 技 官 安 藤 友 久・大学院学生増井俊之

コンパイラの自動作成は，特に意味解析部の作成が困難であり，従来のものは膨大なものと

なりやすく実用的でなかった．本研究では，コンパイラ作成システムもコンパイラの一種であ

ることに着目し，まず核となる部分を人手によって作成した後，これを用いて一部自動的にコ

ンパイラ作成システムを増殖させる手段をとった．これを行うために， RecursiveDescentに

よるトップダウン法により構文解析部の作成器を作り，さらに意味解析部の作成を進めている．

3• 57 分散処理システム記述用言語に関する研究（継続）

助教授浜田 喬・大学院学生宮内 宏

分散処理システムの統括制御用ソフトウエアを従来の言語を用いて記述すると極めて複雑と

なり，信頼性，記述性および生産性を改善するためにより高水準の言語が要求される．このた

め，複雑な分散処理システムの動作を並列プログラミングの手法と同様の方法で記述できる

PASCAL系高級言語 DPLを設計し，これを U-1400システムに実現し，その信頼性，記述

性等の検証を行っている．

3・58 コンパイラ・コンパイラに関する研究（継続）

助教授浜田 喬•技官安藤友久

多様な小規模計算システムやプログラミング言語が出現している現状においては，コンパイ

ラの自動作成が極めて重要な課題となっているが，従来の手法は汎用性に重点が置かれたため

に，実用性の面で難点があった．本研究では，一般のプログラミング言語で広く是認されてい

る意味構造を前提とした知識依存形意味解析手法を導入し，実用性に富んだコンパイラ自動生

成システムの開発を進めている．
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3・59 マルチマイクロコンピュータシステムに関する研究（継続）

助教授浜田 喬•技官茅野昌明

多数のマイクロプロセッサを接続したシステムによって経済性に富み能率の良い情報処理シ

ステムが構築できるが，そのシステム構成やソフトウエア体系については研究課題が多い．本

研究では，単純な環状接続方式によるシステム構成手法を検討するとともに，制御用プログラ

ミング言語として MODULAを拡張したシステムを設計し，小規模なシステムを作成するこ

とによって実用性の検証を行った．

3・60 TSS用インテリジェント端末に関する研究（継続）

助教授浜田 喬•技官安藤友久•技官茅野昌明

TSSの普及に伴い計算機に対するアクセス性が向上したが，使用者ごとの利用形態の多様

化に従って，端末のインテリジェント化が必要となる．ここではマイクロコンピュータ化した

端末において，種々のファイル転送やローカ）レ編集を可能とする TSS端末を開発した．

3• 61 盲人用個人情報処理システムの開発（継続）

助教授浜田 喬•技官茅野昌明

視覚障害者の計算機の利用は，教育や職業拡大の手段として期待が寄せられており，特に個

人用情報システムの開発の必要性が高まっている．本研究では，マイクロコンピュータを用い

た点字のエディタおよび出力装置ならびにグラフ出力装置を試作し，さらに使い良いシステム

とするよう改善を進めている．

3• 62 交通信号パラメータの最適化に関する研究（継続）

助 教 授 浜 田 喬

多数の信号機を系統的に制御するためのモデルとしては，従来は主として巨視的モデルを用

いていたが，ここでは微視的モデルを導入することの効果について検討し，個々の車両の到着

情報およびその推定情報に基づいた制御方式について検討した．

3• 63 三次元映像の実時間伝送の研究（継続）

教授濱崎襄ニ・助手岡田 三 男 ・ 技 官 宇 都 宮 昇 平

昨年度完成した三次元映像写真装置の視域を拡大し更に解像力を向上させるため，写真機の

再設計を行いその製作を進めた．また，実時間三次元映像表示用のブラウン管装置を新たに考

案試作するため，プラウン管用電子制御方式を考案して設計を進め，更にブラウン管に装着す

るための複合レンズ板の設計• 製作を進めた．この装置は三次元映像の受像表示ができるので，

三次元映像表示において広範囲に亘る用途が考えられている．
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3・64 少数の投影像から立体構造を把握する手法の研究（継続）

教授濱崎襄ニ・大学院学生石神英俊

極めて少数の投影像から立体構造を抽出・把握する計算手法に関し，本年度は制約条件付き

緩和法を適用して計算機シミュレーション実験を進めた．この方法は，二次元選点直交姿態を

用いた前方法と比較して，記録空間と像空間の変更についての自由度が大きい点と記憶容量の

節減が可能な点に特色を持つものである．シミュレーション実験によって，前方法と同程度に

複雑な投影像について本方法によって立体構造の抽出が可能であることが確認された．

3・65 水平・垂直両視差を有する三次元映像実時間記録用光学系の研究

教授濱崎襄ニ・助手岡田三男•技官宇都宮昇平

水平・垂直両視差を有する三次元映像の実時間記録を可能とするため，光線方向反転結像系

の原理的検討を行い，この結像系を実現するためのプリズム板と直交レンズ板を新たに考案・

試作した．準備実験により直交レンズ板の性能とこの結像系の原理を確認した．更に，この光

学系を装着する写真装置を設計・試作した．本装置によれば，普通光源で照らされた彩色三次

元映像が通常写真と同様にして瞬時に記録され，水平・垂直両視差を伴った完全な彩色三次元

映像がレンズ板により再生される． （科学研究費試験研究費 2)

3• 66 臨床用エックス線三次元映像の再構成

教授濱崎襄ニ・助手岡田三男・技官宇都宮昇平

臨床X線像においては，被曝量の制約のため高解像力の像の取得は困難であり，また，臓器

および造影剤の運動のため長時間曝射はできない．本研究では千葉大学医学部附属病院植松

貞夫放射線部長の発案・試作に成る高速全周連続X線撮像装置により撮像された臨床シネフィ

ルムを原画とし，本研究室の三次元写真装置を用いて，任意方向から見た人体臓器の三次元映像

の再構成を実施し，極めて鮮明な裸眼観察可能な三次元映像を得た．

3・67 GaAs/ AlGaAs超格子の近赤外特性の研究

教授濱崎襄ニ・助教授榊 裕之・大学院学生児島誠司

GaAs/ AlGaAsの超格子試料を製作し，また，これを能動媒体とした一体構造の光共振器を

設計・試作して光吸収とフォトルミネッセンスの測定を行い，次の成果を得た．クローニヒ・

ペニーのモデルとの比較による構造定数の同定法，二次元電子ガス構造の光検出器の作りつけ

による非破壊的光吸収測定法，フォトルミネッセンスによる膜厚測定法， GaAs/AlAs超格子

による光学反射膜の製作法，光共振器中の超格子が示す特異なフォト）レミネッセンス応答特性

の確認・ （科学研究費）
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3・68 分子線エピタキシー (MBE) と半導体超薄膜ヘテロ構造形成に

関する研究（継続）

助教授榊 裕之・助手（特別研究員）吉野淳ニ・技官関口芳信

大学院学生田上知紀• 平川一彦・土屋昌弘

研究生井上 薫・椿光太郎・鈴木基之

MBE法を用いて GaAs, AIGaAs, Al薄膜を形成する技術を確立し，①高純度化 (GaAs

の残留キャリア密度 5Xl014cm―3以下），②lOAまでの膜厚制御性，③高い操作性を持つ試料

交換機構（時間所要 1時間以内）などを達成した．これらを用いて， GaAs/AIGaAsヘテロ接

合， トンネル障壁• 量子井戸・超格子など各種の微細ヘテロ構造が実現できることを示した．

さらに，面内の均一性の優れた結晶の成長可能な新しい MBEシステムで実験を開始し高い

電子移動度 (7XlO吋/cm伶）や量子効果を用いた半樽体レーザ発振を達成した．

（一部科学研究費）

3• 69 半導体超薄膜ヘテロ構造の高分解能電子顕微鏡による構造評価に

関する研究

助教授榊 裕之・教授石田洋ー・助手（特別研究員）吉野淳二

助手（特別研究員）市野瀬英喜・大学院学生古田 知史

分子線エビタキシー (MBE)法で作製した超薄膜 GaAsとAIGaAsおよび A!Asからなる

多層ヘテロ構造において，界面の平担性や組成変化の急俊性を評価するため断面の電子顕微鏡

観察を行った．特に，原子寸法の分解能が得られる格子像観察において， GaAsとAIGaAsと

の界面で明瞭なコントラストを得ることに成功し，その結果，界面での乱れが 7A以下である

ことが明らかとなった． （一部科学研究費）

3• 70 半導体超薄膜ヘテロ構造における電子の量子状態に関する研究（継続）

助教授榊 裕之・助手（特別研究員）吉野淳二

大学院学生平川一彦・研究生井上 薫

客員研究員 H. Kroemer (カリフォルニヤ大）

電子の量子力学的な波長と同程度の厚みを持つ半導体ヘテロ構造の中の電子は高速 FETや

レーザで重要な役割りを果している．これらの電子がどのような量子準位を形成しているかを

明らかにするために，ポアソン方程式と波動方程式とを自己無撞着的に解く手法を確立し，波

動函数の拡がりや固有エネルギーの性質を明らかにするとともに，それらを制御する諸手法を

示した．解析結果を強磁界中の GaAs超薄膜の伝導実験やヘテロ接合 FETのホール効果実験

と対比し，比較し良好な一致を得た．
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3・71 GaAs/ AlGaAsヘテロ構造中の電子の伝導特性に関する研究（継続）

助 教 授 榊 裕之・教授濱崎襄ニ・助手（特別研究員）吉野淳二

技官関口芳信・大学院学生田上知紀•平川一彦・土屋昌弘

研究生井上 薫•椿光太郎

GaAs/ AlGaAsヘテロ構造中の二次元電子の界面に沿う伝導は超高速トランジスタなどの実

現に極めて重要な役割を果す．本年度は，この系において， (1)散乱過程を解明するために，移

動度の温度依存性，キャリア密度依存性を調べるとともに， (2)強磁場内でホー）レ抵抗が (h/eり

単位で量子化される現象や， (3)サイクロトン半径が膜厚よりも小さくなる場合に生ずる磁気降

伏現象などを調べ，その特性を明らかにした．

3•72 半導体超薄膜ヘテロ構造を用いた電子デバイスの研究

一超高速ヘテロトランジスタ群 (DH-SD-FET,MISSFET, VMT, 

HEMT)を中心として一（継続）

助教授榊 裕之・助手（特別研究員）吉野淳ニ・技官関口芳信

大学院学生平川一彦・ 土屋昌弘

研究生井上 薫・椿光太郎

ヘテロ構造を持つ有用な物性を駆使すると，従来の半導体デバイスの持つ制約を越えた高い

性能が達成できる．本研究では， (1沿様令可能電流が従来のものよりも 2倍大きなダブルヘテロ

(DH)型選択ドープ (SD)FETの提案と試作を行ったほか， (2)ヘテロ接合に固有の高速性

と絶縁ゲートに固有の高電圧動作可能性を兼備した MISSFETをさらに発展させ，その動作

限界を明らかにするとともに， (3)外部信号に対応して電子の密度を変えずに，その走行速度を

変える方式の新しい速度変調トランジスタ (VMT)の実現のための努力を行った．

3・73 超微細半導体ヘテロ構造を用いた光デバイスの研究ー近赤外レーザ

および遠赤外光検出器を中心として一（継続）

助教授榊 裕之・教授濱崎襄ニ・技官関口芳信

大学院学生田上知紀•平川一彦・児島誠司•土屋．昌弘

研 究 生 堺 和夫

GaAs/ AlGaAsヘテロ接合について，①バンド間の光学遥移，②深い準位と伝導帯間の遷移，

③サイズ量子化されたサプバンド間の遷移，④強磁場中で形成されるランダウ準位間の遷移に

ついて，実験的・理論的に調ぺ，これらを用いて半導体レーザや光検出器を作る基礎的検討を

行った．なお，超格子を光導波路に用いた量子井戸レーザを提案，試作し，室温でlOmW連

続の出力を得た． （科学研究費試験研究）
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3• 74 光ヘテロダイン・レーザ顕微鏡（継続）

教授藤井陽一

光ヘテロダインを用いた結像系を用いて，生物標本などの散乱体の多い媒質中の試料に対し

てもコントラストの良い像が得られることを，検鏡実験によって示し， 2μm程度の分解能

を得た．超音波周波数シフタを用いると，干渉の影響のない安定な光ヘテロダイン顕微鏡がで

きることを示した．

3• 75 レンズ・ビームガイドによる画像の直接伝送（継続）

教授藤井陽一

レンズ列によって画像を直接伝送するときに生ずる損失を漸近的な手法により，はじめて解

析的にもとめた．また，光線追跡法および実験によってたしかめられた．また， レンズ・ビー

ムガイドおよび集束媒質における三次元的な像の正形伝送条件をあきらかにした．

3・76 単一偏波光ファイバの研究（継続）

教授藤井陽一・助教授荒川泰彦・大学院学生塩尻悦朗

光通信では，光強度のみに情報をのせる方式をとっているが，光の位相も用いて広帯域の情

報を送ろうとするときには，光を純粋に単一のモード（単一の偏波）で伝送する必要がある．

このための単一偏波光ファイバについて，張力分布，まげ，ねじりなどによるランダムな機械

的変形の影響をしらべた．とくに，パルス伝搬時の波形の歪みについて解析した．また，これ

をポアンカレ球を用いた統一的表現について研究した．また，さらに光ファイバの非線形性に

よるソリトン波伝搬特性について解析した．

3• 77 レーザによる電圧・ 電流・電力測定（継続）

教 授藤井陽ー・助教授荒川泰彦・技官西岡政雄

レーザ光を用いて，超高圧送電線における電圧・電流あるいは電力を測定する研究を継続し

ている．本年度は，水晶および BSO結晶の単一の結晶を用いた電圧・電流・電力のセンサを

製作し，その精度・温度などの特性を調べた．光ファイパをこれに応用して実用的測定器とな

ることをしめした．

3・78 イオン交換法による光方向性結合器をもちいた光回路素子

教授藤井陽ー・助教授荒川泰彦 ・ 大 学 院 学 生 谷 越 貞 夫

近い将来において実現が期待される光ヘテロダイン／コヒーレント光通信にとって不可欠な

デバイスになると期待される光回路素子を開発している．方向性結合器として，イオン交換法

による光ガイドを用いた結合度可変の光方向性結合器を提案し，実験した．
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3• 79 光通信用長波長半導体レーザの非発光過程に関する研究

助 教 授 荒川泰彦・技官西岡政雄

光通信用長波長半羽体レーザ OnGaAsP系レーザ）の問題点は，常温以上で著しい温度特

性を持つことである．この要因として，これまで，オージェ過程，価電子帯間吸収，キャリア

漏れ屯流等が提案されてきている．本研究では，キャリア漏れ効果が界面過程であることを利

用して，強磁場肉の閾値電流の異方性からキャリア漏れ電流を評価している．また，さらに，

この結果を利用して他の非発光過程の推定も行っている．

3・80 量子井戸構造におけるキャリアの光学的ダイナミックス

助教授荒川泰彦・助教授榊 裕之・教授藤井陽一

技官西岡政雄

（選定研究の項 3参照）

3・81 量子井戸レーザにおける電子の多次元的量子閉じ込め効果（継続）

助教授荒川泰彦・助教授榊 裕之•技官西岡政雄

贔子井戸レーザにおいて，量子井戸面に垂直に強磁場を印加すると，量子井戸ボテンシャル

とローレンツカの両方の量子的サイズの束縛により， 0次元電子ガスが形成される．本研究で

は，このような星子井戸レーザの強磁場効果を解明することにより， 0次元電子ガスを伴う半

尊体レーザ（星子細胞レーザ）を等価的に実現し，閾値電流の特性が改善されるなど，すぐれ

た特性を得ることが出来ることを実験的に明らかにしている． （一部科学研究費一般C)

3・82 強磁場内の超格子のフォトルミネッセンス

助教授荒川泰彦・助教授榊 裕之

助手（特別研究員）吉野淳ニ・技官西岡政雄

本研究では，強磁場内における半導体超格子のフォトルミネッセンス特性を明らかにするこ

とにより， 2次元エキシトンの特性や O次元電子ガスの基本的性質の解明をすすめている．ま

た，強磁場の印加方向に関するフォト）レミネッセンス特性の異方性を観測し，超格子の構造の

評価も行った．

3・83 !Il-V族化合物半導体のエピタキシャル成長（継続）

教授生駒俊明・助手栗原由紀子

助手（特別研究員）谷口光弘・大学院学生趙 新為

InPおよび三元・四元系化合物半導体の液相エピタキシーの研究を行っている．本年度は，

InP結晶の成長を行い，さらに InGaAsP系のヘテロ構造の成長を行っている．
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3・84 半導体中の結晶欠陥と深い不純物準位（継続）

教授生駒俊明・助手（特別研究員）谷口光弘

大学院学生野毛 宏・望月康則

半尊体中の結晶欠陥と深い不純物準位の物性を解明し，各種デパイス特性への影響を調べて

いる．本年度は，各種 GaAs中の深い準位，特に EL2についてフォトクェンチング効果を詳

細に解明した．その結果 EL2が複数個からなるレベルで "EL2ファミリ＂を形成しているこ

とを明らかにし，その生成要因が点欠陥の集合体であるという推論を行った．

（一部受託研究費）

3・85 化合物半尊体集積回路の基礎研究（継続）

教授生駒俊明・助手栗原由紀子

大学院学生野毛 宏・望月康則

化合物半樽体を用いた超高速集積回路の基礎研究を行っている．特にプレーナ構造における

界面・表面の問題，半絶縁性 GaAs結晶の評価について重点的に研究している．就中，光電流，

ホトルミネセンスによる半絶縁性 GaAs結晶の補償効果について研究を行ない，さらに基板結

晶の不均一性に着目し，深い不純物準位のフォトクェンチング効果に埜づく評価を行っている．

3・86 MOSデバイスの界面特性と欠陥の研究（継続）

教授生駒俊明・研究員勝部昭明・助手（特別研究員）谷口光弘

シリコン集積回路のプロセスとしてドライプロセスが主流となりつつあるが，各種ドライプ

ロセスによって生ずる表面欠陥の解明が重要となってきている．本研究では， DLTS法等を

利用して，プロセスによって生ずる界面欠陥の性質とその制御法の研究を行っている．

3• 87 ヘテロ電子材料に関する研究

教授生駒俊明・助手（特別研究員）谷口光弘

助手栗原由 紀子・大学院学生牧本俊樹

ヘテロ電子材料は，異種物質の薄膜の組み合せから成るもので，今後エレクトロニクスの多

くの部分に用いられる重要な材料となる．本研究では，多角的にヘテロ電子材料の基礎と応用

の研究を行っている．本年度は， ill-V半祁体と金属との反応によって生ずる界面の電気的，

光学的特性の研究を行った．

3・88 酸化物半導体に関する研究（継続）

教授生駒俊明・助手栗原由紀子・研究員勝部昭明

多結晶 ZnOのバリスタ特性に関する研究を行っている. ZnOのバリスタは，省資源技術の

一環として注目されている電気機器の保渡回路用セラミックデバイスであるが，その高速応答

特性を改善することおよび通電劣化特性の改良を目指して，微細電極素子を形成し， V-I,
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C-V特性の測定から伝尊のメカニズムを明らかにしている．

3・89 画像表示デバイスに関する研究（継続）

教授生駒俊明・研究員勝部昭明

新しいディスプレイ用材料として Ir切を用いたエレクトロクロミズムの研究を行っている．

本年度は，スパッタリング条件とクロミック効果の諸特性との関連の研究を行った．

3・90 電子線超音波顕微鏡の研究（継続）

教授生駒俊明

走査型電子顕微鏡を改良して，電子線超音波顕微鏡を試作し，その動作原理や応用の研究を

行っている．本年度は超音波が励起される過程に二つのモードがあることを明らかにし，特に

半導体集積回路の診断に重要となる三次元的像情報を解析する手法とディジタル化技術を基盤

として開発している． （科学研究費試験研究）

3・91 各種 GaAs中の電子トラップの同定とその微視的構造の研究

助手（特別研究員）谷口光弘

液体封止法 (LEC)で作った GaAs中の主要電子トラップ (EL2)の性質を DLTSスペク

トルおよび光クエンチング効果によって調べた．その結果， LECGaAs中の EL2はAsある

いは Ga空孔の集合体であることが明らかになった． この成因は， LEC中の EL2の補獲断面

積の空間的変化および安定状態から準安定状態への遷移確率の異常なスペクトル分布をもたら

す．これら，ブリッジマン結晶の結果と大きく異なる． （科学研究費奨励研究）
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第 4 部

4・1 微粒金属ニッケル触媒の二級アルコー）レ液相脱水素活性

教授斉藤泰和・助手（特別研究員）篠田純雄

技官野田道雄

ガス中蒸発法で調製された，直径200ないし300Aの球状微粒金属ニッケル触媒は，水素気

中で加熱還元前処理を行うと表面酸化物層が除去され，シクロヘキサノールおよび 2ープロパ

ノールの液相脱水素反応に対し，高い安定した活性を示すことが見出された．特に後者はやヽ

濃厚なけん濁溶液にして還流加熱すると，脱水素反応に伴なう吸熱速度の方が，沸とう状態で

の伝熱速度を上まわるにいたるので，ケミカルヒートポンプ用触媒として適切といえる．

（民間等との共同研究費）

4・2 スズ配位遷移金属錯体触媒を用いる太陽エネルギーの利用（継続）

教授斉藤泰和・助手（特別研究員）篠田純雄

大学院学生山川 哲

スズ配位イリジウム錯体触媒の 2ープロバノール液相脱水素反応に対する量子収率は12に及

ぶことが見出され，吸熱反応熱と光エネルギーから求められるエネルギー変換効率は1.4と1

を越えることが明らかとなった．液相反応温度の熱を化学エネルギーに変換するうえで，光触

媒による化学増幅作用が働いていることになる。イリジウムに比べると，ロジウム，）レテニウ

ム，白金，パラジウムの順に，光触媒活性は低下した. l::: ドリド錯体の関与が認められる．

（科学研究費エネルギー特別研究）

4・3 錯体触媒を用いるメタノー）レの液相脱水素反応（継続）

教授斉藤泰和・助手（特 別 研 究 員 ） 篠 田 純 雄

大学院学生高橋利和・板垣弘昭

メタノールから水を生成することなくホルムア）レデヒドを得る触媒反応は，ポリアセタール

樹脂用モノマーの合成法として，水分離工程を含まない利点から興味を持たれている．ジフェ

二）レホスフィノメタン架橋配位子をもつロジウムおよびパラジウム 2核錯体は可視光照射下で

活性を示すが，アセタト架橋ロジウム 2核錯体の場合には，ホスフィンを添加することによっ

て活性を発現し，光照射の必要はないことがわかった．

4・4 粉体および多孔材料の研究（継続）

教授斉藤泰和・助手鈴木 実・大学院学生松本睦良・載 豊源

外国人研究生高 尚愚・受託研究員萩原茂示• 山辺 潔

触媒担体として使われるゼオライト，層間化合物，活性炭について，調製法・細孔構造・表

面化学構造・表面化学的諸特性について検討した．たとえば，アルミナビラー・モンモリロナ
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イトに吸着したベンゼンは，炭素核磁気共鳴緩和測定から，層間空間を凝固点温度以下でも自

由に運動するが，その頻度因子はY型ゼオライトに及ばないことが明らかとなった．活性炭は

塩化亜鉛賦活法が空気加熱賦活法より大きな細孔径を与え，液相で用いるのに適していた．

4• 5 半導体トンネル電極に関する研究（継続）

教授鋤柄光則・助手（特別研究員）會川義寛

高浪度にドープした半導体と溶液との界面において，半導体の空間電荷層をトンネル効果に

よって通過する電流を測定することにより，電子移動反応の再配置エネルギーや活性化エネル

ギー，励起化学種の酸化準位や還元準位を実験的に求めることが可能であることを示したが，

特に励起色素のトンネル電極における電流ー電位関係及び電流の過渡応答を測定して，電子移

動反応における速度論的パラメータに関する考察を行った． （一部科学研究費一般C)

4・6 半導体電極の表面状態に関する研究（継続）

教授鋤柄光則・助手（特別研究員）會川義寛

大学院学生相楽隆正•桜田雅久· 中 村 吉 伸

半導体電極の微分容量，表面電流，光電流の過渡応答などの測定により，表面準位の浪度や

エネルギー分布，キャリヤーの捕獲断面積，反応による表面準位の生成消滅過程，暗時および

光照射時の電極反応に及ぼす表面準位の影響等に関する情報を得た．また，電極反応による表

面折出層を利用する半溝体電極の安定化に関しても幾つかの知見を得た．

4・7 半導体一溶液界面における光酸化還元反応に関する研究（継続）

教授鋤柄光則・助手（特別研究員）會川義寛

大学院学生吉田 毅

半導体中に光によって生成するキャリアの大きな酸化又は還元能力を溶液との反応に利用し

ようとするものであり，半導体微粒子分散系および半導体電極系について比較しつつ検討を

行っている．本年度は半導体光触媒粒子の電荷が光照射により負ヘシストすることを易動度測

定により見出し，これをさらに光スラリー電極系を用いて確認した．この粒子の電位浮遊効果

は電極系にない粒子素特有のものであり，光触媒反応に大きな影響を与えることが明らかに

なった．

4• 8 光化学治療に関する研究（継続）

教授鋤柄光則・研究員（東海大学教授）坂田俊文

助教授（東海大学）佐々木政子

皮膚疾患の光化学治療に用いられ，また光毒性を示すことが知られている 8ーメトキシソラ

レンおよびその類縁化合物の作用機作を解明し，有効な薬物の開発指針を明らかにする目的で，

これら化合物のミセ）レ中およびリン脂質リポソーム中における光化学反応を解析し，反応の初

期過程に関する考察を行った．
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4・9 相間移動触媒による機能性高分子の合成

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

研究員木瀬秀夫・研究生黄 圭卓

相間移動触媒により高分子フィルムの表面に各種官能基を導入し，ガス透過の測定，表面の

物性，反応性について検討した．また，高分子の微粒子表面に官能基を導入し，液体またはイ

オンクロマトグラフィー用充てん剤の合成を行った．これら合成高分子の表面状態を電子顕微

鏡，フーリエ変換赤外スペクトル測定により調ぺた．

4・10 逆ミセル系における酵素反応（継続）

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

大学院学生乗富秀富

逆ミセル中に可溶化された西洋ワサビペ）レオキシダーゼ， ミオグロビン， aーキモトリプシ

ンの基質に対する反応を行い，酵素の触媒活性と酵素のコンホメーション変化との関連につい

て CDスペクト）レ，フーリエ変換赤外スペクトル法により検討した．酵素のコンホメーショ

ンは逆ミセル中の水の含量によって変化し，この変化を合成ポリアミノ酸のコンホメーション

変化と比較検討した． （一部科学研究費特定研究）

4• 11 輸送機能をもつ物質系の合成と機能解析（継続）

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

研究生土屋伸次・大学院学生福永和海•森田 真

高度の選択的輸送機能をもつ物質系の開発を目的として，油溶性物質を可溶化し水系液膜中

を輸送する両親媒性担体，環境の pHにより輸送物質との結合状態が変化するイリド系化合物，

および溶液中で種々のコンホメーションをとるシクロポリペプチド類の合成を行い，それらの

輸送担体としての機能を解析した．またボリペプチドを本極性基としてもつ両親媒性物質を合

成し，チャンネルとしての特性を調ぺた．

4• 12 膜材料および膜輸送プロセスの研究（継続）

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

環境汚染物質の膜法による処理技術を開発するために，疎水性膜によるアルカリ金属イオン

間の相互分離，キレート化剤を用いる重金属イオンの抽出透過，マクロモザイク膜を用いる拡

散透析による金属イオンと有機溶質との間の高度選択性分離について系統的な研究を行った．

また酸素の選択的透過分離のための膜材料としてシロキセニ）レ基をもつ共重合体膜，グラフト

共重合体膜を合成し，それらの気体透過性を測定し，構造と透過選択性との関係を調べた．

（一部科学研究費環境科学特別研究）
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4• 13 高分子生医学材料の合成と物性解析｀（継続）

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

研究生黒柳能光・大学院学生日野義博

客員研究員 G. Ebert 

生医学材料として生体適合性をもつ材料の開発を目的として，種々の主鎖構造および官能基

をもつポリアミノ酸の合成を行い，そのコンホメーションを解析し，構造を確定した．とくに

ヒドロキシアルキ）レアミンおよびピラノシル側鎖をもつ親水性アミノ酸残基をもつコポリアミ

ノ酸を合成し，それらの膜の透水性，イオン透過性を調べ，また生体細胞の粘着挙動を明らか

にし，創傷被覆材，細胞培養用基材，細胞分離用材料，徐放性薬剤担体としての応用を検討し

た． （科学研究費特定研究）

4・14 化学反応システムの熱力学的研究（継続）

教授妹尾 学・助手（特別研究員）岩元和敏

大学院学生森田 真

輸送過程におけるエネルギー変換効率を調べる目的で，クラウンエーテルをキャリアーとす

る上り坂輸送系を組み立て解析した．また，カオス振動状態を調べる目的で，モデル化学反応

系を組み立て計算機シミュレーションを行い，秩序状態からカオス状態への転移現象を調ぺ，

さらに転移現象が起る条件を検討した．

4• 15 高速液体クロマトグラフィーに関する研究（継続）

講 師 高 井 信 治 ・ 受 託 研 究員黒松勇蔵・増田春彦

各種の高速液体クロマトグラフィーの充てん剤の開発を行った．中でも，バイコールガラス

に化学修飾したもの，機能性のポーラスポリマー，マイクロボアーカラム用の充てん剤を試作

し，バイコールガラス，ボーラスポリマーは，新しい応用開発に成功した．マイクロボアーカ

ラム用の 3μmの充てん剤は，少量の溶離液ですぐれた分離をすることが分った．また生体

関連物質については，新たな診断システムを開発できる可能性が得られた．

（一部科学研究費試験研究）

4・16 海水中に溶存する資源の採取に関する研究（継続）

講師高井信治・教授妹尾 学

海水中に溶存する物質の中で，特に将来エネルギー資源として重要なウランの採取に関する

研究を行った．すでに海水中のウランに対して，高い選択性を持つアミドキシム樹脂を，粒状

および繊維状に加工し，ボンプカラム方式だけでなく，海流利用方式についても基礎的な検討

を行った．さらに， 2次浪縮についても検討を行い，特に共存する不純物を HPLCで分析す

る手法を確立した． （一部科学研究費試験研究）
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4・17 人工臓器の吸着剤に関する基礎研究

講師高井信治・受託研究員黒松勇蔵•増田春彦

人工腎臓および人工肝臓に使用するための吸着剤の開発を行った．有機物質の除去には，種々

の活性炭を開発した．また将来装置型の人工腎臓をデザインするために，流路の抵抗のきわめ

て小さい形についても検討した．また除去の最もむつかしいと云われている尿素吸着剤につい

ても検討を行った．人工肝に関しては，急速に増加が予想されるアンモニウムについても新た

な高性能の吸着剤を試作することができた．

4• 18 X線動径分布法とコンピュータシミュレーションによるガラスの

構造解析（継続）

助教授安井 至・助手（特別研究員）長谷川洋

大学院学生青木能理顕・井上博之

精度の高いX線測定から求めた動径分布関数と，構造モデルから算出する計算曲線との比較

によって，従来の非晶質構造解析の限界を越え，第 2配位以遠のガラス構造が明らかになって

きている．さらに構造モデル作成に分子動力学的手法を応用し，ガラス構造のランダムネスを

も定量化しようとしている．

4• 19 超急冷法による新しい無機アモルファス材料の合成およびその構造と

物性に関する研究（継続）

助教授安井 至・助手（特別研究員）長谷川洋

大学院学生伊藤真澄

融液を超急冷して得られるアモルファス材料の構造とイオン伝導性などの物性との関係を求

め，かつ非晶質と結晶との物性の差を明らかにしようとしている．

4• 20 ガラスの緩和現象の研究（継続）

助教授安井 至・技官坂村博康

ガラスの内部摩擦の測定と電界下でのアルカリイオンの挙動との関係を求め，さらには内部

摩擦の高温ビークの解析などにより，ガラス中の緩和現象を構造化学的に説明しようとしてい

る．また，カルコゲナイド系ガラスの粘弾性的特性をも取扱っている．

4• 21 固体中のアルカリイオンの存在形態に関する研究（継続）

助教授安井 至・助手（特別研究員）長谷川洋

技官坂村博康・大学院学生青木能理顕

固体電解質およびガラスにおけるアルカリイオンの性質を固体の構造との関連において解明

することを目的として，イオン交換特性，内部摩擦，電気伝尊度等の物性を測定し， X線構造

解析の結果との対応を付けようとしている．
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4・22 ガラスの結晶化の研究とそれを応用した新しいセラミック材料の開発

助教授安井 至・大学院学生椎名泰一

結晶化ガラスなどの実用化されている材料に関連した研究はすでに多い．ここでは，結晶化

を意識的に制御する方法を確立するための基礎研究を主として行っている．具体的には，結晶

化しては困る場合に，適当な遅延剤を添加することが可能であるかどうか，結晶化の結果析出

する結晶を微粉体材料として応用するために，結晶外形の制御が可能であるか，との 2点につ

いて，研究を行っている．

4・23 l, 3 —双極化合物の反応に関する研究（継続）

助教授白石振作・助手（特別研究員）荒木孝二

大学院学生早川 徹•今村 清

ニトリ）レオキシドと Pーキノン類の反応に関して FMO理論を用いて検討し，二種の主た

る相互作用する軌道間のエネルギー差の差ならびに二次的軌道相互作用を考慮することにより

キノンの反応位置の予測ができること，配向選択性は係数の比較により決定できることを明ら

かにした．また，生成物の酸，および塩基による転移反応を検討し，新しい反応を見い出した．

（一部科学研究費一般C)

4• 24 三級アミンの反応と合成化学的利用に関する研究（継続）

助教授白石振作・助手（特別研究員）荒木孝ニ・技官高山俊雄

大学院学生横田 真•渡辺一玄・研究生笹原一夫

三級アミンと各種親電子試薬との反応を系統的に検討し，四級化， C-N結合切断などに及

ぼす反応試薬の構造，反容溶媒，反応温度等の影響を検討した．また，主鎖に三級アミノ基を

有するポリマーを合成し，その四級化反応を検討し，ハロカルボン酸エステル等による四級化

を経て，ベタイン構造を有するボリマーの合成とその応用について検討を加えている．

（一部科学研究費特定研究）

4• 25 難燃性高分子化合物の合成研究（継続）

助教授白石振作・大学院学生樋口俊彦・研究生砂川康行

スチレンと共重合性の良い含リンビニ）レモノマーとして Pースチリルメタンホスホン酸誘導

体を合成し，スチレンとの共重合反応を検討すると共に生成共重合体の難燃性と含リン量との

関係を調べた．また，生成重合体の発泡体への応用を検討した．

4・26 糖類の光酸化分解（継続）

助教授白石振作・助手（特別研究員）荒木孝二

Dーフルクトース， D-グルコース等の単糖類の各種金属塩存在下での光酸化反応を検討し，

D —フルクトースは触媒量の FeCb 存在下空気中で酸化されて D —エリトロースを生成するこ
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と，反応で生成する Fe(II) イオンは空気酸化されて Fe(III) となり再び酸化反応に関与

することを明らかにした. MuClzを用いた場合にも同様の反応が起ることを見出した．

4• 27 複素多環式配位子の合成と物性に関する研究（継続）

助教授白石振作・助手（特別研究員）荒木孝二

大学院学生岸井典之• 山田昌樹

2, 2'—ビビリジンの誘導体の金属イオンとの錯形成挙動を調ぺると共に，油溶性誘導体を

用いて金属イオンの抽出ならびに輸送に関して検討を加えた．その結果， 6 -アミノー 6,ードデ

シルアミノー 2, 2'ービピリジンは Cu(II) イオンに対して選択的な輸送能を有するのみなら

ず，登り坂輸送媒体としてもすぐれていることを見出した．このものは Cd(JI) イオンに対

しても登り坂輸送能を示した．

4• 28 芳香族置換反応における鉄フタロシアニンの触媒作用（継続）

教授新井吉 衛 ・ 講 師 小 川 昭 二 郎

大学院学生渡辺俊雄

鉄 (II)および鉄 (III) フタロシアニン (Pc)は芳香族化合物のアシル化に対する有効な

触媒で，触媒量が少量でよい特長をもつ. t一アミルベンゼンおよびアニソールを用いた反応

を検討した結果，触媒活性は FeIII Pc> (3型 FellPc> a型 FeJI Pcの順であった. FePcの

固体表面で反応が起っており，結晶型の違いが反応速度に影響を及ぼしていると考えられる．

FePcを修飾することにより，精密なアシル化反応を開発中である．

4• 29 機能性複素大環状化合物に関する研究（継続）

教授新井吉 衛 ・ 講 師 小 川 昭 二 郎

大学院学生田村 章

1, 10ーフェナントロリン， 2 2 ビビ）ノン等の芳香族複素環化合物を含むフタロシ

アニン類似大環状化合物の合成を行い，その可逆的な構造変化，金属に対する錯形成等の機能

を調べている．種々の誘導体の合成を行うとともに，金属塩の分離，分析試薬，触媒としての

可能性を検討している．

4• 30 機能性色素に関する研究（継続）

教授新井吉衛・講師小川昭二郎

鉄フタロシアニンを触媒とすることにより芳香族アミン類の親電子置換反応が容易になって

きた．この反応を利用し，これまでにない含窒素色素を合成し，特に感圧．感熱色素としての

利用を検討している．
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4・31 光電導性ポリプチドの合成（継続）

教授新井吉術・助手（特別研究員）大島隆一

大学院学生和田達夫

電荷移動 (CT)型錯体高分子としてボリ〔S-(Nーカルバゾリ）レアキ）レ）一Lーシスティ

ン〕ーTNFを合成しその性質について研究している．アルキル炭素を -10まで修飾した．フ

イルムは可焼性にとみB―構造の含有率も比較的高く，初期の目的を達した．

4・32 ウルシオールの重合反応（継続）

教授新井吉衛・助手（特別研究員）大島隆一

大学院研究生杜 予民

漆およびモデル系でのウルシオールの重合反応について反応生成物の分離を HPLCを用い

て検討し，モデル系と漆系での反応性の相異を検討した．約26種のウルシオールダイマーを漆

系で分離して構造決定に成功した．酵素系とモデル系で反応が異なることが明らかになづた．

4• 33 機能置換基を有する多糖の化学合成とその生化学機能材料化

教授瓜生敏之・助手畑中研一

研究生宮原伸太郎・山中みどり

デキストラン型機能性分枝多糖の合成を試みている．無水糖の重合の際に水酸基を保護する

が，新しい保護基シリ）レ基をつけたモノマーが重合するかまた重合後に脱保護できるかを調べ

る．水酸基が特定位置についた多糖誘導体を得て，次に単糖の分枝をつける．もひとつの機能

性多糖として，新たに合成した 1, 5 -aーキシランを硫酸エステル化し，抗凝血活性をもつ

多糖を作ろうとしている．ポリリボースの生理作用について調ぺている．

（科学研究費試験研究）

4• 34 電子線照射による高分子反応の研究

教授瓜生敏 之 ・ 研 究 生 滝 口 良 平

低エネルギー型電子線照射装置を用いて，ポリマーーモノマー系の高分子化反応を研究して

いる．モノマーの重合，グラフト重合およびポリマー同士の架橋反応が，ポリアクリ）レ酸エス

テルーアクリル酸エステルにおいてどのように，またどの割合で起るかをゲル分率やボリマー

のゲルパーミエーションクロマトグラフの測定から調べている．反応機構の考察を行い，実際

の工業化に役立てようとする． （受託研究費）

4・35 糖誘導体のグラフト重合およびプロック重合

教 授瓜生敏之・大学院学生陳 彦源・伊達正純

無水糖の開環重合によって多糖を合成できるようになったが，カチオン重合触媒を用いるの

で反応に種々の制約が生じる．合成多糖から合成モノマーの長鎖分枝を生やす方法および合成
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多糖と合成高分子のプロック鎖から成るハイプリッド型高分子を作る方法を探索している． リ

ビング重合の技術でカチオンとアニオンを反応させてプロックポリマーを作ることを試みてい

る．グラフト重合はラジカル機構で進行しないかどうか調ぺる．

（一部科学研究費試験研究）

4・36 無水糖の選択的開環重合に関する研究

教 授 瓜 生敏之・助手畑中研一

大学院学生山口千春•加藤隆史•吉田誠一

科学の発達した今日でもセルロースの合成は依然として不可能であるグルコースから無水

糖を作り，これを選択的かつ立体規則的に開環重合させれば，理論的にはセルロースが合成で

きるので，それを調べている．グルコースより炭素数の 1つ少ないペントースであるリボース

からはセルロース類似の骨格構造の多糖が得られた．選択的開環重合の機構を調ぺ，他の構造

をもつモノマーからも合成できないか広範囲に研究している．

4・37 感光性ポリマーに関する研究

教授瓜生敏之・（日本学術振興会招へい研究員） M. ビスワス

カルバゾール基をもつ高分子は光導電性を有し，電子複写用の感光性樹脂として使われてい

る． ビニルカルバゾールを新しい触媒系で重合させ，得られるポリビニルカルバゾー）レの立体

構造を NMRにより調べている．また，カルバゾール基を分子内に持つ新しいボリマーおよ

びコポリマーを合成し，その構造および機能について知見を得ようとする．

4• 38 限外炉過法における輸送現象に関する研究

教授木村尚史・助手中尾真一

限外炉過膜の膜透過に関しては pore-flowtheoryがあるが，この theoryが成立するかどう

かについて，各種の材料の限外炉過膜を用いて実験を行い，そのデータ解析を行っている．

方，限外炉過膜透過の輸送現象に関し，ゲル層抵抗が律速であるという考え方と，浸透圧が律

速であるという 2つの説があり，大きな議論となっている．本研究では，ゲル層形成による抵

抗を色々の方法で測定し・ その結果を用いて全体を統一する理論の構築を行っている．

（科学研究費環境科学特別研究）

4・39 Pervaporation法の研究（継続）

教授木村尚史・技官野村剛志

膜を用いる分離法として特異な地位を占める Pervaporation法は，水ーア）レコール系の分離

濃縮に有力な方法であり，実用化のための研究を行っている．一方，温度差を推進力として用

いる thermo-pervaporationは，透過流束が大きく，エネルギー源として排熱を利用できる．

海水淡水化や，各種排水の濃縮や水回収に極めて有望な方法と期待されている．またバイオテ

クノロジーとの結合についても研究を行っていく予定である．
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4• 40 逆浸透膜の輸送現象に関する研究（継続）

教授木村尚史・大学院学生岡崎素弘

逆浸透膜の透過機構に関する理論については，色々の説が出されていまだに意見の一致がみ

られない．本研究では不可逆過程の熱力学に基づく取扱いを基礎として逆浸透膜の実験データ

を解析して輸送パラメータを求め，これと膜の物性との相関について研究を行っており，溶質

の膜への分配が重要であることを見出している．さらに逆浸透膜面上に発生するスケールの生

成についても晶析理論で解析できることを見出している．

4・41 荷電型限外炉過膜に関する研究（継続）

教 授 木 村 尚 史 ・ 大 学 院 学生玉野明義・都留稔了

荷電を有する限外炉過膜は，解離する溶質に対して特異な選択透過性を示すことが期待され

る．本研究では，スルホン化ボリス）レホンを用いて限外炉過膜を作製し，これの限外炉過膜と

しての特性を測定すると同時に，荷電による無機塩の排除性能も測定してきた．現在はアミノ

酸の分離，浪縮について，等電点の差による分離の可能性について研究を行っている．また荷

電膜では基本となる膜電位も測定し，理論的解析も行いつつある． （受託研究費）

4• 42 酸素濃縮のための膜材料の開発に関する研究（継続）

教授木村尚史・受託研究員島谷俊一

空気中の酸素を濃縮するための省エネルギー的な方法として膜分離法があり，これに用いら

れる性能の優れた膜の開発が方々で進められている．本研究でも新しい膜材料としてシリコン

系の高分子膜材料の開発，プラズマ重合法による新しい膜の製造に関する研究を行っている．

またこれに用いるモジュールの開発も同時に行っており，酸素富化システムの完成を目ざして

いる．

4・43 吸着における熱的過程の解析（継続）

助教授鈴木基之・大学院学生迫田章義

吸脱着に必ず伴う発・吸熱の吸着層内の移動機構を明らかにし，吸着系の熱移動過程に対す

る吸着質の拡散の影響を検討している．また低密度熱源，たとえば太陽熱などを利用する吸着

剤の再生法について検討を加え，この応用として太陽熱利用冷房プロセスの開発を検討してい

る．

4• 44 吸着法による水処理の研究（継続）

助教授鈴木基之・技官藤井隆夫・大学院学生河 紀成

微量成分を除去し，有価物回収するための水処理の研究として(1)水中アンモニアの天然ゼオ

ライトによる吸着および再生によるアンモニア回収の研究(2)有機物吸着活性炭の薬液および超

臨界ガスによる再生方法の実験的・解析的検討等を行っている．
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（一部科学研究費環境科学特別研究）

4• 45 圧カスイング吸着によるガス分離の研究（継続）

助 教 授 鈴 木基之・研究員茅原一之

吸着平衡，または吸着速度の差異を利用した二成分の分離方法として圧カスイング法が用い

られるが，この方法に対する理論的解析は少ない．ここでは数値計算プログラムの作成により

圧カスイング法の特性を明らかにすると同時に，実験的に分子ふるい活性炭を用いた空気分離

の操作およびシリカゲルを用いた空気の除湿操作を通じ，本手法の適用性について検討を加え

ている．さらに水素分離精製プロセスについても理論的実験的両面より検討を試みている．

4・46 有機性排水の処理に関する研究（継続）

助教授鈴木基之・研究員岡田光正 ・大学院学生河田孝雄

有機汚濁物質を含有する排水の処理に関して以下の研究を行っている. (1)酸化池法による有

機物処理特性の定量的検討およびモデル化の研究 (2)小規模排水処理のための土壌接触酸化法

および気泡分離法の浄化機構に関する基礎的検討

4・47 汚濁河川中の自浄・ 自濁に関する研究（継続）

助教授鈴木基之・助手川島博之

汚濁都市河川の一例として多摩川支流の野川を対象として，河川中の自浄作用と自濁作用を

定量的に評価するためのシミュレーションモデルを作成した．特に河川中で生成する付着性の

藻類および他栄養性細菌の消長，即ち河床における成長と剥離をモデル化し，また沈澱有機物

の変化速度を定式化して全体モデルに組み込み汚濁回復に必要な施策の評価を行った．

4• 48 化学蒸着によるエピタキシャル成長の化学工学的研究

助教授鈴木基之・大学院学生佐藤理夫

有機金属ガス等の熱分解により，基盤上に化合物をエピタキシャル成長させる場合の成長速

度論を化学工学的見地から検討する目的で， Ga・Asの気相結晶成長に及ぼす境界層の影響を

検討している．総括的な結晶成長速度は，熱移動速度，反応速度，物質移動速度，真の結晶成

長速度の複合的なものとなっている．

4• 49 ニトロ化多環芳香族炭化水素の合成と分析（継続）

教授早野茂夫・技官李 章鏑

（計測技術開発センターの項 1参照）

4• 50 人工腎肝システムにおける検知ならびに透析に関する研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

技官吉田章一郎
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（計測技術開発センターの項 2参照）

4• 51 海洋フミン酸のポーラログラフ的研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

大学院学生出川久雄

（計測技術開発センターの項 3参照）

4・52 液膜のイオン輸送に関する研究（継続）

教授早野茂夫・技官吉田章一郎

（計測技術開発センターの項 4参照）

4・53 ニュートラルキャリヤー型イオン電極の研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

（計測技術開発センターの項 5参照）

4• 54 海洋フミン酸のキャラクタリゼーション（継続）

教 授 早 野 茂夫・大学院学生桜井泰弘

（計測技術開発センターの項 6参照）

4・55 角度分解X線光電子スペクトル法による固体表層解析に関する研究（継続）

助教授二瓶好正·助手（特別研究員）工藤正博•技官尾張真則

大学院学生田村浩司・研究生簡 侃薫

角度分解X線光電子スペクトル法 (ARXPS)は通常の XPSの情報に加えて，深さ方向の

空間分解能を高めた測定および単結晶試料からのX線光電子回折 (XPED)現象の測定を可

能ならしめる．本研究では化合物半導体や酸化物結晶から得られる XPEDパターンに影響す

る種々の因子を検討し，さらにこの手法をイオン衝撃による表層変成層の厚さの評価や金属一

半導体界面，酸化物一金属界面などにおける特定異種原子の原子位置決定などの問題に応用し

ている．

4・56 運動論的回折モデル計算による X線光電子回折 (XPED)現象の研究

（継続）

助教授二瓶好正•技官尾張真則・大学院学生田村浩司

X線光電子回折 (XPED)現象の理論的解析と予測手法の確立のため，運動論的回折モデ

ルを用いて XPEDパターンの計算を行っている. GaAsをはじめとする各種m-v族化合物

半導体結晶について実験値と計算結果の間でよい一致が得られ，モデルの妥当性と理論計算の

有効性が示された．さらに酸化物結晶にも対象を拡げ，実験と計算の組合せにより，結晶表面

にある異種原子の原子位置解析などへの応用を進めている．
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4• 57 像直視型光電子回折装置の試作研究

助教授二瓶好正・助手（特別研究員）工藤正博

技官尾張真則・ 大 学 院 学 生 水 野 薫

X線光電子回折 (XPED)パターンの測定は，結晶表面層の構造，規則性に関する直接的

情報を得るための重要な手法である．本研究では， XPEDパターン測定の迅速化ならびに小

面積試料への適用を可能とするため，阻止電場型エネルギーアナライザー，マイクロチャンネ

ルプレート， TVカメラならびにイメージプロセッサーを用いて，広立体角範囲にわたる

XPEDパターンを TV画像として計測する装置の試作を行っている．

（一部科学研究費試験研究）

4• 58 X線光電子スペクトル法による化学状態分析に関する研究（継続）

助教授二瓶好正・助手（特別研究員）工藤正博•技官尾張真則

大学院学生水野 黛・研究生簡 侃薫・ 三 木 哲 郎

X線光電子スペクトル法 (XPS) においては，化学シフトを用いた非破壊状態分析が可能

であるが，この化学シフトを詳細に検討し，固体表面の化学状態分析へ応用した．また組成と

構造の明確な化合物半導体結晶表面や，蒸着量を制御して得た標準表面試料ならびに高分子材

料フィルムなどを用いて， XPSの固体表面定量分析への応用の検討を行っている．

4・59 電子分光法によるフライアッシュの表面状態分析法の開発に

関する研究（継続）

助教授二瓶好正•技官尾張真則

石炭燃焼過程で放出されるフライアッシュの表面情報は，その環境への影響評価と関連して

特に重要性が高まりつつある．本研究では微細フライアッシュ粒子の形状組成，表面化学状態

について， X線光電子スペクト）レ (XPS),走査電子顕微鏡 (SEM), およびX線マイクロア

ナライザー (XMA)等を用いて検討し，フライアッシュ粒子の組成ならびに表面化学状態の

解明を行い，個々のフライアッシュ粒子の組成パターンの特徴を分類して示した．

（一部科学研究費環境科学特別研究）

4• 60 スペクトル分析による SiOガスの同定に関する研究（継続）

教授相馬胤和・助手桑野 芳ー・技官松崎幹康

高炉内での溶銑中への Siの移行機構に関する研究は非常に多く，なかでも SiOガスとメタ

ル反応説を支持する研究者は多い． しかし SiOガスを直接検出して，ガスとメタル反応を論

じた研究は皆無に近い．本研究は，高純度の Si02と炭素を混合した試料をア）レゴンまたは

coガス雰囲気で1350-1590℃ に加熱して， SiOガスを発生させ気相中の吸収スペクトルな

らびに反応管内に生成した固体物質の吸収スペクトルを測定するものである．
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4・61 石炭のガス化ならびに溶融還元に関する研究（継続）

教授相馬胤和・助手桑野芳ー・助手（工学部）大塚研一

（北京鋼鉄学院）呉 平男・技官時田敏夫

既設の高周波溶解炉を使用して，約40kgの炭素飽和鉄を溶解し，酸素を吹き付けて十分脱

娃と排滓を行った鉄浴に石炭および鉄鉱石を純酸素とともに吹き込んで，ガス化ならびに溶融

還元に関する予備試験を行った．水冷銅ランスから吹きつけるガスの流速を同一にすると，有

効ガス利用率は向上するが，吹き付け速度を大きくした場合には，効率が若干低下する傾向が

認められた．

4・62 コークスの組織判別とその定量化に関する研究（継続）

教授相馬胤和・技官（工学部）鈴木吉哉•技官辻 英太

大学院学生ホセ プリセーニョ

比較的組織構成の単純な単味炭コークス（イットマン，ブラック・ウォーター， B.S.プレ

ンド，ピッチコークス等）を対象に偏光顕微鏡により形態からの組織判別と，各組織成分に対

する反射率測定を行った．反射率は等方性組織，破片状組織，繊維組織が高く，モザイク状組

織やフジット組織は低い値を示したが，各組織とも反射率に幅があり，反射率による組織区分

には無理がある．今後は画像処理による組織分析の定量化を試みる予定である．

4・63 Acoustic Emission (AE)法により金属系複合材料の強度評価

助手（特別研究員）大平貴規・助教授大蔵明光

（緩合材料技術センターの項 9参照）

4・64 ボロン繊維の製造に関する研究（継続）

助教授大 蔵 明 光 ・ 技 官 本 田 絃 ―

（複合材料技術センターの項10参照）

4• 65 ボロン繊維強化ア）レミニウムの製造とその特性に関する研究

助教授大蔵明光・技官本田絃ー・大学院学生大須賀裕人

（複合材料技術センターの項11参照）

4・66 マトリックスの炭素材として，微粉砕コークスの利用による

炭素繊維／炭素(C/C)複合材料の製造について（継続）

助教授大蔵明光・技官張 東植

（複合材料技術センターの項12参照）
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4・67 ロールディフュウジョンボンディング法による繊維強化

金属複合材料の開発研究（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生浅沼 博

（複合材料技術センターの項13参照）

4・68 Ah03繊維強化金属複合材料の開発（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生松木理悌

（複合材料技術センターの項14参照）

4・69 炭素繊維一炭素複合材料に関する研究（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生安斉正博

（複合材料技術センターの項15参照）

4• 70 Alz伍繊維強化金属複合材料の製造に関する研究

助教授大蔵明光・大学院学生金 豊

（複合材料技術センターの項16参照）

4・71 耐熱複合材料の研究（継続）

助教授大蔵明 光・大学院学生鳥塚史郎

（複合材料技術センターの項17参照）

4• 72 工業電解プロセスヘの化学エネルギーの利用（継続）

教授増子 昇•助手（特別研究員）虫明克彦

技官鈴木鉄也

酸化反応のエクセルギーを直接電気エネルギーに転換して，効率よく利用することを狙いと

して，メタノールを減極剤とする亜鉛電解採取に関する研究を行った. 40℃, 20mA/cm汽

の条件で48時間以上触媒活性を持続させることのできる電極の試作に成功した．

（科学研究費エネルギー特別研究）

4• 73 アルミニウム再生材料の腐食特性に及ぼす微量不純物の影響（継続）

教授増子 昇•技官鈴木鉄也・大学院学生世利修美

微量不純物を含むアルミニウム材料における孔食発生および継続の過程について，溶液化学

的な検討を行った．特に金属間化合物の析出の影響を系統的に研究した．
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4・74 銅合金の脱成分腐食感受性の評価（継続）

教授増子 昇・助手井上 健

淡水環境における銅合金の脱成分腐食の感受性評価を目的とする腐食試験法の研究を行っ

た．実用合金 6種について， pHおよび NaCl濃度による局所腐食感受性領域を実験的に求めた．

これらの結果を通して，新しい試験法の見通しを得た．

4・75 コンクリート鉄筋をカソードとするマクロセル腐食における

液間電位差効果

教授増子 昇・受託研究員片山栄夫

埋設された鋼管が建造物のコンクリート中の鉄筋と接触してマクロセルを形成すると激しい

腐食がおこる事例が知られているが，この場合の駆動力には，われわれの研究室で概念設定を

行った「液間電位差効果」が腐食を加速する方向に作用していることを初めて明らかにした．

4• 76 非晶質合金の Heイオン照射損傷の研究（継続）

助教授七尾 進・助手（特別研究員）増田正孝

大学院学生渡辺康裕・助教授（工学部）香山 晃

FesoB2。非晶質合金を100-400keVのHeイオンで照射した際の照射損傷を TEM観察によ

り調べた. 1 X 1019ions/面以上の照射量では，直径数 nmから数十 nmのキャビティが生成

することを見出した．同時に 2nm-3 nmの大きさの短範囲規則化領域あるいは微結晶の生成

が観測された．両者は時間的にはほぼ同一に出現するが，空間的分布は異なっていることが判

明した．

4• 77 非晶質合金の低温照射効果の研究

助教授七尾 進・助手（特別研究員）増田正孝

大学院学生小田克郎・渡辺康裕

助教授（京大原子炉）吉田 博行

Feso比o,p知Si20,Cus1Zr3非晶質合金に液体窒素温度において28MeVの電子線を照射し，

生じた照射効果を陽電子の消滅 y線のエネルギー測定によって調ぺた．その結果， 3原子体積

以下の空孔集合体が生成しているのを見出した． （科学研究費一般C)

4・78 アトマイゼーション法による超急冷 Al合金粉体の作成法の研究

助教授七尾 進・助手（特別研究員）増田正孝

Al-Si, Alー Cu,Alー Tiの超急冷粉体を独自の工夫を加えたアトマイゼーション法によっ

て作成した．粉体の形状はほぼ完全な球体であり， 90%以上のものが直径50P以下であった．

Al—Si 系合金のデンドライト・アーム間隔から，冷却速度は 3 Xl05℃ /sec程度と推定され

た．
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4• 79 超急冷 Al-Ti合金の作成法と電気化学的特性の研究

教授増子 昇・助教授七尾 進・助手（特別研究員）増田正孝

反応性が大きいために作成が困難であった超急冷 Al-Ti合金テープ (5at % -10 at % Ti) 

の作成に成功した．この合金は通常の方法では実現できない高濃度の Tiを含んでおり，電気

化学的特性を調べた結果，電解コンデンサー用電極材料として極めて優れた特性を示すことが

判明した．

4・80 GaAs-GaA!As超格子の界面構造の研究

助手（特別研究員）市野瀬英喜・助教授榊 裕之

大学 院 学 生 古 田 知 史 ・ 教 授 石田洋ー・教授井野博満

GaAs-GaAIAs超格子はそれぞれの相の間で格子間隔がほとんど等しいため素子性能を決

定する最大のファクターである界面の急緩慢性を確かめる事が従来できなかった．本研究では

高分解能電子顕微鏡観察により界面が士一原子列程度の凹凸であることを明らかにした．

4• 81 SiCファインセラミックス結晶粒界原子配列の研究

助 手（特別研究員）市野瀬英喜・研究員（無機械研主任）猪俣 士＝
ロー

教授石田洋一

ファインセラミックスに期待される重要な特性のひとつが機能材料としてのそれであるが，

これは結晶の接合部即ち粒界の働きである．従来は全く粒界の構造は未知であったが高分解能

電子顕微鏡によって粒界における原子配列を直接解察することができた．これにより新たな機

能機械設計への道が拓ける．

4• 82 超微細粒チッ化ケイ素の構造と結晶化過程の研究

助手（特別研究員）市野瀬英魯•講師（工学部金属工学科）吉田豊信

数十 nm径の超微細粒非晶質の結晶化（焼結）における結晶と非晶質との界面の状況および

結晶同志の界面の構造が高分解能電顕観察により原子単位の配列の次元で明らかにされた．

4• 83 Co-Zr, Co-Ho磁性薄膜の構造研究

助手（特別研究員）市野瀬英喜・助教授（東北大学）鈴木孝雄

Co-Zrなどの磁性薄膜の強い磁気異方性と組織との関連の解明が強く望まれてきたが，厚

さ100nm以下の薄膜の断面を高分解能電子顕微鏡によって観察することに成功し，薄膜が厚

み方向に伸びる非晶質のコラムの集合体であること，コラムの中には数 nm以下の超微細な結

晶粒が散在していること等を明らかにした．
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4・84 鋼のマルテンサイト変態の研究（継続）

教授井野博満•技官梅津 清・大学院学生佐々木徹

主任研究員（金材技研）梶原節夫

マルテンサイト変態は鋼の熱処理の基本となる現象であるが，変態機構や原子構造に関して

従来の定説が崩れつつある．本研究では， Fe-NiーC,Fe-N系でのメスバクアー分光によ

る研究，電顕による組織観察，規則構造の理論的解析，によって新しいパラダイムの確立をめ

ざしている． （科学研究費一般B)

4• 85 超急冷アルミニウム合金の研究

教授井野博満・助手（特別研究員）市野瀬英喜

技官梅津 清

アルミニウム中にほとんど固溶せず，材料特性を劣化させている Fe原子の挙動に着目し，

液体急冷凝固法によって Fe原子を強制固溶もしくは，微細析出粒子とすることに成功した．

格子常数の精密測定・メスバウアー分光による状態分析•高分解能電顕による格子像観察によ

り， Fe原子の固溶量，微細粒の分布，析出相のアモルファス化などを明らかにした.AlーCu

-Fe系についても研究を進めている．

4• 86 液体急冷凝固法による新合金の研究（継続）

教授井野博満・助手（特別研究員）市野瀬英喜

技官梅津 清・研究生徳満和人

最大8,000rpm (周速105m/s)のロール回転速度をもち，真空中で実験できる単ロール急

冷凝固装置により，各種のアモルファス合金，結晶新合金の研究を行っている．今年度は，

Fe-B, Ni-B系において従来困難とされている組成 (27-32at%)でアモルファス合金を得，

高分解能電顕により非晶質度の高い相であることを明らかにした．また，合金のガラス転移機

構についての研究も行っている．

4・87 高分解能電子顕微鏡による界面原子構造の研究（継続）

教授石田洋一・講師森 実・助手市野瀬英喜

助手（電通大）橋本 稔・教授尾上守夫・助教授榊 裕之

助教授（工学部）山本良ー・主任研究員（無機材研）猪股吉三

金属，セラミックス，化合物半導体の結晶粒界やエピタクシ界面の原子構造を本学工学部総

合試験所，無機材研等の IMV超高圧電子顕微鏡で観察した．撮影した写真は本所多次元画像

処理センターで解析し，電算機で求めた格子像と比較して原子構造の同定を行った．粒界原子

配列のシミュレー、 とくに鉄の結晶粒界の燐偏析による脆化を理ンョンは分子動力学法を用い，

解することを目的に Fe-P,Fe-B両偏析系について計算した． （受託研究費）
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4・88 ビーム法による結晶粒界転位の研究

教授石田洋一・講師森 実

大学院学生 ・宮沢薫ー・梅田良人・研究生程徳斌

超高圧電子顕微鏡の透過能を利用した転位バーガースベクトル決定法の研究である．本年は

専ら Cu-Ni合金，オーステナイトステンレス鋼，など面心立方晶系の整合双晶境界上の転位

のバーガースベクトルを調べた．超高圧電子顕微鏡では 142 2 Iという高次の図形でも十分

多くの干渉稿が生じ，バーガースベクトルの判定ができることが示された．双晶以外の粒界に

ついて解析をひろげるためア）レミニウム双結晶の作成を行っている．

4• 89 トリチウム電顕オートラジオグラフィによる粒界偏析の研究（継続）

教授石田洋一・技官斉藤秀雄・研究員（電気大助教授）浅岡照夫

助教授（アイソトープ総合センター）森川 尚威• 室長（原研）白石健介

核融合炉への利用が予定されている SUS316と水素脆化が問題とされている Cr-Mo鋼の

粒界に対するトリチウム偏析を透過電顕オートラジオグラフィで観察した．生物材料とちがい

金属薄膜は AgBrを還元し酸に弱いので保護膜をはさみアルカリ性定着液を用いた. SUS 316 

においては粒界でも，粒界転位など欠陥のあるところに銀粒子の生成がみられ，粒界構造と水

素偏析との関係を直接調べることができた．

4・90 エレクトロンチャンネリングパターンによる結晶方位の自動解析

講師森 実・教授石田洋一

集合組織や結晶粒界の研究にとって結晶方位を知ることは重要な基礎データである．特に

個々の結晶粒の方位は微細な構造や機構との関連で必要である．現在のところは得られたパ

ターンを手動でディジタル化し，その後は自動解析という半自動な方式で行っているが，これ

を完全に自動化する方向で研究を行っている．

4• 91 粒界破壊，粒界偏析のシミュレーション

講師森 実・教授石田洋一

分子動力学法による粒界原子配列，偏析構造，粒界破断過程のシミュレーションによって，

粒界に偏析した不純物が，特定の構造を持ち，それ故にその周囲の結合が弱くなることが破壊

に寄与していることが明らかになった．このような構造と電子状態との関連を明白にするため

に， X昇去による計算も合わせて行った．

4• 92 オートラジオグラフィによる退色した写真の復元（継続）

助教授佐藤乙丸・講師森 実 ・ 技 官 斉 藤 秀 雄

退色した写真や露光不足のフィルムを中性子照射し，銀を放射化させそのオートラジオグラ

フを得ることにより，コントラストを向上させることができた．カプリの影響を除く条件もほ

187 



ぼ決定された．現在はコントラスト向上の程度の評価を行っている．

4• 93 散乱ガンマ線の応用研究

助教授佐藤乙丸

241Amからのア線を用い，地下埋設ガス管内部の孔食腐食を探査する基礎研究を行った．す

なわち， lOmCiの点状線源と l"<f, X 1"のシンチレーター検出器からなるプロープを試作，

埋設パイプ外側の土壌密度の影響とパイプ肉厚の測定限度について， 5,,'Pの配管の特性を検

査した．

4• 94 粉末冶金法による TiNi形状記憶合金の作製（継続）

助教授林 宏爾・技官板橋正雄

Ti比粉と Ni粉を原料として，粉末冶金法によって TiNi形状記憶合金を作る場合， TiH2

粉の酸化量が問題となるので，同粉末の酸化速度に及ぼす諸因子（粒度，温度，湿度，空気圧

カ，溶剤の吸着）の影響を定量的に明らかにした．ここで酸化速度の測定には，著者らが開発

した特殊な装置を用いた． （科学研究費一般C)

4・95 CVD被覆超硬合金に関する研究

助教授林 宏爾

切削工具用超硬合金の耐摩耗性を向上させるために，合金表面に TiC,Alz03などの硬質物

質を CVD(化学蒸着）被覆する方法が広く用いられているが，硬質物質と合金母材との界面

部の組織被覆合金の強度については良く分っていない．そこで，これらの点を TiC被覆の

WC-Co超硬合金について，合金炭素量との関係で調べ，種々の知見をえた．

4・96 Si3応系セラミックスの組織と強度に関する研究

助教授林 宏爾・大学院学生小野村義弘

Si3応系ファインセラミックスは耐熱構造用材料，耐摩耗工具材料などとして注目されてい

るが，現在，強度改善が望まれている．本研究では，従来報告例の少ない光学顕微鏡組織を調

ベ，同組織とセラミックス強度との関係を基礎的に明らかにしつつある．本年度は， Si3氏一

MgO-Alz伍系セラミックスについて検討し，焼結体表面に組織的不均質層を生じること，

不均質層は強度に対して悪影響を及ぼすことを明らかにした．

4・97 金属粉末の焼結挙動に関する基磯的研究

助教授林 宏爾・技官板橋正雄

各種の焼結部品の作製において，焼結縮み量は極めて重要となるが，縮み量に及ぼす成形条

件と焼結条件の影響については不明な点が多い．本年度は，銅粉末の焼結挙動に及ぼす成形条

件の影響を調ぺ，成形時の雰囲気は焼結縮み量に大きく影響することを見出した．
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第 5 部

5• 1 関東ロームのせん断特性・強度特性に関する実験的研究（継続）

助 教 授 龍岡文夫・助手山田屈―

原位置から採取した不撹乱試料を用いて圧密応力状態が静的非排水せん断強度に与える影響

を調べた．中空供試体のねじり単純せん断試験を行うことにより，圧密中の初期せん断応力が

大きいほど，静的非排水せん断強度の絶対値と，それの圧密時間の増加による強度の増加率が

大きくなることが判明した．

5• 2 砂・粘土の動的強度・変形特性に関する研究（継続）

助 教 授 龍岡文夫・助手山田顔一

外国人招聘研究者（中国大連工学院副教授）王 中正

受託研究員原 勝 重 ・ 越 智 健 三 ・ 加 藤 祐 之

本年度は以下の研究を行った. (1). 超軟弱粘性土の広範囲なひずみ範囲 (10―6_10-2)に

おけるせん断剛性率，履歴減衰係数の測定法の開発と実験， (2). 非排水繰り返しせん断中の

飽和砂の有効応力～せん断ひずみ関係の厳密な測定法の開発と実験， (3). 2種の砂を用いて

の繰り返し三軸試験における液状化強度と単純せん断試験の液状化強度の系統的な実験的検

討． （一部受託研究費）

5• 3 砂の静的変形・強度特性に関する実験的研究（継続）

助教授龍岡文夫・大学院学生後藤 聡・坂元 信

砂を用いた三軸圧縮試験を，供試体の形状と大きさ，境界条件を広範囲に変えて，要素とし

ての砂の変形，強度特性を厳密に求める方法を研究した．その結果から， (1). 供試体の高さ

が低いほど，供試体上下境界で生じる軸変位誤差が，測定される軸ひずみ羅に与える影響が大

きくなる， (2). 供試体の直径が小さいほど，供試体周囲のメンプレンが砂粒子の間に貰入す

ることによる側方ひずみの測定誤差が大きくなる， (3). 供試体高さ直径比が小さいほど一様

変形，等が分かった． （一部科学研究費一般C)

5・4 鉄筋による地盤の補強法にっいての基礎的研究（継続）

助教授龍 岡 文 夫 ・ 技 官 佐 藤 剛 司

受託研究員浜田英治•生原 修

鉄筋を用いて水平地盤の支持力，斜面の安定性の改善法に関する中型砂箱を用いた模型支持

力実験を行った．本年度は解析に耐えうる様な非常に精度の高いデータを得ることを目標にし，

実験法の改善を行った．すなわち， (1). 砂箱側面摩擦の影響の評価と減少法の開発， (2). フー

チングに作用している直方向，せん断方向の二方向の地盤反力の分布測定法の開発， (3). 地

盤中のひずみの分布の測定法の改善， (4). 鉄筋の張力，曲率の測定の開発，を行った．その
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結果から解析法の検討を行った．

5• 5 不織布による土の強化法についての基礎的研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手山田箕 ー・ 技官 佐藤 剛司

前年度に千葉実験場に作成した不織布で補強した関東ロームの試験盛土（高さ 4m, 底端

7. 6m. 天端幅 4m. 底面長さ 22m. 天端長さ !Om)の変形の継続観測を行った．その結果，

前年度では累積雨量30mmを越えると盛土に変形が生じたが，第 2年度の本年度は，梅雨期を含

め，一度も雨による変形が生じなかった．このことから，関東ロームの盛土を不織布で補強す

れば安定な盛土を作りうることが実証された．

5• 6 室内土質試験の高精度化と合理化に関する研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手山田顔ー・技官佐藤剛司

受託研究員原 勝重

砂や粘土の三軸試験などの室内要素試験の高精度化，合理化の研究を行った．具体的には，

(1). 粘性土の B値測定法の合理化， (2).超低拘束圧下の三軸試験用の超精密ロードセルの開発，

(3). 載荷ロッドのクランピング法の合理化， (4).軸力とねじり力を同時に測定する二方向ロード

セルの開発，等である．

5• 7 セメント系防食材料の腐食因子しゃへい性能の評価方法に

関する研究（継続）

教授小林一輔・助手（特別研究員）辻 恒平

塩分環境下におけるコンクリート中の鋼材腐食を防止する手段として，セメントをベースと

した防食層をコンクリート部材の最外層に形成させる方法またはコンクリート自体を改質して

その腐食因子透過性を小さくする方法などが最近，各方面で検討されている．本研究はこれら

の防食効果を判定する目安となる腐食因子しゃへい性能の評価方法を確立しようとするもので

現在は塩素イオンの透過性ならびに酸素の拡散速度を定量化する方法について検討している．

5・8 一方向強化FRP材のプレストレストコンクリート用緊張材への

応用に関する研究（継続）

教授小林一 輔 ・ 研 究 員 趙 力采

塩分環境下に建設するプレストレストコンクリート構造物の抜本的な防食策として，現在の

高張力鋼の代りに，軽量でかつ耐食性のすぐれている一方向強化FRP材を緊張材として用い

ることを目的とした研究である．今年度は各種の繊維を用いたFRP材の引張特性の温度依存

性について検討を行うとともにリラクセーション試験を実施した．さらに緊張ならびに定着装

置を開発し，部材レベルでの検討に入るための準備を完了した． （一部科学研究費）
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5• 9 非破壊的手法によるコンクリート部材中の鋼材腐食の早期判定

教 授 小 林 一 輔 ・ 助 手（特別研究員）辻 恒平

電気化学的手法に基づくコンクリート部材中の補強用鋼材の腐食モニタリングシステムの開

発を目的とする研究である．今年度は腐食電位分布の 2次元的評価を行うため必要な検討を

行った．すなわち，腐食電位や比抵抗の測定値に及ぼす含水量，コンクリート層中の塩化物な

らびに中性化の進行度の影響について実験的な検討を行った．現在は複数の鋼材が配筋された

場合の影響についても検討を進めている．

5• 10 海洋飛沫帯におけるコンクリート部材の長期暴露試験

教授小林一輔・助教授魚本健人・技官星野富夫

塩分環境下におけるコンクリート中の鋼材の防食方法を検討するために，海洋飛沫帯におい

てコンクリート部材の長期暴露試験を実施している．暴露中のコンクリート部材は合成樹脂ラ

イニング，ポリマーセメントモルタルライニング，ガラス繊維補強セメントシート，高炉セメ

ントコンクリートを使用したもの，鋼繊維補強コンクリートを使用したものなど，広範囲にわ

たっている．

5・11 連続繊維強化セメント系複合板の開発研究

教 授小林一輔・大学院学生松崎 薫

海洋環境下に設置される PCまたはRC構造部材の防食を目的とし，それ自身すぐれた腐食

因子のしゃへい性能を有するとともに，部材に発生するひびわれなどの欠陥を被覆するに足る

靱性を有し，さらに施工時には型枠となるが最終的には部材の最外層を構成するような多機能

型複合材料を開発しようとする研究である．補強材にメッシュ状の連続繊維を積層して用い，

腐食因子透過性の小さいセメント系マトリックスと一体化して高靱性の薄板を得るものであ

る．

5・12 鋼繊維補強鉄筋コンクリート構造部材に関する研究（継続）

助教授魚本健人・技官西村次男

大学院学生 ランジャン K. ウィーララタナ

鋼繊維補強コンクリートと鉄筋を併用した鋼繊維補強鉄筋コンクリート構造部材は，新しい

構造材料であるため，実構造物へ適用する場合にはその諸特性を明らかにすると同時に，適用

対象構造物の選定，実用的な構造設計方法の確立が必要である．現在まで，曲げを受ける薄肉

構造部材の特性については構造解析方法をも含めてその特性を明らかにすることができたが，

さらにせん断力および繰り返し荷重を受ける場合の特性について検討を行う予定である．
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5• 13 塩分環境下における鉄筋コンクリート構造部材の劣化機構に

関する研究

助教授魚本健人・助手（特別研究員）辻 恒平

海洋構造物などの塩分環境下においては，鉄筋の腐食によりコンクリート構造物は著しく劣

下するが，その補修・補強を行う上でその劣化機構を明らかにすることは重要である．そこで

内外の調査報告などに基づき，劣化した実構造物の原因や分布等を調べるとともに，定電流法

を用いたモデル実験から，その劣化機構の検討を行い，自然環境の影響や鉄筋コンクリート構

造物の劣化過程について定性的な傾向を明らかにした．

5・14 コンクリートヘのアコースティック・エミッションの適用に

関する基礎的研究

助教授魚本健人・助手（特別研究員）辻 恒平

コンクリートには他の建設材料に見られない種々の特性が認められるが，その原因として微

小クラックの発生がある．本研究では種々の条件下において発生するこの微小クラックをア

コースティック・エミッションの手法を用いて検出し，コンクリートの諸特性との関係につい

て検討を行っており，コンクリート中の鋼材腐食によるひびわれ発生とも良い相関性があるこ

とが明らかとなった．

5• 15 高速道路ボトルネックの交通容置に関する研究

教授越 正毅・助教授片倉正彦・講師ブリュールフリーデマン

助手向井伸 治・大学院学生森 浩

高速道路のトンネル部やサグ部で，設計時に予想しなかった低い交通容量が現れ，渋滞が発

生することが最近明らかとなった．この現象は交通流中に内成される衝撃波に起因するもので

あり，車両の追従特性の解明が問題の鍵である．本研究はこれまで当研究室で行って来た研究

の発展であり，本年度は東名，中央，首都の各高速道路上の現象を調査，解析し，これまでの

知見とあわせて，車両追従挙動モデルの構築を試みた． （科学研究費一般C)

5・16 交通信号の最適制御に関する研究（継続）

教 授 越 正毅・助教授片倉正彦・助手向井伸治

大学院学生尾崎晴男

これまで，車の到着および発進の車頭時間分布を指数分布と正規分布を組み合わせた現実的

な分布で表現したシミュレーション実験を行って，単独交差点の最適信号制御について検討し

た．本年度は，系統制御の場合を含めて，信号制御のオンライン最適化手法を開発することを

目的として，実用的なシミュレーションモデルの開発を行った．
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5• 17 自動車の需要動向分析（継続）

教授越 正毅・助手向井伸治・大学院学生赤羽弘和

本研究は自動車の将来需要動向を車種分類別に予測するための方法を確立することを目的と

している．他機関で実施された調査結果に基づいて，世帯特性により，保有構造，車種選択構

造を解析し，保有，非保有世帯の判別モデル，保有車種判別モデルを構築した．また，国勢調

査，その他の既存資料に基づいて，世帯特性別世帯数の予測モデルを作成した．本年度はモデ

ルバラメータの吟味を行い，予測精度を高める作業を行った．

5• 18 二輪車の昼間点灯の事故防止効果に関する研究（継続）

教授越 正 毅 ・ 助 手 向 井 伸 治

二輪車の昼間点灯は米国で初め実施され，わが国でも約半数の府県で実施されているが，そ

の事故防止効果についてはいまだに実証的な研究成果がない．本研究では全国過去 6年間の事

故資料に基づいて，点灯の効果を分析した．その結果，件数の減少効果は統計的に有意なほど

ではないが，死亡者数はやや減少すると見られること，自転車に対する負の効果はほとんど見

られないことが見い出された．

5• 19 都市高速道路の交通状況予測手法に関する研究（継続）

助教授片倉正彦・大学院学生 コプフ ビエール

都市高速道路における交通渋滞の発生，延伸，解消等を予測し，適切な交通情報を道路利用

者に提供するために，オンラインシミュレーションによる交通状況予測手法の検討を行ってい

る．これまでに開発されたシミュレーション手法を再検討するとともに，首都高速道路の実測

データ，感知器情報を用いて，実現象に合わせてシミュレーションパラメータをオンラインで

更新し，予測精度の向上をはかる方法について研究を行っている．

5• 20 電動ごみ収集車による焼却発電電力の有効利用に関する研究（継続）

助教授片倉正 彦・大学院学生神野秀磨

ごみ焼却発電による余剰発生電力を，ごみ収集車の動力源にリサイクルし，石油節約とエネ

）レギーの有効利用をはかるシステムについて，経済性および環境上の影響の観点からフィージ

ビリティスタディを行っている．横浜市の焼却工場をケーススタディとして，ごみ収集車の運

行形態走行パターン等を分析し，電動車電池の充電への発生電力の利用方式と関連して試設

計した 2トン車をベースとする電動ごみ収集車について，実用化シミュレーションを実施した．

5・21 交通マネージメントによる燃料節約の研究（継続）

講師プリュー）レフリーデマン

本年度は，交通マネージメントのうち，路側駐車制御を取り上げ，これによる燃料節約効果

を評価するための調査を実施した．交差点近傍における駐車車両の交差点容量に及ぼす影響を
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定量的に測定すると同時に，単路部を含めて街路網土の交通流が駐車車両によって受ける防害

の程度を測定した．

5• 22 衛星データを用いた流域現境の時系解析

教授村井俊治（代表者）・助手（特別研究員）松岡龍治

技官奥田 勉・大学院学生柳田 聡・宗岡慶太

都市周辺の河川は土地利用の変化，特に都市化のために洪水がおきやすくなっている．湖沼

は汚濁が進む．河川流域の管理を適切に行うには，土地利用の経年変化を定量的に把握する必

要がある．本研究は，人工衛星データを用いて時系変化を検出する手法の開発研究である．

5• 23 バンドル法による空中三角測量に関する研究（継続）

教授村井俊治（代表者）・助手（特別研究員）松岡龍治

技官奥田 勉

バンドル法は各種の空中三角測量のなかで，最も精度のよい方法である．特に内部標定の同

時解を求めるセルフキャリブレーションはさらに精度を向上させる． しかし，セルフキャリプ

レーションに用いられる誤差モデルは研究者によって異なる．村井研独自の誤差モデルを提案

し，他のモデルと比較を行った．この結果，計算が簡便でかつ精度が良いモデルが得られた．

5• 24 サイドスキャンソーナデータのディジタル画像処理（継続）

教授村井俊治（代表者）・研究生植木俊明

サイドスキャンソーナの画像が数値の形で得られるようになった．しかし，画像の歪の除去，

ステレオ画像の取り扱い等，画像処理のアルゴリズムが完成していない．本研究は，上記ディ

ジタル画像処理の手法の開発研究である． （奨学寄附金）

5• 25 試験流域に基づく都市化による水循機構の変化に関する研究（継続）

助教授虫明功臣・助手岡 泰道・技官小池雅洋

技官田村浩啓

流域の大規模な都市開発が水循環機構に及ぽす影響を水文過程に沿って評価するために，多

摩丘陵の自然地区と市街化地区に試験流域を設定して観測資料の収集を継続している．本年度

は主に，深度別テンシオメータ観測記録より無降雨期間の蒸発量を評価する方法について検討

し，土壌中の水分量と吸引圧の関係にヒステリンス効果を考慮して解析することにより妥当な

結果を得られることが明らかになった．

5・26 不飽和浸透に係わる土壌特性の評価に関する研究

助教授虫明功臣・助手岡 泰道・技官小池雅洋

大学院学生山田邦博

土層中への雨水の浸透現象を理論的に追跡するには，土層の水分量一吸引圧関係および吸引
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圧ー不飽和透水係数関係を求めなければならないが，その方法は確立されていない．本年度は，

水分量一吸引圧関係を定めるための試験方法について検討するとともに，試料採取方法および

試料サイズが試験結果に及ぼす影響を調ぺた．また，ある仮定の下に水分量一吸引圧関係から

吸引圧一透水係数関係を導く理論を適用し，その妥当性を実験的に確かめた．

5• 27 雨水浸透処理に関する研究（継続）

助 教 授 虫 明 功 臣 ・ 助 手 岡 泰道・技官小池雅洋

技官田村浩啓・大学院学生山田邦博

都市域における雨水流出抑制と地下水涵投促進の両効果を持つ雨水の地下浸透処理法の適用

性と設計指針を得る目的で研究を進めている．本年度は，試験施工された浸透施設を対象に，

豪雨期間中を模して散水を伴う注水実験を行い，地表からの浸透による施設の浸透性能の変化

について調べた．また，浸透対象層の土壊特性を組み込んだ数値解析モデルを作成し，実験値

と対照してその適用性を議論した． （科学研究費自然災害特別研究）

5・28 自然林地における直接流出の発生条件に関する研究（継続）

助教授虫明功臣・助手岡 泰道・技官小池雅洋

自然林地斜面の表層付近における水循環過程を明らかにするために，昨年度より千葉実験所

構内の松林に長期土中水分観測区と散水実験区を設置している．本年度は，降雨強度を変化さ

せて散水実験を行い，地中の水理ポテンシャルの変化について調べた．

5• 29 河川災害の実態とそれへの対応策に関する調査研究（継続）

助教授虫明功臣・大学院学生内田 滋

近年の河川災害の現地調査と資料収集を通して，河川災害の問題点とその軽減への対応策を

検討している．本年は，河川の洪水流出特性と洪水予警報システムに焦点を当てその現状を調

ぺるとともに，現実的な改善策を整理提案した．また，既存の農業用溜池の洪水調節効果を解

析・評価し，さらにその効果を高めるための改良案を提示した．

5• 30 都市の地震防災に関する研究

教授片山恒雄・大学院学 生森 吉尚・沖見芳秀

ここ数年来行ってきたライフラインの地震防災に関する研究をさらに拡大して，都市の地猿

防災の問題として総合的に取り上げつつある．本年度は， 1983年日本海中部地猿が能代市に与

えた影響を多くの視点から実証的に調査した．また，首都圏の自治体の防災主管課に対するア

ンケート調査の結果を定量的にとりまとめ，さらに，地震防災のための予算の実態を川崎市を

例にして検討した．これらの研究は社会学分野との学際的な方向に進みつつある．

（一部科学研究費自然災害特別研究）

195 



5・31 地震動の工学的特性および地震危険度に関する研究（継続）

教授片山恒雄・大学院学生篠 泉・研究員戸松征夫

工学的に重要性が増してきた“やや長周期”の地震動特性の解析を，主として気象庁 1倍強

震計記録をもとに進めている．また， 1983年日本海中部地震によるやや長周期地震動の特性を

明らかにする一つの方法として， 1000校を対象にプールの溢水調査を実施した．地震危険度解

析においては，地震情報・地図情報・断層情報のデータバンクを用い，設計用の各種パラメー

タをオンラインで画像として求めるためのプログラムを開発し，一部実用的な結果を得た．

（選定研究•総合研究 A)

5• 32 地震時の地盤ひずみに関する基礎的研究（継続）

教授片山恒雄・助手佐藤暢彦・大学院学生 J.Farjoodi 

昨年度までに千葉実験所構内に完成した高密度地震計アレー・地盤ひずみ測定装置・埋設管

路を用いて，実測的研究を続けている．弱い地震動記録まで含めれば，すでに数十の記録が得

られている．これらのうち， 1983年 2月の茨城県南部の地震，同 8月の神奈川県西部の地震，

1984年 1月の御前崎沖合の地震などは地表面で20-70cm/s2程度の記録を残した．これらの

記録を用いた地盤ひずみの検討も進めており，従来にないきめの細かいデータが得られている．

（一部科学研究費自然災害特別研究）

5• 33 地表面で与えられた外乱による弾性波動の伝播特性に関する研究（継続）

教授片山恒雄・助手大保直人

交通振動・建設工事振動・工場機械振動などが地表面近くを伝播する現象に関して，基礎的

な知見を得るための研究である．数年間にわたり，波動伝播のシミュレーション・モデルを開

発してきているが，本年度は解析結果のグラフィック表示のソフトウエア開発に力をそそぐと

ともに，昨年度千葉実験所構内で実施した野外実験結果を数値シミュレーションにより検討し

解析的手法の基礎的妥当性を検証した．

5・34 耐震構造実験システムの開発（継続）

教授高梨晃一（代表者）・教授岡田恒男

助手（特別研究員）関松太郎・助手大井謙一

教授（東京電機大）宇田川邦明

当研究室らが中心となって開発した電算機一試験機オンラインシステムを用いた解析，実験

方法をさらに信頼性の高いものにし，適用範囲を拡大する目的で，システム内の数値計算方法

の検討，加力実験の制御・測定方法の改良を実施した．その結果，オンライン実験の高速化を

可能とし，振動台実験に近い実験を実施できたほか，オンライン応答実験の結果と振動台実験

の結果を比較して，オンラインシステムの信頼性を確認した． （科学研究費試験研究 (Z))
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5・35 強震下における鋼構造多層骨組のエネルギー応答性状（継続）

教 授 高梨晃一（代表者）・助手大井謙ー・技官嶋脇与助

（文部省科学研究費補助金による研究の項28参照）

5・36 鉄骨造弱小モデルの地震応答観測

教授高梨晃ー・助手大井謙ー・技官近藤日出夫

震度 4ないし 5で崩壊するように設計された鉄骨造の弱小モデルを実地盤上に建設して，加

速度計，変位計を設置し，実地震による加速度，変位の応答量を常時観測している．すでに，

いくつかの中小地震による応答量を記録しており，遂次，データの解析を行っている．また，

地震時の建物応答を映像記録すべく，電動カメラ，ビデオカメラによる撮影も行っている．

5• 37 地震下における鋼構造骨組耐震要素の確率．統計的必要エネルギー

吸収能力

助手大井謙一

エネルギー吸収能力に着目して鋼構造骨組の信頼性理論を構築するには，設定された地震動

の数学モデルに対応して，骨組の中の個々の耐雲要素へのエネルギー配分量の期待値と分散を

評価する必要がある．鋼構造多層純ラーメン骨組，多層筋かい付骨組の柱，はり，筋かいに配

分されるエネルギーの統計量を，非定常な地震動の確率モデル変数から，等価線形システムの

概念を利用して直接評価する工学的な手法を試み，数値実験による検証を行った．

（科学研究費奨励研究A)

5• 38 曲面構造に関する研究（継続）

助 教 授 半谷裕彦・助手（特別研究員）田波徹行・技官米田 護

大学院学生雀 絃植•原田和明

シェル構造物および空間骨組構造物を対象として継続研究をおこなっている．今年度は， (1)

鉄筋コンクリートシェル要素の破壊実験， (2)トロイダルシェルの振動と安定についての理論解

折， (3)スペースフレームの構造安定におよぼす種々の要因とその具体的内容の調査，を実施し

た．なお，「シェ）レの座屈」と題する生研セミナーを開催し，シェルの座屈についての研究の

一端を紹介した．

5・39 塔状型円筒シェル構造の座屈破壊に関する研究（継続）

助教 授 半谷裕彦・助手（特別研究員）田波徹行・技官米田 護

大学院学生雀 絃 植

石油タンクに代表される各種タンク構造物に多用される塔状型の円筒シェル構造を設計する

際，地震時の座屈破壊は壼要な設計要因となっている．本年度は，小型円筒シェルモデルによ

る静的横力載荷実験をおこない，荷重分布の相異による影響を調査するとともに，楕円化モー
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ドを考慮した理論解法を提案し，実験結果との比較，検討を行った．

（一部科学研究費一般B)

5• 40 一般逆行列の応用に関する研究（継続）

助教授半谷裕彦

構造物の形状決定問題や構造安定問題などを解析的に扱おうとする場合，不安定状態におい

ては特別な工夫を必要とする．これは，これらの問題が特異行列や長方行列の処理を必要とす

るためである．本研究はこの種の問題を統一的に扱うことができる解析手法を提案することを

目的としており，その一つの方法として一般逆行列理論を用いようというものである．本年度

は構造物の分類，剛体変位の分類，大変位問題の解析，を行った．

5• 41 映像利用による構造物の形状非線形現象の研究

助教授半谷裕彦・助手（特別研究員）田波徹行・技官米田 護

（文部省科学研究費補助金による研究の項37参照）

5• 42 騒音の広域伝搬性状に関する研究（継続）

教授石井聖光・助教授橘 秀樹・助手（特別研究員）吉久光一

環境騒音問題に関する研究の一環として，騒音の広域伝搬の予測に関する基礎的研究を行っ

ている．本年度は，周囲条件が単純な高速自動車道周辺において，点音源および道路交通から

の音の伝搬を地表面条件が異なる 2シーズンにわたって測定し，騒音に対する地表面条件，気

象条件の影響について実測調査を行った．この結果をもとに，これまでの研究にもとづいて提

案している騒音の伝搬に対する風の影響等の予測モデルの妥当性を検討した．

5• 43 鉄道騒音・振動に関する研究（継続）

教授石井聖光・助教授橘 秀樹・助手矢野博夫

助手（特別研究員）吉久光一

地下鉄・在来鉄道などが発生する振動・騒音の伝搬性状の解明ならびにその防止方法の開発

について研究を進めている．本年度は，地下鉄の列車走行に伴うトンネル構築の振動および近

接地表上での地盤振動について，構築・軌道構造別に実測調査を行った．また高架構造に連結

した建物内部における固体伝搬音の発生について基礎的検討を行った．

5・44 木造住宅の遮音工法に関する研究（継続）

教授石井聖光・助教授橘 秀樹・助手矢野博夫

研究員村石喜一

我国では最も一般的である木造住宅の音響性能改善のための研究として，千葉実験所内に建

設してある木造実験家屋を用いて，外壁•屋根構造および開口部（窓．換気口）などの遮音性

能の改善方法について実験的な研究を進めている．またそれと同時に，外壁や開口部などの遮
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音性能を実際の建物に取り付けられた状態で測定する方法についても検討を行っている．

5・45 衝撃音の測定・評価方法に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究員）吉久光一

助手矢野博夫・大学院学生石崎伸次

騒音の測定・評価方法に関する研究の一つとして，衝撃音の物理特性・聴覚生理心理的影響

に関する研究を進めている．本年度は，電気的に合成した種々のエンベロープをも

を用いて，衝撃音に対するラウドネス（感覚的な音の大きさ）の周波数依存性を調べるための

聴感実験を行った．またその結果にもとづき，聴覚生理的反応を反映させた衝撃音の物理的評

価方法の検討を進めている．

5・46 室内音響特性の測定・評価方法に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究員）吉久光ー・助手矢野博夫

オーディトリアムなどの音響設計のための基礎資料を得るための研究として，室内音場の物

理特性と聴覚的印象との関連について生理心理的研究を進めている．本年度は，実際のホール

における実験および模型実験によって，室内音場におけるラウドネス，残響感，音の広がり感

などの主観量について聴感実験による基礎的検討を行った．

5・47 音響・振動の計測法に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手矢野博夫・技官日高新人

音響計測法に関して， (1) 新しい環境騒音の評価量である等価騒音レベル，単発騒音暴露レ

ベルの実用的測定方法，(2) 建築音響・騒音測定における音響インテンシティー計測法の応用，

ならびに簡易型音響インテンシティー測定器の開発，(3) 残響時間の自動計測システムの開発，

(4) 残響室法吸音率測定における空気吸収の補正方法，などに関する研究を行った．

5• 48 建物の音響性能評価に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手矢野博夫

大学院学生一方井孝治•浜田幸雄・研究員村石喜一

建物の環境性能の重要なファクターである音響性能について，設計性能の予測・算定方法お

よび実現性能の物理的計測・評価方法の研究を行っている．本年度は，建物開口部を通しての

音の伝搬に関する理論的・実験的検討，建物外周壁の遮音性能のフィールド測定法の検討など

を行った．

5• 49 建物の部位別遮音性能の測定および音響伝搬経路の深査方法に

関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手矢野博夫・助手（特別研究員）吉久光一

（文部省科学研究費補助金による研究の項29参照）
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5・50 居住環境性能と省エネルギーに関する研究（継続）

助教授村上周三

暖冷房等，各種住宅設備のエネルギー消費構造を明らかにした上で，省エネルギー的な住宅

用エネルギー供給方式・省エネルギー的住宅設備の提案を行うために，各種の実験・調査を

行っている．

5• 51 建物周辺気流に関する研究（継続）

助教授村上周 三 ・ 助 手 （ 特 別 研 究 員 ）加藤信介・技官高橋岳生

大学院学生出口清孝•森川泰成•森山修治

民間等共同研究員高倉秀一

建物周辺で発生する強風・乱れの構造や風の人間に対する各種障害に関して，風洞実験や調

査を行っている．本年度は，建物周辺の乱流性状やフェンス風下の風速分布の風洞における再

現性を検証する等，風洞模型実験法の研究を進展させた．また，植裁の防風効果ならびに植裁

の風荷重等，風環境の観点から植裁の設計・計画法を実物の植裁を用いた大型風洞実験により

検討を加えている．

5• 52 超高層住宅のバルコニーライフに関する研究

助教授村上周三・大学院学生出口清孝•赤林伸一

高層住宅のバルコニーは，強風のため，しばしばその円滑な使用が妨げられる．バルコニー

での生活実態を調査すると共に，バルコニーにおける風環境の評価，ならびにバルコニーでの

強風の防除法等を検討する．

5• 53 住宅の換気，通風計画に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介・大学院学生赤林伸一

気密性の高い現在の住宅において，省エネルギー効果を考慮した必要最低換気量や安全な換

気方式を明らかにするとともに，夏季の省エネルギー的居住環境調節法として，通風による人

体の温冷感調節方法を検討する．本年度は，集合住宅における共用換気筒の性能試験法に関し

て，検討を行った．また通風に関しては，住宅の各窓の開閉状態，風向，室内障害物，袖壁等々

種々の要素と通風量との関係を風洞模型実験により考察した．

5・54 パッシプ・ソーラーハウスに関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介・大学院学生赤林伸一

冬期の住宅の居住環境調節法として太陽熱の利用が考えられる．複雑な装置を用いず，太陽

熱の有効利用を計るパッシプ・ソーラーハウスで，実験的にその基本性能を解析し，パッシプ・

ソーラーハウス設計の基礎資料を得る．本年度は昨年に引き続き，パッシプ・ソーラーハウス

内での太陽熱エネルギーの循環，分配システムの基本的性能の検討を行うとともに集熱，蓄熱
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システムに関しても検討を行っている．

5・55 室内気流の乱流性状と拡散機構に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介・受託研究員須山喜美

室内で発生する汚染物による空気汚染やガス爆発等を防止するための換気計画の基礎資料を

整備することを目的に，研究を進めている．本年度は，空気より重いガスや軽いガスの室内に

おける拡散性状を，実物の居室による実験により明らかにした．また，換気回数の増減による

室内の気流分布，汚染質分布性状に関して検討を行う他，室内ガス濃度分布の数値解析による

シミュレーション方法を検討し良い結果を得た．

5• 56 クリーン）レームの空気環境計画法に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介・受託研究員須山喜美

クリーンルーム内の清浄度は，室内の発じん量， HEPAフィルターの能力の他，

室内の気流性状により大きな影響を受ける．コンベンショナル型のクリーン）レームを対象とし

て吹出口，吸込口の数・位置等をパラメーターとして室内気流性状がどのように変化するかを，

実測•室内気流模型実験，室内気流数値解析により検討し，クリーンルーム内の清浄度との関

係を考察した．

5・57 居住環境実験法に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介

（計測技術開発センターの項 7参照）

5• 58 大空間の温熱・空気環境に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手（特別研究員）加藤信介•技官高橋岳生

（計測技術開発センターの項14参照）

5• 59 風洞実験・室内気流実験で用いる風速変動並びに風圧測定方法の

開発に関する研究（継続）

助教授村上周三・技官高橋岳生

（計測技術開発センターの項 9参照）

5・60 市街地における物質の拡散に関する研究（継続）

助教授村上周三・技官高橋岳生・大学院学生持田 灯

（計測技術開発センターの項11参照）
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5・61 集落調査とその形態学的研究（継続｝

教 授 原 広司・助教授藤井 明

伝統的な住居の空間構成の複雑さを示す示標のひとつに，各空間の隣接関係を表すグラフの

固有値があるが，その理論的な意味についての研究を行うと共に，いくつかの実例について計

量を行った．また，集落全体の複雑さを視覚的に表現する手法として住居の分布状況のポテン

シャル化があるが，この手法をいくつかの集落に対して適用し，そこにあらわれるボテンシャ

ル曲面の類型化について研究した．

5• 62 建築空間の記号学的研究（継続）

教授原 広司・助手門内輝行・大学院学生崎山 茂

建築• 都市空間における記号現象 (semiosis)の仕組を探究するための理論の構築と手法の

開発を行う．形態と意味との結合は，多層に及ぶ記号現象を生成するが，本年度は，過去 3年

にわたって現地調査をすすめてきた日本各地に分布する200カ所の伝統的家並みの景観の形態

の解析をすすめた．図形データベースを作成し，画像処理を行うことにより，近代建築には失

われた形態的特徴とそこにこめられた意味の拡がりの解続を展開するごとができた．

（科学研究費一般C)

5• 63 都市空間の計画手法に関する研究（継続）

教授原 広司・助教授藤井 明・助手門内輝行

大学院学生及川清昭・小嶋一浩

街並みの定量的把握の試みとして，商店街の連続立面図にあらわれるさまざまな建築的要素

を抽出し，各要素についてそのボテンシャルを計量した．このポテンシャルの変化のパターン

を分析することにより，各街並みの固有性が判明するものと思われる．また，都市空間のマク

ロな把握手法の研究として，東京都部の航空写真を基に，視覚的パターンとして特異な領域の

抽出を行い，その面的分布と都市構造とのかかわりについて分析を行った．

5• 64 設計方法論（継続）

教授原 広司・助教授藤井 明・助手門内輝行

大学院学生藤木隆明

建築から都市へと拡がる複雑な現象をとらえ，それを実際の計画・設計に結びつけるには，

多様な情報の生成・変換を可能にする新しい手法群の開発とその体系化が必要である．とりわ

けCADは重要なテーマであるが，対話型の CADに向けて， LISPを用いた空間配置の研究

を行った．可能な空間的な配列の探索には，人工知能で用いられる LISP言語が有効な道具

立てになることを具体的に示すことができた
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5• 65 文化としての空間モデルの計画的研究

教授原 広 司 ・ 助 手 門 内 輝 行

大学院学生高橋 浩•永井久美・曲渕英邦・ナディム・カラム

都市・建築空間は，時代精神や場所性に根ざす文化の表現である．近代化に伴う空間の均質

化は，現代都市の文化を衰弱させているように思われる. 21世紀に向けて，人間の住む場所に

ふさわしい空間モデルを提案することは，今日の重要な計画的課題である．今年度は，国際的

に注目されたパリのオペラハウスの設計競技の計画という実践を通して，新しい空間形式とし

ての“多層構造”の提案と検討を行った．

5• 66 活動等高線論（継続）

助教授藤井 明・教授原 広司

都市あるいは地域の諸活動を分析する際に，いくつかの中心を設定し，その中心に対して圏

域を策定するという必要が良く4ずるが，この領域分割の問題を幾何学的な側面から扱い， 3 

つのタイプの“幾何学的領域モデル”として統合化すると同時に，コンピューター・グラフィッ

クスの活用としてその作図法の提示を行った．

5• 67 地域計画の手法に関する研究（継続）

助教授藤井 明・教授原 広司・大学院学生宇野 求

平面上に分布する母点の圏域を定める際に，第 1位に近い距離の点の領域を求める手法とし

てVoronoi Diagramがあるが，これを更に拡張して，一般に第 K位に近い点の領域を考えこ

れを“第K次圏域”という．この第 K次圏域という概念は距離に依存した事象でかつ，選択の

可能性を有するものに有効であるが，これを理論的に定義すると共に，駅勢圏，消防署の管轄

圏域，避難公園等の実例に即してその有効性を検証した．

5• 68 建築の発達の技術史研究（継続）

教授村松 貞次郎・講師藤森照信

建築の発達の過程を技術史的に分析し，建築技術の本質と発展の法則を明らかにし，各部意

匠の表現，手法の流れを芸術的視座からも見つめ，同時に実用的な建築生産技術を全体的に把

握し研究する．本研究はこの観点から，建築技術者に対して有効かつ積極的な示唆を与えるよ

うな建築史の体系を新しく作り上げつつある．

5• 69 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

教授村松 貞次郎・助手本多昭一

建築生産技術は，作業の工場への移行，機械による大量生産化により最近飛躍的に発展して

いる．この変化は新建材の開発，構法の高密化と建築生産技術の開発により，今後も増々発展

の途を踏むと考えられるが，これを技術史的観点から総合的にとらえ，用途別，施行技術等と
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細かく，分析，研究し，将来の最も効果的な技術開発方法を解明する．ケーススタディとして

住宅用大型部品，内装シスチム等の技術開発過程に参与している．

5• 70 近代和風建築の調査・研究

教授村松貞次郎・講師藤森照信・大学院学生藤原恵洋

幕末，明治以後第二次大戦に至る間の近代和風建築を，その主要な遺構の現地調査と文献的

研究によって歴史的に研究し，日本近代建築史の半面の空白を埋める目的を持つ．すでに関東

地方の大部分の調査を終了し，全国的規模に拡大する準備をすすめている．神社建築の調査も

進めている． （科学研究費一般B)

5・71 日本木工具の技術史的研究（継続）

教授村松貞次郎

日本の木工具，とくに大工用のエ具について歴史的遺物および文献から，その歴史的な変遷

を技術史的に研究すると同時に，現在の生産地の分布と生産の事情を調査している．また道具

の技術論的な意義を究明し，現代における道具の役割についても併せて研究する．

5• 72 戦後日本のプレハプ住宅の技術史的研究（継続）

教授 村 松貞次郎・助手本多昭一

小住宅は単体として，保存される期間は短いが，一連の技術体系として継承されてきた． し

かし戦後のプレハプ住宅は構法技術の変化も激しいため早急に記録しないと全く歴史的に忘れ

られてしまうおそれがある．そこで当面，とりこわし現場の実測記録，関係者の証言，図面等

の収集，整理を行っている．終戦直後の代表的な木製パネル住宅「プレモス」をはじめ主要な

プレハプ住宅の再録を進め現在大型化している多種多様な実例を技術史的に体系づけ，将来の

プレハプ住宅開発に示唆を与える．

5• 73 日本の近代都市形成史の研究（明治期の都市計画の研究より）（継続）

講師藤森照信

日本の近代都市形成の成り立ちの原型となるぺき東京の，江戸の町から近代都市への成立過

程を明らかにした．この成果を踏まえ各地方の都市形成の発展過程を，建造物，土木構造物と

の関連において，調査研究する．日本近代都市の発展と衰退，地域性，類以性など細かく研究

し，問題を指摘することにより都市計画史の見地から，各地の都市計画行政，と町づくりをよ

りよいものとするための示唆を与える研究を続ける．

5• 74 日本近代建築の地域性に関する研究

講師藤森照信

日本に明治以後建てられた建造物は，ふつう，地域性を持たないと考えられているが，これ

が本当かどうかの確認のため，各地の主要近代建築を全国規模で写真撮影・資料収集を行って，
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比較した．その結果，ある様式については，はっきり地域性があることが判った．たとえば，

明治初期の開化式様式では，東日本の方が表現が激しいし，また，スパニッシュ様式は，東海

地方に広く根をおろしている，などが明らかとなった．

5・75 日本近代産業施設の発達と遺構の生産技術史的研究

講師藤森照信

わが国の産業技術の発展過程は，技術の尊入，改良，創造技術の開発へと大変な成長をとげ

つつあるが， しかしその急速な発達の歴史が体系化される前に，開発の生みの親であった諸施

設そのものが，所産すら分からなくなってしまう傾向にある．この現状を踏まえ，全国の産業

施設の遺構の実態を調査し，時代を画する貴重な諸産業施設を評価し，あわせてその将来を展

望する調査，研究をする
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計測技術開発センター

ニトロ化多環芳香族炭化水素の合成と分析（継続）

教授早野茂夫・技官李 章鏑

ディーゼルエンジン排ガス中のニトロ化多環芳香族炭化水素は，変異原性が著しく高い．標

準物質が市販されていない種々のニトロ化多環芳香族を合成し，同時に微蜀成分の分析法につ

いて検討を行っている． （科学研究費総合研究A)

2 人工腎肝システムにおける検知ならびに透析に関する研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

技官吉田章一郎

人工腎肝システムにおいて生じるアンモニウムを直接に検知するためのニュートラルキャリ

ヤー型イオン電極ならびにウレアーゼを組み合わせた酵素電極を試作し，その実用性能を検討

した．また限外炉過に用いる中空系膜の特性を評価し， システムに適した材質，サイズの限外

炉過膜を選択した．

3 海洋フミン酸のポーラログラフ的研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

大学院学生出川久雄

海洋フミン酸の構造の一部をなす電気的活性基の挙動を明らかにするためにポーラログラフ

によって検討を行い，他の物理化学的方法によって得られる情報とともに総合的にフミン酸の

性質を解明している． （一部科学研究費一般B)

4 液膜のイオン輸送に関する研究（継続）

教授早野 茂 夫 ・ 技 官 吉 田 章 一 郎

ニュートラルキャリヤーを含む液膜のイオン輸送に関し，輸送の速度論，輸送に及ぼす諸因

子の影響を解析した．またキャリヤーを含む溶液をマイクロカプセル化し，有害イオンの除去

に関する基礎的検討を行っている．

5 ニュートラルキャリヤー型イオン電極の研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

ニュートラルキャリヤー型イオン電極の作動特性に関し，チュープ型イオン電極とストップ

ド・フロー装置を組合せて応答速度を測定し，理論的な検討を実施している．
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6 海洋フミン酸のキャラクタリゼーション（継続）

教授早野茂夫 ・大学院学生桜井泰弘

海洋フミン酸は限外炉過による分画によって数百から数十万までの分子鼠分布があると考え

られている．これらの分子獄分布をより正確に求め，分子量によるフミン酸の特性を解明する

ため，分子量分画の方法について検討している． （一部科学研究費一般B)

7 居住環境実験法に関する研究（継続）

助 教 授 村上周三・助手加藤信介

住宅における適切な室内環境レベルを明らかにするため，実験住宅を建設したり，既存の住

宅を用いたりして，各種の居住環境実験を行い，実験方法を確立するとともに，適正な環境評

価方法と環境水準に関して研究を進めている．本年度は特に住宅の気密性能に関し，測定法並

びに気密性のグレード付けに関し検討を行っている．

8 建物周辺気流に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手加藤信介・技官高橋岳生

大学院学生出口消孝• 森川泰成• 森山修治

民間等共同研究員高倉秀一

（第 5部の項⑪参照）

9 風洞実験• 室内気流実験で用いる風速ならびに風圧変動測定方法の開発に関す

る研究（継続）

助教授村上周三・助手加藤信介•技官高橋岳生

大学院学生森川泰成・森山修治

建物周辺気流に関する風洞実験や室内気流実験で用いる平均風速・変動風速の 3次元的計測

が可能な風速測定器の開発・実用化及び変動風圧測定法の開発に関して，研究を進めている．

本年度は，高い空間分解能を持ち 3方向の変動成分の同時測定が可能な風速計について，理論

的な検討を行っている．また，変動風圧を測定する際の導圧管の共嗚効果を評価し，こうした

影響の補正及び変動風圧測定センサーの較正法に関して検討を行っている．

10 低層建物壁面風圧に関する Aylesbury国際共同研究

助教授村上周三・助手加藤信介・大学院学生森川泰成•森山修治

民間等共同研究員高倉秀一

住宅等の低層建物に作用する風圧力の風洞模型実験による予測法の評価並びに向上に関する

国際共同研究が提案され，現在各国の研究機関で実験が行われている． この国際共同研究の一

環として，風洞内での大気境界層のシミュレーションおよび住宅模型に作用する変動風圧力を

測定し，変動風圧のスペクトル解析，極値解析等を行った．
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11 市街地における物質の拡散に関する研究（継続）

助教授村上周三•技官高橋岳生・大学院学生持田灯

民間等共同研究員 日比一喜

自動車・建築物等から排出されるガスによる市街地の空気汚染に関して，実測や風洞模型実

験を行い，市街地における汚染物質の乱流拡散の機構，空気汚染に対する建築分野における対

策を明らかにする．本年度は，浮力を持つ汚染ガス排出がある場合の模型実験における相似則

等の吟味を行った．また，この成果を踏まえ，街区・建物近傍の汚染質拡散を実験的に検討す

るとともに，数値シミュレーションによる予測方法を検討し良い結果を得た．

12 レーザー光を用いた建物周辺の乱流現象の可視化に関する研究

助教授村上周三・助手加藤信介•技官高橋岳生

大学院学生赤林伸一

（文部省科学研究費補助金による研究の項37参照）

13 室内気流の乱流性状と拡散機構に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手加藤信介・受託研究員須山喜美

（第 5部の項55参照）

14 大空間の温熱・空気環境に関する研究（継続）

助教授村上周三・助手加藤信介•技官高橋岳生

屋内体育館等の大空間の内部の温熱・空気環境を模型実験により明らかにする．本年度は，

暖房立ち上り時等の非定常状態の温熱・空気環境を模型実験で予測することを目標として実験

法の検討を行った．また，．大空間内の部分空調の可能性に関しても実験的に検討を行っている．
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複合材料技術センター

連続繊維強化セメント系複合板の開発研究

教授小林一輔・大学院学生松崎

海洋環境下に設骰される PCまたは RC構造部材の防食を目的とし，それ自身すぐれた腐

食因子のしゃへい性能を有するとともに，部材に発生するひびわれなどの欠陥を被覆するに足

る靱性を有し，さらに施工時には型枠となるが最終的には部材の最外府を構成するような

能型複合材料を開発しようとする研究である．補強材にメッシュ状の連続繊維を柏陪して用い，

腐食因子透過性の小さいセメント系マトリックスと一体化して高靱性の薄板を得るものであ

る．

2 一方向強化 FRP材のプレストレストコンクリート用緊張材への応用に関する

研究（継続）

教授小林一 輔 ・ 研 究 員 趙 力采

塩分環境下に建設するプレストレストコンクリート構造物の抜本的な防食策として，現在の

高張力鋼を緊張材として用いる代りに，軽鼠で且つ耐食性のすぐれている一方向強化 FRP材

によっておきかえることを目的とした研究である．今年度は各種の繊維を用いた FRP材の引

張特性の温度依存性について検討を行なうとともにリラクセーション試験を実施した．さらに，

緊張ならびに定着装置を開発し，部材レベルでの検討に入るための準備を完了した．

（一部科学研究費試験研究 2)

3 プラスチック複合材料の振動仕上げ抜き（継続）

講師横井秀俊・教授中川威雄

プラスチック複合材料の高精度せん断法として開発された振動仕上け抜き法を，各種熱硬化

性樹脂複合材料を始め，熱可塑性樹脂およびその複合材料に適用した．各々の仕上げ特性を系

統的に調査・整理することにより，材料特性と適用効率との相関を具体的に明らかにし，さら

にミニコンピュータ制御方式による振動仕上げ抜き装置の試作・連用実験を通して，各種材料

における最適仕上げ過程の調査・設計を行った．

4 金属短繊維混入導電性プラスチックの研究（継続）

研究員柳沢 章・助手鈴木 消・教授中川威雄

びびり振動切削法による金属短繊維を混入した尊電性プラスチックは主に屯磁波シールド用

の材料として，アルミ合金繊維，黄銅繊維を用いたものが研究されている．具体的な研究内容

としては，繊維混入率の低減，アルミ合金繊維を用いた場合の経時的尊電性低下の防止，など

の研究が行われ，成形時における繊維折損状態の観察，アルミ合金繊維の軟化焼鈍による切断

の防止，経時的変化のデータ収集などの成果を得た．
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5 通気性セラミック型の製造

研究員柳沢 章•技官野口裕之・教授中川威雄

従来の成形型の種々の欠点を解消する成形型として，セラミック粉• 金属粉・ 繊維の複合焼

成材を用いた通気性セラミック型の製造研究が行われた．その結果，低コストの素材を用い，

簡易な製作法で，複雑微細形状の転写性にすぐれた成形型の製造法を開発した．この成形型は

セラミックと金属酸化物の接着性を粘結作用として活用する成形型製作法としては新しい原理

にもとづくものであり，しかも通気性を有しているため，従来の成形型にはなかった新しい効

果を生み出している．

6 通気性セラミック型の応用

研究員柳沢 章•技官野口裕之・共同研究員夫馬豊治

共 同 研 究 員 久野功ニ・教授中川威雄

通気性セラミック型は簡易な製作法である特徴から広い応用範囲を持つと考えられている

が，あわせて通気性を有することから独自の用途が考えられる．それらの中から，プラスチッ

クの真空成形，アルミニウム合金の吸引鋳造の研究が行われた．真空成形においては成形性，

離型性にすぐれ，かつ微細な形状を忠実に再現することが確認され，また吸引鋳造においては

この型を用いることにより湯流れが大きく改善された．さらに，陶磁器，セラミック等のスリッ

プキャスティングに使われる石こう型に代わる型としての可能性もあわせて検討を開始した．

（一部民間等共同研究費）

7 繊維冶金による機能性複合材料の製造

教授中川威雄・客員研究員李 世欽•助手鈴木 清

大学院学生塙 健三

びびり振動切削法により，アスペクト比は小さいが粉末粒子と同様に扱える金属短繊維が安

価に入手できるようになろうとしている．この粉末状繊維を原料として，繊維冶金により各種

機能性複合材料が製造できる可能性がある．本年度は繊維焼結体に多量の粒子を混入しても十

分高い強度を保持することを確かめるとともに，実際に鋳鉄繊維に黒鉛を多羅に混入した自己

潤滑性軸受材料の開発を行った．

8 圧延成形によるシート状鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石の製造

教授中川威雄 ・ 研 究 員 刈 込 勝 比 古

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石は従来プレス成形により製造されていたが，生産性の向上と応

用範囲の拡大をはかるため，圧延成形によるシート状砥石の製造法を開発した．すなわち，一

次焼結により予め）レーズバック成形品を製作し，圧延成形を経て二次焼結を行う方法である．

これによると厚さのコントロールが容易で広い面積の砥石が製造でき，切削性能はプレス成形

の砥石に劣らない．この方法を用いて複合ラップ定盤，研削砥石などを製作した．
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9 Acoustic Emission (AE)法による金属系複合材料の強度評価

助手（特別研究員）大平貴規・助教授大蔵明光

繊維強化金属複合材料 (FRM)の強度評価及び破壊機構の解明に AE法を適用している．

FRMの破焼過程は，繊維ーマトリックス界面のはくり，マトリックス中のき裂進展，繊維破

断に大別されるが，繊維破断は多くの場合他の現象に比してきわめて大振幅の AEを伴い，

容易に識別され，また，繊維破断時の AEの原波形解析を行うことにより，破断繊維の動的

挙動が明らかとなった．また，界面強度の異なる材料を用い， AEによる界面強度の評価を試

みている．

10 ボロン繊維の製造に関する研究(

助教授大 蔵 明 光 ・ 技 官 本 田 紘 一

ボロン繊維は複合材料用素材として極めて重要であり，特に裔比強度，高比弾性率の点から

の利用も広い．当研究は直径12.5μmのW線を1000-1200℃ に加熱し，三塩化硼素 (BC!り

と水素の還元反応によってW線表面にボロンを均ーに化学析出させて繊維を製造する．これら

の製造技術の開発と，機械的性質の調査を行っている．現在は直径10oμm, 引張強度340kg/ 

m面の繊維の連続製造が可能になった．

11 ボロン繊維強化アルミニウムの製造とその特性に関する研究

助教授大蔵明光・技官本田絃ー・大学院学生大須賀裕人

当研究ではボロン繊維強化アルミニウム複合材料の製造を繊維表面へのコーティング，雰囲

気調整などの工程を無くし，大気中で試みた．その結果，プレス温度570℃，圧力15kg/mm汽

プレス時間30分というホットプレス条件で繊維体積率23%, 曲け強度83.5 kg/mm2を得た．

これは雰囲気調整下で製造されたものと比較すると 7割強程度である. Vfをさらに高めるこ

とは容易であり，より高強度の複合材料を製造することも可能である．

12 マトリックスの炭素材として，微粉砕コークスの利用による

炭素繊維／炭素 (C/C)複合材料の製造について（継続）

助教授大蔵明光・技官張 東植

マトリックスの炭素材として，微粉砕したピッチコークス（石炭及び石油系ピッチコークス

を各々 3段階に微粉砕）を使用し，これに同質のバインダーピッチを混練後，様々な形態の炭

素繊維と混合或は積層し，ホットプレス後，高温処理して C/C複合材料を製造した．その結

果，ピッチコークス（石炭系）の3.5μm破砕片を用いて製造した C/C複合材の機械的性質

は，長繊維＞クロス＞短繊維の順に高く，長繊維使用時は黒鉛電極棒の約 3-5倍の強度を示

した．
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13 ロールディフュウジョンボンディング法による繊維強化金属複合材料の

開発研究（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生浅沼 博

炭素繊維（ストランド状）を浮遊均一分布化したものにプラズマスプレーによりマトリック

ス金属を被覆し，このプリフォームシートを積層し加熱（赤外線炉）後ロー）レ圧接により複合

材料を製造する．今までの検討により本製造プロセスによる複合材製造の可能性が示唆され，

また本プロセスに伴って複合材中に尊入される欠陥の生成原因が明らかとなった．現在はこの

欠陥の除去による複合材強度の改善及び得られた複合材の性質の調査を行っている．

14 A]z03繊維強化金属複合材料の製造に関する研究

助教授大蔵明光・大学院学生金 豊

本研究は， Al, Ti, Niマトリックスの補強複合用として開発された高強度・耐熱ア）レミナ

繊維を使用して繊維強化金属複合材料の製造を目的としている．特に，製造方法をプラズマス

プレー・ホットプレス法から溶浸法に変えた場合の複合材の性質，繊維・マトリックス界面の

濡れ性と金属間化合物の生成および複合材料製造過程で生ずる諸問題を検討中である．

15 炭素繊維一炭素複合材料に関する研究（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生安斎正博

本研究では，従来の炭素繊維―炭素複合材料の製造方法と異なるホットプレス法により，炭

素繊維一炭素複合材料の作成を試みた．また，マトリックス炭素材として従来は，熱硬化性樹

脂，熱分解黒鉛等が使用されているが，本研究ではコールター）レ，ナフサピッチター）レ等から

抽出したメソカーボンマイクロビーズ，さらに有機成分の多いバルクメソフェースを使用し，

炭素繊維一炭素複合材を作成し，その機械的性質，物理的性質等を検討する．

16 A]z切繊維強化金属複合材料の開発研究（継続）

助教授大蔵明光・大学院学生松木理悌

Al, Ti, Niマトリックスの強化用として，高強度，耐熱性アルミナ連続繊維を用い，プラ

ズマスプレー・ホットプレス法で繊維強化複合材料を製造することを目的に研究を進めてい

る．ホットプレス条件： 870 K, 100 MPa, 100釘で Vr=27%, 曲げ強度500MPaの試料が得

られた．顕微鏡観察により，繊維の分散状況，繊維・マトリックス間の接着状態とも良好であ

ることが判明した．プラズマスプレ一条件の改善により，一層の強度アップを図っている．

17 耐熱複合材料の研究

助教授大蔵明光・大学院学生鳥塚史郎

耐熱複合材料はその強度特性の研究に比べ，界面および繊維そのものの研究はあまりなされ

ていない．繊維としてW線，マトリックスとして Niを用いて溶融法により複合材料を製造し，
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界面における相間化合物および， W繊維の Niの影曹による再結晶を検討している．

18 複合材料中を伝播する波動の解析（継続）

助教授渡辺勝彦・助手（特別研究員）奥村秀人

積層構造を有する複合材料を伝播する波動を，有限要素法により解析する一般的な方法を開

発することを目的としている．特に，表面波に関して表面陪を有する場合のレーリー波の解析

や多層積層構造の低速度庖におけるチャンネル波の解析に，また積府板を伝播する板波（ラム

波）の解析に成果を得ており，積層構造においては波動にともなう陪間はく離に関与する肘間

応力の解析が重要であることを明らかにした．

19 複合材料の力学特性の数値解析（継続）

助教授渡辺勝彦・・助手（特別研究員）奥村秀人

複合材料におけるサンプナンの原理を解析するための有限要素法に基づく手法を開発して主

要問題の解析を行い，成果を得ている．またマイクロコンピューターにより複合材料の単府に

関する強度データを用いて，最適な積層構造を設計する手法の開発を行っている．

20 破壊力学の複合材料への適用に関する研究

助教授渡辺勝彦・助手 （ 特 別 研 究 晨 ） 奥 村 秀 人

複合材料への破壊力学の適用を目的として複合材料におけるき裂パラメータに関する研究を

行っている．複合材料中に存在するき裂先端の特異応力場を解析するための有限要素法に基づ

く手法を開発して主要問題の解析を行い，またき裂エネルギ密度の径路独立禎分による評価に

ついての検討を行った．
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多次元画像情報処理センター

多次元画像情報処理（継続）

教授尾上守夫・教授高木幹雄

助教授坂内正夫・助教授石塚 満

浪淡，色彩，時間，波長など多次元の情報がもりこまれた画像を電子計算機で処理する研究

をハード，ソフトの両面から行っている．多次元画像情報処理研究設備を建設し，複数ユーザー

の対話型処理を可能にするとともに，医用，非破壊検査，衛星，リモート・センシング，都市，

ホログラム，樹木などの画像について広範な応用研究を行っている．

2 細胞診自動化（継続）

教授尾上守夫 ・大学院学生仲西 正•千葉県がんセンター田中 昇

細胞診は子宮がんの早期検出の最も有力な手段である．最近陽性の症例に10%以上の腺がん

が見出されることが判ってきた．従来の自動化機械は分散された個々の細胞を観測するように

なっているので，分散の悪い腺がん細胞を見落すおそれがある．高精度オンライン顕微鏡を用

いて集塊としての腺がん細胞の種々の識別法を考案し，実験において好成績を収めた．専用画

像処理装置によるその高速化をはかっている．

3 シネアンギオグラフィの処理（継続）

教授尾上守夫・大学院学生仲西 正

心臓血管研究所藤井諄ー・相沢忠範

心臓の動態解析を目標としている．とくに冠動脈造影像から血管を抽出してその立体配置を

求め， 3次元表示を行い，さらに心臓の形状・容積などの推定及び背景補正を行った稀釈曲線

から血流フローの測定を行った．さらに超音波短軸断層像から心筋の輪廓抽出，その機能診断

及び立体表示を高速に行う方法を開発している．

4 標準ディジタル画像の作成と配布（継続）

教授尾上守 夫 ・ 助 教 授 坂 内 正 夫

助手大沢 裕

ディジタル画像処理の実用化にともない，その入出力の較正，ア）レゴリズムの比較的検討な

どのための標準画像が重要になっている．標準画像データベース (SIDBA)を充実し磁気テー

プで二十数巻に達した．国内国外の研究者に複製配布している．さらにオンライン配布のため

に画像データの圧縮，復元，伝送などの方法を検討している．また品質管理のゆきとどいた標

準画像の作成も行った． （科学研究費）

214 



5 電子顕微鏡画像の処理（継続）

教授尾上守夫・教授石田洋一・技官曽根光男

電子線回折で結晶方位を求めるために，方位に応じた菊池線のパターンをディスプレイし，

対話型で方位を迅速に同定できるシステム及び菊池線を自動抽出する方式を開発した．別に電

顕像の非点収差及び焦点をフーリエ変換面で評価する方法を検討している．また分子線エピタ

キシーで作成された薄膜の評価も行っている．

6 標準ファクシミリの高度利用（継続）

教授尾上守夫・技官曽根光男

ファクシミリの国際標準化はすでにG3ディジタル方式に及んでいる．これを前提にして，

利用法の工夫あるいは簡単な附属装置により，濃淡，カラー，コード情報などの伝送を可能に

することを検討している．とくにストライプ変調によりカラー情報を黒白 2値画像に符号化す

る方法を考案し，ビジネス・グラフィックスに有用なことを示した． （国際通信研究奨励金）

7 立木 CTの開発（継続）

教授尾上守夫•助手（特別研究員）山田博章・大学院学生梱 景文

所長（電力中研生物環境技研）中村 宏

戸外で使用できる可搬式のX線 CT装置を開発している．木を伐らないで年輪を観測でき

るだけの解像力をもち，発電所などの排煙が森林環境に及ぼす影響のアセスメントに有用であ

ることが判った．また生きた木の辺材部に蒸散水が集中していることを明らかにした．さらに

電柱の内部腐朽の検出も容易にできることが判った．考古学などへの応用も期待されている．

測定可能最大径20cmの第 1世代機に引続いて，最大径100cmの第 2世代機も開発した．

8 光ディスクを用いた画像データベース（継続）

教授尾上守夫・大学院学生友納正裕

多数の画像が蓄積でき，しかもアクセス時間の早い光ディスクとリレーショナル・データ

ベースを入れたマイクロ・コンビューターを組合せた画像データベースを開発している．通常

のキーボードからのキーワードによる検索に加えて，マルチフォーマット表示とタッチバネル

による画像自体をキーとする検索も可能にした．この方法により PHD(個人医療データ記録）

用の小規模模擬システムも試作した．

9 画像処理用高速ア）レゴリズムの開発

教授尾上守夫・技官曽根光男

画像の重ね合せに際してピラミッド構造を導入する際の問題点を検討し，従来よりも小さい

探索範囲で所要の結果が得られることを示した．また円のディジタル描写アルゴリズムを整理

して，相互の関連を明らかにし，統一的視点を与えた．
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10 画像処理用ワークステーション

教授尾上守夫・大学院学生仲西 正

複数のフレームメモリーおよび近傍演算用プロセッサーを備えたディスプレイに汎用のパー

ソナル・コンピューターを組合せ，非熟練者でも対話型画像処理をかなり高速に行えるワーク

ステーションを開発した.IC設計，顕微鏡画像処理，医用画像処理などの応用ソフトウェア・

パッケージを開発している．

11 対話型画像処理システム（継続）

教授高木幹雄

計算機を用いた画像処理では，処理結果を迅速に表示し，人間が処理結果を見て判断し次の

処理プログラムや処理パラメータの指示を与える対話型画像処理が効率よく行う上で望まし

ぃ． ミニコンピュータを中心とする対話型画像処理のソフトウェアシステムの研究を従来から

行って来たが，マルチューザの使用，使い易さ，プログラム開発の容易さ，設定された処理手

順のマクロ化，標準データベースとの接続を考えて開発している．

12 画像メモリを中心とした画像処理システム（継続）

教授高木幹雄・大学院学生大熊直彦

ディジタル画像処理は非常に有用な技術であるが，最大の欠点は膨大な画像データの外部メ

モリヘの転送と逐治処理により時間が掛ることである．最近の IC技術の進歩を踏えて，従来

の計算機中心システムから画像メモリを中心に置き，画像データを画像メモリヘ直接入出力す

ると共に，計算機とも高速データ転送システムを開発している．また，処理を高速化する為に，

画像メモリに付加すべき専用プロセッサについても検討している．

13 反復演算による画像処理（継続）

教授高木幹雄

ディジタル画像データは本質的にあいまい性があり，たとえば互いに重なり合った粒子像を

分離するという人間にとっては簡単な処理では計算機では極めて難しい．大局的なパラレル演

算を画像に対して繰返し施すことによって，これまで困難だったいくつかの問題に対し良好な

結果を得た．粒子像の分離同定，重なり合った棒状物体の分離，領域分割，動画像のセグメン

テーションに適用し良好な結果を得た．

14 気象衛星画像の処理（継続）

教 授 高 木 幹 雄 ・ 大 学 院 学生大熊直彦・檜山孝道

研究生折原良治

極軌道型の気象衛星 (NOAA—7, 8)は少なくとも日に 2回日本上空を通過するので環境モ

ニタ用としても使用できる点に着目し，ディジタル画像により，地図化，海，陸，雲の識別，
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海の温度分布の解析などを行っている．また，衛星から送られて来るセンサの較正データの利

用法，熱赤外チャンネルデータの補正方法につき検討した．

15 PLANET-Aにおける画像処理（継続）

教授高木幹雄・助手（理学部地球物理研究施設）金田栄祐

ハレー彗星観測のために1985年に打上げられる予定の PLANET-Aにおける画像処理につ

き研究を行っている．距離が遠いためデータ伝送速度が近く，機上でデータ圧縮を行う必要が

あるが，地上での判断を迅速に行うため粗い情報を早い時点で送る方式と衛星が点として見え

てからズームアップされる過程に適用される方式とシミュレーションによる検討を行ってい

る．

16 細胞内顆粒連動の解析（継続）

教授高木幹雄・大学院学生大熊直彦

教授（理学部）古谷雅樹・大学院学生（理学系研究科）峰雪芳宣

シダ原系体の細胞分裂期にみられる細胞内の顆粒の運動をディジタル画像処理の手法を活用

として解析を行っている. VTRに1駒ずつ記録されたデータをフレームメモリを介して計算

機に入力し，各画素毎の動きを統計的に処理することにより，細胞分裂同期の進行に伴う顆粒

の運動を定量化し新しい知見を得た．

17 星と銀河の識別（継続）

教授高木幹雄・研究生戴 俊釧

大学院学生（理学系研究科）山形 朋彦

東京天文台木曽観測所のシュミット望遠鏡で撮影された乾板には，沢山の星や銀河が写って

いる．銀河の分布を知ることは，宇宙の進化を研究する上で重要であるが，現在は人間が目視

で銀河の識別と位置の測定を行っている．乾板のバックグラウンドを除去し，個々の星，銀河

を分離する手法を開発し，星と銀河の輝度分布，その広がりなどの特徴雇を測定し，分類する

ことを試みている．また，重なり合った二つの対象物を分離する手法も開発した．

18 流れの可視化の画像処理（継続）

教授高木幹雄・助教授小林敏雄・研究生金 鐘啓

流れの可視化を行うには表面浮遊法，懸濁法，水素気泡などトレーサ粒子を用いる方法など

多くの方法があるが，得られた画像の処理は十分に行われていない．水素気泡法によるパター

ンを 2値化，細線化することにより交点を求める流速ベクトルを求めることを試みた．
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19 印刷における画像処理（継続）

教授高木幹雄・受託研究員東 吉彦

印刷にディジタル画像処理技術を尊入することは，印刷物では莫大な画素数を処理しなけれ

ばならず処理時間を要し，大容量の周辺装置を必要とするので従来困難とされていた．しかし，

レイアウトや色修正に計算機を利用することも試みられるようになって来た．本研究は印刷に

おける画像処理の基本的な問題である色修正，補間，網点の発生などのアルゴリズムやハード

ウェアによる高速化の可能性も検討している．

20 不均ーな静磁場を用いた NMR-CT

教授高木幹雄・助手川中 彰

NMR-CTにおいては，核磁気共嗚を応用して，人体の水素原子スピン密度やその緩和時

間分布などの新しい情報を映像化している．従来，このイメージングには，空間的均一性の非

常に高い静磁場が必要とされていたが，任意の分布を持つ静磁場を用いたイメージング法を明

らかにした．また，この方法を応用した静磁場の不均ーによる像の歪の自動修正法も導いてい

る．

21 画像処理装置のアクセス方式

教授高木幹雄・受託研究員小宮和孝

現在，多くのメーカーにより画像処理装置が作られている． しかし，これらはメーカー独自

なアクセス方式を取っているために，装置をホスト・コンピュータに接続する場合は，専用の

ソフトウェアを使用しなければアクセスできない．そこで，このようなソフトウェアを数種取

り上げ，装置を効率よく動作させるためにどのようなインターフェースでアクセスしているか

調査し，これからのアクセス方式はどのようにすべきかを研究した．

22 複写機における画像処理

教授高木幹雄・研究生加美長誠治

これからの複写機のディジタル化に対し，それらに付加すべき画像処理機能について研究し

た．特に高精度でないスキャナーで入力された多種多様な原稿に対し，ノイズ・シェーディン

グの除去及び画像強調等について研究した．

23 気象衛星 (NOAA)用フレームシンクロナイザの製作

教授高木 幹雄・研究生鳴島浩司

気象衛星 (NOAA)データ受信システムの一環として， HRPT専用のフレームシンクロナ

イザを製作しに同期検出部に LSI,各部の制御に CPUを用いて高信頼性とメンテナンスフ

リー化，ハードウェアの簡素化を計り，安定した動作が得られた．

218 



24 画像処理を援用する地理情報システムの開発（継続）

助教授 坂内正夫・助手大沢 裕

システム利用者に「地図」を提示し，そこで考えながらの会話的操作によって，各種の空間

関連データを検索，管理できる新しいタイプの地理情報システム TOGISを開発している．本

年度は，画像処理を各所に援用する形の高能率なアーキテクチャをミニコンピュータ，マイク

ロコンピュータ複合系上に実装，多角的な検索，管理実験を行うと共に，地域情報処理，環境

管理への応用について検討した． （科学研究費一般Cl

25 パタン情報の統一的表現・操作方式の開発

助 教 授坂内正夫・助手大沢 裕

本研究では画像処理，図面処理・管理，コンピュータグラヒクス等の情報処理分野で扱われ

る種々のパタン情報，構造化情報を， n次元空間の m次元データという形に一般的にとらえ，

超長方形閉領域の簡便な表記方法にもとづいて統一的に表現・管理し，操作する方法を開発し

ている．本年度は n次元内の点データ， 2値対象物，多属性対象物を同一枠組 (BDトリー）

に表現し，その表現効率の高さと検索・処理の容易さとを実証した．

26 多目的図面自動読取りシステムーNOGISAKAの開発

助教授坂内正夫・助手大沢 裕・大学院学生根本 啓

画像処理手法を用いる自動図面読取り，図面情報検索は各所で行われているが，いずれも個

別的で対象，応用の変化によりシステム，手法が変化していた．本研究では図面中の全ての閉

領域をノードとしてとらえた一種のグラフ化を行い，各図面の個別性はこのグラフ上での知識

ベースの変更という形で対処する新しい多目的図面処理システム (NOGISAKA)を開発し，

地図，論理回路図，間取り図を対象に有効性を実証した．

27 多目的検索手段をもつ画像データベースシステム (MIBAS)の構成

助教授 坂内正夫・助手大沢 裕

光ディスク内に多数の画像データを蓄積しておき，これらに対し文字・数値キーワードによ

る検索，アプストラクト画による視覚検索及び手書き図形を用いた類似度検索を複合した柔軟

な検索手段を可能とする新しい画像データベースシステムを開発している．更に，その検索シ

ステムを援用した講演用映像の作成についての基礎検討を行っている． （科学研究費試験 2)

28 ディジタル線図形の高能率表現方式の開発（継続）

助教授 坂内正夫・助手大沢 裕

図面，地図等の分野で要求の増大している線図形のファイル符号化方式について，各線画の

部分部分の個別特徴にそれぞれ適応した「状態設定型」符号化法を開発している．オンライン

符号化実験システムの構成，多くの符号化実験を通して，従来の他方式に比し，十分に高い符
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号化率 (1線素約1.5ビット程度）等を達成できることを示した．更に，状態設定型表現の柔

軟さを利用して，他の線属性をも合せ記述する方式も開発した．

29 等距離包絡線図形の高能率生成方式の開発

助教授坂内正夫・助手大沢 裕

コンピュータグラヒクスに使用可能な高能率な図形生成方式の開発を行っている．本年度は

与えられた任意の曲線から等しいユークリッド距離内にある領域図形を高速に生成する方式，

及び部分部分によって距離が変動する線状図形の生成方式を開発し，インプリメントした．

30 VTRを用いるディジタル画像ファイル（継続）

助教授石塚 満•技官坪井邦明

実用的な画像処理の多くの部分がマイクロコンピュータ・システムに置き換えられつつある

現在，大量の画像データの記録・蓄積，ファイルの作成のために，より簡易・経済的な記録装

置が必要とされている．この目的のために，家庭用 VTRを利用する高速・高密度のディジタ

ル記録装置，並びに運用ソフトウェアを開発した．ディジタル記録方式にはバースト状誤りに

強い誤り訂正符号を採用し，信頼性向上を図っている．

31 ディザ法を用いる心理的負担の少ない静止画伝送（継続）

助教 授 石 塚 満・教授尾上守夫・教授安田靖彦・技官坪井邦明

電話帯域のような狭帯域通信回線によって静止画像を伝送するとき，従来はスロースキャン

がよく用いられていた． しかし画面が片隅から形成されていくため，受信者の心理的負担が大

きい．ここではまず大略の画を送り，それを徐々に精細化することによって負担を緩和する方

途を研究した．遠隔監視や画像検索などの場合，不要な画面を早期に打切って次に移れる利点

もある．二値及び多値ディザによる方法で，移動可能な実用無線静止画伝送装置を製作した．

32 知識工学手法によるパターン解析（継続）

助教授石塚 満•技官坪井邦明

画像解析・理解システムの設計においても知識の組織だった利用が重要になりつつある．こ

こではまずプロダクション・システムに基づく輪郭図形の解釈法を開発した．続いて画像の階

層性の表現に適し，効率的な探索機構を内臓させたフレーム形探索システム (FESS)を開発

し，これによって視角によって見え方が異なる 3次元物体を認識した．いずれも画像中の手が

かりを層性付き記号とし，記述した対象モデルとの照合を探索によって達成する構造である．

（科学研究費一般C)

33 知識依存型システム作成のためのプロダクション・システムーSPROS

助教授石塚 満•技官坪井邦明

プロダクション・システムは， IF……THEN・・…•というルー）レ形式で知識を表現するもの
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であり，簡単な構成，高い知識のモジュラリティのために，知識依存型システムに最も広く用

いられている．我々が画像解析等の個別の目的に作成したプロダクション・システムを原型と

し，高速性，制御の容易さ，開発・ディバッグ機能の拡充を中心に改良し， UぃLisp上に汎

用システム (SPROSと名付けている）を開発した．既に応用が進行中である．

34 楽符の自動読取りと）レールに基づく日本民謡の旋律構造解析

助教授石塚 満• 技官坪井邦明

OCR手法を援用した計算機による楽符の自動読取り法の開発を行った．次いで，音楽情報

処理システムを構成し，知識工学手法による音符パターン系列の解析を行っている．現在のと

ころ日本民謡を対象として，｝レール形式で表現した知識を用いることによる，小節分け， 4種

のテトラコード（都節，律，民謡，琉球）への自動分析法を開発した．曲間の距離構造の抽出

なども行っている．

35 構造物被害査定のエクスパートシステム： SPERIL (継続）

助 教 授 石 塚 満

知識工学による判定・判定支援システムは，専門家の有する知識を断片的に多数集積し，推

論によって回答を祁びき出す構成をとり，エクスパートシステムと呼ばれる．本研究では米国

Purdue大学と共同で，地震振動を受けた構造物の被害査定のエクスパートシステム SPERIL

を開発した．土木・構造工学の専門家が有する不確実• あいまいな知識も活用して合理的な回

答を導びき出すメカニズムを備えている．

36 知識工学における不確実性の扱い（継続）

助教授石塚 満

人工知能研究を基礎にもつ知識工学の知識表現，推論法の基本形は，記号表現と記号処理で

ある． しかし現実のシステムでは必ずしも明確でない知識も重要な役割を果す．本研究では，

不確実性 (uncertainty)とあいまい性 (fuzziness)を伴う知識に対する合理的な扱い方，こ

れによる推論機構の設計を行った．主観にかかわる不確実性を扱う上で Dempster& Shafer 

理論の重要性を世界にさきがけて見い出し，ファジイ集合も含むように拡張している．

37 知識依存型 VLSI・CADシステム（継続）

助教授石塚 満•技官坪井邦明・大学院学生金井直樹

集積度の向上により VLSI設計には計算機支援が不可欠である．今後は知識工学手法等も

樽入して高度化を図る必要があるとの観点から研究• 開発を行っている．現在までに，高機能

で操作し易いフレーム型データ構造のパターン記述用サブシステムを UtiLisp上に開発して

いる．この周辺に付加する知識ベースによる設計支援機能の整備を進めている段階である．
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38 オブジェクト指向形知識表現システム

助教授石塚 満・大学院学生桑原和宏

オブジェクトとは，内部状態をもち，他のオプジェクトとの間に階層関係を定義でき，メッ

セージという統一的手段をインタフェースにもつ抽象型データ構造である．この考え方は，柔

軟な知識表現システムとしても重要である．本研究では基本的にフレーム形の知識記述を支援

し， トップダウン・ボトムアップの組み合わせによる探索機構を内臓した知識表現システム

FLORAを開発した. FLORAはPROLOG/KRの機能を活用して実装されている．応用と

して，建築物耐震性診断の対話型コンサルテーション・システムを開発した．

39 エクスパートシステム用グラフィックス機能の開発

助教授石塚 満・大学院学生桑原和宏

人間一計算機の対話により問題解決を図る知識依存型エクスパートシステムでは，円滑な対

話の実現にはグラフィックス機能は欠かせない．遠隔知識ベースを低速回線でアクセスする場

合でも，グラフィックス表示性能を極力低下させない構成法を研究し，試験システムを実装し

た．更に，曲線を含む図形パターンを自動的に 3次スプライン曲線で近似する方法を開発し，

これによってディスプレイ・ファイル作成の容易化を図っている．

40 エクスパートシステムの日本語フロントエンド

助教授石塚 満・大学院学生桑原和宏

人間一計算機の対話により各種問題のコンサルテーションを行う知識依存型エクスパートシ

ステムでは，円滑な対話を実現するために，自然言語処理機能が必要となる．

ここでは，オプジェクト指向型知識表現システム FLORAを用い，エクスパートシステム

用日本語フロントエンドを開発した．限定された特定領域（ここでは耐震診断関係）の言語知

識を実装した．現状ではローマ字分ち書きの日本文による対話が可能である．

41 Fuzzy-Prologのインプリメンテーション

助教授石塚 満・大学院学生金井直樹

第 5世代コンピュータの核言語である言語 Prologは1階述語論理を基礎にしており，基本

的に 2 値論理を扱う．その拡張• 発展を図り，多様な応用に対処するため， 0から 1の間の真

理値によるファジィ論理を扱えるように拡張した Prolog(ELFと名付けている）を開発した．

Pascalによって実装しており，各種有用な機能を付加している．ファジィ値をもつ関係デー

タベースヘの応用などは容易であり，試験システムを作成した．

222 



2. および学術雑誌等に発表したもの

一表題は原文表題

一各項目末尾の数字，文字は，順に巻（太字），号，ページ，発行所名，年，月（西暦），

分類記号を示す．巻のないものは，文字でその呼称を示す．

一分類記号内訳

A: 生研報告，生産研究等 B: 著書・訳書 c: 学・協会誌，論文誌等 D: 国際学

会講油論文集等 E: 国内学会講油論文集等 F: 調在特告等 G: 一般雑誌，その他

第 1 部

成瀬研究室 (NARUSE Lab.) 

細長いリングのおそい運動と積分方程式の厳密解：（成瀬文雄）日本物理学会分科会講演予稿

集， 4,25, 1983. 10, F 

球と細長い物体のおそい運動：（成瀬文雄）京都大学数理解析研究所講究録， 510, 59-88, 

1984. 1, C 

おそい運動をする任意の形の 2次元物体に働く力とモーメント：（成瀬文雄）日本物理学会第

39回年会講演予稿集， 4, 49, 1984. 4, F 

辻•岡野研究室 (TUZI and OKANO Lab.) 

超高真空内 X線回折•散乱・吸収実験装置：（菊田憬志，高橋敏男，秋本晃一，小林正典，

福留理一，小宮宗治）日本結晶学会誌， 24, 5, 123-126, 1983. 5, C 

複合カソードスパッタイオンボンプの特性：（岡野達雄，大崎明彦，辻泰）真空， 26, 5, 369 

-371, 1983. 5, C 

計数統計法による電界電子放射雑音の測定：（岡野達雄，辻泰）真空， 26,5, 416-418, 1983. 5, 

C 

可動細線式ビームプロープによる低速電子線の測定：（岡野達雄，浦井孝彦，清水健男，富永

五郎）真空， 26, 5, 471-474, 1983. 5, C 

Field-Emission—Current Fluctuations from a (110) Vicinal Plane of Tungsten with 

Adsorbed Xenon Molecules: (Tatsuo Okano) Japan. J. Appl. Phys, 22, 10, 1496-1501, 

1983. 10, C 

励起中性粒子検出法を用いた指向性真空計の研究：（荒川一郎，金文澤，辻泰）真空， 26, 12, 

904-912, 1983.12, C 

指向性真空計による真空装置の漏れ検出一点状気体放出源の測定に関する解析ー：（荒川一郎，

辻泰）真空， 26,12, 913-918, 1983. 12, C 

Xe凝縮層表面からの電子励起脱離 (3): (荒川一郎，辻泰）第44回応用物理学会学術講演会
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講演予稿集， 210,1983. 9, E 

励起中性粒子型指向性真空計とその応用：（荒川一郎，金文澤，辻泰）第24回真空に関する連

合講演会講演予稿集， 1 -2, 1983. 10, E 

真空技術の中の科学の将来：（辻泰）第24回真空に関する連合請演会講演予稿集， 51-54,

1983. 10, E 

複合カソードスパッタイオンボンプの特性 (II): (大崎明彦，岡野達雄，辻泰）第24回真空に

関する連合講演会講演予稿集， 89-90,1983. 10, E 

Directional Detector for Gas Molecules and Their Applications to the Direct Measurement 

of Gases Released from Surfaces : (Yutaka Tuzi, Masanori Kobayashi) Proc. 9th Intl. 

Vac. Conf. and 5th Intl. Cong. Surface Sei, 203-211, 1983. 9, E 

根岸研究室 (NEGISHI Lab.) 

Visualization of Ultrasonic Pulse in Glass by the Method of Photoelasticity : (Katsuo 

Negishi, Yukitoshi Tsuboi) Jpn. J. Appl. Phys., 22,, S22-3, 19-22, 1983, C 

ダンパーのない圧電振動子による短いパルス超音波の送受波：（根岸勝雄，藤森聡雄）電子通

信学会技術研究報告， US83-14,23-28, 1983. 6, E 

共振はずれ駆動法による短い送受波パルスのスペクトル：（根岸勝雄）音響学会講演論文集，

769-770, 1983. 10, E 

短い超音波パルスによる光回折：（根岸勝雄）第 4回超音波エレクトロニクスシンポジウム講

演予稿集， 39-40, 1983. 12, E 

超音波光回折における 0次の回折光強度：（根岸勝雄）音響学会講演論文集， 571-572,1984. 3, 

E 

田村研究室 (TAM URA Lab.) 

震害からみたダムの耐震性について：（田村重四郎）ダム技術， 1 , 2, 12-24, ダム技術セ

ンター， 1983, C 

フィルダム模型の振動時の安定解析：（田村重四郎，加藤勝行，岡本晋）第17回地震工学研究

発表講演概要， 207-211,土木学会耐震工学委員会， 1983, C 

震害からみたフィルダムの耐震性について：（田村重四郎）第17回地震工学研究発表会講演概

要， 203-207,土木学会耐震工学委員会， 1983, C 

沈埋トンネル：（田村重四郎）土質地震工学， 186-191,土質工学会， 1983, B 

沈埋トンネル：（田村重四郎）土質地震工学， 292-297,土質工学会， 1983, B 

フィルダム：（田村重四郎）土質地震工学， 319-324,土質工学会， 1983, B 

Damoge to Dams during Earthquakes in China and in Japan : (田村重四郎，林県）唐山地震

を含む最近の中国の地震被害の耐震工学的解釈に関する日中共同研究報告書（その 1), 71 

-128, 1983, A 
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土木構造物の被害：（田村重四郎，倉西茂，徳田弘，薄木征三）「1983年日本海中部地震におけ

る災害の総合的調査研究」報告書，文部省自然災害科学特別研究(1)代表者乗富一雄， 1983,

F 

Maximum Acceleration of Earthquake Motion at Rocky Ground : (Choshiro Tamura, Shun-

zo Okamoto, Tatsuo Mizukoshi, Katsuyuki Kato) Bull. ERS, Nol 7, 1984, A 

研究の概要（目的と構想） ：（田村重四郎）生産研究， 35, 9, 413-416, 1983, A 

小倉研究室 (OGURA Lab.) 

Pulsed Photoacoustic Technique to Measure the Absorption Coefficient of the Highly 

Transparent Materials : (Masahide Itoh, Hiroyoshi Saito) Opt. Commun. , 44, 4, 229 

-231, 1983. 1, C 

Photoacoustic Subsurface Imaging by Laser Beam Irradiation : (Toyohiko Yatagai, Masa-

hide Itoh, Ichirou Takahashi, Hiroyoshi Saito, Pil Hyon Kim, Susumu Namba) Jpn. J. 

Appl. Phys. , 22, Suppl.22-3, 84-86, 1983. 12, C 

Indicatrices of the Earth's Surface Reflection from Landsat MSS Data : (Hiroshi Okayama, 

Iwao Ogura) Appl. Opt. , 22, 15, 3652-3656, 1983.11, C 

Optimization and Practical Designs for Three-Mirror Telescopes : (Harland W. Epps, Mit-

suo Takeda) Anuals of Tokyo Astronomical Observatory, Second Series, XIX, 3, 401 

-412, 1983. 3, C 

Fourier Transtorm Profilometry for the Automatic Measurement of 3-D Object Shapes : 

(Mitsuo Takeda, Kazuhiro Mutoh) Appl. Opt., 22, 24, 3977-3982, 1983.12, C 

Optical Projection System with a Copper Laser Brightness Amplifier : (Iwao Ogura, Kazuo 

Kuroda, Tsutomu Shimura, Masao Chihara) Proceedings of the 3rd International Display 

Research Conference, 438-441, 1983. 10, D 

Brightness-Amplifying System of Images : (Iwao Ogura, Kazuo Kuroda) Proceedings of 

International Symposium on Image Processing and Its Applications, 28-29, 1984. 1, D 

Angular Distribution of Scatterd Light from the Earth's Sarface Based on Seasonal Vari a-

tions of Landsat MSS Data : (Hiroshi Okayama, Iwao Ogura) Proceedings of Interna-

tional Society of Photographic and Remote Sensing, 1983. 11, D 

Measurement of Lateral Aberrations with a Computer-Based Talbot Interferometer : 

(Mitsuo Takeda, Seiji Kobayashi) Proceedings of 4th Topicul Meeting on Gradient-In-

dex Optical Imaging Systems, 142-145, 1983. 7, D 

レーザー励起光音響顕微映像法：（谷田貝豊彦，伊藤雅英，日野真，高橋一郎，斎藤弘義，金

弼鉱難波進）レーザー研究， 11, 2, 153-161, 1983.2, C 

光音響顕微鏡の開発：（谷田貝豊彦，伊藤雅英，日野真，高橋一郎，斎藤弘義，金弼絃，難波進）

レーザー科学研究， 5, 237-240, 1983.12, C 
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パルス光音響法による固体内部情報の検出：（伊藤雅英，谷田貝豊彦，日野真，斎藤弘義，金

弼鉱難波進）レーザー研究， 5,241-244, 1983. 12, C 

サプフリンジ干渉計測基礎論：（武田光夫）光学， 13, 1, 55-65, 1984.1, C 

リモートセンシングにおける CCTカウント数と地表反射の配光特性 (2): (岡山浩，小倉磐

夫）第30回応用物理学関係連合講演会予稿集， 67,1983. 4, E 

高速フーリエ変換サプフリンジ立体計測法 (II): (武田光夫）第30回応用物理学関係連合講演

会予稿集， 69,1983. 4, E 

高速フーリエ変換サプフリンジ立体計測法 (III):(武田光夫，武藤和浩）第30回応用物理学関

係連合講演会予稿集， 69,1983. 4, E 

サプフリンジ干渉計測法の相互比較：（小林誠司，武田光夫）第30回応用物理学関係連合講演

会予稿集， 70,1983. 4, E 

銅蒸気レーザー画像増幅装置の投影顕微鏡への応用 (I): (黒田和男，志村努，千原正男，小

倉磐夫）第30圃応用物理学関係連合講演会予稿集， 156,1983. 4, E 

銅蒸気レーザー画像増幅装置の投影顕微鏡への応用 (II): (志村努，千原正男，黒田和男，小

倉磐夫）第30回応用物理学関係連合講演会予稿集， 157,1983. 4, E 

高効率インラインホログラムレンズの作成：（劉中本，久保田敏弘，小瀬輝次）第30回応用物

理学関係連合講演会予稿集， 52, 1983. 4, E 

光音響映像法 (III):(日野真，谷田貝豊彦，伊藤雅英，高橋一郎，斎藤弘義，金弼絃，難波進）

第30回応用物理学関係連合講演会予稿集， 57,1983. 4, E 

銅レーザーの空間的コヒーレンスの測定 (I):(劉中本，謝建平，黒田和男，小倉磐夫）第44

回応用物理学会学術講演会予稿集， 130, 1983. 9, E 

銅レーザーの空間的コヒーレンスの測定 (II): (劉中本，謝建平，黒田和男，小倉磐夫）第44

回応用物理学会学術講演会予稿集， 130, 1983. 9, E 

粗面からの光散乱の reciprocity: (岡山浩，小倉磐夫）第44回応用物理学会学術講演会予稿集，

58, 1983. 9, E 

コンパクトな120インチ天体望遠鏡とその主焦点補正レンズの設計 (I): (武田光夫， Har-

land W. Epps)第44回応用物理学会学術講演会予稿集， 77,1983. 9, E 

コンパクトな120インチ天体望遠鏡とその主焦点補正レンズの設計 (II): (武田光夫， Har-

land W. Epps)第44回応用物理学会学術講演会予稿集， 77,1983. 9, E 

パッシプTTLAF機能のパターン依存性：（小倉磐夫，関野恵子）第44回応用物理学会学術

講演会予稿集， 80, 1983. 9, E 

光音響顕微鏡による生体試料の測定：（日野真，谷田貝豊彦，伊藤雅英，高橋一郎，斎藤弘義，

金弼鉱難波進）第40回応用物理学会学術講演会予稿集， 84,1983. 9, E 

赤外用光学材料の表面状態と吸収係数：（伊藤雅英，田代英夫，斎藤弘義，金弼絃，難波進）

第44回応用物理学会学術講演会予稿集， 143,1983. 9, E 

銅蒸気レーザーを用いたアクティプ光学系：（志村努，千原正男，黒田和男，小倉磐夫）第44
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回応用物理学会学術講演会予稿集， 73, 1983. 9, E 

外部注入光による TEA-CO2レーザーのモード発振：（田代英夫，藤巻剛，島田勉，伊藤雅英，

豊田浩一，難波進）第30回応用物理学関係連合講演会予稿集， 149, 1983. 4, E 

光学系の基礎理論：（小倉磐夫）生研セミナーテキスト， 1984.1, G 

光音響顕微鏡：（伊藤雅英）理研シンポジウム「レーザーと音響映像法」， 5 -10, 1983. 10, 

E 

赤外用光学材料の表面状能と吸収係数（伊藤雅英，田代英夫，斎藤弘義，金弼絃，難波進）第

6回シンボジウムレーザー科学， 121-122,1983.12, E 

レーザー音響顕微鏡：（伊藤雅英，谷田貝豊彦，日野真，斎藤弘義，金弼絃，難波進）第 4回

超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム講演予稿集， 137-138,1983. 12, 

E 

一眼レフォートフォーカスの方式と方法：（小倉磐夫）写真工業， 41, 6, 99-103, 写真工業

出版社， 1983, G 

一眼レフォートフォーカスの方式と方法 (2): (小倉磐夫）写真工業， 41, 7, 100-104, 写

真工業出版社， 1983, G 

光ディスク用オプティカルピックアップ：（小倉磐夫）写真工業， 41, 8, 110-114, 写真工

業出版社， 1983, G 

CDプレーヤの光学式ピックアップ：（小倉磐夫）

社， 1983, G 

41, 9, 99-103, 写真工業出版

ビデオカメラのオートフォーカス：（小倉磐夫） 41, 10, 97-101, 写真工業出版社，

1983, G 

35ミリレンズシャッター機のオートフォーカス：（小倉磐夫）写真工業， 41, 11, 101-104, 

写真工業出版社， 1983, G 

光源のコヒーレントとインコヒーレント：（小倉磐夫）写真工業， 42, 1, 108-112, 写真工

業出版社， 1984, G 

光源のコヒーレントとインコヒーレント (2): (小倉磐夫）

真工業出版社， 1984, G 

42, 2, 105-109, 写

カメラオプスキュラのレンズ：（小倉磐夫）写真工業， 42,3, 111-115, 写真工業出版社， 1984,

G 

焦点検出装置：（鈴木武臣）生産研究， 35, 4, 194-196, 1983. 4, A 

超大型天体望遠鏡用新型鏡の研究：（武田光夫）東大創立百年記念学術研究奨励資金国際共同

研究報告書， 26-42, 1983, F 

岡田研究室 (OKADA Lab.) 

Repair and Strengthening of Reinforced Concrete Buildings : (Tsuneo Okada, Masaya 

Murakami, Matsutaro Seki, Akira Ando) Proceedings of IABSE SYMPOSIUM VENE-
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ZIA 1983, 379-386, Intemation・al Association for Bridge and Structural Engineering, 

1983. 9, D 

動的破壊試験装置：（高梨晃一，岡田恒男，大井謙ー）生産研究， 35, 9, 417-419, 1983. 9, 

A 

鉄筋コンクリート造弱小モデルによる地震応答観測：（田村良一，関松太郎，岡田恒男）生産

研究， 35, 9, 435-438, 1983. 9, A 

既存鉄筋コンクリート造建物の耐震性能の分析：（岡田恒男，村上雅也，関松太郎，久保哲夫）

日本建築学会大会学術講演梗概集， 1601-1602, 日本建築学会， 1983.9, E 

鉄筋コンクリート造偏心骨組の地震応答に関する研究 (1方向地震入力によるオンライン応答

実験および定振幅繰返し実験）：（関松太郎，岡田恒男）日本建築学会大会学術講演梗概集，

1623-1624, 日本建築学会， 1983.9, E 

鉄筋コンクリート造建物における連層耐震壁の効果（その 3• 2層建物モデル実験による連層

耐震壁の地震時負担せん断力）：（勅使川原正臣，岡田恒男）日本建築学会大会学術講演梗概

集， 1647-1648, 日本建築学会， 1983.9, E 

鉄筋コンクリート造弱小モデルによる地震観測（その 1・弱小モデルの設計および観測計画）

：（田村良一，関松太郎，岡田恒男）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1677-1678, 日本

建築学会， 1983.9, E 

ジャンカのある鉄筋コンクリート部材の曲げせん断実験：（木村秀雄，大和田義政，梅村魁，

岡田恒男）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1791-1792, 日本建築学会， 1983.9, E 

スタッド定着部を有する機器構造物の地震時挙動（その 4 • スタッドが円周上に配置された場

合の耐力と破壊性状）：（高橋克治，岡田恒男，高梨晃一，関松太郎，保科知人）日本建築学

会大会学術講演梗概集， 1899-1900, 日本建築学会， 1983.9, E 

被災した鉄筋コンクリート造建物の被害度判定と復旧技術に関する研究計画（総合プロジェク

ト・鉄筋コンクリート造震災構造物の復旧技術の開発，その 1): (広沢雅也，岡田恒男）日

本建築学会大会学術講演梗概集， 2173-2174, 日本建築学会， 1983.9, E 

建築物の耐震補強：（岡田恒男）セメント・コンクリート， 439,90-95, セメント協会， 1983.9, 

G 

震災構造物の復旧技術の開発（その 1)一鉄筋コンクリート造建物一：（岡田恒男，広沢雅也，

乎石久廣）建築防災， 69, 4 -15, 日本建築防災協会， 1983.9, C 

昭和58年日本海中部地震による被害調査： (SPRC委員会：岡田恒男，関松太郎，ほか 6名）

建築防災， 68, 3 -95, 日本建築防災協会， 1983.8, F 

中桐研究室 (NAKAGIRI Lab.) 

不確かな減衰を有する構造の確率有限要素法によるスペクトル解析：（久田俊明，中桐滋，上

野康男）日本機械学会講演論文集， 830-1,201-203, 1983. 4, E 

不確かな減衰を有する構造の確率有限要素法による時刻歴解析（第 1報）：（中桐滋，久田俊明）
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日本機械学会講濱論文集， 830-1,204-206, 1983.4, E 

不確かな減衰を有する構造の確率有限要素法による時刻歴解析（第 2報）：（中桐滋，久田俊明，

利光和彦）日本機械学会講演論文集， 830-1,207-209, 1983. 4, E 

骨組構造物に発生する不確かな初期応力の確率有限要素解析：（久田俊明，長崎隆弥，中桐滋）

日本機械学会講演論文集， 830-1,210-212, 1983.4, E 

A Note on Stochastic Finite Element Method (Part 7)-Time—history Analysis of Structu-

ral Vibration with Uncertain Proportional Damping : (Shigeru Nakagiri,Toshiaki Hisada) 

生産研究， 35, 5, 232-235, 1983. 5, A 

A Note on Stochastic Finite Element Method (Part 8)-An Application to Uncertain Intrin-

sic Stresses Generated in Frame Structure with Misfits : (Toshiaki Hisada, Shigeru 

Nakagiri, Takaya Nagasaki) Trans. 7th Int. Conf. on Struct. Mech. in Reactor 

Technology, M, M4/7, 1983. 8, D 

不確かな減衰を有する構造の確率有限要素法による時刻歴解析（第 3報）（複素モード法によ

る非比例型減衰振動系の解析）：（久田俊明，中桐滋，利光和彦）日本機械学会講演論文集，

830-9, 123-125, 1983. 10, E 

組立構造物に発生する不確かな初期応力の確率有限要素解析：（久田俊明，中桐滋，長崎隆弥）

日本機械学会講演論文集， 830-9, 126-133, 1983. 10, E 

境界要素法による不確定形状の確率構造解析：（鈴木敬子，中桐滋，久田俊明）日本機械学会

講演論文集， 830-9,134-136, 1983. 10, E 

Stochastic Boundary Element Method Applied to Stress Analysis : (Shigeru N akagiri, 

Keiko Suzuki, Toshiaki Hisada) Proc. 5th Int. Conf. on Boundary Elements, 439-448, 

Springer-Verlag, 1983. 11, D 

不確かな初期応力を有する骨組構造の確率有限要素法による座屈解析：（久田俊明，中桐滋，

長崎隆弥）日本機械学会新方式講演会論文集， 434-439, 1983. 11, E 

不確かな減衰を有する構造の確率有限要素法によるスペクトル解析（応力評価に関する基礎的

検討）：（久田俊明，中桐滋，上野康男）日本機械学会新方式講演会論文集， 105-106,1983.11, 

E 

固有ベクト）レ変動率評価法の考察：（中桐滋，久田俊明，利光和彦）日本機械学会新方式講演

会論文集， 107-108, 1983.11, E 

不確かな初期応力を有する骨組構造の確率有限要素法による座屈解析：（久田俊明，中桐滋，

長崎隆弥）日本機械学会論文集A篇， 50巻， 451号， 501-506,1984. 3, C 

レストレイント取付位置が不確かな三次元配管系の確率有限要素法による固有値解析：（利光

和彦，中桐滋，久田俊明）日本機械学会講演論文集， 840-1, 138-140, 1984. 3, E 

ヤング率またはポアソン比の変動する二次元矩形板の確率有限要素解析：（久田俊明，中桐滋）

日本機械学会講演論文集， 840-1,141-148, 1984. 3, E 

不確定形状による応力変動の確率境界要素解析：（中桐滋，鈴木敬子，久田俊明）日本機械学
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会講演論文集， 840-1,149-156, 1984. 4, E 

安全工学講座 3 破壊：（久田俊明 (9章執筆分担，安全工学協会編））海文堂， 1984.1, B 

本間研究室 (HOMMA Lab.) 

オージェ電子分光による定羅分析に対する装置関数の影響 (CMA):(田中彰博，本間禎ー）

第30回応用物理学関係連合講演会予稿集， 253,1983. 4, E 

Fe-18Cr (110) (100)単結晶の熱酸化におよぼすエピタクシー効果：（大島一英，田中彰博，

本間禎ー）日本金属学会第92回大会講演予稿， 228, 1983. 4, E 

熱酸化に伴う Cu20皮膜内の応力発生挙動：（片英周，本間禎一， 日本金属学会誌，

47, 8, 663-670, 1983. 8, C 

オージェスペクト）レ定量解析のための積分領域に関する一提案：（田中彰博，本間禎ー）第44

回応用物理学会学術講演会予稿集， 216, 1983. 9, E 

酸素吸着による金属表面上のイオウ偏析の誘起：（竹森信，本間禎ー）日本金属学会第93回大

会講演予稿， 541, 1983. 10, E 

オージェスペクトルの合成法に関する一提案：（田中彰博，本間禎一，松永正久）第24回真空

に関する連合購演会予稿集， 29-30,1983.10, E 

NiAl-Al2応界面のボイド形成機構：（本間禎一，片英周，田中彰博）生産研究， 35, 10, 482 

-485, 1983. 10, A 

Surface Composition of Cobalt-Nickel Alloys determined by an improved Calibration 

Method for AES : (A. Tanaka, M. Takemori, T. Homma) J. Electron Spectroscopy and 

Rel. Phenomena, 32, 277-282, Elsevier Science Publishers, 1983, C 

AESによる定量分析と状態分析に関する研究：（本間禎ー）鉄と鋼， 69,14, 1571-1573, 

1983. 11, C 

定量オージェ電子分光のための装置特性の評価：（田中彰博，本間禎ー）真空， 26,11, 846-

858, 1983. 11, C 

金属表面の高温酸化とその制御：（本間禎ー）日本金属学会セミナーテキスト，47-55,1983.11, 

G 

高温酸化における初期表面状態の役割：（本間禎ー，竹森信，片英周，田中彰博）第30回腐食

防食討論会予稿集， 60-63,1983.11, E 

各種埜板の性質一金属，化学的方法一陽極酸化：（本間禎ー）薄膜ハンドプックス，オーム社，

1983. 12, B 

Fe-Mnオージェスペクトルの分離：（本間禎ー）防食技術， 33, 1 , 50-51, 1984. 1, C 

金属表面のイオウ偏析におよぼす気体吸着の効果：（竹森信，本間禎ー）日本金属学会誌， 48,

3, 1984. 3, C 
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鈴木研究室 (SUZUKI Lab.) 

CsCl型イオン結晶の塑性変形：（小泉大一，鈴木敬愛）応用物理， 52,12, 1015-20, 1983. 12, 

C 

Peierls Stress of Ionic Crystals with NaCl-Structure : (Werner Skrotzki, Takayosh1 

Suzuki) Radiation Effects, 74, 1-4, 315-322, 1983. 4, C 

Dislocation Tunneling in Alkali-Halides of NaCl-type : (Takayoshi Suzuki) Proceedings 

of the Symposium on the Structure and Properties of Crystal Defects (Liblice), 76, 

1983. 6, D 

酸化マグネシウムの降伏強度：（前田敏彦，小泉大一，鈴木敬愛）生産研究， 35, 5, 244-247, 

1983. 5, A 

精密送り機構の試作と小型材料試験機への応用：（鈴木敬愛，岡本伸英，古屋七郎）生産研究，

35, 11, 509-512, 1983.11, A 

NaCl型イオン結晶の純度と陽電子消滅スペクトル：（桜井吉睛，栗原俊一，金沢育三，鈴木

敬愛，村上英興）第20回理工学における同位元素研究発表会要旨集， 173,1983.7, E 

NaCl型イオン結晶の低温塑性とトンネル効果：（鈴木敬愛，小泉大一）日本物理学会分科会

講演予稿集， 2, 43, 1983.10, E 

2価の不純物をドープした CsIの低温塑性：（小泉大一，鈴木敬愛）日本物理学会分科会講演

予稿集， 2, 43, 1983. 10, E 

NaCl型イオン結晶中の陽電子消滅に対する 2価不純物の効果：（栗原俊一，桜井吉睛，金沢

育三，鈴木敬愛，村上英興）日本物理学会分科会購演予稿集， 2, 32, 1983. 10, E 

転位の動力学：罰子効果と慨性効果：（鈴木敬愛）フィジックス， 5, 1 , 814-821, 海洋出版，

1984. 1, G 

吉澤研究室 (YOSHIZAWA Lab.) 

A Statistical Theory of Thermally-Driven Turbulent Shear Flows.with the Derivation of a 

Subgrid Model: (Akira Yoshizawa) J. Phys. Soc. Jpn., 52, 4, 1194-1205, 1983. 4, 

C 

Statistical Theory for the Diffusion of a Passive Scalar in Turbulent Shear Flows : (Akira 

Yoshizawa) J. Phys. Soc. Jpn., 53, 1984. C [to appear] 

Statistical Analysis of the Deviation of the Reynolds Stress from Its Eddy-Viscosity Rep・

resentation : (Akira Yoshizawa) Phys. Fluids, 27, 1984. C [to appear] 

Large-Eddy Simulation of Turbulent Flows : (Akira Yoshizawa) Encyclopedia of Fluid 

Mechanics、Vol.VI, Chapter 38, Gulf Publishing Company, 1984. B [to appear] 

圧カ・歪み相関モデルの検討：（木村芳文，吉澤徴）第15回乱流シンポジウム， 74-79,1983. 7, 

E 
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乱流モデルと剪断乱流の統計理論：（吉澤徴）日本物理学会誌， 38, 11, 845-852, 1983.11, 

C 

渡辺研究室 (WATANABE Lab.) 

薄板延性破壊への TE(T E *)クライテリオンの適用とその有効性について：（渡辺勝彦，畔

上秀幸）日本材料学会第 2回破壊力学シンボジウム講演論文集， 294-298,1983. 6, E 

On the Crack Energy Density and Energy Release Rate for an Elasto-plastic Crack : 

(KatsuhikoWatanabe) BulletinoftheJSME, 26,215, 747-754, 1983.5, C 

E; 積分の単調及び繰返し荷重を受ける弾塑性き裂問題への適用 (J, △Jの物理的位置付けと

き裂エネルギ密度解析）：（渡辺勝彦，倉繁裕）日本機械学会講演論文集， 830-10, 75-82, 

1983.10, E 

き裂エネルギ密度の立場から見たき裂進展速度の一般的考え方とクリープき裂パラメータにつ

いて：（渡辺勝彦，番政広）日本機械学会講演論文集， 830-10,83-85, 1983. 10, E 

き裂エネルギ密度の立場から見た疲労き裂進展について：（渡辺勝彦）日本機械学会第923回講

演会講演前刷集， 55-56,1983.11, E 

き裂エネルギ密度分析解析のための新しいき裂モデルの提案：（渡辺勝彦，畔上秀幸）日本機

械学会第923回講演会講演前刷集， 57-58, 1983. 11, E 

モードIl1下での疲労き裂進展の下限界条件（△K,h) (応力比，混合モードの影響）：（吉岡純夫，

渡辺勝彦，北川英夫，井上彰夫，熊沢道夫）日本機械学会第923回講演会講演前刷集， 236-

241, 1983. 11, E 

クリープ下における径路独立積分とき裂エネルギ密度：（渡辺勝彦．倉繁裕）日本機械学会第

923回講演会講演前刷集， 289-296, 1983. 11, E 

き裂エネルギ密度概念の任意方向への拡張と任意方向エネルギ解放率：（渡辺勝彦，

日本機械学会論文集 (A編）， 49,446, 1277-1289, 1983.10, C 

A Newly Positioned Dugdale Model and Its Application to Fracture Problems Based on 

Crack Energy Density Concept : (Katsuhiko Watanabe, Hideyuki Azegami, Yutaka 

Kurashige) Theoretical and Applied Mechanics, 32, 439-455, University of Tokyo Press, 

1984. 3, C 

き裂エネルギ密度に基づくき裂の安定・不安定クライテリオンの提案と従来のクライテリオン

の物理的位置付け：（渡辺勝彦，畔上秀幸）日本機械学会講演論文集， 844-1 , 33-40, 1984. 3, 

E 

き裂エネルギ密度の各変形モードヘの分離とその径路独立積分表示：（渡辺勝彦）日本機械学

会講演論文集， 844-1 , 120-122, 1984. 3, E 

弾塑性クリープにおけるき裂エネルギ密度の評価について：（渡辺勝彦，番政広）日本機械学

会購演論文集， 844-1 , 126-128, 1984. 3, E 

き裂の安定性パラメータ Tc*の荷重ー変位曲線による評価について：（渡辺勝彦，畔上秀幸，
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平野八州男）日本機械学会講演論文集， 844-1, 123-125, 1984.3, E 

き裂前縁を含む面の非連続性を考慮したき裂モデルの提案とそのき裂パラメータ評価の適用：

（渡辺勝彦，畔上秀幸）日本機械学会講演論文集， 840-1, 198-205, 1984. 3, E 

き裂エネルギ密度の €:1 積分による評価について（弾塑性及びクリープき裂の場合）：（渡辺勝

彦，番政広）日本機械学会講演論文集， 840-1, 190-197, 1984. 3, E 

高木（堅） 研究室 (TAKAGI Lab.) 

Ultrasonic Resonator Method Using Optical Diffraction : (Kenshiro Takagi, Pak-Kon 

Choi) TECHKOCRA T, 15, 12, 9 -14, 1982. 12, G 

Rotational Isomerism and ultrasonic relaxation in 1, 2-dibromoethane : (Kenshiro Takagi, 

Pak-Kon Choi, Wataru Seki) J. Chem. Phys., 79, 2, 964-968, 1983. 7, C 

Ultrasonic Relaxation and the Volume Difference between the Rotational Isomers in 1, 2— 
Dichloroethane : (Wataru Seki, Pak-Kon Choi, Kenshiro Takagi) Chem. Phys. Letts. , 

98, 5, 518-521, 1983. 7, C 

Ultrasonic Velocity and Absorption in Water up to 1, 5-GHz : (Pak-Kon Choi, Kenshiro 

Takagi) Jpn.]. Appl. Phys., 22, 5, 890, 1983. 5, C 

Light Scattering Study of UHF Ultrasonic Properties in Fused Quartz : (Pak-Kon Choi, 

Kenshiro Takagi) Jpn. J. Appl. Phys., 22, S-3, 48-50, 1983. 8, C 

New Ultrasonic Resonator method Using Optical Diffraction for Liquids : (Pak-Kon Choi, 

Yasushi Naito, Kenshiro Takagi) J. Acoust. Soc. Am., 74, 6, 1801-1804, 1983.12, 

C 

Ultrasoric Study on Vibrational Relaxation in Halogen Derivatives of Methane and other 

Liquids : (Kenshiro Takagi) Ions and Molecules in Solution, 27, 183-202, Elsevier, 

1983, B 

高分解能ブラッグ反射法による溶融石英の UHF音速，吸収測定：（崖博坤，高木堅志郎）第

30回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 684,1983. 4, E 

光回折超音波共嗚法による吸収測定：（内藤康志，祖博坤，高木堅志郎）第30回応用物理学関

係連合講演会講演予稿集， 683, 1983. 4, E 

Ultrasonic Spectroscopy and Molecular Relaxation : (Kenshiro Takagi) Proc. of 11th In-

tern. Congress on Acoustics, 33-36, 1983. 7, D 

Measurements of UHF Ultrasonic Velocity and Absorption in Fused Quartz Using Light 

Scattering Techique : (Pak-Kon Choi, Kenshiro Takagi) Proc. of 11th Intern. Congress 

on Acoustics, 65-68, 1983. 7, D 

凹面反射板を利用した光回折超音波共嗚法：（崖博坤，内藤康志，高木堅志郎）日本音響学会

講演論文集， 675-676,1983. 10, E 

PV巳フィルムを用いた超音波共嗚器の試作：（雀博坤，高木堅志郎）日本音響学会講演論文集，
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677-678, 1983.10, E 

トランスジクロロエチレンにおける超音波スペクトルと振動緩和過程：（小沢春江，高木堅志

郎）日本音響学会講演論文集， 679-680, 1983. 10, E 

HRB法による trans-C2昆Cl2の振動緩和測定：（小沢春江，高木堅志郎）第28回音波の物性

と化学討論会講演論文集， 7 -9, 1983.11, E 

圧電高分子膜を利用した超音波共嗚法：（崖博坤，高木堅志郎）第28回音波の物性と化学討論

会講演論文集， 10-12, 1983. 11, E 

Plano-Concave型共嗚器による数lOOkHz域の超音波吸収測定：（内藤康志，崖博坤，高木堅

志郎）第28回音波の物性と化学討論会講演論文集， 13-15, 1983. 11, E 

数百 kHz域の超音波吸収を測定する新しい共嗚法：（指博坤，内藤康志，高木堅志郎）第 4回

超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム講演予稿集， 27-28, 1983. 12, 

E 

物性研究のための低損失超音波共嗚器：（崖博坤，内藤康志，高木堅志郎）電子通信学会超音

波研究会資料， US83-46, 1983. 12, E 

光散乱による超音波スペクトロスコピーと分子緩和現象ーテトラクロルエチレンー：（小沢春

江，高木堅志郎）日本音響学会講演論文集， 557-558,1984. 3, E 

プラノ・コンケーブ型共嗚法によるギ酸エステルの数百 KHz域の吸収測定：（内藤康志，崖博

坤，高木堅志郎）日本音響学会講演論文集， 561-562,1984. 3, E 

結城研究室 (YUUKI Lab.) 

境界要素法による表面き裂の応力拡大係数の解析（第 1報，解析手法の基礎的検討と基本的き

裂モデルの解析）：（北川英夫，結城良治，木須博行，川端廣己）日本機械学会講演論文集，

838, 2, 13-20, 日本機械学会（九州支部）， 1983.5, E 

疲労き裂成長に及ぼす二軸応力の影響：（結城良治，北川英夫，東郷敬一郎，田部正人）第 2

回破壊力学シンボジウム購演論文集， 99-103, 日本材料学会， 1983.6, E 

Consideration of Short Cracks in High Stress Fatigue Design : (H. Kitagawa, M. Kawa・

hara, R. Yuuki, C. M. Suh) Proceedings of 4th National Congress on PVP (Portland), 

83-PVP-90, 1 -7, ASME, 1983. 6, D 

機械工学年鑑 3.3. 2 疲労：（結城良治）日本機械学会誌， 86,777, 832-833, 日本機械学

会， 1983.8, G 

境界要素法における応力拡大係数の解析法：（木須博行，結城良治，北川英夫）第27回材料研

究連合会前刷集， 122-123, 日本学術会議， 1983.9, E 

SUS304鋼の平滑表面の微小疲労き裂の発生成長挙動に及ぼす圧延加工の影響：（結城良治，

川村憲治）第27回材料研究連合会前刷集， 156-157, 日本学術会議， 1983.9, E 

高温におけるステンレス鋼の疲労き裂成長の下限界特性：（結城良治，北川英夫，大平壽昭，

三木安孝）日本機械学会講演論文集， 830,10, 205-207, 日本機械学会， 1983.10, E 
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平滑材表面の微小疲労き裂に関する基礎的特性：（徐昌敏，北川英夫，結城良治）大韓機械学

会論文集， 7, 1, 28-35, 大韓機械学会， 1983.2, C 

軟鋼の高温表面き裂成長挙動に関する研究：（金奎南，徐昌敏，結城良治，姜成守）大韓機械

学会論文集， 7, 4, 425-433, 大韓機械学会， 1983.11, C 

Small cracks and multiple cracks problems in fatigue : (H. Kitagawa, R. Yuukり Proc.of 

ICF International Symposwm on Fracture Mechanics (Beijing), 694 -705, Science 

Press, Blijing, China, 1983. 11, D 

Application of boundary element method to stress intensity analysis for surface cracks : (R. 

Yuuki, H. Kitagawa, H. Kisu) Proc. of ICF Int. Sympo. on Fracture Mechasuis (Beijung), 

467-468, Science Press, Beijing, China, 1983.11, D 

安全工学講座 3 「破壊」 6.2 クリープ破壊• 高温破壊：（結城良治（分担執筆））安全工学協

会編， 158-185,海文堂， 1984.1, B 

薄板き裂材の破壊開始条件に及ぼす板巾効果に関する考察：（北川英夫，結城良治，木須博行）

日本機械学会論文集A,50, 449, 86-93, 日本機械学会， 1984.1, C 

境界要素法による表面き裂の応力拡大係数の解析（第 1報，解析手法の基礎的検討と基本的き

裂モデルの解析）：（北川英夫，結城良治，木須博行，川端廣己）日本機械学会論文集， 50,

450, 129-138, 日本機械学会， 1984.2, C 

相互作用曲線の利用によるはりおよび板構造の弾塑性応答解析：（月森和之，山田嘉昭，北川

英夫，結城良治）日本機械学会論文集A,50, 451, 507-513, 日本機械学会， 1984.3, C 

海外における薄板構造とスポット溶接継手の研究動向（その 2): (結城良治）「自動車構造の

軽量化とスポット溶接構造の疲労強度」シンポジウム前刷集， 18-26,自動車技術会， 1984.3, 

D 

継手の引張せん断・ 十字形引張 ・T字形試験片の疲労強度特性：（小野守章，田中甚吉，結城

良治，中務睛啓，大平寿昭）自動車技術会， 45-51, 1984. 3, D 

生研リーフレット「高サイクルニ軸荷重疲労試験機」：（結城良治） No.114, 1984. 2, A 

黒田研究室 (KURODA Lab.) 

Optical Projection System with a Copper Laser Brightness Amplifier : (I wao Ogura, Kazuo 

Kuroda, Tsutomu Shimura, Masao Chihara) Proceedings of the 3rd International Display 

Research Conference, 438-441, 1983.10, D 

Brightness-Amplifying Systems of Images : Owao Ogura, Kazuo Kuroda) Proceedings of 

International Symposium on Image Processing and Its Applications, 28-29, 1984. 1, D 

銅蒸気レーザー画像増幅装骰の投影顕微鏡への応用 (I): (黒田和男，志村努，千原正男，小

倉磐夫）第30回応用物理学会関係連合講演会予稿集， 156,1983. 4, E 

銅蒸気レーザー画像増幅装置の投影顕微鏡への応用 (II): (志村努，千原正男，黒田和男，小

倉磐夫）第30回応用物理学会関係連合講演会予稿集， 157,1983.4, E 
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銅蒸気レーザーを用いたアクティプ光学系：（志村努，千原正男，黒田和男，小倉磐夫）第44

回応用物理学会学術講涸会予稿集， 73, 1983. 9, E 

銅レーザーの空間的コヒーレンスの測定 (I): (劉中本，謝建平，黒田和男，小倉磐夫）第44

回応用物理学会学術講演会予稿集， 130, 1983. 9, E 

銅レーザーの空間的コヒーレンスの測定 (II): (黒田和男，謝建平，劉中本，小倉磐夫）第44

回応用物理学会学術講演会予稿集， 130, 1983. 9, E 

芳野研究室 (YOSHINO Lab.) 

Heterodyne Fiber gyro and Strain Sersor Using Transverse Zeeman Laser : (Toshihiko 

Yoshino,Teruji Ose, Hideo Tai, Toshihiro Kubota, Kiyoshi Kurosawa) Proc. of 4th In-

tern.Conf. on Integrated Optics and Optical Fiber Communication, 312-313, 1983. 6, 

D 

Holographic Coupler for Monomode Fiber: (Toshihiko Yoshino, Toshihiro Kubota, Teruji 

Ose) Appl. Opt, 22, 12, 1800-1801, 1983. C 

Acoustic Sensor Using Fiber Fabry Perot Interferometer : (Toshihiko Yoshino) Proc. of 

11th Intern.Con£. on Acoustics, 8, 175-178, 1983. 7, D 

Remote Interferometer Using on Optical Fiber : (Toshihiro Kubota,Toshihiko Yoshino) 

Opt.Lett, 9, 1, 31-33, 1984.1, C 

光ファイバヘの光の源入法：（芳野俊彦）応用物理， 52,12, 1023, 1983. 12, C 

光センサ技術の現状と将来の動向をさぐる：（芳野俊彦）省力と自動化， 14,13, 29-34, 1983.12, 

G 

光ファイバセンサ技術資料集：（芳野俊彦ほか）第 1インタナショナル， 1983.8, B 

英国におけるファイバセンサの研究事情：（芳野俊彦） Oplus E, 49, 84-85, 1983.11, G 

光応用計測の基礎：（芳野俊彦ほか）計測自動制御学会， 1983.7, B 

物理学辞典：（芳野俊彦ほか）培風館， 1983, B 

光ファイバ：（芳野俊彦）第 2次メカノプチックス技術資料集， 52-53,光学工業技術協会，

1983.11, C 

半導体レーザーの光計測への応用：（芳野俊彦）第21回サマーセミナーテキスト， 1 -26, 応

用物理学会光学懇談会， 1983.8, C 

ファラデーセルを用いた磁気光学効果測定装置：（芳野俊彦，平尾勝彦，石橋正三）生産研究，

35, 11, 497-500, 1983, A 

光磁気メモリ技術：（芳野俊彦）生研セミナーテキスト， 1983.12, A 

光ファイバセンサ (I):(芳野俊彦）機械の研究， 36, 3, 349-356, 1984. 3, G 

光ファイバを用いた磁界・電界センサ：（芳野俊彦）システムと制御， 9, 3, 18-27, 1984. 3, 

C 

光計測の現状と将来の動向：（芳野俊彦）計測管理， 34, 3, 2 -11, 1984. 3, G 
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BSO単結晶を用いた光電界応用センサの高感度化：（芳野俊彦，黒沢潔，鈴木肇）第30回応用

物理学会講演予稿集， 77,1984. 4, E 

デュア）レコア単ーモードファイバーを用いた音波センサー：（芳野俊彦，黒沢潔，劉中本，久

保田敏弘，小瀬輝次）第30回応用物理学会連合講涸会予稿集， 78, 1983. 4, E 

光ファイバを用いたリモート干渉計：（久保田敏弘，芳野俊彦，小瀬輝次）第30回応用物理学

会連合講演会予稿集， 78,1983. 4, E 

水晶の複屈折性を用いたファイバ温度センサ：（芳野俊彦，鈴木肇，黒沢潔）第30回応用物理

学会連合講演会予稿集， 80, 1983. 4, E 

ファラデーセルを用いた磁気光学効果測定装置：（芳野俊彦，石橋正三，平尾勝彦，三輪仁行）

第30回応用物理学会連合講演会予稿集， 85,1983. 4, E 

ヘテロダイン方式光ファイバジャイロ (II): (芳野俊彦，黒沢潔，田井秀男，奈良誠，久保田

敏弘）第44回応用物理学会連合講演会予稿集， 42, 1983. 9, E 

ヘテロダイン法による局所化光ファイバ温度センサー：（芳野俊彦，奈良誠，黒沢潔，鈴木肇）

第44回応用物理学会連合講演会予稿集， 43,1983. 9, E 

光ファイバセンサ：（芳野俊彦）学術振興会第130委員会研究会資料， 1983.10, E 
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第 2 部

石原研究室 (ISHIHARA Lab.) 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究（第 2報）：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）

生産研究， 35, 5, 216-219, 1983. 5, A 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究（第 3報）：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）

生産研究， 35, 6, 307-310, 1983.6, A 

Automatic Analysis of Phote,graphs of Trace Particles by Micro Computer : (Toshia 

Kobayashi, Toma—o Ishihara, Nobuo Sasaki) Preprint 3rd International Symp. on Flow 

Visualization, 261-265, 1983. 9, D 

アルミニューム溶湯中に混入した気泡の除去に関する方案形状の検討：（植松輝彦，松崎達，

河合潔，菅原剛，馬場隆之，石原智男）日本鋳物協会第104回講演会概要集， 66, 1983. 9, 

E 

Electro-Hydraulic Digital Control of Cone-Roller Toroidal Drive Automatic Power 

Transmission : (Hirohisa Tanaka, Toma—o Ishihara) Proc. ASME Winter Annual 

Meeting, 1 -6, 1983. 11, D 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究（第 4報）：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）

生産研究， 35,12, 517-520, 1983.12, A 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究（第 5報）：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）

生産研究， 36, 1, 17-20, 1984.1, A 

乱流促進体をもつ二次元チャンネル内の乱流予測に関する研究（第 1報）：（狩野正徳，小林敏

雄，石原智男）日本機械学会論文集B編， 50,449, 257-264, 1981.1, C 

円錐ディフューザにおける抵抗体の効果の数値予測（第 1報）：（小林敏雄，中山亨，石原智男）

日本機械学会関西支部59期定時総会講演，論文集， 844-6,10-17, 19841.3, E 

高橋研究室 (TAKAHASHI Lab.) 

Full Scale Measurements of a Container Ship : (Yukinori, Takahashi) Proc. of the 2nd In-

ternational Syrnpo. on Practical Design in Shipbuilding, 1983, 517-524, 1983.10, D 

柴田研究室 (SHIBATA Lab.) 

鋼製塔の耐震実験報告：（柴田碧）高圧ガス， 19,10, 497-518, 1982.10, 

最近日本地震工程研究和発展的概況及評述：（柴田碧）国外地震工程， 5• 6合併， 119-125,

1982. 12, C 

地震時の人間行動 (II)―力学的行動限界：（柴田碧，石畠英昭，福田敏男）プラントの破局
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状態の防止と制御研究分科会成果報告書（機械学会 RC53分科会）， 112-144, 1983. 2, F 

地震時における機器配管系構造物の損傷機構に関する基本的研究研究成果報告書：（柴田碧）

文部省科学研究費昭和56,57年度一般研究C研究成果報告書 ERSReport, ill -6 , 42, 1983. 3, 

G 

自然地震動と人工地震動および加震実験用地震動の関連に関する研究：（柴田碧）動的機器の

地震機能維持に関する研究昭和57年度下半期成果報告書（最終） ISES 8308, 5 . 4 -1 -26, 

1883. 3, F 

Summary of Current Seismic Regulatory Requirements of Industrial Facilities : (Heki 

Shibata) Seismic Risk and Its Use in Code Formulation ED. H. C. Shah and H. Shibata, 

1983. 3, D 

スカート支持型塔槽類の地震時における狽傷モードに関する研究：（緒方雅昭，柴田碧）日本

機械学会講演論文集第61期通常総会， 830-11,257-259, 1983.3, E 

液体貯槽群の自然地震に対する応答観測結果：（柴田碧，重田達也ほか）日本機械学会講演論

文集第60期通常総会， 830-6,144-146, 1983. 3, E 

What Research is Needed in Reliability and Failure Prevention in the Field of Anti-Earth-

quake Design of Industrial Facilities : (Heki Shibata) (Transaction of ASME) J. of 

Vibration Acoustics, Stress and Reliability in Design, 105, 185-191, 1983. 4, C 

関連分野における耐震設計の動向「産業施設・プラント」：（柴田碧）建築雑誌， 98,1207, 33 

-35, 1983. 5, C 

The Role of Human Error in Seismic Risk Analysis : (Heki Shibata) Paper for Specialist 

Meeting, OECD CSNI, P-5, 17, 1983. 5, D 

On Some Results on Response Observation of Liquid Storage Tanks Natural Earthquakes 

: (Heki Shibata, Tatsuya Shigeta) Proc. of ASME PV & P Conf. , PVP-77, 21-28, 

1983. 6, D 

A Study on Damping Characteristics of Piping Systems in Nuclear Power Plants : (Heki, 

Shibata and others) Proc. of ASME, PV & P Conf., PVP-77, 151-178, 1983. 6, D 

力学的にみた人間挙動の限界（第 1報一水平動）：（柴田碧，石畠英昭，福田敏男）川崎市防災

会諮地震部会昭和57年度報告書， 237-280, 1983.7, F 

A Proposal for Aseismic Design Method of Equipment and Pipings for NPP in Low Seis・

micity Area: (Heki, Shibata) Preprint for 7-SMiRT, K 12/10, 1983. 8, D 

中型二次元振動台の概要と試験データ：（柴田碧）生産研究， 35, 9 , 420-425, 1983. 9, A 

高応動速度振動台加振による損傷モードの実験的研究第 4報一碍子およびブレース構造物：

（柴田碧，重田達也，小峰久直ほか）日本機械学会講演論文集第61期全国大会， 830-11,254 

-256, 1983. 10, E 

Input Earthquake Motion for Vibration Test of Critical Equipment and Piping of Nuclear 

Power Plant on Earthquake Simulator : (Heki Shibata) Proc. of 3 Vibration in Nuclear 
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Plant Conf., 2, Paper 8-5 (Log No. 55), 997-1012, 1983.10, D 

FRPパネル水槽の自然地震応答観測（第 3報）：（重田達也ほか） FRP総合講演要旨集（第

28回）， 192,強化プラスチック協会， 1983.11, E 

耐震設計と殻体の力学：（柴田碧）応力連合シンポジウム予稿集（第33回）， 49-56,1983. 12, 

E 

動的機器の地震時機能維持の実証試験：（柴田碧）原子力総合シンポジウム予稿集（第22回），

4-6, 1984. 1, E 

円筒液体貯槽の地震被害と耐震設計の今後の課題：（柴田碧）日本機械学会講演論文集第61期

通常総会， 840-3,243-245, 1984. 4, E 

川井研究室 (KAWAI Lab.) 

有限要素法による科学技術計算：（川井忠彦）スーパーコンピューターと数値シミュレーショ

ンシンポジウム報文集， 1 -16, 東大大型計算機センター， 1983.3, E 

宇奈月町「平和の像」の構造設計：（川井忠彦，椎名章二，畝尾明利）生産研究， 35, 4, 171 

-180, 1983. 4, A 

骨組構造離散化極限解析用プログラム "FRAME-1"の概要：（川井忠彦，椎名章二）生産研

究， 35, 4, 186-189, 1983. 4, A 

不連続体力学のすすめ（その 4)―“剛体ーバネ”モデルによる有限回転変位問題の解析ー：（川

井忠彦）生産研究， 35, 5, 207-211, 1983. 5, A 

新離散化モデルによる粘塑性地盤上の梁の解析：（竹内則雄，三藤正明，川井忠彦）生産研究，

35, 5, 220-223, 1983. 5, A 

薄肉構造の離散化極限解析（その 4)一平板剛体要素モデルによる衝撃崩壊解析ー：（都井裕，

川井忠彦）日本造船学界論文集， 153,325-333, 日本造船学会， 1983.6, E 

“剛体ーバネ”モデル開発の現状：（川井忠彦）第 3回シミュレーションテクノロジー・コン

ファレンス， 189-192, 日本シミュレーション学会， 1983.6, E 

地盤力学諸問題の離散化極限解析：（竹内則雄，川井忠彦）第 3回シミュレーションテクノロ

ジー・コンファレンス， 197-200, 日本シミュレーション学会， 1983.6, E 

ある巨大プロンズ記念像の構造設計について：（川井忠彦，椎名章二，森末晴彦，畝尾明利）

第 3回シミュレーション・テクノロジー・コンファレンス， 201-204, 日本シミュレーショ

ン学会， 1983.6, E 

鉄筋コンクリート構造物の離散化極限解析：（上田真稔，川井忠彦，竹内則雄，伊良波繁雄）

第 3回シミュレーション・テクノロジー・コンファレンス， 205-208, 日本シミュレーショ

ン学会， 1983.6, E 

固体接触問題の離散化極限解析：（麻生哲夫，明神昭紀，村川英一，川井忠彦）第 3回シミュレー

ション・テクノロジー・コンファレンス， 209-212, 日本シミュレーション学会， 1983.6, 

E 
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薄肉梁理論による鉄道車輛構体の有限要素解析：（川井忠彦，藤谷義信，松沢浩，神津啓時）

日本鋼構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 91-96, 日本鋼構

造協会， 1983.7, E 

“剛体ーバネ”モデルによる弾塑性接触問題の解析：（明神昭紀，徳増真司，麻生啓夫，村川英

ー，川井忠彦）日本鋼構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集，

233-238, 日本鋼構造協会， 1983.7, E 

平板剛体要素モデルによる薄肉板殻構造の離散化極限解析：（都井裕，川井忠彦）日本鋼構造

協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 239-244, 日本鋼構造協会，

1983. 7, E 

剛体ばねモデルと有限要素の混用による薄肉構造の最終強度解析：（石鍋雅夫，都井裕，川井

忠彦）日本鋼構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 245-250,

日本鋼構造協会， 1983.7, E 

新離散化極限解析法の整形外科バイオメカニックスヘの応用：（川井忠彦，竹内則雄，姫野信吉，

津村弘）日本鋼構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 251-256,

日本鋼構造協会， 1983.7, E 

新離散化モデルによる材料試験の計算機シミュレーション：（川井忠彦，丹羽一邦）日

造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 257-262,日本鋼構造協会，

1983. 7, E 

骨組構造離散化極限解析用プログラム "Frame-1"について：（川井忠彦，椎名章二）日本鋼

構造協会第17回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 263-268, 日本鋼構造協

会， 1983.7, E 

地中骨組構造物の離散化極限の解析：（三藤正明，竹内則雄，川井忠彦）日本鋼構造協会第17

回大会研究集会マトリックス解析法研究発表論文集， 269-274, 日本鋼構造協会， 1983.7, 

E 

不連続体力学のすすめ（その 5)―塑性安定論の基礎づけー：（川井忠彦）生産研究， 35, 7, 

317-323, 1983. 7, A 

薄肉梁理論による鉄道車両構体の有限要素解析：（川井忠彦，藤谷義信，神津啓時）生産研究，

35, 8, 361-366, 1983. 8, A 

複合材料技術に関する研究•新離散化モデルによる複合材料の一極限解析（その 3) ーマクロ

とミクロを繋ぐ試み―:（川井忠彦）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3' 

189-191, 1983. 9, A 

不連続体力学のすすめ（その 6)ー地盤力学諸問題への応用ー：（川井忠彦，竹内則雄）生産研

究， 35,10, 459-465, 1983.10, A 

鉄鋼生産プロセスにおける計算力学の役割：（川井忠彦）鉄と鋼西山記念技術講座， 235-265,

日本鉄鋼協会， 1983.11, G 

薄肉構造の離散化極限の解析（その 5)一軸圧縮荷重を受ける円筒殻の非軸対称塑性座屈モー
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ドー：（都井裕，川井忠彦）日本造船学会論文集， 154,353-360, 日本造船学会， 1983.11, 

C 

A Discrete Limit Analysis of Foundation Structures : (川井忠彦，竹内則雄） "Advances in 

the Mechanics and the Flow of Gra叫 arMaterials", Editor M.Shaninpoor, JI, 779-811, 

Trans Tech Publications, 1983, D 

FEM: やさしいようでむずかしいもの：（川井忠彦）機械の研究36, 2, 105-111, 養賢堂，

1984. 1, G 

不連続体力学のすすめ（その 7)一薄肉鋼構造の極限強度シミュレーション一：（都井裕，川井

忠彦）生産研究36, 1 , 9-16, 1984. 1, A 

℃ rack Propagation Analysis of Cracked Rock Media" (浜島良吉，川井忠彦，草深守人）

Third International Conference on Numerical Methods in Fracture Mechanics, Univ. Col-

lege, Swansea, March 26—30th, 1984 : , 1984. 3, D 

"Application of a New Discrete Method to Fracture Analysis of Brittle Materials" (丹羽一

邦 ，川井忠彦池田正博，武田 ） Third International Conference on Numerical 

Methods in Fracture Mechanics, Univ. College, Swansea, March 26..!.30th, 1984, 1984. 3, 

D 

佐藤研究室 (SATO Lab.) 

旋削時自励振動と被削面の振動痕について：（金子亨，佐藤褥芳，谷泰弘，大堀真敬）機械学

会講演論文集， 830, 5, 29-36, 1984. 4, E 

組立技術と組立論発刊に際して：（佐藤壽芳）機械学会誌， 86,773, 323-324, 1983. 4, C 

編集後記：（佐藤壽芳）機械学会誌， 86,773, 442, 1983. 4, C 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 1報）一非定常熱伝導問題の境界要素解

析―:（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）生産研究， 35, 6, 311-314, 1983. 6, A 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 2報）一BEMならぴに BEM.:..FEM結

合解析法の高精度化について一：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）生産研究， 35, 8, 381-

384, 1983. 8, A 

由衝撃響応求解振動特性的方法及在机床上的応用：（王信義，佐藤壽芳，大堀真敬）机械工程

学報， 19, 3, 32-41, 1983. 9, C 

複合材料技術に関する研究・モーダル解析による減衰定数推定法について：（王信義，佐藤壽

芳，大堀真敬）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 192-196, 1983. 9, A 

クリープフィード研削時に生ずる残留応力の解析（第 3報）ー熱弾塑性 BEM-FEM結合解析

法の高精度化について一：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）生産研究，35,10, 478-481, 1983. 10, 

A 

表面粗さの光学計測：（佐藤壽芳） 0 plus E, 47, 89-99, 1983. 10, G 

BEMならびに BEM-FEM結合解析法の高精度化に関する研究：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤
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壽芳）機械学会講演論文集， 830, 9 , 120-123, 1983.10, E 

切削点の振動のメカニズムを解析する：応用機械工学， 24, 10, 31-33, 1983. 10, G 

精度保証と信頼性技術，まえがき：（佐藤壽芳）機械学会 RC-64, 次世代工作システムに関

する研究研究成果報告書I,7-8, 1983. 11, F 

走査電子顕微鏡 (SEM)による表面粗さ測定：（佐藤壽芳，大堀真敬）機械学会 RC-64, 次

世代工作システムに関する研究研究成果報告書I,54-67, 1983. 11, F 

二自由度系による旋削時自励振動の解析：（金子亨，佐藤壽芳，谷泰弘，大堀真敬）生産研究，

35, 12, 527-530, 1983. 12, A 

熱弾塑性 BEM-FEM結合解析法の高精度化について：（仙波卓弥，谷泰弘，佐藤壽芳）第33

回応力連合講演会， 87-88,1983. 12, E 

走査電子顕微鏡 (SEM)を用いた表面粗さ測定ーディジタル方式による一： 大堀

真敬）生産研究， 36, 2, 86-89, 1984. 2, A 

SEMによる粗さ測定の較正法とその応用：

研究， 36, 2, 90-92, 1984. 2, A 

大堀真敬，関口芳信）生産

電荷結合素子 (CCD)を用いた直径測定の研究：（竹佐和彦，佐藤壽芳）生産研究， 36, 2, 

93-96, 1984. 2, A 

クリープフィード研削時に生ずる残留応力の解析（第 4報）一研削時発生熱量分布の統計的算

出―:（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）生産研究， 36, 2, 101-104, 1984. 2, A 

工作機械の振動防止：

New Approaches to the Modal Analsis for Machine Tool Structure : (Shinyi Wang, 

Hisayoshi Sato, Masanori 0 —hori) Trans. ASME, J. Eng. Ind.,106, 1, 40-47, 1984. 2, 

C 

電子顕微鏡による表面粗さ測定の研究（ディジタル方式による）：（佐藤壽芳，大堀真敬）機械

843, 3, 69-71, 1984. 3, E 

電荷結合素子 (CCD)を用いた直径測定の研究：（竹佐和彦，佐藤壽芳）機械学会講演論文集，

844, 5, 23-30, 1984. 3, E 

コンクリートベッド採用マシニングセンタの開発（その 1)(コンクリートベッドの振動特性

に関する研究）：（永易修，新納敏文，杉下寛，西山宏，佐藤壽芳，大堀真敬）精機学会春季

大会講演論文集， 859-862, 1984. 3, E 

コンクリートベッド採用マシニングセンタの開発（その 2)(コンクリートベッド採用マシニ

ングセンタの振動特性に関する研究）：（杉下寛，西山宏，永易修，新納敏文，佐藤壽芳，大

堀真敬）精機学会春季大会講演論文集， 863-866,1984. 3, E 

棚澤研究室 (TANASAWA Lab.) 

血液における炭酸ガスの促進拡散：（谷下一夫，棚澤一郎，山口隆美，菅原基晃）医用電子と

生体工学， 21, (特別号）， 1983.4, E 
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水平方向に温度勾配を付与した水平流体層内の浮力．．マランゴニカ共存自然対流の研究：（前

川透棚澤一郎，塩冶震太郎，落合淳一）第20回日本伝熱シンボジウム講演論文集， 526-528,

1983. 6, E 

より高性能の伝熱面を求めて：（棚澤一郎） MOL, 21, 7, 47-51, 1983. 7, G 

Measurement of Condensation Curves of Steam at Atmospheric Pressure : (Ichiro Tanasa-

wa, Yoshiro Utaka) Trans. ASME, J. Heat Transfer, 105, 3, 633-638, 1983. 8, C 

新しい熱交換器の研究開発の動向：（棚澤一郎） '83新テクノロジーシンポジウム PART3教材，

3.1-3. 7, 1983.8, G 

血液における炭酸ガスの拡散係数の測定：（谷下一夫，棚澤一郎，山口隆美，菅原基晃）日本

機械学会講演論文集， No.830-13,20-27, 1983.10, E 

Facilitated Diffusion of Carbon Dioxide in Whole Blood and Hemoglobin Solution : 

(Kazuo Tanishita, Ichiro Tanasawa, Takami Yamaguchi, Motoaki Sugawara) Proc. 4th 

Japan Symposium on Thermophysical Properties, 25-28, 1983.10, E 

Genuine and Pseudo—Thermophysical Properties of Biological Media : (Ichiro Tanasawa, 

Kazuo Tanishita) Proc. Japan—U.S. Joint Seminar on Thermophysical Properties, 121-

126, 1983. 10, D 

タービュレンス・プロモータによる長方形管内強制対流熱伝達の促進（第 2報，無孔板・多孔

板・半多孔板プロモータ付き伝熱面の性能比較）：（棚澤一郎，西尾茂文，宮崎洋，高野清）

日本機械学会第922回講演会（熱工学）前刷集， 104-109,1983.11, E 

熱交換器用タービュレンス・プロモータ付き伝熱面の流動・伝熱特性の最適化に関する研究：

（棚澤一郎，西尾茂文）エネルギー特別研究昭和58年度研究成果報告書， 21-24, 1984. 1, 

F 

タービュレンス・プロモータによる長方形管内強制対流熱伝達の促進（第 2報，無孔板・多孔

板・半多孔板プロモータ付き伝熱面の性能比較）：（棚澤一郎，西尾茂文，宮崎洋，高野清）

日本機械学会論文集 (B編）， 50,451, 1984. 3, C 

大野研究室 (OHNO Lab.) 

自動車公害防止技術に関する第 5次報告：共同執筆，環境庁， 1983.5, F 

自動車用歯車変速機の歯打ち音の研究（第 1報，実験的研究）：（片岡真澄，大野進一，鈴木常

夫）機械学会山梨地方講演会講演論文集， 90-92,機械学会， 1983.10, E 

自動車用歯車変速機の歯打ち音の研究（第 2報，シミュレーション解）：（片岡真澄，大野進一，

鈴木常夫）機械学会山梨地方講演会講演論文集， 93-95,機械学会， 1983.10, E 

Calculation of the Sound Pressure Produced by Structural Vibration Using the Results of 

Vibration Analysis : (Junji Takatsubo, Shinichi Ohno, Tsuneo Suzuki) Bulletin of the 

JSME, 26, 221, 1970-1976, 機械学会， 1983.11, C 
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中川研究室 (NAKAGAWA Lab.) 

エッジベンディング方式による円管のプレス送り曲げ成形：（小川秀夫，田村公男，中川威雄）

昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 463-466,1983. 5, E 

厚板の加熱プレスシェービング加工（第 4報）：（村川正夫，大川陽康，古閑伸裕，鈴木清，中

川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 501-504,1983. 5, E 

単動プレスによる対向液圧成形：（鈴木消，三枝英尋，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講

演会講演論文集， 557-560,1983. 5, E 

対向液圧を利用した周液圧逆再絞り法：（中村和彦，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演

会講演論文集， 565-570,1983. 5, E 

高速粉末鍛造に関する研究（第 2報高速粉末鍛造における型の温度変化の測定）：（戴豊樹，柳

原直人，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 611-614, 1983. 5, E 

高速粉末鍛造に関する研究（第 3報有限要素法による粉末鍛造型の温度分布の計算）：（戴豊樹，

柳原直人，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 615-618, 1983. 5, E 

粉末鍛造品の寸法精度：（戴豊樹，中川威雄）昭和58年度粉体粉末冶金協会春季大会講演概要集，

54-55, 1983. 5, E 

Powder Forging of Brass : (T. Nakagawa, T. Amano, & T. Hamai) Metal Powder Report, 

38, 5, 251-255, 1983. 5, D 

レーザ加工による絞り型の製作：（国枝正典，中川威雄）プレス技術， 21, 6, 10-11, 1983. 6, 

G 

鋳鉄粉を利用した高強度焼結材：（塙健三，明智清明，中川威雄）粉体および粉末冶金， 30,4, 

167-170, 1983. 6, C 

冷間鍛造用素材取りとしての棒材せん断ーその技術と加工機構IIー：（中川威雄，工藤英明，

田村公男）塑性と加工， 24,271, 830-839, 1983. 8, C 

Warm Press Shaving of Gear Parts : (M. Murakawa, K. Ohkawa, N. Koga, K. Suzuki & T. 

Nakagawa) Proceedings of the 24th International Machine Tool Design and Research 

Conference, 111-118, 1983.8, D 

Magnetically Pressed Polishing Tool for a Die Finishing Robot : (M. Kunieda, T. Nakaga-

wa, H. Hiramatsu & T. Higuchi) Proceedings of the 24th International Machine Tool 

Design and Research Conference, 295-303, 1983. 8, D 

High Strength PIM Parts Made of Cast Iron Swarf Powder From Automobile's Cylinder 

Block : (T. Nakagawa, Feng Shuh Dai, & K. Hanawa) 16th Plenary Meeting of ICFG., 

1983. 9, D 

レーザ加工による積層プレス型の製作：（中川威雄，鈴木清，野口裕之，坂上啓二）東京大学

生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3 , 44-48, 1983. 9, A 

浸炭した FeとFe-Si焼結品における球状黒鉛の成長： (Franz, Puckert, 塙健三，明智清明，
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中川威雄）日本金属学会秋期大会一般講演概要， 531, 1983. 10, C 

磁気吸引研摩工具の開発：（国枝正典，高橋裕一郎，樋口俊郎，中川威雄）昭和58年度精機学

会秋季大会学術講演会論文集， 95-98,1983. 10, E 

レーザによる絞り型の製作：（国枝正典，引地良二，中川威雄）昭和58年度精機学会秋季大会

学術講演会論文集， 575-578,1983.10, E 

鋳鉄粉粉末鍛造品の熱処理：（塙健三，戴豊樹，中川威雄）昭和58年度粉体粉末冶金協会秋季

大会講演概要集， 80-81, 1983.11, E 

シリンダーブロックの切粉を利用した高強度粉末冶金部品：（戴豊樹，塙健三，中川威雄）昭

和58年度粉体粉末冶金協会秋季大会講演概要集， 88-89,1983. 11, E 

適正曲げ型形状の検討一送り曲げエッジベンディング方式による長尺帯板からの円管成形―:

（小川秀夫，田村公男，植松洋次，中川威雄）第34回塑性加工連合講演会， 249-252,1983. 11, 

E 

NC塑性加工機械：（中川威雄，植松哲太郎）「NCシステム事典」， 418-430,朝倉書店， 1983.11,

B 

レーザ加工による積層抜き型の試作：（横井秀俊，鈴木敬，鈴木清，中川威雄）第34回塑性加

工連合講演会， 423-426, 1983.11, E 

樹脂含浸焼結材料の耐摩耗性：（竹内栄一，浅見淳一，中川威雄）潤滑， 28,11, 13-17, 1983.11, 

C 

磁力研摩ロボットによる曲面研摩：（国枝正典，中川威雄）第23回「産業用ロボット利用技術

講習会」テキスト， 8 -13, 1983. 11, G 

磁力研摩ロボットによる曲面研摩と金型自動みがきへの応用：（国枝正典，中川威雄）プラス

チック工業技術研究会講演要旨集， 1 -15, 1983. 12, G 

磁気吸引研摩ロボットによる金型みがき：（国枝正典，中川威雄）プレス技術， 21,13, 48-52, 

1983. 12, G 

レーザ加工による金型製作の可能性：（中川威雄）プレス技術， 22, 2, 32-37, 1984. 2, G 

鋳鉄粉の粉末冶金：（塙健三，中川威雄）生産研究， 36, 2, 79-85, 1984. 2, A 

磁力研摩ロボットによる曲面の研摩：（国枝正典，樋口俊郎，中川威雄）生産研究， 36, 2, 

105-108, 1984. 2, A 

法線方向と変位を検出する磁カセンサの研究：（国枝正典，中川威雄）昭和59年度精機学会春

季大会学術講演会講演論文集， 413-416,1984. 3, E 

磁力研摩ロボットによる曲面の研摩：（国枝正典，樋口俊郎，中川威雄）昭和59年度精機学会

春季大会学術講演会講演論文集， 853-856,1984. 3, E 

木内研究室 (KIUCHI Lab.) 

UBETの非軸対称鍛造加工への応用に関する研究ー非対称フラッシュ部への材料充満の解析

：（木内学，唐戸彰夫）生産研究， 35, 1 , 12-15, 1983. 1, A 
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電縫管の成形に関する研究・（第 5 報）—フィンパス成形時の縁部のメタルフロー：（木内学，

新谷賢，高田橋俊夫）生産研究， 35, 1 , 16-19, 1983.1, A 

正方形・矩形•六角形その他異形材の押出し・引抜き加工の上界法による解析-―異形材の押出

し・引抜き加工に関する研究ー：（木内学，岸英敏，石川政和）塑性と加工， 24,266, 290 

-296, 日本塑性加工学会， 1983.3, C 

半溶融加工に関する実験的研究•第15報一繊維強化複合材料の製造・加工に関する検討. 1-

：（木内学，杉山澄雄，鍬崎尚哉，星野祐作）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集，

21-24, 日本塑性加工学会， 1983.5, E 

電縫管の成形に関する研究• 第 6報ーフィンパスロールの成形機能と限界一：（木内学，新谷

賢，高田橋俊夫）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 89-92, 1983. 5, E 

ロールフォーミング汎用シミュレーターの開発に関する研究• 第 3報ーロー）レフラワーの自動

設計（手法）一：（木内学，高田橋俊夫）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 93-96,

日本塑性加工学会， 1983.5, E 

ロールフォーミング汎用シミュレーターの開発に関する研究• 第4報ーロー）レフラワーの自動

設計（応用）ー：（木内学，高田橋俊夫）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 97-102,

日本塑性加工学会， 1983.5, E 

UBETの非軸対称鍛造加工への応用に関する研究ー非対称フラッシュ部への材料充満の解

析・ 2-:(木内学，唐戸彰夫）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 249-252, 日

本塑性加工学会， 1983.5, E 

Correction of Eccentric Distribution of Wall-Thickness in Tube Drawing : (M. Kiuchi, M. 

Ishikawa) Int. Con£. Developments in the Drawing of Metals. 164 -172, The Metal 

Society, 1983. 5, D 

L-,T-,H—形材の押出し・引抜き加工の上界法による解析：（木内学，石川政和），塑性と加工，

24, 270, 722-729, 日本塑性加工学会， 1983.7, C 

ロールフォーミング汎用シミュレーターの開発に関する研究 (3)ーロールフラワーの自動設

計（手法）ー：（木内学，高田橋俊夫）生産研究， 35, 7, 336-339, 1983. 7, A 

電縫管の成形に関する研究・（第 6報）ーフィンパスロール成形機能と限界一：（木内学，新谷

賢高田橋俊夫）生産研究， 35, 7, 324-327, 1983. 7, A 

半溶融加工に関する実験的研究・（第15報）一繊維強化複合材料の製造および加工に関する検

討・ 1-:(木内学，杉山澄雄，鍬崎尚哉，星野祐作）生産研究， 35, 7, 328-331, 1983. 7, 

A 

ロールフォーミング汎用シミュレーターの開発に関する研究 (4)ーロールフラワーの自動設

計（応用）一：（木内学，高田橋俊夫）生産研究， 35, 8, 367-370, 1983. 8, A 

UBETの非軸対称鍛造加工への応用に関する研究ー非対称フラッシュ部への材料充満の解

析・ 2-:(木内学，唐戸彰夫）生産研究， 35, 8, 389-392, 1983. 8, A 

半溶融鍛造法による粒子強化複合材料の製造および加工：（木内学，杉山澄雄，遠藤昇，鍬崎
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尚哉）塑性と加工， 24,272, 974-980, 日本塑性加工学会， 1983.9, C 

複合材料技術に関する研究・粒子強化複合材料の製造・加工：（木内学，杉山澄雄）東京大学

生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 59-62, 1983. 9, F 

複合材料技術に関する研究・粒子強化複合材料の製造・加工：（木内学，杉山澄雄，遠藤昇）

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 63-66, 1983. 9, F 

複合材料技術に関する研究・粒子強化複合材料の半溶融鍛造加工：（木内学，杉山澄雄，遠藤昇，

鍬崎尚哉）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 67-70, 1983. 9, F 

Roll Forming of Circular Tube-Automated Design System of Optimal Roll Profiles-: 

(Manabu Kiuchi, Toshio Koudabashi) Int. Conf. Tubes and Energy, 1/4/1-1/4/15, 

The International Tube Association, 1983. 10, D 

極限解析の圧延加工への応用•第 4 報一非対称圧延の一般的解析モデルの構成―: （木内学，

向四海）第34回塑性加工連合講演会購演論文集， 105-108,1983.11, E 

極限解析の圧延加工への応用• 第5報一非対称圧延によるそりの発生に関するシミュレーショ

ン―:（木内学，向四海）第34回塑性加工連合講演会講演論文集， 109-112,1983. 11, E 

半溶融鍛造法による粒子強化積層複合材料の製造および特性：（木内学，杉山澄雄，遠藤昇）

塑性と加工， 24,274, 1113-1119, 日本塑性加工学会， 1983.11, C 

異形材の押出し加工の理論：（木内学）生産研究， 36,.2, 61-69, 1984. 2, A 

極限解析の圧延加工への応用・（第 4報）一非対称圧延の一般的解析モデルの構成（木内学，向

四海）生産研究， 36, 2, 112-115, 1984. 2, A 

極限解析の圧延加工への応用・（第 5報）一非対称圧延による曲がりの発生に関するシミュレー

ション―:（木肉学，向四海）生産研究， 36, 2, 116-119, 1984. 2, A 

前田研究室 (MAEDA Lab.) 

海洋エネルギー利用に関する報告書：（本間琢也，前田久明ほか）， ECOR日本委員会， 1983.3,

F 

Report on Utilization of Ocean Energy : (Homma, T. , Maeda, H. et al) Japan National 

Committee of ECOR, 1983. 3, F 

波浪発電に関する基礎研究：（前田久明）エネルギー資源， 4, 3, 56-60, エネルギー資源

研究会， 1983.5, C 

波浪発電：（前田久明）エネルギー変換技術， 40-48, 日本科学技術振興財団， 1983.5, F 

現代社会とエネルギー：（茅陽一，前田久明ほか）， 241-269,東大出版会， 1983.10, B 

1983年オフショア技術会議の概要：（前田久明）日本造船学会誌， 653,38-47, 日本造船学会，

1983. 11, F 

Fundamental Research on Absorbing Energy from Ocean Waves : (Maeda, H. and Kinoshi-

ta, T.) Na val Arch and Ocean Eng. , 21, 日本造船学会， 1983, C 

Fundamental Research on Oscillating Water Column Wave Power Absorbers: (Maeda, H., 
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Kinoshita, T., Masuda, K. and Kato, W.) Proc. of OMAE Symp., ASME, 1984. 2, C 

今中研究室 (IMAN AKA Lab.) 

精密機械加工： （今中治（監修，分担執筆））未来産業技術， III,148-157, (財）科学技術広

報財団， 1983.4, B 

変動期に生きる技術者：（今中治）マシニスト27, 4, 13, 1983. 4, G 

硬脆材料の基本的特性とその加工技術：（今中治）機械と工具， 27, 6, 26-32, 1983.6, G 

セラミックスの精密加工の基礎と最近の動向：（今中治）セラミックス， 18, 6, 468-472, 

1983.6, C 

光学材料・部品の加工技術：（今中治（監修，分担執筆）），（株）総合技術センター， 1983.7,

B 

ポリシャ表層の動的粘弾性挙動：（今中治，黒部利次，佐藤彰）精密機械， 49, 9, 1209-1214, 

1983.9, C 

最近の精密研磨法：（今中治）実務表面技術， 30, 9, 364-370, 1983.9, C 

最新ファインセラミックス技術：（今中治（分担執筆））， 16-21,196-202, (株）工業調査会，

1983.10, B 

ニューセラミックスの精密加工技術：（今中治）日本機械学会東海支部•関西支部合同企画第

16回座談会資料， 43-49,1983.10, G 

最近開発された新しい研磨技術：（今中治，黒部利次）金属， 53,11, 17-21, 1983.11, G 

ファインセラミックスの精密加工：（今中治） FC Report, 1 , 11, 3-10, 1983.11, C 

精密ということ (1): ・（今中治）はぐるま， 28,12, 3 -6, 1983.12, G 

ファインセラミックスの利用技術と加工技術：（今中治）マシニスト， 23, 1 , 27-33, 1984.1, 

G 

メカノケミカル・ポリシングー固相反応利用の超精密研磨技術ー：（今中治，安永暢男）機械

とエ具， 28, 1 , 84-89, 1984.1, G 

セラミックスの精密加工技術：（今中治）「新素材の動向と新しい加工技術」に関するシンボジ

ウム前刷集， 51-57, 自動車技術会， 1984.1, G 

セラミックスの強度と破壊対策， 40. セラミックスの精密加工におけるトラプルと対策：（今

中治（分担執筆））， 499-512, 中部経営開発センター， 1984.1, B 

精密ということ (2): (今中治）はぐるま， 29, 2, 10-13, 1984.2, G 

軟質粒子によるメカノケミカル・ポリシング：（今中治，安永暢男）生産研究， 36, 2 , 41-46, 

1984.2, A 

ファインセラミックスハンドプック， 5.セラミックスの精密加工（表面加工，切断・穴あけ）

：（今中治（分担執筆））， 236-254,朝倉書店， 1984.Z-, B 

ウォータージェット加工の動向：（今中治）技研ニュース， 94, 1 -2, (財）機械振興協会，

1984.2, G 
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ファインセラミックス'84, ファインセラミックスの精密加工：（今中治（分担執筆））， 85-89,

ファインセラミックスフェア協議会， 1984.2, B 

機能材料と加工技術：（今中治）機能材料， 4, 3, 18-19, 1984.3, G 

ファインセラミックスの精密加工：（今中治）ファインセラミックス先端技術ハイライト， 6' 

1 -3, ファイセラ研究所， 1984.3, G 

磁性流体利用の静圧ネジの開発：（黒部利次，今中治，佐藤一敬）昭和59年度精機学会春季大

会学術講演会論文集， 183-184, 1984.3, E 

先在クラック進展に及ぼす単粒押し付け荷車の影響：（宮崎猛，羽山裕祥，今中治）昭和59年

度精機学会春季大会学術講演会論文集， 423-426,1984.3, E 

磁性流体利用による砥粒加工（第 2報）一内面研磨特性―:（黒部利次，今中治，前多宏志）昭

和59年度精機学会春季大会学術講演会論文集， 773-774,1984.3, E 

磁性流体利用による砥粒加工（第 3報）一平面研磨―:（今中治，上村康幸，黒部利次）昭和59

年度精機学会春季大会学術講演会論文集， 775--'-776,1984.3, E 

作用砥粒数制御によるボリシングー磁性流体利用の磁気ポリシングー：（黒部利次，示野和弘，

今中治）昭和59年度精機学会春季大会学術講演会論文集， 777-778,1984.3, E 

小林（敏） 研究室 (KOBAYASHI Lab.) 

Cross-Wind Effects and T_he Dynamics of Light Cars : (Toshia Kobayashi, Koza Kitoh) 

Technological Advance in Vehicle Design, SP3, 142-154, 1983.4, D 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究・第 2報 層流のシミュレーション：（狩野

正徳，小林敏雄，石原智男）生産研究， 35, 5, 216-220, 1983.5, A 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究・第 3報 Large Eddy Simulationによる

流れ場の予測：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）生産研究， 35, 6 , 307-310, 1983.6, 

A 

画像処理に適した流れの可視化方法：（小林敏雄，石原智男，佐賀徹雄，瀬川茂樹，斉藤誠）

流れの可視化学会誌， 3, 10, 193-198, 1983.7, C 

Automatic Analysis of Photograhs of Trace Particles by Microcomputer System : (Toshio 

Kobayashi, Tomoo Ishihara, Nobuo Sasaki) Proc. of Third International Sympsium on 

Flow Visualization, 261-265, 1983.9, D 

流れの可視化と画像処理 (2): (高木幹雄，小林敏雄）流れの可視化学会誌， 3,11, 338-349, 

1983.10, C 

コンピュータによる流れの解析：（小林敏雄）流れの可視化学会第 1回講習会教材， 81-90,

1983.11, F 
乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究• 第 4報 Large Eddy Simulationによる

計算結果：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）生産研究， 35, 12, 517-520, 1983.12, A 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究•第 5 報 k-€ モデルによる流れ場の予測
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：（小林敏雄，狩野正徳，石原智男）生産研究， 36, 1, 17-20, 1984.1, A 

乱流促進体をもつ二次元チャンネル内の乱流予測に関する研究• 第 1報 Large Eddy 

Sumulationによる数値予測：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男）日本機械学会論文集， 50,

449, 257-264, 1984.1, C 

流れの可視化と画像処理 (3): (高木幹雄，小林敏雄）流れの可視化学会誌， 4, 12, 1984.1, 

C 

円錐ディフューザにおける抵抗体の効果の数値予測・第 1報 q-Eモデルによる数値シミュ

レーションと抵抗体の効果の評価：（小林敏雄，中山亨，石原智男）日

844-6, 39-46, 1984.3, E 

乱流促進体まわりの流れの数値予測に関する研究・第 6報 実験結果と計算結果の比較：（狩

野正徳，小林敏雄，石原智男；佐賀徹雄）生産研究， 36, 3, 162-165, 1984.3, A 

円錐ディフューザにおける抵抗体の効果の数値予測• 第 1報 q-Eモデルによる数値シミュ

レーション：（小林敏雄，中山亨，石原智男）生産研究， 36, 3, 170-173, 1984.3, A 

乱流促進体をもつ二次元チャンネル内の乱流予測に関する研究• 第 2報 K— c モデルによる

数値予測および実験結果との比較：（狩野正徳，小林敏雄，石原智男佐賀徹雄）日本機械学

講演論文集， 840-4, 10-16, 1984.3, E 

吉識研究室 (YOSHIKI Lab.) 

周期変動流中の翼面圧力分布に関する研究（第 1報，実験）：（吉識睛夫，高間信行）生産研究，

35, 5, 228-231, 1983.5, A 

周期変動流中の翼面圧力分布に関する研究（第 2報，平板翼近似）：（吉識睛夫，神川信久，筒

井康賢，高間信行）生産研究， 35, 7, 356-359, 1983.7, A 

周期変動流中の翼面圧力分布に関する研究（第 3報，薄翼近似）：（吉識睛夫，神川信久，筒井

康賢，高間信行）生産研究， 35, 8, 399-402, 1983.8, A 

円管内往復流動の研究（第 2 報，管内流動状況•その 2) : (吉識睛夫，遠藤敏彦，

高間信行）日本機械学会北海道支部講演会論文集， 832-3,11-13, 1983.10, E 

周期変動流中の単独翼まわりの圧力分布（第 2報，薄翼近似）：（吉識睛夫，神川信久，筒井康

賢，高間信行）日本機械学会北海道支部講演会論文集， 832-3,17-24, 1983.10, E 

ラジア）レ排気タービンの脈動流駆動特性の研究（排気管長さの影響）：（吉識睛夫，尾崎大介，

遠藤敏彦，高間信行）日本機械学会山口地方講演会論文集， 835-4, 130-132, 1983.11, E 

車両用ディーゼル機関のターボ過給：（吉識晴夫）生研セミナーテキスト， 1 -98, 1983.12, 

G 

周期変動流中の単独翼まわりの圧力分布（第 1報，平板翼近似）：（吉識睛夫，神川信久，筒井

康賢，高間信行）日本機械学会論文集 (B編）， 49,448, 2922-2928, 1983.12, C 
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増沢研究室 (MASUZAWA Lab.) 

Wire-ECM for Finishing Surfaces Produced by NC-Wire EDM : (Takahisa Masuzawa, 

Shigenori Sakai) Proc. of ISEM 7, 285-291, 1983.4, D 

セルフフラッシング法による放電加工：（増沢隆久， C.].ヘウフェルマン）電気加工技術， 6, 

16, 25-29, 1983.5, E 

A Self-Flushing Method With Spark-Erosion Machining : (Takahisa Masuzawa, C.]. 

Heuvelman) Annals of the CIRP, 32, 1, 109-111, 1983.8, D 

Water-Based Dielectric Solution for EDM: (Takahisa Masuzawa, Katsuya Tanaka, Yoshi-

mitsu Nakamura) Annals of the CIRP, 32, 1, 119-122, 1983.8, D 

Study on Low Energy Ion Extraction in a Kaufman Type Ion-Milling Equipment : 

(Takahisa Masuzawa, Ichiro Tsuchiya) Proc. Int'! Ion Engg Congress—ISIAT'83 & 

IPAT'83, 765-770, 1983.9, D 

低電圧イオンシャワー装置の高能率化：（増沢隆久，土屋一郎）昭和58年度精機学会秋季大会

学術講演論文集， 353-354,1983.10, E 

セルフフラッシング法による放電加工：（増沢隆久）生産研究， 36, 2, 47-52, 1984.2, A 

Low-Energy High-Current Ion Source for Ion—Shower Application : (Takahisa Masuza・

wa, Ichiro Tsuchiya) Seisan Kenkyu, 36, 2, 97-100, 1984.2, A 

CO2レーザによる表面焼入れの研究一薄肉円筒内面焼入れへの応用―:（増沢隆久，寺井晴彦，

中村英）昭和59年度精機学会春季大会学術講演論文集， 1984.3, E 

藤田（隆） 研究室 (FUJITA Lab.) 

積層ゴムによる重量機器の免震支持（第 3報縮尺モデルによる免震支持された系の振動実験）

：（藤田隆史，藤田聡，芳沢利和，鈴木重信）日本機械学会講演論文集， 830-6, 155-157, 

1983.4, E 

積層ゴムによる重量機器の免震支持（第 4報 免震支持された系の地震応答解析）：（藤田隆史，

藤田聡芳沢利和，鈴木重信）日本機械学会講演論文集， 830-6,158-160, 1983.4, E 

直線運動機構を利用した免震装置の研究（第 1報 免震装置の構造と振動特性）：（藤田隆史，

余語邦彦，小見俊夫）生産研究， 35, 4, 197-200, 1983.4, A 

予引張りばねを利用した免震床の研究（第 1報 免展装置についての基礎研究）：（藤田隆史，

服部忍，石田二郎）日本機械学会論文集 (C編）， 49,441, 727-736, 1983.5, C 

予引張りばねを利用した免震床の研究（第 2報 実大モデルについての実験）：（藤田隆史，服

部忍，石田二郎）日本機械学会論文集 (C編）， 49,441, 737-744, 1983.5, C 

予引張りぱねを利用した免震床の研究（第 3報実大免震床についての解析）：（藤田隆史，服

部忍）日本機械学会論文集 (C編）， 49,441, 745-754, 1983.5, C 

最近の免震装置•免震構造：（藤田隆史）日本機械学会第555回講習会教材， 99-114, 1983.5, 
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G 

直線連動機構を利用した免震装置の研究（第 2報 地震波加振実験と応答解祈）：（藤田隆史，

余語邦彦，小見俊夫）生産研究， 35, 5, 6 -9, 1983. 5, A 

直線運動機構を利用した免震装置の研究（第 3報 原子力発電所の屯気計装盤への応用）：（藤

田隆史，余語邦彦，小泉孝之，小見俊夫）生産研究， 35, 7, 28-31, 1983.7, A 

地震被害報告 日本海中部地震（その 2 石油タンクの地震被害）：（藤田隆史，下坂陽男，藤

田聡）日本地震工学振興会ニュース， 72,30-34, 1983.9, G 

三次元免震装置の振動実験と自然地震による応答観測：（藤田隆史，鞍本貞之）生産研究， 35,

9, 39-41, 1983.9, A 

誘尊円板形継電器の地震時誤動作の発生機構に関する研究（水平二次元加振による誤動作発生

機構）：（藤田隆史，井上昭彦，服部忍，柴田碧）日本機械学会講演論文集， 830-11,223-230, 

1983.10, E 

直線運動機構を利用した免震装置の研究：（藤田隆史，余語邦彦，小見俊夫，小泉孝之）日本

機械学会講演論文集， 830-11,231-238, 1983.10, E 

積層ゴムによる重量機器の免震支持（第 2報：免震支持された系についての振動実験と応答解

析）：（藤田隆史，藤田聡，芳沢利和，鈴木重信）日本機械学会講演論文集， 835-3,15-22, 

1983.11, E 

免震は有用か：（藤田隆史）機械の研究， 36, 1, 91-97, 1984, G 

西尾研究室 (NISHIO Lab.) 

急冷過程における冷却曲線の予測法に関する研究（第 1報，静止蒸留水中での小物体の急冷）

：（西尾茂文，上村光宏）生産研究， 35, 7, 332-335, 1983.7, A 

球まわりの沸騰熱伝達における極小熱流束点に関する研究：（西尾茂文）日本機械学会論文集，

49, 442, 1185-1194, 1983.6, C 

静止水の冷却能力に関する実験的研究（サプクール度の影響）：（西尾茂文，上村光宏）熱処理，

23, 5, 260-265, 1983.10, C 

沸騰特性に対する表面熱抵抗層の影響：（西尾茂文）第20回伝熱シンボジウム講演論文集， 20,

211-213, 1983.6, E 

タービュレンス・プロモータによる長方形管内強制対流熱伝達の促進（第 2報：無孔板・多孔

板・半多孔板付き伝熱面の性能比較）：（棚澤一郎，西尾茂文，宮崎洋，高野清）日本機械学

会第922回（熱工学）講演論文集， 922, 104-109, 1983.11, E 

水平平面上での沸騰熱伝達における極小熱流束点に関する研究（非定常性・伝熱面熱伝羽性の

影響）：（西尾茂文）日本機械学会第61期通常総会講演論文集， 840-5, 1984.3, E 
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浦研究室 (URA Lab.) 

粉粒体の三次元流れの計測 (I])一円筒容器内の重力流れー：（浦環，吉田傑）生産研究， 35,

4, 190-193, 1983.4, A 

粉粒体の重力流れに関する研究：（浦環，吉田傑）日本機械学会講演論文集， 830,12, 246-248, 

1983. 7, E 

排土板による粉粒体の 3次元変形：（浦環，坂巻隆）日本機械学会講演論文集， 840, 6, 16-

18, 1984. 1 , E 

精鉱運搬船に起こる荷の移動に関する研究：（浦環，能勢義昭，岡安孝行）日本航海学会論文集，

70, 1984.1, C 

液状化による含水精鉱の荷崩れ：（浦環，岡安孝行，能勢義昭，田中正人）日本造船学会論文集，

154, 176-182, 1984.1, C 

錨に何を期待するか：（浦環）伊勢湾海難防止協会会報別冊， 40, 1 -12, (社）伊勢湾海難防

止協会， 1984.1 , G 

信頼のできる錨：（浦環） トランスボート， 159,10-13, 運輸省， 1983.12, G 

樋口研究室 (HIGUCHI Lab.) 

電気油圧サーボ機構を利用した非円形輪郭切削に関する基礎研究：（樋口俊郎，菅井博，手昌朝，

水野毅）生産研究， 36, 2, 109-111, 1984. 2, A 

ステップモータの試験法に関する研究ー静止トルク特性測定法の検討―:（樋口俊郎，沢田克

秀，渡辺昭）生産研究， 36, 2 , 124-127, 1984. 2, A 

磁力研麿ロボットによる曲面研磨：（国枝正典，樋口俊郎，中川威雄）生産研究， 36, 2, 105 

-108, 1984. 2, A 

FMSにおける搬送システムと搬送装置：（樋口俊郎）日本機械学会誌， 86,775, 653-657, 

1983. 6, C 

永久磁石形ステップモータを利用した教示再生ロボット：（樋口俊郎）システムと制御， 27,9, 

606-611, 1983. 9, C 

ステッピングアクチュエータの開発と制御の動向：（樋口俊郎）精密機械， 49,11, 1499-1505, 

1983. 11, C 

5自由度制御形磁気軸受制御系の研究（フィードバック補償機構の構造と閉ループ系の動特性）

：（水野毅，樋口俊郎，相川登）計測自動制御学会論文集， 19,12, 1004-1010, 1983.12, 

C 

PM形ステップモータにおける中周波共振現象の解析：（樋口俊郎，水野毅）精密機械， 50, 2, 

376-380, 1984. 2, C 

Magnetically Pressed Polishing Tool for a Die Finishing Robot : (Masanori KUNIEDA, 

Takeo NAKAGAWA, Hiromichi HIRAMATU and Toshiro HIGUCHI) Proc. of 24th In-

254 



ternational Machine Tool Design and Reseach Conference, 295-303, 1983. 8, D 

リニアステップモータを応用した工程間搬送装置の開発：（樋口俊郎，野吾英俊，増田勝利）

第27回システムと制御研究発表講演会講演論文集， 89-90, 1983. 5, E 

5自由度制御形磁気軸受制御系の最適設計（第 5報 一定方向周期外力に対する応答）：（水野

毅，樋口俊郎，相川登）第27回システム制御研究発表講演会講演論文集， 151-152,1983. 5, 

E 

非円形輪郭切削に関する研究（逆伝達関数法による電気油圧サーボ系の遅れの補償）：（樋口俊

郎，水野毅，手昌朝，菅井博）第27回システム制御研究発表講演会講演論文集， 153-154,

1983. 5, E 

5 自由度制御形磁気軸受制御系の最適設計（第 6 報）一不つり合い補償の基礎実験—- : (水野毅，

樋口俊郎）第22回SICE学術講演会講演論文集， 539-549,1983. 7, E 

磁気吸引研磨工具の開発：（国枝正典，高橋裕一郎，樋口俊郎，中川威雄）昭和58年度精機学

会秋季大会学術講演会講演論文集， 95-96, 1983.10, E 

逆起電力検出による PM形ステップモータの閉）レープ制御駆動の研究ートランスを用いた逆

起電力検出法について―:（樋口俊郎，池田耕吉）昭和58年度精機学会秋季大会学術講演会

講演論文集， 181-182,1983.10, E 

ステップモータの試験法に関する研究ー静止トルク特性測定法の検討―:（樋口俊郎，沢田克

秀，渡辺昭）昭和58年度精機学会秋季大会学術講演会講演論文集， 183-184, 1983. 10, E 

リニアステップモータを応用した工程間搬送装置の開発：（第 3報）一台車の運動制御について

-:(樋口俊郎，野吾英俊）昭和58年度精機学会秋季大会学術講演会講演論文集， 185-186,

1983.10, E 

閉）レープ制御駆動される PM形ステップモータの動特性の解析：（水野毅，樋口俊郎）第26回

自動制御連合講演会前刷， 207-208,1983.11, E 

ステップモータの閉ループ制御駆動に関する研究一進み角と動トルク特性の関係について一：

（樋口俊郎，水野毅，沢田克秀）昭和59年度精機学会春季大会学術講演会講演論文集， 719-

720, 1984. 3, E 

PM形ステップモータのミニステップ駆動による高精度位置決めに関する研究：（樋口俊郎，

沢田克秀）昭和59年度精機学会春季大会学術講演会購演論文集， 721-722, 1984. 3, E 

リニアステップモータを応用した工程間搬送装置の開発：（第 4報）一電磁石部の構造の改良に

ついて：（樋口俊郎，辻司雄，中村健，野吾英俊）昭和59年度精機学会春季大会学術講演会

講演論文集， 723-724, 1984. 3, E 

ステップモータの基礎と応用：（樋口俊郎）生研セミナーテキスト，コース88, 1983. 7, G 

磁気軸受の制御系：（樋口俊郎）精機学会講習会「超精密•高性能機械要素の応用と問題点」

テキスト， 74-82, 1983. 12, G 
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木下研究室 (KINOSHITA Lab.) 

多胴船型浮消波堤について（第 2報）：（木下健，高岩千人ほか）日本造船学会論文集， 154,

215-221, 日本造船学会， 1983.11, C 

多胴船型浮消波堤実用模型の緒性能について（第 1報）：（高岩千人，木下健ほか）日本建築学

会学術研究梗概集， 2919-2920, 日本建築学会， 1983.9, E 

空気タービン式波浪発電装置の総合設計と特性解析（第 1報）一初期設計ー：（木下健，増田光

ー）生産研究， 35, 8, 393-396, 1983. 8, A 

Fundamental Research on Absorbing Energy from Ocean Wave : (T. Kinoshita, and H. 

Maeda,) Naval Arch and Ocean Eng., 21, 日本造船学会， 1983, C 

Fundamental Reserch on Oscillating Water Column Wave Power Absorbers : (H. Maeda, 

T. Kinoshita, K. Masuda, and W. Kato) Proc. of OMAE Symp., ASME, 1984. 2, C 

谷 研究室 (TANI Lab.) 

Development of Small Three-component Dynamometer for Cutting Force Measurement : 

(Yasuhiro TANI, Yotaro HATAMURA, and Takaaki NAGANO) Bulletin of the JSME, 

26, 214, 650-658, 1983. 4, C 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 1報）：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）

生産研究， 35, 6, 311-314, 1983. 6, A 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 2報）：（仙波卓弥，谷泰弘，佐藤壽芳）

生産研究， 35, 8, 381-384, 1983. 8, A 

平行平板形研削動力計に関する一考察（第 2報）：（谷泰弘，畑村洋太郎，長尾高明）精密機械，

49, 9, 1251-1256, 1983. 9, C 

プラスティシンモデル実験による正面研削の研究（第 2報）：（谷泰弘，長尾高明，竹中規雄）

精密機械， 49, 10, 1340-1344, 1983. 10, C 

BEMならびに BEM-FEM結合解析法の高精度化に関する研究：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤

日本機械学会講演論文集， 830-9,120-122, 1983. 10, E 

磁性流体を用いた研砦方法（第 1報）：（河田研治，谷泰弘）昭和58年度精機学会秋季大会学術

講演会講演論文集， 93-94, 1983. 10, E 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 3報）：（仙波卓弥，谷泰弘，佐藤壽芳）

生産研究， 35, 10, 478-481, 1983.10, A 

熱弾塑性 BEM-FEM給合解析法の高精度化について：（仙波卓弥，谷泰弘，佐藤壽芳）第33

回応用力学連合講演会講演論文抄録集， 87-88, 1983. 12, E 

磁性流体を用いた磁気浮揚研磨法の開発（第 1報）：（谷泰弘，仙波卓弥，河田研治）生産研究，

35, 12, 531-534, 1983. 12, A 

機械工作におけるマトリックス数値解析法の適用形態：（谷泰弘）生産研究， 36, 2, 53-60, 
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1984. 2, A 

クリープフィード研削時に生じる残留応力の解析（第 4報）：（谷泰弘，仙波卓弥，佐藤壽芳）

生産研究， 36, 2, 101-104, 1984.2, E 

モデル化による研削メカの解明：（谷泰弘）ツールエンジニア， 25, 2, 68-75, 1984. 2, G 

磁性流体を用いた磁気浮揚研磨法の開発（第 2報）：（河田研治，谷泰弘，）昭和59年度精機学

会春季大会学術講演会講演論文集， 783-784,1984. 3, E 

横井研究室 (YOKOI Lab.) 

難打抜きプラスチック材料の振動仕上げ抜き（第 3報，仕上げ過程と仕上げ面特性）：（横井秀

俊，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 37-40, 1983. 5, E 

Precision Piercing and Blanking of Fiber Reinforced Plastics by Vibro-Punching : (H. 

Yokoi & T. Nakagawa) Annals of the CIRP, 32, 1 , 173-176, 1983. 8, D 

複合材料技術に関する研究・プラスチック複合材料の振動仕上げ抜き：（横井秀俊，中川威雄）

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 108-112, 1983. 9, A 

幾何モデル処理システム GEOMAP-illの開発（第 4報， 2次元図形の処理）：（平岡弘之，横

井秀俊，木村文彦，佐田登志夫）昭和58年度精機学会秋季大会学術講演会論文集， 757-758,

1983.10, E 

プラスチック複合材料の振動仕上げ抜き：（横井秀俊，中川威雄）第 1回複合材料連合研究発

表会講演論文集， 73-76,1983. 10, E 

レーザ加工による積層抜き型の試作：（横井秀俊，鈴木敬，鈴木清，中川威雄）第34回塑性加

工連合講演会講演論文集， 423-426,1983. 11, E 

プラスチック材料の振動仕上げ抜き（適用材料範囲の検討）：（横井秀俊，中川威雄）第34回塑

性加工連合講演会講演論文集， 427-430,1983.11, E 

振動せん断加工：（横井秀俊，中川威雄）生産研究， 36, 2, 70-78, 1984. 2, A 
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第 3 部

尾上研究室 (ONOE Lab.) 

EM部品と固体振動論：（尾上守夫，十文字弘道，富川義朗，望月雄蔵） EMシンボジウム，

1 -23, 1983. 3, E 

テーパー状圧電セラミックを用いた非破壊検査用広帯域超音波探触子：（富川義朗，伊藤幸夫，

山田博章，尾上守夫）昭和58年度電子通信学会総合全国大会， 1 -80, 1983, E 

すべりモード圧電セラミック探触子の放射特性：（富川義朗，伊藤幸夫，山田博章，尾上守夫）

日本音響学会講演論文集， 2-1-1,621, 1983. 3, E 

Transmission and Reflection-Type Ultrasonic Computed Tomography : (尾上守夫，山田博

章，劉忠斉） Matera! Evaluation, 41, 300-301, 1983. 3, C 

可変レフ伝播実験装置とデータ取込み：（尾上守夫，長谷部望，英美喜夫，太田博，岡田洋）

昭和58年度電子通信学会総合全国大会， 237, 6 -120, 1983, E 

電気工学事典（宇都宮，他編）：（尾上守夫（分担執筆ー超音波関係ー）），朝倉書店， 1983, B 

光産業技術に関する内外動向調査：（尾上守夫）光産業技術振興協会成果報告会， 1983.5, F 

ディザ法を用いた静止画無線伝送装置：（坪井邦明，石塚満，安田靖彦，尾上守夫）テレビジョ

ン学会誌， 37, 5, 395-400, 1983. 5, C 

反射率可変レーダレフレクタを用いたパッシプテレメトリ：（尾上守夫，長谷部望）海洋の動

的構造ニュースレター， No.12, 1983. 6, G 

Transmission and Reflection—Type Ultrasonic Computed Tomography : (尾上守夫，山田博

劉忠斉） Third International Congress on the Ultrasonic Examination of the Breast, 

Tokyo, 1983. 6, D 

1982年度の006(AE)特別研究委員会活動報告：（尾上守夫）非破壊検査， 32, 6, 487-489, 

F 

Ultrasonic Transducer Made of Piezoelectric Polymer Film for Non-Destrucive Inspection 

：（富川義朗，大木正樹，山田博章，尾上守夫） Proceedings of 3rd Symposium on Ultra・

sonic Electronics, Tokyo 1982およびJapaneseJournal of Applied Physics, 22, Supple・

ment 22-3, 133-135, 1983, C 

マイコンによる AEシミュレーション：（尾上守夫，曹景文）第 4回AE総合コンファレンス，

1983. 10, E 

AEセンサー：（尾上守夫）センサ・デバイス ハ‘ノドフック，348-350,情報調査会， 1983, B 

弾性表面波工学（柴山編）：（尾上守夫（分担執筆））電子通信学会，—第10章材料—, 1983, B 

テーパー状圧電セラミックスを用いた非破壊検査用広帯域超音波探触子：（富川義朗，山田博章，
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尾上守夫）第 4回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム， 1983.12, 

E 

振動の映像化：（尾上守夫）機械の研究， 36, 1 , 175-181, 1984, C 

濱崎研究室 (HAMASAKI Lab.) 

Pore Geometry: A New System for Quantitative Analysis and 3-D Display : (Charlotte 

Lin, Joji Hamasaki) Journal of Sedimentary Petrology,53,2,670-672,1983.6, C 

改良型三次元写真機による撮像・再生実験：（濱崎襄二，岡田三男，宇都宮昇平，横田和丸）

放射線像研究， 13, 1, 41-47, 1983. 3, C 

透過電顕三次元像の画質改善の実験：（濱崎襄二，石田洋一，岡田三男）放射線像研究， 13, 1, 

48-54, 1983. 3, C 

Three-Dimensional Photography and its Applications : (Joji Hamasaki) International 

Symposium on Image Processing and its Applications,1984.1 D 

量子井戸の多波長フオトルミネセンスによる MBEの成長速度とその面内分布の測定：（児島

誠司，吉野淳二，榊裕之，関口芳信，濱崎襄二） 1983昭和58年秋期第44回応用物理学会学術

講演会講演予稿集， 25a -I -3 , 1983. 9 , E 

超格子を用いた多層膜反射器とこれを用いた光共振器の特性：（児島誠司，吉野淳二，榊裕之，

濱崎襄二） 1984昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 29P -N-2, 

1984. 3, E 

制約条件付緩和法を用いた少数投影データ断層像再構成シミュレーション：（石神英俊，濱崎

襄二）昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， S-14-16, pp. 6 -305-6 -306, 

1984. 3, E 

光線方向反転結像を用いた水平・垂直両視差三次元写真機の提案：（濱崎襄二，岡田三男）昭

和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， S-14-18,pp. 6-309-6-310, 1984. 3, 

E 

三次元写真機に用いる正視・逆視像変換光学系の収差：（濱崎襄二，宇都宮昇平，岡田三男）

昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， 1305, P. 5 -77, 1984. 3, E 

計算機再構成多次元画像のレンズ板三次元映像表示：（濱崎襄二，岡田三男，宇都宮昇平，シャ

ルロット・リン）昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， 1306, P. 5 -78, 

1984. 3, E 

立体映像用X線連続全周撮影装置によるパララックス像群を原画としたX線三次元映像の再構

成実験：（濱崎襄二，植松貞夫，宇都宮昇平）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 1312,

pp. 1697-1698, 1984. 3 , E 
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河村研究室 (KAWAMURA Lab.) 

試験電圧の測定：（河村達雄，森範宏，福島充男，岡村登志生，本多正己）高電圧試験ハンドブッ

ク， 139-262,電気学会， 1983.3, B 

雷放電に伴う放射電磁界波形の観測：（石井勝，河村達雄，北條準ー，藤掛和男）昭和58年電

気学会全国大会講演論文集， 986,1983. 4, E 

相間絶縁における先行負サージの評価：（河村達雄，石井勝，大槻博司）昭和58年電気学会全

国大会講演論文集， 1004, 1983. 4, E 

相間開閉サージに関する諸パラメータの統計的解析：（河村達雄，石井勝，大槻博司）昭和58

年電気学会全国大会講演論文集， 1005,1983. 4, E 

がいし：（河村達雄ーがいし部門委員会主査および一部執筆ー），電気学会， 1983.6, B 

Fast Field Changes Produced by Positive Ground Strokes : (M. Ishii, J. Hojo, T. Kawa-

mura, K. Fujikake) 8th International Aerospace and Ground Conference on Lightn-ing 

and Static Electricity, Fort Worth, 82-1-82-7, 1983. 6, D 

工学会の発展をめざして：（河村達雄）電気設備工学会誌， 3, 3, 2, 1983. 6, C 

対地放電の電磁界による観測：（北條準一，石井勝，河村達雄，藤掛和男）電気学会高電圧研

究会資料， HV-83-35,1983. 7, E 

避雷設備の機能と施設方法：（河村達雄）電設資料， 12, 7, 34-39, 1983. 7, G 

最近の雷しゃへい理論：（石井勝，河村達雄）昭和58年電気設備工学会研究発表会論文集， A-1,

1983. 7, E 

Flashover of Contaminated Surfaces under Low Atmospheric Pressure : (M. Ishii, K. Shi-

mada, T. Kawamura, T. Matsumoto) 4th International Symposium on High—Voltage En-

gineering, Athens, 46. 02, 1983. 9, D 

UHV Class Test Facilities in Japan : (T. Harada, T. Kawamura, M. Honda, Y. Kamata, T. 

Watanabe, K. Naito)4th International Symposium on High—Voltage Engineering, Athens, 

52. 05, 1983. 9, D 

The Requirement of DC Source for Tests of Contaminated Insulators : (T. Matsumoto, M. 

Ishii, T. Kawamura)4th International Symposium on High-Voltage Engineering, Athens, 

62. 03, 1983. 9, D 

Optoelectronic Measurement of Partial Arc on a Contaminated Surface : (T. Matsumoto, 

M. Ishii, T. Kawamura) Conference Record of 1983 Interfacial Phenomena in Practical 

Insulating Systems, Gaithersburg, 42-47, 1983. 9, D 

高電圧・大電流計測技術の現状と動向，高電圧・大電流のアナログ計測：（河村達雄，岡村登

志生）昭和58年電気四学会連合大会講演論文集， 5-3,1983. 10, E 

Comment on the Question 2. 1 of the Special Reporter of the Group 23 at the CIGRE 1982 

Session : (T. Kawamura) Proceedings of the 29th Session of CIGRE, 1 , Group 23 : 
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Substations, 17-18, 1983, D 

Comment on the Question 2. 5 of the Special Reporter of the Group 23 at the CIGRE 1982 

Session : (T. Kawamura) Proceedings of the 29th Session of CIGRE, 1 , Group 23 : 

Substations, 31-32, 1983, D 

Comment on the Question 11 of the Special Reporter of the Group 33 at the CIGRE 1982 

Session : (T. Kawamura) Proceedings of the 29th Session of CIGRE, 2, Group 33 : 

Overvoltages and Insulation Coordination, 30, 1983, D 

対地雷撃電流波形の検討：（石井勝，北條準一，河村達雄）生産研究， 36, 1, 29-32, 1984.1, 

A 

CIGRE Study Committee No. 33 (過電圧と絶縁協調）報告：（河村達雄）放電研究， 98,41 

-45, 1984. 1, G 

極限絶縁設計の追求：（河村達雄，井関昇）放電研究， 99, 10-14, 1984. 2, G 

山口研究室 (YAMAGUCHI Lab.) 

電気トリーの伸展形状による AE特性の変化：（藤田博之，中西孝充，山口楠雄）昭和58年電

気学会全国大会講演集， 353,1983. 4, E 

電気トリー中の発光領域と AE分布：（中西孝充，藤田博之，山口楠雄）昭和58年電気学会全

国大会講演集， 354, 1983. 4, E 

構造物中の疲労き裂進展方向と検出位置による AE波形特性の変化：（山口楠雄，藤田博之，

小柳津宏忠，中村孝之，福良昌敏）昭和58年電気学会全国大会講演集， 1373, 1983. 4, E 

SUS304実物大モデルによる構造物疲労試験時の AE計測：（山口楠雄，藤田博之，小柳津宏忠，

中村孝之，松尾好晃）昭和58年電気学会全国大会講演集， 1374, 1983. 4, E 

AE波形情報抽出装置の構造物疲労試験への適用：（山口楠雄，藤田博之，市川初男，小柳津

宏忠，中村孝之）昭和58年電気学会全国大会講演集， 1375,1983. 4, E 

ポリエステル樹脂中の電気トリー伸展に伴う超音波と部分放電の対応：（藤田博之，中西孝充，

山口楠雄）電気学会論文誌， 103-A, 5, 287, 1983. 5, C 

The Characteristics of Acoustic Emission from Electrical Tree : (Hiroyuki Fujita, Taka-

mitsu Nakanishi, Kusuo Yamaguchi) International Symposium on High Voltage En-

gineering(ISH・83), 1983.9, D 

導波棒を用いた AE検出系の特性：（山口楠雄，藤田博之，小柳津宏忠，中村孝之，松尾好晃，

渡辺哲夫）第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 7 -12, 

1983. 10, E 

トリー伸展時の AE分布，発生源位置と発光状態との対応：（中西孝充，藤田博之，山口楠雄）

第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 132-137, 1983.10, 

E 

実時間波形パラメータ抽出による破壊挙動監視システムとその FBR配管系疲労試験への適用
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：（山口楠雄，藤田博之，浜田喬，市川初男，小柳津宏忠，中村孝之，松尾好晃，岸輝雄，

梱原安英）第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 166-171,

1983. 10, E 

Acoustic Emission Distribution and Types of Electrical Trees in Polyester Resin : 

(Hiroyuki Fujita, Takamitsu Nakanishi, Kusuo Yamaguchi) IEEE Transactions on Elec-

trical Insulation, Elー18, 5, 520-527, 1983.10, C 

Acoustic Emission Monitoring in Fatigue Test of FBR Piping Component : (Hiroyuki Fu-

jita, Kusuo Yamaguchi, Hirotada Oyaizu, Y oshiteru Matsuo, Teruo Kishi) 6th Interna-

tional Conference on Non Destructive Evaluation in the Nuclear Industry, American 

Society for Metals, Session AE, 1983.11, D 

Acoustic Emission Monitoring System by Utilization of Detected Waveform Microdata : 

(Kusuo Yamaguchi, Hiroyuki Fujita, Takashi Hamada, Hatsuo Ichikawa, Hirotada 

Oyaizu, Teruo Kishi) ibid., 1983.11, D 

電気トリー中の AE源位置標定と XLPEの場合の AE特性：（中西孝充，藤田博之，山口楠雄）

昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 347,1984. 3, E 

FBR配管系疲労試験の AEによる破壊挙動の解析：（山口楠雄，藤田博之，小柳津宏忠，松

尾好晃，山下晶夫，岸輝雄）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 1404,1984. 3, E 

構造物監視のためのリアルタイム AE波多重分散システム： （山口楠雄，藤田博之，浜田喬，

市川初男，小柳津宏忠，山下晶夫）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 1405, 1984. 3, 

E 

安田研究室 (YASUDA Lab.) 

低ビットレート回線による動画像伝送の一方式：（松永彰，加藤茂夫，安田靖彦）昭和58年度

電子通信学会総合全国大会， No,1178, 1983. 4, E 

伝送情報対応優先権レベル指定プロトコルの検討：（小町祐史，安田靖彦）昭和58年度電子通

信学会総合全国大会， No,1670, 1983. 4, E 

Priority Ethernetによる実時間音声伝送に関する考察： （飯田一朗，小町祐史，安田靖彦）

昭和58年度電子通信学会総合全国大会， No,1671,1983. 4, E 

LANによる即時音声通信サービスのためのプロトコル構成： （小町祐史，安田靖彦）昭和58

年度電子通信学会総合全国大会， S19-4 , 1983. 4 , E 

LAN上での多対地音声会議のためのプロトコル：（小町祐史，安田靖彦）電子通信学会技術

研究報告， IN83-4,1983. 4, E 

Narrow Band Digital Modulations Scheme for Land Mobile Communication : (Kiyoshi 

Takagi, Kenji Higaki, Mitsuru Ishizuka, Yasuhiko Yasuda) IEE Second International 

Conference on Radio Spectrum Conservation Techniques at Univ. of Birmigham, UK, 
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1983. 9, D 

Modified CSMA/CD Local Area Network with Message Based Priority Function : (Ichiro 

Iida, Yasuhiko Yasuda, Yushi Komachi) Proc. IEEE INFOCOM'83, 472-477, 1983. 4, 

D 

三次元モデルを用いた多値画像のマルコフ符号化：（加藤茂夫，安田靖彦）昭和58年度画像屯

子学会全国大会予稿集， No.15,1983. 6, E 

低速度ディジタル回線による動画像伝送：（松永彰，加藤茂夫，安田靖彦）電子通信学会技術

研究報告， CS83-55,1983. 7, G 

変形 4値 GMSKディスクリミネータ検波方式の検討と実験：（高木消，檜垣健二，石塚満，

安田靖彦）電子通信学会技術研究報告， CS83-8, 1983. 4, E 

国内衛星通信時代：（安田靖彦）日本無線技報， 20,P.1, 1983, G 

ディザ画像表示と最近の応用：（加藤茂夫） 0 Plus E, 85-92, 1983. 5, G 

Priority Ethernet : (安田靖彦，石塚満，飯田一朗）ローカルエリアネットワークの構築技術

とその応用（相磯秀夫監修）， 3.4, フジテクノシステム， 1983.3, B 

バス形態ネットワークの設計に関する諸問題：（安田靖彦，飯田一朗）ローカルエリアネット

ワークの構築技術とその応用（相磯秀夫監修）， 7.3, フジテクノシステム， 1983.3, B 

国際会議トピックス「1983年画像符号化国際シンボジウム」：（安田靖彦）学術月報， 36, 4, 

63, 1983. 7, G 

ディジタ）レ線図形の完全 8連結性に基づく高能率符号化：（木本伊彦，安田靖彦）屯子通信学

会論文誌 J66-D,No.7 PP.872-879, 1983. 7, C 

CSMA/CD ローカルエリアネットワークとその再送制御アルゴリズムの解析：（飯田一朗，

安田靖彦）電子通信学会論文誌， ]66-B,No.10 PP.1247-1254, 1983.10, C 

網点型カラーディザ画像のデータ圧縮の一方式：（加藤茂夫，安田靖彦）電子通信学会昭和58

年度情報•システム部門全国大会講演論文集， No.145, 1983. 9, E 

マルチキャストネットワーク上での多対地音声文書会議のためのプロトコル構成：（小町祐史，

安田靖彦）電子通信学会昭和58年度情報・システム部門全国大会講演論文集， No.330,1983. 9, 

E 

CSMA/CD トークンパッシングハイプリッド制御バス状 LAN:(安田靖彦，藤本秀雄）電

子通信学会58年度情報・システム部門全国大会講演論文集， No.380, 1983. 9, E 

ローカルネットワーク（総説）：（安田靖彦）昭和58年電気四学会連合大会講演論文集，No.27-1,

4 -102, 1983. 10, E 

バス状ローカルエリアネットワーク：（安田靖彦）画像電子学会誌， 12, 3, 131-141, 1983. 8, 

C 

ローカルエリアネットワークのサービス総合化：（小町祐史）画像電子学会誌， 12, 3, 158-

167, 1983.8, C 

画像工学コンファレンス：（安田靖彦）テレビジョン学会誌， 38, 2 , 1984. 2, C 
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算術符号による中間調画像の高能率符号化：（加藤茂夫，安田靖彦）画像電子学会誌， 12, 3, 

219-226, 1983. 8, C 

Transmission Over Low Bit-Rate Channels : (Akira Matsunaga, Yasuhiko Yasuda) Inter-

national Symposium on Image Processing and its Applications, No.2. 5, 1984.1, D 

A Resolution Conversion Scheme for Black—and-White Images : (H. Morita, M. Maeda, 

Y. Yasuda) Proc. 1983 GLOBECOM, 1983.12, D 

カラーディザ画像の符号化：（加藤茂夫，安田靖彦）第14回画像工学コンファレンス， No.2-11,

1983. 12, E 

同一のセッション鍵による共用システム内暗号通信：（木本伊彦，安田靖彦）昭和59年度電子

通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

CSMA/CD トークンパッシングハイプリッド LANの特性：（藤本秀雄，安田靖彦）昭和59

年度電子通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

CSMA/CD トークンパッシングハイプリッド LANにおけるデータ挿入法の検討：（藤本秀

雄，安田靖彦）昭和59年度電子通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

MCN上多対地音声文書会議のためのトランスポート接続設定プロトコル：（小町祐史，安田

靖彦）昭和59年度電子通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

MCN上多対地音声文書会議のためのトランスポートデータ転送プロトコル：（小町祐史，安

田靖彦，谷英明）昭和59年度電子通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

優先権付 Ethernet具現化に際しての Ethernetとの両立性に関する検討：（小町祐史，安田靖

彦）昭和59年度電子通信学会総合全国大会， 1984.3, E 

マルチキャストネットワーク上での多対地音声文書会議のためのプロトコ）レ：（小町祐史，安

田靖彦）電子通信学会技術研究報告， CS.83-79, 1983. 8, E 

新版ファクシミリの基礎と応用：（安田靖彦（編著）），電子通信学会， 1982, B 

ローカルエリアネットワークの動向と技術：（安田靖彦）画像電子学会講習会， 1983.9, E 

高羽研究室 (T AKABA Lab.) 

交通管制機器の最近の進展：（高羽禎雄）電子通信学会誌， 66, 6, 591-596, 1983. 6, C 

ITV画像による人の流れの実時間計測：（黄乗元，高羽禎雄）電子通信学会論文誌， J66-D,8, 

917-924, 1983. 8, C 

Real-Time Simulation on Road Traffic Flow : (Sadao Takaba, Naofumi Koishi, Hideyuki 

Y ano) Proc. of 1983 SCSC, 1 , 585-590, 1983. 7, D 

Road Traffic Control and Computer Technology : (Sadao Takaba), 大韓電気学会1983年度

夏季学術会議講演論文抄録集， 229-231,1983. 7, D 

動画像処理による交通流の計測一歩行者の実時間計測一（原文韓語）：（高羽禎雄，黄乗元），

大韓電気学会1983年度夏季学術会議講演論文抄録集， 232-233,1983. 7, D 

自動車交通と通信技術：（高羽禎雄）自動車技術会最近の安全問題と道路交通環境に関するシ
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ンポジウム資料， 21-29,1983. 6, E 

観測データに基づく交通流リアルタイムシミュレーション一実測データとの照合・評価の一手

法―:（矢野秀行，高羽禎雄）日本シミュレーション学会第 3回シミュレーション・テクノ

ロジー・コンファレンス発表論文集， 165-168,1983. 6, E 

トンネル内における監視用 ITVを用いる交通流計測：（金崎穣，熊谷靖彦，杉本和歳，高羽禎

雄，黄乗元）電子通信学会技術研究報告， SANE83-28, 7 -12, 1983. 10, E 

相関係数を用いた街路の交通流異常検出手法：（松野宏昭，高羽禎雄）日本シミュレーション

学会第 4回研究発表会資料， 67-72,1983.11, E 

固体イメージセンサを用いた交通流計測システム：（高羽禎雄，関根富美，黄乗元）第14回画

像工学コンファレンス論文集， 241-244, 1983. 12, E 

固体イメージセンサによる通過車両台数の計測：（高羽禎雄，関根富美，黄乗元）昭和59年度

電子通信学会総合全国大会講演論文集， S20-9, 1984. 3, E 

相関係数を用いた街路における交通流異常検出手法：（松野宏昭，高羽禎雄）昭和59年度電子

通信学会総合全国大会講演論文集， S20-7, 1984. 3, E 

街路網交通流の図形的表現と交通状況検出：（高羽禎雄，中島睦浩）昭和59年度電子通信学会

総合全国大会講演論文集， S20-4, 1984. 3, E 

路上アンテナと車載アンテナの多様な組み合わせを可能とする局地ディジタル通信方式：（井

上五郎，高羽禎雄）昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， S20-12, 1984. 3, 

E 

誘導無線を利用した新しい路車間通信機の試作について：（水野雅男，鶴井省三，香月敏和，

金山憲司，井上五郎，高羽禎雄）昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， S20-11, 

1984. 3, E 

画像処理手法による交通流計測技術の研究：（高羽禎雄（分担執筆）），画像処理手法による交

通流計測技術の研究会， 1983.3, F 

首都高速道路の将来管制システムに関する研究（その 2): (高羽禎雄（分担執筆）），首都高速

道路公団・（初交通工学研究会， 1983.3, F 

将来の交通管制システムに関する端末機器の研究：（高羽禎雄（分担執筆）），側）首都高速道路

協会， 1983.3, F 

自動車交通とエレクトロニクス：（高羽禎雄）交通工学研究会第31・32回交通工学講習会，講演

の部 1-18, 1983. 9, G 

自動車交通とエレクトロニクス：（高羽禎雄）富士通テン技報， 1, 1, 1-12, 1983.11, G 

Road Traffic Management and Electronics : (Sadao Takaba) The Technical Forum on 

Road Maintenance System and Traffic Control System, 15, 1 -19, Malaysia/Ministry 

of Works, 1983.12, G 
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藤井（陽） 研究室 (FUJII Lab.) 

イオン交換ガラス祁波路による光方向性結合器：（藤井陽一，日高秀人）生産研究， 35, 2, 

50-55, 1983. 2, A 

Directional Stability of the Optical Heterodyne Detector with Integrated Diffraction Grating 

: (Hiroyuki Sakaki, Yoichi Fujii, Masayoshi Misawa, Hideto Hidaka), 生産研究， 35,

2, 74-76, 1983. 2, A 

ランダムな変形に対する単一偏波ファイバの偏波特性：（藤井陽一，本島邦明）生産研究， 35,

2, 85-88, 1983. 2, A 

レーザビームの集束技術ーレーザビーム制御の基礎と応用ー：（藤井陽一），工業技術セミナー，

760, 11-47, 日本工業技術センター， 1983.3, E 

BSD同一結晶を用いた電圧・電流・電カセンサ：（藤井陽一，林淳）電子通信学会総合全国大

会， 996, 1983. 4, E 

単一結晶を用いた電圧・電流・電カセンサ：（藤井陽一，林淳）計装 4月号， 26, 5, 31-35, 

工業技術社， 1983.4, G 

Optical Heterodyne Microscopy of the Interferometric Objects : (Yoichi Fujii, Osamu 

Kashida) 10th International Optical Computing Conference, 1983. 4, D 

Versatile Voltage, Current and Power Simultaneous Optical Sensor Using One Bismuth 

Silicon Oxide Crystal : (Y oichi Fujii, Jun Hayashi), FD3, 224, 1983. 5, D 

単一結晶による電圧・電流・電カセンサ：（藤井陽一，林淳）電気学会研究会， LAV83-16,

IM83-15, 1983. 5, E 

LiNbo3 Optical Waveguide Fabricated by the Ion-Exchange Technique and its Applica-

tion to TE/TM Mode Splitter : (Yoichi Fujii, Hideto Hidaka) 4th International Confer-

ence on Integrated Optics and Optical Fiber Communication 29Al-4, 1983. 6, D 

Orthomorphic Condition for Lens Beam—guide and Graded-Index Medium : (Yoichi 

Fujii) 4th Topical Meeting on Gradient—Index Optical Imaging Systems, A3, 22-25, 

1983.7, D 

レンズビームガイドと分布屈折率媒質の正形条件：（藤井陽一）第 9回微小光学研究会， 66-70,

1983. 7, E 

光ファイバ中のソリトン・パルスの解析：（藤井陽一，塩尻悦朗）電子通信学会技術研究報告，

OQE83-44, 87-93, 1983. 7, E 

光センサ：（藤井陽一） 0 plus E, 45, 72-76, 新技術コミュニケーションズ， 1983.8, G 

電圧・電流・電カセンサ：（藤井陽一，林淳）センサ・デバイス・ハンドプック， 328-330,

情報調査会， 1983.11, B 

単一偏波光ファイバ：（藤井陽一，塩尻悦朗）電子通信学会誌， 66,12, 1221-1224, 電子通

信学会， 1983.12, C 
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光ファイバの非線形性を利用したシステムの伝送限界：（藤井陽一，塩尻悦朗）電子通信学会

総合全国大会， 1122,1983. 3, E 

光による電界磁界計測系のワイドレンジ化：（渡井学，菅田章彦，桝田晋司，大野豊，藤井陽一，

井上昌彦）電子通信学会総合全国大会， S17-4 , 1983. 3, E 

位相シフト法による GaAs量子井戸内のキャリア寿命の測定：（西岡政雄，荒川泰彦，榊裕之，

神谷武志，吉野淳二，藤井陽一）応用物理学会学術講演会春季， 31pM 5, 1983. 3, E 

高木（幹） 研究室 (TAKAGI Lab.) 

（多次元画像情報処理センターの項参照）

原島研究室 (HARASHIMA Lab.) 

位置サーボ系の全領域スライディングモードによるロバスト制御：（原島文雄，橋本秀紀，近

藤隆之）昭和58年度電気学会全国大会講演論文集， 523,1983. 4, E 

ホール素子位相差ベクトルセンサによる完全連続形 PLLモータ速度制御：（鈴木英雄，坪井

邦夫，原島文雄）昭和58年度電気学会全国大会講油論文集， 587, 1983. 4, E 

太陽光発電におけるエネルギーフローシステムの研究：（原島文雄，坪井邦夫，北堀礼司，渋

谷俊緒）昭和58年度電気学会全国大会講演論文集， 1085,1983. 4, E 

マイクロコンピュータによる電動機制御系：（原島文雄，近藤正示）昭和58年度電気学会全国

大会講演論文集， Sl4,1983. 4, E 

制御用モータの技術動向：（原島文雄，土手康彦）機械設計， 27, 3, 1983, G 

MOSFET Converter-Fed Position Servo System with Sliding Mode Control : (F. 

Harashima, H. Hashimoto, S. Kondo) 14th PESC'83, 2-1, 1983. 6, D 

電動機駆動系のディジタル制御：（原島文雄，近藤正示）計測と制御， 22, 7, 1983. 7, C 

Variable Structureによる位置サーボ系の制御：（原島文雄，橋本秀紀，近藤正示）第22回

SICE学術講演会予稿集， 3101,1983. 7, E 

太陽光発電におけるエネルギーフローシステムのシミュレーション解析：（原島文雄，坪井邦

夫，渋谷俊緒，北堀礼司）第22回SICE学術講演会予稿集， 3401, 1983. 7, E 

State of the Art on Power Electronics and Electrical Drive in Japan : (F. Harashima) 3RD 

IF AG Symposium, 22-23, 1983. 9, D 

最近の可変速電動機の技術動向〔I1解析およびシミュレーション〕：（吉田祐三，

原島文雄）電気学会雑誌， 103, 9, 1983.9, C 

Stability Analysis of Constant Margin-Angle Controlled Commutatorless Motor : (F. 

Harashima, K. Iwamoto, H. Naitoh) IEEE Trans. IA, IAー19, 5 , 1983, D 

小形精密サーボの最近の動向：（原島文雄，土手康彦）システムと制御， 27, 11, 1983, C 

最近の電動機応用システムにおける制御理論の適応：（原島文雄，近藤正示）昭和58年電気関

係学会関西支部連合大会， Sl-1,1983.10, E 

267 



ドライプ装置におけるセンサ：（原島文雄，近藤正示）昭和58年度電気四学会連合大会講演論

文集， 121, 1983.10, E 

vssによる制御系設計：（原島文雄，橋本秀紀）電気学会システム・制御研究会資料，

SC-83-46-51, 1983. 11, E 

パワーエレクトロニクスのための電子素子および回路技術：（原島文雄，大西公平）精機学会誌，

49, 11, 1983. 11, C 

Micrnprocessor-Controlled MOSFET Inverter for Solar Energy System : (F. Harashima, 

H. Inaba, R. Kitabori,T. Shibuya) IECON'83, 1983. 11, D 

Robust State Observer and Variabel Sampling Technique for Performance Improvement of 

A Motor Drive System : (F. Harashima, S. Kondo) IEEE Trans. IE, IE-30, 11, 1983, 

D 

Microprocessors in Signal Processing, Measurement and Control : (F. Harashima) 

REIDEL, Chapter 13, 1983, B 

太陽発電システムにおけるエネルギーフロー制御：（原島文雄，稲葉博，渋谷俊緒，北堀礼司）

電気学会半導体電力変換研究会資料， SPC-84-1-9,1984.1, E 

生駒研究室 (IKOMA Lab.) 

Carrier Capture by Multiphonon Emission at Extrinsic Deep Centers Induced by Selftrap-

ping in GaAs: (Hiroshige Goto, Yoshio Adachi and Toshiaki Ikoma) J. Appl. Phys., 54, 

4, 1909-1923, 1983. 4, C 

精密化光 DLTSによる深い準位の検出：（生駒俊明，谷口光弘）応用物理， 52,10, 875-876, 

1983. 10, C 

Variation of the Mid-Gap Electron Traps in LEC GaAs : (M. Taniguchi andT. Ikoma) J. 

Appl. Phys., 54, 11, 6448-6451, 1983. 11, C 

電子線超音波顕微鏡：（生駒俊明，田中潤一，村山雅彦）防錆管理， 27, 9, 1 -3, 日本防

錆協会， 1983.9, C 

W03エレクトロクロミックセルの着色過程に対する等価回路的考察 I, インピーダンス特

性：（堀尾和重，安達芳夫，生駒俊明）電気化学および工業物理化学，51,12, 931-937, 1983. 12, 

C 

W03エレクトロクロミックセ）レの着色過程に対する等価回路的考察 n. 交流電圧に対する光

応答特性：（堀尾和重，安達芳夫，生駒俊明）電気化学および工業物理化学， 52, 3, 1984, 

3, C 

ヘテロニクスのすすめ：（生駒俊明）材料科学， 20, 4 , 1 -2 , 1984, C 

Characterization of the Mid-Gap Electron Trap in Liquid Encapsulated Czochralski(LEC) 

GaAs : (Toshiaki Ikoma and Mitsuhiro Taniguchi, 4th International "LUND" Conf. on 

Impurities in Semiconductors, 1983. 5. 29-6. 3, D 
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Characterization of LEC GaAs Crystal for VLSI Application : (T. Ikoma and M 

Taniguchi) Workshop on Solid States Device Physics, 1983.12, D 

Image Analysis of Electron Beam Acoustic Microscope : (T. Ikoma, M. Murayama. and J. 

Tanaka)国際シンポジウム ImageProcessing & Its Applications, 1984. 1, D 

AlGaAs可視 DHレーザ中の DXセンタの可飽和吸収特性：（熊代成孝，生駒俊明）昭和58年

度電子通信学会総合全国大会講演論文集，分冊 4, 924, 1983. 4, E 

電子線超音波顕微鏡像の解析：（森塚宏平，安達芳夫，生駒俊明，村山雅彦，田中潤一，柳井

久義）昭和58年度電子通信学会総合全国大会講演論文集，分冊 1, 83, 1983. 4, E 

光電流による半絶縁性 GaAs 基板の評価 I —intrinsic 光ー：（野毛宏，安達芳夫，生駒俊明）

1983年春季第30回応用物理学関係連合講演会， 6aーDー1,443, 1983. 4, E 

光電流による半絶縁性 GaAs基板の評価Ilーextrinsic光一：（野毛宏，安達芳夫，生駒俊明）

1983年春季第30回応用物理学関係連合講演会， 6a-D-2,444, 1983. 4, E 

酸素イオン注入した GaAsの深い準位の熱処理依存性 (TI): (谷口光弘，生駒俊明） 1983年春

季第30回応用物理学関係連合講演会， 6pーDー11,450, 1983. 4, E 

様々なイオンを注入した GaAs中の深い準位の DLTS法による評価 (I): (谷口光弘，生駒

俊明） 1983年春季第30回応用物理学関係連合講演会， 6pーDー12,451, 1983. 4, E 

酸化亜鉛バリスタの電気伝導機構 (STSbarrier model) : (生駒俊明，仁田山晃寛） 1983年春

季第30回応用物理学関係連合講演会， 6aーMー8,485, 1983. 4, E 

酸化亜鉛バリスタの粒界の I-V特性に対する添加物 (Co,Mn)の効果：（｛二田山晃寛，生駒

俊明） 1983年春季第30回応用物理学関係連合講演会， 6a-M-9,485, 1983. 4, E 

AlGaAs中の DXセンタの非指数関数的電子放出過程に関する物理的モデル：（熊代成孝，奥

村次徳，生駒俊明）第30回応用物理学関係連合講演会， 7P-M-8,498, 1983. 4, E 

Deep Level Characterization in LEC GaAs : (T. Ikoma, M. Taniguchi and H. Noge) 15th 

Conf. on Solid State Devices and Meterials (Tokyo 1983), B-3-2, 149-152, 1983.8.30 

-9.1, E 

アンドープLECGaAsの P.L.とDLTSによる評価：（望月康則，谷口光弘，生駒俊明）第

44回応用物理学会学術講演会， 26a-E-1,1983. 9, E 

LEC GaAs中の電子トラップ：（谷口光弘，生駒俊明，菊池啓，大吉輝明）第44回応用物理学

会学術講演会， 26a-E-2,1983. 9, E 

半絶縁性 GaAsにおける過渡光電流の解釈：（野毛宏，生駒俊明）第44回応用物理学会学術講

演会， 26a-E-2,539, 1983. 9, E 

深いドナー (EL2)により補償された GaAs半絶縁層を含む接合の計算機解析：（堀尾和重，

中島弘明，生駒俊明，柳井久義）第44回応用物理学会学術講演会， 26a-E-10,538, 1983. 9, 

E 

ディジタル化電子線超音波顕微鏡：（生駒俊明，大熊直彦，高木幹雄，村山雅彦，

柳井久義）昭和58年度電子通信学会半導体・材料部門全国大会， 238,1983. 9 , E 
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電子線超音波顕微鏡：（生駒俊明，村山雅彦）理研シンボジウム「レーザと音響映像法」， 1983.10, 

E 

電子線超音波顕微鏡 (EAM)とその応用：（生駒俊明，村山雅彦，田中潤一）第 4回超音波

エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジウム， 1983.12,, E 

超格子構造とその応用—introductory- : (生駒俊明）応用物理学会結晶工学分科会第83回研

究会， 1 -2 , 1983. 5, E 

浜田研究室 (HAMADA Lab.) 

マイクロコンピュータネットワーク用システム記述言語 MPL:(浜田喬，茅野昌明，山口剛）

電子通信学会論文誌 (D),67, 1, 101-108, 1984.1, C 

高級言語指向分散処理システムの構成法：（半田剣ー，浜田喬）情報処理学会分散処理システ

ム研究会資料， 18-4,1983. 5, E 

MPLにおけるプロセッサ間通信：（浜田喬，茅野昌明，安藤友久，山口剛）昭和58年度電子

通信学会総合全国大会講演論文集， 1545,1983. 4, E 

マイクロコンピュータを利用した盲人用個人情報システム：（浜田喬，茅野昌明）第14回画像

工学コンファレンス論文集， 2-18,1983. 12, E 

自己増殖型コンパイラコンパイラの開発：（浜田喬，増井俊之）情報処理学会第28回全国大会

論文集， 1Hー1,1984. 3, E 

榊研 究室 (SAKAKI Lab.) 

Evolution of New Device Concepts in Quantum Well and Superlattice Structures (Invited 

Plenary Paper) : (Hiroyuki Sakaki) Proc. of the 15th Conference on Solid State De-

vices and Materials, Tokyo, 3 -6, 1983.8-9, D 

Advances in Microfabrication and Microstructure Physics (Invited Paper) : (Hiroyuki 

Sakaki) Proc. of Int. Symp. on Foundation of Quantum Mechanics, Tokyo, 1983.8-9, 

D 

Oscillatory Magnetoresistance in GaAs/GaAIAs Quantum Wells in Parallel Magnetic 

Fields : (J unji Yoshino, Hiroyuki Sakaki) Collected Papers of 5th Int. Con£. on Electro-

nic Properties of Two-Dimensional System, Oxford, 1983. 9, D 

Effects of Electron Heating on the Two-Dimensional Magnetotransport in AIGaAs/GaAs 

Heterostructures : (Hiroyuki Sakaki, Kazuhiko Hirakawa, Junji Yoshino, Stefan P. 

Svensson, Yoshinobu Sekiguchi, Takashi Hotta, Seiji Nishi, Noboru Miura) Collected 

Papers of 5th Int. Conf. on Electronic Properties of TwoーDimensionalSystem, Oxford, 

1983. 9, D 

Electron Overflow and Interface State Effect in MEE-Grown AIGaAs/GaAs MISS-FETs 

: (Hiroyuki Sakaki, Takashi Hatta) Abstract of 5th MBE Workshop Atlanta, 1983.10, 
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D 

Negative Magnetoresistance and Inelastic Scattering Time in Two-Dimensional Electron 

System in GaAs/AlxGa1 -xAs Heterojunction Interfaces : (Toshiaki Nambu, Shinji 

Kawaji, Yoichi Kawaguchi, Junji Yoshino, Hiroyuki Sakaki) Journal of the Physical 

Society of Japan, 53, 2, 682-686, 1984. 2, C 

A New Highly-Conductive (AlGa) As/GaAs/(AlGa)As Selectively-Doped Double-Heter-

ojunction Field Effect Transistor (SD-DH-FET) : (Kaoru Inoue, Hiroyuki Sakaki) 

Japanese Journal of Applied Physics, 23, 2 , L61-L63, 1984. 2, C 

Spontaneous Emission Characteristics of Quantum Well Lasers in Strong Magnetic 

Fields-An Approach to Quantum_:_Well-Box Light Source-: (Yasuhiko Arakawa, 

Hiroyuki Sakaki, Masao Nishioka; Hiroshi Okamoto,Noboru Miura) Japanese Journal of 

Applied Physics, 22, 12, L804-L806, 1983.12, C 

Two-Dimensional Quantum-Mechanical Confinement of Electron in LED by Strong 

Magnetic Fields : (Yasuhiko Arakawa, Hiroyuki Sakaki, Masao Nishioka. Noboru 

Miura) IEEE Transactions on Electron Devices, EDー30, 4, 330-334, 1983. 4, C 

Two-Dimensional Quantum-Mechanical Confinement of Electron in DH Lasers by Strong 

Magnetic Fields : (Yasuhiko Arakawa, Hiroyuki Sakaki, Masao Nishioka, Noboru 

Miura) IEEE Journal of Quantum Electronice, QEー19, 8, 1255-1258, 1983. 8, ,C 

Photoluminescence from ZeroーDimensionalElectron Systems in GaAs Quantum Well : 

(Yasuhiko Arakawa, Hiroyuki Sakaki, Hiroshi Okamoto, Masao Nishioka, Junji Yoshino, 

Yoshinobu Sekiguchi, Noboru Miura) Abstracts of Late News of the 15th Conference on 

Solid State Devices and Materials, Tokyo, 1983.8-9, D 

Transport Properties of Electrons in AlGaAs/GaAs Quantum Well Structures under Para-

llel Magnetic Fields : (Hiroyuki Sakaki, J unji Yoshino) Abstracts of the 10th Japan— 
USSR Electronics Symposium, 1984.1, D 

Transport in Superlattices under Parallel Magnetic Fields : (Junji Yoshino, Hiroyuki 

Sakaki) Proc. of the 1st Workshop on Future Electron Devices Heterostructure and Su-

perlattice Devices, 1984. 1, D 

SEMによる粗さ測定の較正法とその応用： 大堀真敬，関口芳信）生産研究， 36,

2, 90-92, 1984. 2, A 

半導体レーザにおける多次元量子閉じ込め効果：（荒川泰彦，西岡政雄）応用物~. 52, 10, 

852(34)-856(38), 1983.10, C 

量子効果ハンドプック第 2章 2・3固体内電子の挙動，第 5章5・5・5トンネル効果の応用，

5・5・6半導体超薄膜および超格子の応用：（榊裕之（分担執筆）），121-142および412-419,

森北出版， 1983-6, B 

分子線エピタキシー技術第 9章ヘテロ超薄膜における量子効果とデバイス応用：（榊裕之，（分
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担執筆））， 217-231,工業調査会， 1984.1, B 

光物性ハンドブック第 2章量子井戸および超格子の光物性：（据裕之（分担執筆））， 368-375,

朝倉書店， 1984.3, B 

半尊体超薄膜の電子物性と超高速デバイスヘの応用：（楢裕之）応用物理学会結晶工学分科会

第83回研究会テキスト， 1983.5, E 

超薄膜および超格子構造の夢と可能性：（榊裕之）日本物理学会講習会テキスト， 1983.7, E 

半導体超薄膜および超格子による電子物性の制御とデバイスヘの応用：（榊裕之）日本化学会

機能性材料セミナー， 1983.9, E 

半導体超薄膜における量子効果とそのデバイス応用（応用物理学会賞C「会誌賞」受賞記念講演）

：（榊裕之）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 26p-I-11, 1983. 9, E 

量子井戸の多波長フォトルミネセンスによる MEEの成長速度とその界面分布の測定：（児島

誠司，吉野淳二，榊裕之，関口芳信，浜崎襄二）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿

集， 25a-I-3,1983. 9, E 

ラマン分光による MEEGaAs/(AlAs,AlGaAs)超格子の評価：（古田知史，榊裕之，吉野淳二，

関口芳信，平川一彦）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 25a-I-8, 1983. 9, E 

GaAlAs/GaAs超薄膜構造における波動関数の形状制御：（吉野淳二，堀田多加志，榊裕之，

関口芳信）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 25p-I-7,1983. 9, E 

N-AlGaAs/GaAs 2次元電子ガス系への微細パターンの光書き込み：（椿光太郎，吉野淳二，

榊裕之）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 25p-I-8, 1983. 9, E 

強磁場内の超格子のフォトルミネッセンス：（荒川泰彦，榊裕之，西岡政雄，吉野淳二，関口

芳信，児島誠司，浜崎襄二，岡本絃，三浦登）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集，

25a-I-10, 1983.9, E 

N+ -GaAs埋込みゲートを持つ nーGaAlAs/GaAs/GaAIAsダプルヘテロ構造 FETの試作：

（平川一彦，榊裕之）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 26p-l-11,1983. 9, E 

0次元電子ガスを伴う半導体レーザー強磁場内の量子井戸レーザ：（荒川泰彦，榊裕之，西岡

政雄，岡本絃，三浦登）昭和58年秋季第44回応用物理学会講演予稿集， 26p-P-l, 1983. 9, 

E 

V溝上への GaAs結晶の MEE成長：（関口芳信，平川一彦，吉野淳二，榊裕之）昭和58年秋

季第44回応用物理学会講演予稿集， 27a-I-10,1983. 9, E 

GaAs/GaAlAs界面 2次元電子系の負磁気抵抗：（南部利明，久保木慶樹，川口洋一，川路紳治，

吉野淳二，榊裕之）日本物理学会分科会， ，1983.10, E 

超格子構造光閉込め層及び障壁層を有する多重量子井戸レーザ：（榊裕之，吉野淳二，関口芳信，

堺和夫）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 31P -M-8, 1984.3-4, 

E 

MEE GaAs/ AlGaAsヘテロ界面の格子像観察：（古田知史，榊裕之，市野瀬英喜，石田洋一，

曽根光男，尾上守夫）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 31a -N-5, 
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1984.3-4, E 

N-GaAlAs/GaAs単一ヘテロ接合における電子加熱とその冷却過程：（平川一彦，吉野淳二，

榊裕之）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 29P -N -13, 1984.3-4, 

E 

選択ドープ N-GaAIAs/GaAs接合におけるショットキゲート電極の作用とその限界：（平川

一彦，楢裕之）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 1 P -N -9 , 1984. 3 

-4, 

選択ドープAlGaAs/GaAs/AlGaAsダプルヘテロ接合 FET(SD-DH-FET) : (井上薫，榊

裕之）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 1 P -N -8, 1984.3-4, E 

AIGaAs/GaAs超格子構造に対するランプアニール効果：（井上薫，古田知史，榊裕之）昭和

59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 1 a -O -8, 1984.3-4, E 

選択ドープAlGaAs/GaAs/AlGaAsダプルヘテロ構造の作製：（井上煎，榊裕之，

関口芳信）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 1 P -N -7 , 1984.3-4, 

E 

超格子を用いた多層膜反射器とこれを用いた光共振器の特性：（児島誠司，吉野淳二，榊裕之，

浜崎襄二）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 29P-N-2, 1984.3-4, 

E 

量子井戸からのフォトルミネッセンスによる MBE薄膜の評価：（鈴木基之，榊裕之，吉野淳

ー，関口芳信）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 30a -N -2, 1984. 3 

-4, E 

位相シフト法による GaAs量子井戸内のキャリア寿命の測定：（西岡政雄，荒川泰彦，榊裕之，

神谷武志，吉野淳二，藤井陽一）昭和59年春季第31回応用物理学関係連合講演会予稿集， 31

P-M-5, 1984.3-4, E 

N-AlGaAs/GaAs 2次元電子ガスの WarmElectron : (椿光太郎，隈部建治，岡本絃，榊裕之）

物理学会， 1 aK 3, 1984. 3 -4, 

羅子波動エレクトロニクス(I)―波動函数の設計と制御を用いた新しいデバイス工学の可能性

：（榊裕之）科学， 54, 4, 岩波書店237-245,1984. 3, G, 

坂内研究室 (SAKAUCHI Lab.) 

（多次元画像情報処理センターの項参照）

石井（勝） 研究室 (ISHII Lab.) 

雷放電に伴う放射電磁界波形の観測：（石井勝，河村達雄，北條準ー，藤掛和男）昭和58年電

気学会全国大会講演論文集， 986, 1983. 4, E 

相間絶縁における先行負サージの評価：（河村達雄，石井勝，大槻博司）昭和58年電気学会全

国大会講演論文集， 1004,1983. 4, E 
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相間開閉サージに関する諸パラメータの統計的解析：（河村達雄，石井勝，大槻博司）昭和58

年電気学会全国大会講演論文集， 1005, 1983. 4, E 

Fast Field Changes Produced by Positive Ground Strokes : (M. Ishii, J. Hojo, T. Kawa-

mura, K. Fujikake) 8th International Aerospace and Ground Conference on Lightning 

and Static Electricity, Fort Worth, 82-1-82-7, 1983. 6, D 

対地放電の電磁界による観測：（北條準一，石井勝，河村達雄，藤掛和男）電気学会高電圧研

究会資料， HV-83-35,1983. 7, E 

最近の雷しゃへい理論：（石井勝，河村達雄）昭和58年電気設備工学会研究発表会論文集， A-1,

1983. 7, E 

Flashover of Contaminated Surfaces Under Low Atmospheric Pressure : (M. Ishii, K. Shi-

mada, T. Kawamura, T. Matsumoto) 4th International Symposium on High-Voltage En-

gineering, Athens, 46. 02, 1983. 9, D 

The Requirement of a DC Source for Tests of Contaminated Insulators : (T.Matsumoto, M. 

Ishii, T. Kawamura) 4th International Symposium on High-Voltage Engineering, Athens, 

62. 03, 1983. 9, D 

Optoelectronic Measurement of Partial Arc on a Contaminated Surface : (T. Matsumoto, 

M. Ishii, T. Kawamura) Conference Record of 1983 Interfacial Phenomena in Practical 

Insulating Systems, Gaithersburg, 42-47, 1983. 9, D 

大型構造物とメッシュ線併設時の接地抵抗：（石井勝，白鳥正光）昭和58年電気学会東京支部

大会講演論文集， 93, 1983. 12, E 

対地雷撃電流波形の検討：（石井勝，北條準一，河村達雄）生産研究， 36, 1 , 29-32, 1984. 1, 

A 

石塚研究室 (ISHIZUKA Lab.) 

（多次元画像情報処理センターの項参照）

荒川研究室 (ARAKAWA Lab.) 

Two-Dimensional Quantum-Mechanical Confinement of Electrons in LED by Strong 

Magnetic Fields : (Yasuhiko Arakawa, Hiroyuki Sakaki, Masao Nishioka, and Noboru 

Miura) IEEE Transactions on Electron Devices, ED-30, 4, 330-334, 1983. 4, C 

Two-Dimensional Quantum-Mechanical Confinement of Electrons in DH Laser by Strong 

Magnetic Fields : (Y. Arakawa, H.Sakaki, M. Nishioka and N. Miura) IEEE Journal of 

Quantum Electrons, QE-19, 8 , 1255-1257, 1983. 8, C 

半尊体レーザにおける多次元量子閉じ込め効果：（荒川泰彦，榊裕之，•西岡政雄）応用物理， 52,

10, 852-856, 1983. 10, C 

Spontaneous Emission Characteristic of Quantum Well Lasers in Strong Magnetic Fields 
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-An Approach Quantum-Well-Box Light Source-: (Yasuhiko Arakawa, Hiroyuki 

Sakaki, Masao Nishioka, Hiroshi Okamoto and Noboru Miura) Japanese Journal of Ap-

plied P恥sics,22, 12, L804-L806, 1983. 12, C 

Observation of Carrier Leakage Effects in GainAsP-InP DH Lasers by Strong Magnetic 

Fields : (Y. Arakawa, M. Nishioka and N. Miura) 9th European Conference on Optical 

Communication Geneva 2年 26October 1983, 463-466, 1983. 10, D 

強磁物内における量子井戸レーザの特性一理論的検討ー：（荒川泰彦，榊裕之，西岡政雄）

1983年（昭和58年）春季第30回応用物理学関係連合会講演会講演予稿集， 6a-H-l, 1983. 4, 

E 

Photoluminescence From Zero-Dimensional Electron Systems in a GaAs Quantum Well 

-A Quantum Well in Strong Magnetic Fields : (Y. Arakawa, H. Sakaki, H. Okamato, M. 

Nishioka, J. Yoshino, Y. Sekiguchi and N. Miura) The 15th Conference on Solid State 

Device and Materials Tokyo, 1983, C-4-7LN, 1983. 8, E 

強磁場内の InGaAsP系レーザの閾値電流特性の磁場印加方向依存性：（荒川泰彦，西岡政雄，

三浦登）1983年（昭和58年）秋季第44回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 25a-P-6,1983. 9, 

E 

強磁場内の超格子のフォトルネッセンス：（荒川泰彦，榊裕之，西岡政雄，吉野淳二，関口芳信，

児島誠司，浜崎襄二，岡本絃，三浦登） 1983年（昭和58年）秋季第44回応用物理学会学術講

25a-I-10, 1983. 9, E 

0次元電子ガスを伴う半導体レーザー強磁場内の量子井戸レーザー：（荒川泰彦，榊裕之，西

岡政雄，岡本絃，三浦登） 1983年（昭和58年）秋季第44回応用物理学会学術講演会講演予稿

集， 26p-P-l, 1983. 9, E 

半導体レーザにおけるコヒーレンス：（荒川泰彦），光産業技術振興協会， F

量子井戸レーザ：（荒川泰彦），ニュートン， 80, ニュートン， G

藤田（博） 研究室 (FUJITA Lab.) 

電気トリーの伸展形状による AE特性の変化：（藤田博之，中西孝充，山口楠雄）昭和58年電

気学会全国大会講演論文集， 353,1983. 4, E 

電気トリー中の発光領域と AE分布：（中西孝充，藤田博之，山口楠雄）昭和58年電気学会全

国大会講演論文集， 354,1983. 4, E 

構造物中の疲労き裂進展方向と検出位置による AE波形特性の変化：（山口楠雄，藤田博之，

小柳津宏忠，中村孝之，福良昌敏）昭和58年電気学会全国大会講演論文集， 1373, 1983. 4, 

E 

SUS304実物大モデルによる構造物疲労試験時の AE計測：（山口楠雄，藤田博之，小柳津宏忠，

中村孝之，松尾好晃）昭和58年電気学会全国大会講演論文集， 1374,1983.4, E 

AE波形情報抽出装置の構造物疲労試験への適用：（山口楠雄，藤田博之，市川初男，小柳津
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宏忠，中村孝之）昭和58年電気学会全国大会講演論文集， 1375, 1983. 4, E 

ポリエステル樹脂中の電気トリー伸展に伴う超音波と部分放電の対応：（藤田博之，中西孝充，

山口楠雄）電気学会論文誌， 103-A, 5, 287, 1983. 5, C 

The Characteristics of Acoustic Emission from Electrical Tree : (Hiroyuki Fujita, Taka-

mitsu Nakanishi, Kusuo Yamaguchi) 4th International Symposium on High Voltage En-

gineering (!SH.'83), 1983. 9, D 

トリー伸展時の AE分布，発生源位置と発光状態との対応：（中西孝充，藤田博之，山口楠雄）

第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 132-137,1983.10, 

E 

尊波棒を用いた AE検出系の特性：（山口楠雄，藤田博之，小柳津宏忠，松尾好晃，渡辺哲夫）

第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 7 -12, 1983. 10, E 

実時間 AE波形パラメータ抽出による破壊挙動監視システムとその FER配管系疲労試験への

適用：（山口楠雄，藤田博之，浜田喬，市川初男，小柳津宏忠，中村孝之，松尾好晃，岸輝雄，

榊原安英）第 4回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 166-171,

1983. 10, E 

Acoustic Emission Distributions and Types of Electrical Trees in Polyester Resin : 

(Hiroyuki Fujita, Takamitsu Nakanishi, Kusuo Yamaguchi) IEEE Transactions on Elec-

trical Insulation, El-18, 5, 520-527, 1983.10, C 

Acoustic Emission Monitoring in Fatigue Test of FER Piping Component : (Hiroyuki Fu皿

jita, Kusuo Yamaguchi, Hirotada Oyaizu, Yoshiteru Matsuo, Teruo Kishi) 6th Interna-

tional Conference on Non—Destructive Evaluation in the Nuclear Industry, American 

Society for Metals, Session AE, 1983. 11, D 

Acoustic Emission Monitoring System by Utilization of Detected Waveform Microdata : 

(Kusuo Yamaguchi, Hiroyuki Fujita, Takashi Hamada, Hatsuo Ichikawa, Hirotada 

Oyaizu, Teruo Kishi) 6th International Conference on NonーDestructiveEvaluation in 

the Nuclear Industry, American Society for Metals Session AE, 1983.11, D 

電気トリー中の AE源の位置標定と XLPEの場合の AE特性：（中西孝充，藤田博之，山口

楠雄）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 347,1984. 3, E 

FER配管系疲労試験の AEによる破壊挙動の解析：（山口楠雄，藤田博之，市川初男，小柳

津宏忠，松尾好晃，山下晶夫，岸輝雄）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 1404,1984. 3, 

E 

構造物監視のためのリアルタイム AE波多重分散システム：（山口楠雄，藤田博之，浜田喬，

市川初男，小柳津宏忠，山下晶夫）昭和59年電気学会全国大会講演論文集， 1405, 1984. 3, 

E 
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喜連川研究室 (KITSUREGAWA Lab.) 

Application of Hash to Data Base Machine and Its Architecture : (M. Kitsuregawa, H. 

Tanaka, T. Moto—oka) New Generation Computing, 1 , 1 , 63-74, Springer-Verlag, 

1983, C 

GRACE : Relational Algebra Machine Based on Hash and Sort―Its Design Concepts—: 
(M. Kitsuregawa, H. Tanaka, T. Moto—oka) Journal of Information Processing, 6, 3, 

148-155, Information Processing Society of Japan, 1983, C 

GRACE二次記憶系における拡張多次元クラスタリング技法：（伏見信也，喜連川優，田中英

彦，元岡達）情報処理学会第27回全国大会講演論文集， 2 K-2, 669-670, 1983. E 

LSIパイプラインソータの論理シミュレーション：（林隆史，喜連川優，伏見信也，田中英彦，

元岡達）情報処理学会第27回全国大会講演論文集， 2 K-3, 671-672, 1983. E 

GRACEにおけるバッファ付磁気バルプ制御装置の試作：（荻野正，喜連川優，田中英彦，元

岡達）情報処理学会第27回全国大会講演論文集， 2 K-4, 673-674, 1983. E 

並列処理データベースマシンにおけるデータ流制御機構：（喜連川優）情報処理学会第28回全

国大会講演論文集， 2 E-1 , 681-682, 1984. E 

GRACEにおけるディスクモジュー）レの構成：（伏見信也，喜連川優，田中英彦，元岡達）情

報処理学会第28回全国大会講演論文集， 2 E-2, 683-684, 1984. E 

VLSIソータ第 2版の設計：（林隆史，喜連川優，伏見信也，田中英彦，元岡達）情報処理学

会第28回全国大会講演論文集， 2 E-3, 685-686, 1984. E 

データベースマシン GRACEにおけるモジュール間結合網：（坂井修一，喜連川優，田中英彦，

元岡達）電子通信学会技術研究報告， EC83-14,1983. 6, E 

バッファループ付加型磁気バプルメモリを用いた GRACEメモリモジュール：（喜連川優，荻

野正，田中英彦，元岡達）電子通信学会技術研究報告， EC84,1984. 2, E 

多次元クラスタリング技法に基づく GRACE2次記憶系の設計と評価：（伏見信也，喜連川優，

田中英彦，元岡達）電子通信学会技術研究報告， EC-84,1984. 2, E 

Design of Relational Algebra Machine : GRACE一 ItsSystem Description-: (M. Kit-

suregawa, H. Tanaka, T. Moto—oka) Journal of The Faculty of Engineering The Uni-

versity of Tokyo (B), XXXVII, 2, 343-417, 1983. G 
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第 4 部

早野研究室 (HAYANO Lab.) 

計測技術開発センターの項参照

妹尾研究室 (SENO Lab.) 

Pemeation of Complexed Metal Ions Through a Hydrophobic Membrane : (M. lgawa, 

A.Saitoh, N. Sasamura, M.Tanaka, M.Senoh) J. Membrane Sci., 14, 59-65, 1983. 2, 

C 

A Novel Conducting Charge-Transfer Complex Containing an Ylide as Donor: (S. 

Tsuchiya, S. Mitomo, M. Seno) J. Chem. Soc. Chem. Comm., 1983, 340-341, 1983. 3, 

C 

X-Ray Photoelectron Spectroscopic Study of the S-N Bonding Character of Carbonyl-

stabilized Sulphilimines : (S. Tsuchiya, M. Seno) J. Chem. Soc., Chem. Comm., 1983, 

413-414, 1983. 4, C 

On the Nature of Nitrogen-Nitrogen Bonding in Cyclic Aminimides : (S. Tsuchiya, M. 

Sena, M. Lwowski) J. Chem. Soc., Perkin Trans. II, 887-890, 1983. 6, C 

Synthesis of Crosslinked Poly (a -amino Acids) with Various Functional Groups : (Y. 

Kuroyanagi, K. Kim, M. Sena, T. Kawai) J. Polym. Sci. Polym. Chem. Ed., 21, 1289-

1303, 1983. 8, C 

Novel Carrier Molecules for Up—hill Transport of Metal Pi crates : (S. Tsuchiya, Y. Yama-

da, M. Seno) J. Chem. Soc. Chem. Comm., 1983, 995-996, 1983. 8, C 

Conformational Studies of Copoly (N5-w -hydroxyalkyl-L-glutamine-L-glutamic acid) 

s : (Y. Kuroyanagi, K. Kim, M. Seno, T. Kawai) Colloid & Polymer Sci., 261, 591-599, 

1983. 8, C 

Gas Permeability of Phosphatidylcholin Impregnated in a Porous Cellulose Nitrate 

Membrane : (K. Araki, R. Kon—no, M. Sena) J. Membrane Sci., 17, 89-95, 1984.1, 

C 

Circuit Current Generation and Uphill Transport of Salt through a Macro Mosaic 

Membrane : (M. lgawa, T. Tachibana, M. Tanaka, M. Sena)膜， 8,5, 297-299, 1983. 5, 

C 

イオン交換膜電気透析における濃度分極と水分解に関する研究 v. 膜面における電解質イオ

ンの加速：（田中良修，妹尾学）電気化学， 51, 2, 267-271, 1983. 2, C 

イオン交換膜電気透析における浪度分極と水分解に関する研究 VI. 低濃度，高電場条件下に
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おかれた難溶性無機物が水分解におよぼす効果：（田中良修，妹尾学）電気化学， 51, 6, 

465-470, 1983. 6, C 

シリコーン液膜を通しての酸素輸送：（妹尾学，山岡正和）生産研究， 35,6, 277-280, 1983. 6, 

A 

ミセルによる可溶化物質の液膜輸送：（妹尾学，木瀬秀夫，小林育夫）生産研究， 35, 6, 281 

-284, 1983. 6, A 

コボリ（アイベンジル寸：グルタミ）いNS-ジヒドロキシエチルアミノブロピ）レ-Lーグ）レタミン）

膜の構造と透過性：（妹尾学，黒柳能光）生産研究， 35, 6, 285-288, 1983. 6, A 

能動輸送モデル：（岩元和敏，妹尾学）生産研究， 35, 6, 263-270, 1983. 6, A 

非平衡熱力学一線形現象と非線形現象：（妹尾学）基礎エネルギー学研修講座， 99,エネルギー

変換懇話会， 1983.9, E 

逆ミセル系におけるぺ）レオキシダーゼの触媒反応：（妹尾学，乗富秀富，岩元和敏）第47回春

季年会講演要旨集， 1 K40, 日本化学会， 1983.4, E 

結合電子変位効果によるスルフィルイミンの安定化：（土屋伸次，妹尾学）第47回春季年会講

演要旨集， 3 F42, 日本化学会， 1983.4, E 

逆ミセル中での合成ポリペプチドのコンホメーション：（乗富秀富，黒柳能光，岩元和敏，妹

尾学）第48回春季年会講演要旨集， 4 Yl3, 日本化学会， 1983.8, E 

疎水性膜によるイオン分離：（井川学，瀬川辰也，田中正雄，妹尾学）第48回春季年会講演要

2 Yl4, 日本化学会， 1983.8, E 

モザイク膜のイオン選択透過特性：（井川学，立花孝明，田中正雄，妹尾学）第48回春季年会

講演要旨集， 2Yl5, 日本化学会， 1983.8, E 

アシルイミドをキャリアーとした上り坂輸送：（土屋伸次，妹尾学）第48回春季年会講演要旨集，

3 S01, 日本化学会， 1983.8, E 

化学反応一膜系における不均一定常状態の出現：（岩元和敏，妹尾学）第48回春季年会講演要

3 S02, 日本化学会， 1983.8, E 

コポリ (N-ヒドロキシアルキ）レ-L-グルタミン）の合成と膜特性：（黒柳能光，岩元和敏，妹

尾学）第48回春季年会講演要旨集， 1 ll2, 日本化学会， 1983.8, E 

N—ヒドロキシア）レキルグルタミンを一成分とするコポリ a-アミノ酸膜の構造と性質：（黒柳

能光，柏木栄一，妹尾学）第32回高分子学会年会， 2 D-08, 高分子学会， 1983.5, E 

水和殻を形成するカチオン性側鎖をもつポリ (a-アミノ酸）の合成と細胞応答：（黒柳能光，

妹尾学，富永直樹，赤池敏宏）第32回高分子討論会， S1 Gl4, 高分子学会， 1983.10, E 

コポリ (N-lこドロキシアルキル-L-グルタミン）の膜特性と細胞粘着挙動：（黒柳能光，妹尾

学，富永直樹，赤池敏宏）第36回コロイドおよび界面化学討論会， 3B16, 日本化学会1983.10, 

E 

逆ミセル中での合成ポリペプチドのコンホメーション：（乗富秀富，黒柳能光，岩元和敏，妹

尾学）第36回コロイドおよび界面化学討論会， 1 B10, 日本化学会， 1983.10, E 
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疎水性膜による溶存有機物質の濃縮：（井川学，吉田佳代子，田中正雄，妹尾学）第21回高分

子と水に関する討論会， 9'高分子学会， 1983.11, E 

On the Modification of Polymers under the Two—phase Conditions : (M. Seno, H. Kise) 

韓国高分子学会年会，特別講演， 1983.10, D 

Characteristic Properties of Copoly (Y -benzyl-L-glutamyl-N—dihydroxyethy 

laminopropyl-L-glutamine) Film : (Y. Kuroyanagi, K. Kim, T. Kawai, M. Seno)日韓合

同繊維学会， 1983.10, D 

不可逆過程の熱力学序論（第二版）：（妹尾学）東京化学同人， 1983.6, B 

新機能性材料“膜" : (妹尾学，木村尚史）工業調査会， 1983.6, B 

膜技術の基礎：（妹尾学（編著））日本膜学会， 1983.8, B 

Speciality Polymers : (N. Ise, I.Tabushi (Ed), M. Seno)Cambridge Univ. Press, 1983, B 

斉藤研究室 (SAITO Lab.) 

Microenvironment of Phosphine Group on a Phosphinated Silica Surface as Probed by 

Solid-State High-Resolution 31P NMR Spectroscopy : (Sumio Shinoda, Kenichi Naka-

mura, Yasukazu Saito) Chemistry Letters, 1983, 9 , 1449-1452, Chemical Society of 

Japan, 1983. 9, C 

Reaction Mechanism of Photocatalysis for the Liquid-Phase Dehydrogenation of 2-

Propanol with Rhodium Porphyrin Complex: (Ryotaro Irie, Xiaomei Li, Yasukazu 

Saito) J. Molecular Catalysis, 23, 1, 17-22, Elsevior Sequoia S. A., 1984.1, C 

Quantum Chemical Interpretation of Dihydrogen Formation Process in Photocatalytic 2-

Propanol Dehydrogenation : (Ryotaro Irie, Xiaomei Li, Y asukazu Saito) J. Molecular 

Catalysis, 23, 1, 22-27, Elsevior Sequoia S. A., 1984.1, C 

ロジウムポルフィリン光触媒によるシクロヘキサノールの液相脱水素：（李骰攻入江亮太郎，

篠田純雄，斉藤泰和）日本化学会誌， 1984, 2, 271-276, 日本化学会， 1984.2, C 

化学修飾シリカゲルの核磁気共鳴によるキャラクタリゼーション：（篠田純雄，斉藤泰和）表面，

21, 12, 722-736, 広信社， 1983.12, G 

固体表面吸着種の固体高分解能 NMRによるキャラクタリゼーション： （篠田純雄）化学と

工業， 37, 2 , 132-134, 日本化学会， 1984.2, C 

光照射）レテニウム—塩化スズ系錯体触媒による 2 ープロバノールの液相脱水素反応 (2) : (山川

哲，森山広思，篠田純雄，斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 N33, 日本化学会，

1983. 4, E 

光照射イリジウム—塩化スズ系錯体触媒による 2 ープロパノールの液相脱水素反応：（三宅弘人，

山川哲，森山広思，篠田純雄，斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3N34, 日本化学

会， 1983.4, E 

2ープロパノール液相脱水素反応における遷移金属 2核錯体の光触媒作用：（小林昭彦，森山広
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思，篠田純雄，斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 N35, 日本化学会， 1983.4, E 

遷移金属 2核錯体触媒を用いたメタノー）レの液相脱水素反応：（高橋利和，山本秀雄，篠田純雄，

斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 N36, 日本化学会， 1983.4, E 

ロジウムボルフィリン錯体による二級アルコール液相脱水素反応の光触媒作用：（李絃攻，入

江亮太郎，斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 N37, 日本化学会， 1983.4, E 

ロジウムポルフィリン光触媒反応における水素発生過程の量子化学的検討：（斉藤泰和，入江

亮太郎，李杭攻）日本化学第47春季年会予稿集， 3 N38, 日本化学会， 1983.4, E 

スズ配位遷移金属錯体の核スビン結合定数とその量子化学的理解：（山川哲，篠田純雄，斉藤

泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 Bll, 日本化学会， 1983.4, E 

カルボナト橋かけロジウムニ核錯体の核スピン結合定数とその量子化学的理解：（中村健一，

篠田純雄，斉藤泰和）日本化学第47春季年会予稿集， 3 Bl2, 日本化学会， 1983.4, E 

スズ(II)白金族錯体触媒による 2ープロパノー）レの液相光脱水素反応：（山川哲，三宅弘人，森

山広思，篠田純雄，斉藤泰和）第 2回太陽エネルギー変換にかかわる触媒化学シンポジウム，

14, 触媒学会， 1983.6, E 

配位子のトランス影響とワッカー反応機構：（斉藤泰和，野田道雄，篠田純雄）触媒学会小討

論会触媒作用の電子論， 7'触媒学会， 1983.7, E 

エネルギー変換と触媒：（斉藤泰和）触媒学会若手シンポジウム予稿集， 7'触媒学会， 1983.7, 

E 

化学修飾シリカゲルの NMRによるキャラクタリゼーションとその触媒担体特性：（篠田純

雄，斉藤泰和）日本化学会第48秋季年会予稿集， 3 B207, 日本化学会， 1983.8, E 

2ープロパノール／アセトン／水素系ケミカルヒートポンプによる低質熱の利用：（斉藤泰和，

亀山秀雄，川原徹，吉田邦夫）日本化学会第48秋季年会予稿集， 3005, 日本化学会， 1983.8, 

E 

ロジウム 2核錯体触媒によるアルコール液相脱水素反応：（高橋利和，小林昭彦，山本秀雄，

篠田純雄，斉藤泰和）第52回触媒討論会予稿集， 4 D08, 触媒学会， 1983.8, E 

2 —プロパノー）レ液相脱水素活性をもつスズ(II)配位）レテニウム (II)錯体の構造：（山川哲，森

山広思，篠田純雄，斉藤泰和）第52回触媒討論会予稿集， 4 D09, 触媒学会， 1983.8, E 

ロジウムポルフィリン光触媒によるシクロヘキサノールの脱水素反応：（李紐攻，入江亮太郎，

篠田純雄，斉藤泰和）第52回触媒討論会予稿集， 4 DlO, 触媒学会， 1983.8, E 

微粒金属ニッケル触媒によるシクロヘキサノールの液相脱水素反応：（野田道雄，斉藤泰和）

第52回触媒討論会予稿集， 4 F04, 触媒学会， 1983.8, E 

ロジウムポルフィリン錯体の 2ープロパノール光脱水素触媒作用に関する量子化学的考察：（斉

藤泰和，入江亮太郎，李絃攻）触媒， 25, 5, 395-397, 触媒学会， 1983.8, C 

モンモリロナイト層間化合物の吸着特性：（松本睦良，斉藤泰和，高橋浩）日本化学会第48秋

季年会予稿集， 4 B205, 日本化学会， 1983.8, E 

高ケイ酸質ゼオライトの合成ーアルカリ金属カチオン系からの ZSM-5の生成：（戴豊源，斉
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藤泰和，高橋浩）日本化学会第48秋季年会予稿集， 4 B207, 日本化学会， 1983.8, E 

担特ニッケル触媒の分散度と活性に及ぼす調製条件の影響：（鈴木実，高橋浩，斉藤泰和）第

52回触媒討論会予稿集， 4 F08, 触媒学会， 1983.8, E 

モンモリロナイト層間吸着種の炭素核磁気共鳴解析：（松本睦良，篠田純雄，斉藤泰和，高橋浩）

第36回コロイドおよび界面化学討論会， 2 D09, 日本化学会， 1983.10, E 

119Sn-NMR によるイリジウム—スズ錯体の配位構造解析：（山川哲，森山広思，篠田純雄，斉

藤泰和）第33回錯塩化学討論会， 2PB13, 日本化学会， 1983.10, E 

Mo(CO)忍アーア）レミナ触媒上モリブデンカルボニル化学吸着種の固体高分解能13C-NMR:

（篠田純雄， M.A. Keniry, T. L. Browm, H.S. Gutowsky, E. Oldfield)第22回 NMR討論

会講演要旨集， 46-49, 日本化学会， 1983.11, E 

金属超微粒子の触媒作用：（斉藤泰和）触媒調製シンポジウム， 1'触媒学会， 1983.11, E 

固定化触媒の NMRによるキャラクタリゼーションと反応性：（斉藤泰和）第 3回表面科学討

論会予稿集， 20, 日本表面科学会， 1983.12, E 

R & D of Photocatalysis with Metal Complexes Efficient for Endothermic Reaction Evolv-

ing Hydrogen from Organic Compounds: (Yasukazu Saito) Research on Solar Energy 

Conversion by Means of Physical, Chemical and Biological, 2, 279-284, Reports of 

Special Research on Energy under Grant—In-Aid of Ministry of Education, Science and 

Culture, 1983. 12, E 

ニッケル交換ゼオライトの還元特性とニッケル分散度に及ぼす調製法の影響：（鈴木実，堤和

男，高橋浩，斉藤泰和）第 1回触娯調製に関する小討論会，触媒学会1984.3, E 

増子研究室 (MASUKO Lab.) 

矩形電槽内の電流分布に及ぼす遮蔽板の効果：（増田正孝，増子昇）実務表面技術， 30, 4, 

168-171, 金属表面技術協会， 1983, C 

二相黄銅の淡水腐食事例の調査：（増子昇，井上健）防食技術， 32, 10, 587-592, 腐食防食

協会， 1983, C 

コンクリート鉄筋をカソードとするマクロセル腐食の模擬実験における液間電位差効果：（増

子昇，増田正孝）防食技術， 32,12, 718-720, 腐食防食協会， 1983, C 

食塩水長期浸漬における Al-Fe合金の自然電極電位の挙動：（世利修美，増子昇）軽金属， 34,

1, 41-48, 軽金属学会， 1984, C 

Feasibility Study on Energy Saving of Zinc Electrowinning: (N.Masuko) MMI]/Aus 

IMM Joint Symp, J-D-3—5, MMIJ, 1983, D 

酸性硫酸溶液におけるアノード基体の腐食：（増子昇，虫明克彦）電気化学協会第50回大会講

演要旨集， E-313,電気化学協会， 1983, E 

a (J黄銅の初期脱亜鉛腐食に及ぼす温度，電流密度および塩化物浪度の影響：（井上健，増子

昇）日本金属学会第92回大会講演要旨集， 242, 日本金属学会， 1983, E 
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Al-Fe合金中の金属間化合物と腐食生成物の霞気化学的性質：（世利修，増子昇）軽金属学会

第64回大会講演要旨集， 97, 軽金属学会， 1983, E 

淡水中での各種黄銅の局部的脱亜鉛腐食挙動：（井上健，増子昇）日本金属学会第93回大会講

演要旨集， 449, 日本金属学会， 1983, E 

Al-Fe合金の腐食に及ぼす Siの影響：（世利修美，増子昇）軽金属学会第65回大会講演要旨集，

71, 軽金属学会， 1983, E 

木村研究室 (KIMURA Lab.) 

Structure and Properties of Charged Ultrafiltration Membranes Made of Sulfonated 

Polysulfone : (Ikuo Jitsuhara and Shoji Kimura) ].Chem. Eng. Japan, 16, 5, 389, 1983. 5, 

C 

Rejection of Inorganic Salts by Charged Ultrafiltration Membranes Made of Sulfonated 

Polysulfone : (Ikuo Jitsuhara and Shoji Kimura) ].Chem. Eng. Japan, 16, 5, 394, 1983. 5, 

C 

Performances of Membranes during the Treatment of Soybean Cooking Drain from a Miso 

(Fermented Soy Paste) Factory by Ultrafiltration and Reverse Osmosis : (Shinーichi

Nakao, Satoshi Yumoto, Atsuo Watanabe and Shoji Kimura)日本食品工業学会誌 30, 8, 

442, 1983. 8, C 

Characteristics of the Gel Layer during the Treatment of Soybean Cooking Drain from a 

Miso (Fermented Soy Paste) Factory by Ultrafiltration and Reverse Osmosis : (Shinー

ichi Nakao, Satoshi Yumoto, Atsuo Watanabe and Shoji Kimura)日本食品工業学会誌 30,

8, 449, 1983. 8, C 

Transport Through Charged Ultrafiltration Membranes : (Shoji Kimura and Ikuo Jitsuhara) 

Desalination, 46, 407, 1983, C 

膜利用技術の現状：（木村尚史）生産研究， 35, 6, 249-254, 1983. 6, A 

Pervaporation法によるアルコール浪縮：（木村尚史，野村剛志）生産研究， 35, 6, 289-292, 

1983. 6, A 

パラジウム合金膜を用いるトリチウムを含む水素同位体の分離に関する研究：（鈴木康夫，木

村尚史）生産研究， 35, 6, 293-296, 1983. 6, A 

ダイナミック膜の成膜とその特性：（高井信治，木村尚史）生産研究， 35,6 , 301-303, 1983. 6, 

A 

シリコンゴム膜を用いた有機物一水系のパーベーパレーション：（木村尚史，野村剛志）膜， 8,

3 , 177, 1983. 3, C 

トリチウムガス取扱い用小規模実験システムの設計，製作および性能試験：（鈴木康夫，田中知，

小野双葉，木村尚史，高橋洋一，消瀬羅平）日本原子力学会誌， 26, 1, 47, 1984. 1, C 

最近の逆浸透法における海水淡水化について：（岡崎素弘，木村尚史）日本海水学会誌， 37, 3, 
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149, 1983. 3 C 

拡散と膜透過：（木村尚史）膜技術の基礎，喜多見書房， 1983, B 

限外炉過法：（木村尚史）造水技術・造水促進センター1983, B 

パーベーパレーション法による有機物一水素の分離：（野村剛志，木村尚史）化学工学協会第

48年会G311, 1983. 4, E 

逆浸透膜の選択透過機構に関する研究（負の排除に関して）：（岡崎素弘，木村尚史）化学工学

協会第48年会G303, 1983.4, E 

ダイナミック膜の限外炉過特性：（大谷敏郎，渡辺敦夫，木村尚史）化学工学協会第48年会G304,

1983. 4, E 

パラジウム合金膜によるトリチウムの分離：（鈴木康夫，木村尚史）日本原子力学会春季年会，

1983. 4, E 

逆浸透膜の選択透過機構に関する研究：（岡崎素弘，木村尚史）日本膜学会第 5回年会研究発

表会， 1983.5, E 

パーベーパレーション法による淡水化：（野村剛志，木村尚史）日本海水学会第34回研究発表会，

1983. 6, E 

血液浄化膜＿工学的観点：（木村尚史）化学工学協会第17回秋季大会 SN-103,1983. 9, E 

食品工業における膜処理技術の現状：（木村尚史）化学工学協会第17回秋季大会展望講演

1983. 9, E 

逆浸透膜の選択透過機構：（岡崎素弘，木村尚史）化学工学協会第17回秋季大会K218,1983. 9, 

E 

荷電型限外炉過によるアミノ酸の分離：（玉野明義，木村尚史）化学工学協会第17回秋季大会

K216, 1983. 9, E 

卵白アルプミンによる限外活過用ダイナミック膜：（大谷敏郎，渡辺敦夫，木村尚史）化学工

学協会第17回秋季大会SG205,1983. 9, E 

パーベーパレーション法による淡水化：（野村剛志，木村尚史）化学工学協会第17回秋季大会

K219, 1983. 9, E 

分離・精製技術は今……，膜プロセス：（木村尚史） MOL, 21, 6, 73, オーム社， 1983.6, 

G 

最近の膜利用技術の動向：（木村尚史）化学工場， 27, 4, 7, 日刊工業新聞， 1983.4, G 

膜利用技術の展望：（木村尚史）ケミカルエンジニャリング， 28,12, 13, 化学工業社， 1983.12, 

G 

食品工業における膜処理技術の応用：（木村尚史）食品工業， 26,24, 22, 光琳， 1983.12, G 

新機能材料“膜":(妹尾学，木村尚史），工業調査会， 1983.6, B 
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新井・小川研究室 (ARAI and OGAWA Lab.) 

特殊機能をもつフタロシアニン及びその類似大環状化合物に関する研究：（新井吉衛，小川昭

二郎）旭硝子工業技術奨励会研究報告， 43, 83-91, 1983, G 

鉄(III)フタロシアニンを触媒とするアシル化反応：（新井吉衛，小川昭二郎，渡辺俊雄）日本

化学会第47回春季年会， 1405, 1983. 4, E 

2, 2'ービピリジンを含むテトラアザマクロサイクル及びその誘尊体の合成と錯形成：（新井

吉衛，小川昭二郎，成島良一）日本化学会第47回春季年会， 758, 1983. 4, E 

2 (lH)—ピリジリデン構造をもつ大環状化合物の合成（その 2) : (新井吉衛，小川昭二郎）

日本学術振興会第116委員会第88回分科会資料， 1 -3, 1983. 6, E 

Determination of Neutral, Amino and N-Acetyl Amino Sugars as Alditol Benzoates by Li-

quid-solid Chromatography : (R. Oshima, J. Kumanotani) J. Chromatogr. , 265, 335-341, 

Elsevier Sci. Pub. Co. 1983. 6, C 

Thermally Derived Dimers of o-Vinylphenol : trans—and cis-2'-Hydroxy-4— 
methylflavans: (Y.Y. Chen, R. Oshima, J. Kumanotani) Bull. Chen. Soc. Jpn., 56, 2533 

-2534, 日本化学会， 1983.8, C 

HPLCによるウルシオールの直接分離と新しい成分の同定：（杜予民，大島隆一，熊野給従）

日本化学会中国四国支部大会講演予稿集， 106, 日本化学会中国四国支部， 1983.10, E 

ウルシオールの酵素酸化カップリング反応：（熊野硲従，大島隆一，山内芳雄，渡辺忠ー）日

本化学会中国四国支部大会講演予稿集， 105, 日本化学会中国四国支部， 1983.10, E 

Direct Reversed-Phase Liquid Chromatographic Separation and Identification of Consti-

tuents of Urushiol in the Sap of Lac Tree, Rhus vernicifera : (Y. Du, R. Oshima, J. 

Kumanotani) J. Chromatogr., 284, 463-470, Elsevier Sci. Pub. Co., 1984. 2, C 

導電性高分子の進歩：（大島隆一，和田達夫）有機合成化学協会誌， 42, 3 , 213-224, 有機

合成化学協会， 1984.3, C 

石田・佐藤• 森研究室 (ISHIDA, SATO and MORI Lab.) 

Determination of the Burgers Vector of a Boundary Dislocation by Weak-beam Imaging 

Using a High Voltage Electron Microscope: (Y. Ishida, K. Miyazawa and M. Mori) 

Proc. 7th. International Conference on High Voltage Electron Microscopy, 405 -410, 

Lawrence Berkeley Laboratory, 1983. 8, D 

Molecular Dynamical Calculation of Crack Propagation in Segregated Grain Boundaries in 

Iron : (Y.Ishida. M. Mori and M. Hashimoto) J. of Metals, 35, 8, 35, Metallurgical 

Soiety of AIME, 1983. 8, E 

Atomistic and Electronic Studies of the Grain Boundary Segregation -Phosphorous or 

Boron in Iron: (M. Hashimoto, Y, Ishida, R. Yamamoto and M. Doyama) J. of Metals, 
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35, 8, 24, Metallurgical Soucty of AIME, 1983. 8, E 

Texture Determination by Automated Image Processing of Electron Channeling Patterns, 

(Y. Ishida, M. Mori and M. Onoe) Preprint, International Symposium on Image Proces-

sing and It's Applications, 31, Institute of Industrial Science University of Tokyo, 

1984. 1 , D 

Atomistic Studies of Grain Boundary Segregation in Fe-P and Fe-B Alloys, (I)—Atomic 

Structure and Stress Distribution: (M. Hashimoto, Y. Ishida, R. Yamamoto and M. 

Doyama) Acta Metallurgica, 32, 1 , 1 -11, Pergamon Press, 1984. 1, C 

Atomistic Studies of Grain Boundary Segregation in Fe-P and Fe-B Alloys (II)—Electro

nic Structure and Intergranular Embrittlement : (M. Hashimoto, Y. Ishida, S. 

Wakayama, R. Yamamoto, M. Doyama and T. Fujiwara) Acta Metallurgica, 32, 1 , 13 

-20, Pergamon Press, 1984. 1 , C 

Atomistic Studies of Grain Boundary Segregation in Fe-P and Fe-B Alloys(III)—:Vibration

al States of Atoms at the Grain Boundary: (S. Wakayama, M. Hashimoto, Y. Ishida, R. 

Yamamoto and M. Doyama) Acta Metallurgica, 32, 21-27, Pergamon Press, 1984. 1, 

C 

High Resolution Electron Microscopy of the Structure and Relaxation Phenomenon of Fe40 

Ni40P14氏 Amorphous Alloy : (Y. Ishida) Amorphous Material-Physics and 

Technologyー， 23-29, Osaka Univ. Amorphous Material Project Editorial, 1983.11, B 

材料研究とコンピュータ：（石田洋一）金属， 53,10, 56-57, アグネ， 1983.10, C 

鋼材表面層の組織と結合状態の解析：（石田洋一）鉄と鋼， 69,11, 38-40, 日本鉄鋼協会，

1983.11, C 

高分解能電子顕微鏡による Fe40Ni40P14訟非晶質合金の構造と緩和現象の観察：（石田洋一，

市野瀬英喜）文部省科研費特定研究「アモルファス材料・物性」研究成果報告書， 33-38,

大阪大学基礎工学部「アモルファス」研究事務局， 1983.11, F 

鉄鋼材料における水素粒界トラップのトリチウムオートラジオグラフィ：（石田洋一，斉藤秀

雄）東京大学原子力研究総合センター年報， 10,271-275, 東京大学原子力研究総合センター，

1983. 10, F 

界面構造の観察と制御：（石田洋一）表面・界面の制御技術7-63, 日本金属学会， 1983.11, C 

原子レベル組織学のもたらすもの：（石田洋一）生研講習会「材料機能の可能性」， 1 -13, 生

産技術奨励金， 1983.12, F 

界面制御技術：（石田洋一）先端金属材料・加工技術調査報告書， 1 -7, 綜合鋳物センター，

1983 9, F 

結晶粒界原子構造の研究：（石田洋一，市野瀬英喜，森実）電子顕微鏡， 18, 3, 120-127, 

日本電子顕微鏡学会， 1984.3, C 

電顕格子像と計算像の比較による粒界構造の同定：（石田洋一，市野瀬英喜，森実，橋本稔）
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日本金属学会講演概要集， 139, 日本金属学会， 1963.4, E 

弱ビーム法による双晶転位バーガースベクトルの決定：（森実，宮沢薫ー，石田洋一）日本金

属学会講演概要集， 138, 日本金属学会， 1963.4, E 

偏析した粒界における格子振動(II): (若山修一，橋本稔，石田洋一，山本良一，堂山昌男）

日本金属学会講演概要集， 138, 日本金属学会， 1963.4, E 

モレキュラーダイナミックスによる粒界破壊のシミュレーション (I): (森実，石田洋一）日

本金属学会講演概要集， 143, 日本金属学会， 1963.4, E 

Fe40Ni40P14恥非晶質合金の構造と加熱による生成相の高分解能電顕観察：（市野瀬英喜，石

田洋一）日本金属学会講演概要集， 44, 日本金属学会， 1963.4, E 

トリチウムによる鋼中の水素挙動の研究：（浅岡照夫，斉藤秀雄，野川憲夫，森川尚威，石田

洋一）日本鉄鋼協会春季講演会討論会予稿集，日本鉄鋼協会， 1963.4, E 

P.Bの偏析した Fe粒界の振動状態及び熱的性質：（若山修一，橋本稔，石田洋一，山本良一，

堂山昌男）日本物理学会年会予稿集， 2, 70, 日本物理学会， 1963.3, E 

トリチウム電顕オートラジオグラフィの金属への応用：（斉藤秀雄，野川憲夫，浅岡照夫，森

川尚威，佐藤乙丸，石田洋一）第20回理工学における同位元素研究発表会要旨集， 106, 日

本アイソトープ協会， 1983.6, E 

深層地下水の流動調査：（田部井健，佐藤乙丸，杉浦勉，川瀬英路，斉藤秀雄，前田文彦）第

20回理工学における同位元素研究発表会要旨集， 99, 日本アイソトープ協会， 1983.6, E 

中性子放射化オートラジオグラフィの応用：（佐藤乙丸，森実，斉藤秀雄）第20回理工学にお

ける同位元素研究発表会要旨集， 107, 日本アイソトープ協会1983.6, E 

電顕格子像と計算像の比較による金結晶粒界構造の解析：（石田洋一，市野瀬英喜，森実，橋

本稔）日本電子顕微鏡学会第39回学術講演会講演予稿集， 284,

転位列の高分解能観察と薄膜効果：（市野瀬英喜，石田洋一）日本電子顕微鏡学会第39回学術

講演会講演予稿集， 121, 日本電子顕微鏡学会， 1983.5, E 

電顕格子像による粒界移動の観察：（市野瀬英喜，石田洋一）日本金属学会講演概要集， 490,

日本金属学会， 1963.10, E 

リン又は賜を含む鉄合金の粒界格子像観察：（市野瀬英喜，石田洋一，井野博満）日本金属学

会講演概要集， 490, 日本金属学会， 1963.10, E 

モレキュラーダイナミックスによる粒界破壊のシミュレーション (II): (森実，石田洋一）日

本金属学会講演概要集， 491, 日本金属学会， 1963.10, E 

弱ビーム法による双晶境界転位バーガースベクトルの決定(II): (宮沢薫ー，程徳斌，斉藤秀

雄，森実，石田洋一）日本金属学会講演概要集， 491, 日本金属学会， 1963.10, E 

Fe-P合金におけるトリチウム・オートラジオグラフィ：（斉藤秀雄，浅岡照夫，野川憲夫，

森川尚威，石田洋一）日本金属学会講演概要集， 348, 日本金属学会， 1963.10, E 

Cr-Mo鋼におけるトリチウムの挙動の解析：（浅岡照夫，斉藤秀雄，野川憲夫，森川尚威，

石田洋一）日本金属学会講演概要集， 388, 日本金属学会， 1963.10, E 
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ミクロオートラジオグラフィによる純鉄の結晶粒界に沿ったスズとクロムの拡散の研究：（斉

藤秀雄，石田洋一，佐藤乙丸） Radioisotopes, 32, 2, 53-58, 日本アイソトープ協会， 1983.

C 

X・Y線利用の世界の動向 (1): (佐藤乙丸他 4名） Radioisotopes, 32, 9, 387-388, 日本

アイソトープ協会， 1983. F 

井野研究室 (INO Lab.) 

液体急冷した Al-Fe合金における Fe原子位置：（井野博満，小川道生，市野瀬英喜，梅津清）

生産研究， 35, 7, 352-355, 1983. 7, A 

複合材料技術に関する研究・プラズマ溶射法によるアモルファス合金の作製：（揖斐繁，梅津

清，井野博満）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 94-97, 1983. 9, A 

貴金属元素の化学と応用：（井野博満，分担執筆）尾崎幸ほか編，講談社サイエンティフィク，

1984. 3, B 

非晶質 Pd-Si合金の結晶化過程と雰囲気の影響：（徳満和人，田中彰博，井野博満）日本金

属学会誌， 47,10, 814, 日本金属学会， 1983.10, C 

メスバウアー分光法による合金構造と相変化の研究：（井野博満）日本金属学会講演概要集，

昭和58年春， 27, 日本金属学会， 1983.4, E 

液体急冷した Al-Fe合金の構造：（井野博満，小川道生，市野瀬英喜，梅津清）日本金属学

会講演概要集，昭和58年春， 37, 日本金属学会， 1983.4, E 

Fe-Ni-C, Fe-Al-Cオーステナイトおよびマルテンサイト相のメスバウアー分光：（井野博

満，斉藤輝人，佐野栄作，梶原節夫）日本金属学会講演概要集，昭和58年春， 101, 日本金

属学会， 1983.4, E 

液体急冷した Fe-B合金の組織と B原子位置：（井野博満，長田和雄，梅津清，市野瀬英喜）

日本金属学会講演概要集，昭和58年秋，日本金属学会， 1983.4, E 

Fe-B非晶質合金の結晶化プロセス：（市野瀬英喜，守屋靖夫，長田和雄，井野博満）日本金

属学会講演概要集，昭和58年秋，日本金属学会， 1983.4, E 

リン又は錫を含む鉄合金の粒界格子像観察：（市野瀬英喜，石田洋一，井野博満）日本金属学

会講演概要集，昭和58年秋， 490, 日本金属学会， 1983.4, E 

アモルファス合金はどのように結晶するか：（井野博満）金属， 54, 2, 7, アグネ， 1984.2, 

G 

“新素材革命”の現状：（井野博満）技術と人間， 84, 1, 17, 技術と人間， 1984.1, G 

High Resolution Electron Microscopic Observation of the Structure and Relaxation Phe-

nomenon of Fe40 Ni40 Pl4B6 Amorphous Alloy: (Hideki Ichinose and Yoichi Ishida) 

Trans. J. I. M, 24, 6 , 405, 日本金属学会， 1983, C 

Ho20Cosoスパッター膜の断面微細構造：（鈴木孝雄，青柳英二，市野瀬英喜）， 236, 日本金属

学会， E
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瓜生研究室 (URYU Lab.) 

Selective Ring-Opening Polymerization of 1, 4-Anhydro-2, 3—di-0-benzyl- a -D-

Xylopyranose and Synthesis of Stereoregular (1→ 5)-a -D-Xylofuranan : (Toshiyuki 

Uryu, Junichi Yamanouchi, Shuji Hayashi, Hidehiko Tamaki, Kei Matsuzaki) 

Macromolecules, 16, 2, 320-326, American Chemical Society, 1983. 2, C 

Stereoregularity of Polystyrene Derivatives V. Poly (a -methylstyrene) Obtained by 

Cationic Catalysts : (Tokiji Kawamura, Toshiyuki Uryu, Toshiyuki Seki. Kei 

Matsuzaki) Polymer J., 15, 2, 107-110, The Society of Polymer Science, Japan, 1983. 2, 

C 

Chemical Synthesis of Amino-Group Containing (1→ 6)-a -D-Glucan Derivatives by 

Ring-Opening Polymerization of 1, 6-Anhydro—azido—sugars : (Toshiyuki Uryu, 

Kenichi Hatanaka, Kei Matsuzaki, Hiroyoshi Kuzuhara) Macromolecules, 16, 6, 853-

858, American Chemical Society, 1983. 6, C 

Synthesis of Stereoregular Heteropolysaccharides Having Amino-Groups by Ring-Open-

ing Copolymerization of 1, 6-Anhydro-azido-sugar Derivatives: (Toshiyuki Uryu, 

Kenichi Hatanaka, Kei Matsuzaki, Hiroyoshi Kuzuhara) J. Polym. Sci. Polym. Chem. 

Ed., 21, 8, 2203-2214, John Wiley & Sons, 1983. 8, C 

Selective Ring-Opening Polymerization of Di-0-methylated and Di-0-benzylated 1, 

4-Anhydro-a -D—ribopyranoses and Structure Proof of Synthetic Cellulose-type Poly-

saccharide (1→ 4)-(3 -D-Ribopyranan and (1→ 5)-a -D-Ribofuranan : (Toshiyuki 

Uryu, Junichi Yamanouchi, Takashi Kato, Shinya Higuchi, Kei Matsuzaki) J. Am, Chem. 

Soc., 105, 23, 6865-6871, American Chemical Society, 1983.11, C 

多糖類の合成：（瓜生敏之）繊維学会誌， 39, 3, 77-83, 繊維学会， 1983.3, C 

単糖を側鎖に持つ多糖の合成：（辺見昌弘，瓜生敏之，松崎啓）高分子学会予稿集， 32,2, 267, 

高分子学会， 1983.5, E 

低加速型電子線照射器による高分子化反応：（滝口良平，瓜生敏之）高分子学会予稿集， 32,2, 

279, 高分子学会， 1983.5, E 

ポリビニルカルバゾールとそのモデル化合物のコンホメーション解析：（瓜生敏之，川村時治，

伊達正純，松崎啓）高分子学会予稿集， 32, 4, 836, 高分子学会， 1983.5, E 

1, 4 —無水グルコース誘導体の開環重合：（瓜生敏之，山口千春，森川宏平，金井泰ー，松崎

啓）高分子学会予稿集， 32, 2, 213, 高分子学会， 1983.5, E 

1, 4 —無水リボース誘祁体の重合による多糖の合成とその構造：（瓜生敏之，加藤隆史，樋口

信弥，山之内淳一）高分子学会予稿集， 32, 2, 214, 高分子学会， 1983.5, E 

ヘパリン類似多糖の合成：（畑中研一，小野藤彦，瓜生敏之，松崎啓，葛原弘美）高分子学会

予稿集， 32, 3, 448, 高分子学会， 1983.5, E 
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1, 4 —無水リキソース誘導体のカチオン開環重合：（新福哲郎，瓜生敏之）高分子学会予稿集，

32, 2, 212, 高分子学会， 1983.5, E 

Low-Cost Synthesis of Polymeric Adhesives by Low-Energy Electron-Beam—Inter— 
Crossing between Light—Induced and Electron-Beam Processes : (Toshiyuki Uryu, 

Ryohei Takiguchi) University of Tokyo International Symposium, 1983. 7, D 

1, 4 —無水リキソース誘導体のカチオン開環重合に関する研究：（瓜生敏之，吉田誠一，新福

哲郎，荻野新）高分子学会予稿集， 32, 6, 1379-1382, 高分子学会， 1983.10, E 

1, 4 —無水リボース誘導体のカチオン開環重合における立体規制：（瓜生敏之，加藤隆史，樋

口信弥，山之内淳一）高分子学会予稿集， 32, 7, 1479-1482, 高分子学会， 1983.10, E 

低加速型電子線照射器による高分子化反応〔II〕種々のエステル基を持つアクリレートポリマー

とモノマー共存系の反応：（滝口良平，瓜生敏之）高分子学会予稿集， 32, 6, 1275-1278, 

高分子学会， 1983.10, E 

1, 4 —無水グリコース誘導体の重合挙動に関する研究：（瓜生敏之，山口千春）高分子学会予

稿集， 32, 6, 1375-1378, 高分子学会， 1983.10, E 

鋤柄研究室 (SUKI GARA Lab.) 

Pattern of Hydrodynamic Dissipative Structure in a Thin Liquid Layer: (Yoshihiro Aika-

wa, Mitsunori Sukigara)生産研究， 35, 8, 378-380, 1983. 8, A 

情報像形成技術の基礎：（鋤柄光則）「新しい情報流通システムと材料」， 2, 1 -15, シーエ

ムシー， 1983.6, B 

Surface States at Semiconductor-liquid Junction: (Kenkichiro Kobayashi, Yoshihiro Aika-

wa, Mitsunori Sukigara)J. Appl. Phys., 54, 5, 2526-2532, American Institute of Physics, 

1983, C 

Surface States at the Titanium Dioxide/Water Interface under UV Illumination : 

(Kenkichiro Kobayashi, Masasuke Takata, Shoichi Okamoto, Yoshihiro Aikawa, Mitsu-

nori Sukigara) Chem. Phys. Lett., 96, 3, 366-370, 1983, C 

Reduction Rate of Fe (bpy)『inHigh Overvoltage Region at Highly Doped Sn02/Prop-

ylenecarbonate Interface : (Kenkichiro Kobayashi, Masasuke Takata, Shoichi Okamoto, 

Yoshihiko・Sekine, Yoshihiro Aikawa, Mitsunori Sakigara) Chem. Phys. Lett., 104, (2 

/ 3), 253-257, 1984, C 

溶媒の再配置エネルギーに対する理論式の誘導：（小林健吉郎，高田雅介，岡本祥ー，會川義寛，

鋤柄光則）日本写真学会誌， 46, 2, 106-110, 日本写真学会， 1983, C 

酸化チタン (N)粒子上での光触媒反応と電位浮遊効果：（會川義寛，高橋章，鋤柄光則）日本

化学会誌 2, 292-298, 日本化学会， 1984.2, C 

Photochemical Reaction of 8-Methoxypsoralen in Liposome : (Masako Sasaki, Toshibumi 

Sakata, Mitsunori Sukigara) Photomedicine and Photobiology, 5 , 2 , 31 -32, 
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Japanese Society for Photomedicine and Photobiology, 1983.12, C 

8ーメトキシプソラレンの光化学反応と光医療：（佐々木政子，坂田俊文，鋤柄光則）日本化学

会誌， 2, 354-360, 日本化学会， 1984.2, C 

半羽体トンネル電極を用いる電気化学計測に関する研究ーSn02トンネル屯極上でのCe4+と光

励起ローダミン Bの電子移動機構：（鋤柄光則，會川義寛，小林健吉郎）旭硝子工業技術奨

励会研究報告， 41,245-253, 旭硝子工業技術奨励会， 1983.3, C 

Photoelectrophoresis and Photoinduced Electrohydrodynamic Instability : (Mitsunon 

Sukigara, Yoshihiro Aikawa)Image Technology 1983 (SPSE's 36th Annual Conference), 

54, Soc. Photogr. Scientists & Engineers, 1983. 6, D 

Eluorescent Intermediate of 8-Methoxypsoralen in Methanol under UVA Irradiation : 

(Masako Sasaki, Toshibumi Sakata, Mitsunori Sukigara) Xlth International Conference 

on Photochemistry, 54, 1983. 8, D 

光電流電位特性を用いる半尊体のフラットバンド屯位の決定：（會川義党，相楽隆正，鋤柄光則）

電気化学協会第50回大会， Bl20,電気化学協会， 1983.3, E 

表面処理による半導体／液体界面容量特性の変化：（関根良彦，會川義党，鋤柄光則）電気化学

協会第50回大会， Bl21,電気化学協会， 1983.3, E 

光燃料電池の概念とその効率：（會川義寛，鋤柄光則，本多健一，武田修三郎）電気化学協会

第50回大会， Bl22,電気化学協会， 1983.3, E 

半尊体／溶液界面の光電流電位特性：（會川義寛，相楽隆正，森豊，武田修三郎，坂田俊文，鋤

柄光則）日本化学会第47回春季年会3Q26, 日本化学会， 1983.4, E 

紫外線照射下における TiO砂比0界面での表面準位の生成と消滅：（小林健吉郎，高田雅介，

岡本祥ー，會川義寛，鋤柄光則）日本化学会第47回春季年会， lUll, 日本化学会1983.4,

E 

色素吸着による半導体／溶液界面における表面準位の形成：（桜田雅久，會川義党，鋤柄光則）

日本写真学会昭和58年度年次大会， Bl3, 日本写真学会1983.5, E 

n—型酸化チタン／水溶液界面における光による表面準位の生成：（相楽隆正，會川義寛，鋤柄

光則）日本化学会第48秋季大会， 4005, 日本化学会， 1983.8, E 

半導体／溶液界面の光電流に対する有機物の効果：（森豊，相楽隆正，會川義党，武田修三郎，

坂田俊文，鋤柄光則）日本化学会第48秋季大会， 4006, 日本化学会， 1983.8, E 

Pt/Ti02粒子の光触媒特性に対する有機物の効果：（吉田毅，會川義寛，鋤柄光則）日本化学

会第48秋季大会， 4013, 日本化学会， 1983.8, E 

半導体／溶液界面における再結合中心と反応中心：（會川義寛，相楽隆正，鋤柄光則）第36回コ

ロイド及び界面化学討論会， 3C09, 日本化学会， 1983.10, E 

酸化チタンの表面準位と光との相互作用：（森豊，會川義寛，鋤柄光則，武田修三郎，坂田俊文）

電子写真学会第52回研究討論会， 11,電子写真学会， 1983, E 

GaAs/溶液界面での電子移動反応と表面準位：（桜田雅久，會川義寛，鋤柄光則） 1983年電気
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化学合同秋季大会， All7, 電気化学協会， 1983.11, E 

Ti切電極を用いたニトロキシラジカルの光電気化学反応：（中村吉伸，會川義寛，鋤柄光則，

平沢冷） 1983年電気化学合同秋季大会， £103,電気化学協会， 1983.11, E 

半羽体／溶液界面の表面伝導と光の効果：（會川義寛，中村吉伸，平沢冷，鋤柄光則） 1983年屯

気化学合同秋季大会， £122,電気化学協会， 1983.11, E 

酸化物半尊体／溶液界面における表面準位の光による生成と電子による消滅：（相楽隆正，會川

義寛，鋤柄光則） 1983年電気化学合同秋季大会， £123,電気化学協会， 1983.11, E 

トンネル電極①～④ ：（鋤柄光則）日経産業新聞， 1983.4, G 

半羽体トンネ）レ屯極：（會川義寛）電気化学， 51, 7, 517-519, 電気化学協会， 1983.7, C 

液晶形成の化学と機能：（鋤柄光則）化学総説， 40,53-64, 日本化学会， 1983.5, C 

半導体の光腐蝕：（會川義寛，下田陽久，鋤柄光則）金属表面技術， 34, 7, 344-353, 金属

表面技術協会， 1983.7, C 

材料設計：（鋤柄光則）電気化学， 51, 7 , 570-573, 電気化学協会， 1983.7, C 

材料設計：（鋤柄光則）「第15回セミコンファレンス」テキスト， 11-15,電気化学協会東北支

音B,1984. 1, G 

エレクトロクロミック材料：（鋤柄光則）化学工業， 34,10, 912-915, 化学工業社， 1983.10, 

G 

研究および技術懇談会への期待：（鋤柄光則）電気化学， 52, 2, 145, 電気化学協会， 1984.2, 

C 

相馬研究室 (SOHMA Lab.) 

コークスの高炉内における劣化に関する研究：（館充，張東植，鈴木吉哉，桑野芳ー，中村成子）

東京大学生産技術研究所報告， 30, 5, 191-240, 1983. 8, A 

試験高炉を用いた高炉プロセスに関する研究一高炉設備及び装置ー：（鉄鋼研究室研究グ）レー

プ）東京大学生産技術研究所，大型共同研究成果概要， 4, 1983. 9, A 

石炭の溶鉄ガス化におけるガス化機構（石炭の溶鉄ガス化に関する研究ー 3)大塚研一，相馬

胤和，呉平男，桑野芳ー）鉄と鋼， 69, 12, S762, 日本鉄鋼協会1983.9, C 

コークスの光学的組織成分の選択反応性に関する研究：（ホセ プリセーニョ，鈴木吉哉，館充）

鉄と鋼， 69, 12, S819, 日本鉄鋼協会1983.9, C 

高温におけるコークスの光学的組織成分の選択反応性に関する研究：（ホセ プリセーニョ，

天辰正義，鈴木吉哉，相馬胤和）鉄と鋼， 69,12, S820, 日本鉄鋼協会1983.9, C 

白石研究室 (SHIRAISHI Lab.) 

Photooxidation of D-Frnctose with Iron(III) Chloride Under. Aerobic Condition : (Koji 

Araki, Masato Sakuma, Shinsaku Shiraishi) Chem. Lett., 4, 665-666, 日本化学会， 1983,

C 
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難燃性含リン高分子の合成：（白石振作，松本和正，片岡茂生，東正人，山崎誠彦）旭硝子工

業技術奨励会研究報告， 41,225-232, 旭硝子工業技術奨励会， 1983, C 

The Reaction of Benzonitrile Oxides with S, S-Dimethyl-N-(2, 4, 6-trihalophenyl)-

Sulfimides: The Formation of Benzoxazole Derivatives: (Shinsaku Shiraishi. Tohru 

Hayakawa, Tadashi Shigemoto) Bull. Chem. Soc. Jpn., 56, 5, 1514-1518, 日本化学会，

1983, C 

The Reaction of Nitrile Oxides with Alkyl-and Alkyl-haloーsulstitutedp-Benzoquinones: 

(Shinsaku Shiraishi, B.Shivarama Holla, Kiyoshi Imamura) Bull. Chem. Soc. Jap., 56, 

11, 3457 -3463, 日本化学会， 1983, C 

The Specific and Uphill Transport of Cupper(II) Ion by 6. 6'-Diamino-2. 2-Bipyridrne 

Derivatives : (Noriyuki Kishii, Koji Araki, Shinsaku Shiraishi) J. Chem. Soc., Chem. 

Commun., 1984, 2, 103-4 , Royal Sociely of Chemistry, C 

フタロニトリルからのフタロシアニン生成における光の関与：（友田睛彦，斉藤正治郎，白石

振作）日本化学会誌， 1 , 125-131, 日本化学会， 1984, C 

Photooxidation of Monosaccharides with Metal Catalysis. Oxidation with Atmospheric Ox-

ygen by Con piing with Oxidation-Reduction Cycle of Metal Ions : (Koji Araki, Shin 

saku Shiraishi) Chem.Lett, 2, 267-270, 日本化学会， 1984, C 

バルクケミカルスの R&Dの重要性：（白石振作）化学工業， 35, 1 , 23-27, 化学工業社，

1984, G 

The Relationship between the Osmotic Fragility of Human Erythrocyte and Cell Age : (]. 

M. Rifkind, Koji Araki, E. C. Hadley) Arch. Biochem. Biophys., 222, 4 , 582-589, 1983, 

C 

鈴木（基） 研究室 (SUZUKI Lab.) 

Simulation of N onisothermal Pressure Swing Adsorption : (K. Chihara and M. Suzuki) J 

Chem. Eng. Japan, 16, 1, 53-61, 1983, C 

Mass Transfer Coefficient in Cyclic Adsorption and Desorption: (S. Nakao and M 

Suzuki) J. Chem. Eng. Japan, 16, 2, 114-119, 1983, C 

Xenon Adsorption on Active Carbon at Low Pressures : (A. Sakoda and M. Suzuki) J. 

Chem. Eng. Japan, 16, 2, 156-157, 1983, C 

Air Separation by Modified Molecular Sieving Carbon : (K. Chihara, Y. Sakon and M. 

Suzuki) Illrd PACHEC, Seoul, 1, 180-185, May, 1983, D 

Rate of Adsorption and Desorption in Cyclic Adsorption Processes : (S. Nakao and M. 

Suzuki) Illrd PACHEC, Seoul, 1, 186-191, May, 1983, D 

Ammonia Removal by Korean Natural Zeolite : (M. Suzuki and K-S. Ha) IIIrd PACHEC、

Seoul, 4, 265-270, May, 1983, D 
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Surface Diffusion of Two—Component Gases on Activated Carbon : (M. Suzuki, M. Hori 

and K. Kawazoe) Int. Conference on Fundamentals of Adsorption, May, 1983, D 

Analysis of Chemical Elution of Uranium from Adsorbent Bed : (M. Suzuki, S. Kato, T 

Hirotsu and T. Itagaki) Int. Meeting on Recovery of Uranium from Sea Water, 21, 165 

-174, Tokyo, October, 1983, D 

Air Drying by Pressure Swing Adsorption : (K. Chihara and M. Suzuki) J. Chem. Eng. 

Japan, 16, 4, 293-299, 1983, C 

Effects of Pre-adsorption on Transient Processes in Cyclic Adsorption and Desorption : 

(S. Nakao and M. Suzuki) J. Chem. Eng. Japan, 16, 4, 330-332, 1983, C 

Fundamental Study on Solar Powered Adsorption Cooling System : (A. Sakoda and M. 

Suzuki) J. Chem. Eng. Japan, 17, 1, 52-57, 1984, C 

Comparison of Steam Gasification Rates of Various Activated Carbon by TGA Method : (I. 

Matsui, D. M. Misic and M. Suzuki) J. Chem. Eng. Japan, 17, 1, 13-19, 1983, C 

Decomposition Rate of Dissolved Organic Nitrogen in Rivers and Sewage Plant : (川島博

之，鈴木基之）生産研究， 35,161-164, 1983, A 

中小都市河川における汚濁物質の分解と蓄積：（川島博之，鈴木基之）水質汚濁研究， 6,213 

-220, 1983, C 

中小都市河川の富栄養化：（川島博之，鈴木基之）水質汚濁研究， 6, 221-228, 1983, C 

分子ふるい活性炭による吸着分離：（鈴木基之）研究の工業化手法第III集， 54-60,化学工学

協会， 1983, C 

小型動物が底泥の酸素消費に与える影態：（川島博之，鈴木基之）化学工学論文集， 9, 6, 

700-703, 1983, C 

海水ウラン吸着における｀速度論：（鈴木基之）海洋科学， 15, 11, 660-667, 1983, G 

都市を流れる川：（鈴木埜之）用水と廃水， 25, 7, 1 , 1983, G 

河床付着そう類の増殖とはく離：（鈴木基之，川島博之）化学工学論文集， 9,324-329, 1983, 

C 

Clinoptilolite による NHt-N の除去 (3)一再生条件の検討—: （鈴木基之，河紀成）化学工

学協会第48年会 Cll6, 104, 1983, E 

太陽熱を利用する吸着冷房方式に関する基礎的研究 (Il)一連続操作—: （迫田章義，鈴木基之）

化学工学協会第48年会 C201, 105, 1983, E 

分子ふるいカーボンによる空気分離：（茅原一之，鈴木基之，左近淑人）化学工学協会第48年

会 C203,107, 1983, E 

酸化池による生活雑排水の処理：（鈴木基之，岡田光正，河田孝雄）化学工学協会第48年会

£309, 205, 1983, E 

汚濁小河川における生態遷移モデル：（川島博之，鈴木基之）化学工学協会第48年会 £318, 

214, 1983, E 
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クロマト法による有機金属ガスの拡散係数及び熱分解速度の評価：（鈴木基之，佐藤理夫）化

学工学協会第48年会 Gl08, 272, 1983, E 

粉末炭のヘテロ擬集効果：（茅原一之，鈴木基之）化学工学協会第48年会 1308, 403, 1983, 

E 

粉末活性炭を用いる凝集．吸着の複合処理について：（鈴木基之，茅原一之）化学工学協会室

蘭大会 B207, 135-136, 1983, 7, E 

粉末活性炭と有機性コロイドのテヘロ擬集：（茅原一之，鈴木基之）化学工学協会室蘭大会

B208, 137-138, 1983, 7, E 

家庭排水処理システムの最適規模：（片桐守雄，浅井信宏，関実，辻村征紀，茅原一之，鈴木

化学工学協会室蘭大会 B216, 153-154, 1983, 7, E 

家庭排水処理システムの最適規模中小都市におけるケース・スタディ：（片桐守雄，浅井信宏，

関実，辻村征紀，茅原一之，鈴木基之）化学工学協会室蘭大会 B217, 155-156, 1983, 7, 

E 

空気中の窒素分離 PSA法の最適化：（茅原一之，左近淑人，鈴木基之）化学工学協会室蘭大

会 ClOl,157-158, 1983, 7, E 

空気中の窒素分離 PSA法の最適化 (2): (茅原一之，左近淑人，鈴木基之）化学工学協会第

17回秋季大会 SC106, 113, 1983, 9, E 

太陽熱を利用する吸着冷房方式に関する研究一実験的小規模実装置の試作と運転ー：（迫田章

義，鈴木基之）化学工学協会第17回秋季大会 SC107, 114, 1983, 9, E 

低濃度エタノー）レの分子ふるい活性炭による水溶液吸着：（鈴木基之，藤井隆夫）化学工学協

会第17回秋季大会 SCllO, 117, 1983, 9 , E 

Clinoptiloliteによる NH;t除去 (4)一共存異種イオンの影響ー：（河紀成，鈴木基之）化学工

学協会第17回秋季大会 SC115, 122, 1983, 9, E 

MOCVD法の速度過程の検討：（鈴木基之，佐藤理夫）化学工学協会第17回秋季大会 SC205, 

128, 1983, 9, E 

酸化池における沈降堆積物の挙動について：（鈴木基之，岡田光正，河田孝雄）化学工学協会

第17回秋季大会 SJC116, 447, 1983, 9, E 

下水道の普及と都市河川の変貌：（川島博之，鈴木基之）第18回水質汚濁学会， No.201, 1984. 3, 

E 

酸化池による生活雑排水処理：（河田孝雄，岡田光正，鈴木基之）第18回水質汚濁学会， No.128, 

1984. 3, E 

Acinetobacter calcoaceticus SH-1によるフェノールの資化について：（長谷川伸作，鈴木基

之）道衛研所報， 33集， 39-44, 1983, G 

Acinetobacter calcoaceticus SH-1の芳香族化合物分解について：（長谷川伸作，鈴木基之）

道衛研所報， 33集， 134-135,1983, G 

造水技術一水処理のすべて一石橋編 3 -1活性炭， 3 -2イオン交換樹脂：（鈴木基之）， 46-
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53, 造水促進センター， 1983.5, B 

排水処理技術の最近の動向一酸化池における沈降堆積物の挙動について：（鈴木基之，河田孝

雄，岡田光正）， 93-97,化学工学協会， 1983.11, E 

大蔵研究室 (OKURA Lab.) 

（複合材料技術センターの項参照）

二 瓶研究室 (NIHEI Lab.) 

X-Ray Photoelectron Diffraction as a New Tool for Atomic Site Determination in Crystal 

Surface Layers: (Yoshimasa Nihei, Masanori Owari, Masahiro Kudo and Hitoshi 

Kamada) 185th ACS National Meeting, ANYL, 188, American Chemical Society, 1983. 3, 

D 

イオン結晶における X線光電子回折パターンの要因解析：（尾張真則，二瓶好正，鎌田仁）日

本化学会第47春季年会講演予稿集I,412, 日本化学会， 1983.4, E 

X線光電子回折 (XPED)法による GaAs表面のイオン衝撃損傷の評価：（小林淳二，尾張真則，

二瓶好正）第30回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 472,応用物理学会， E

マイクロビームアナリシスの技術と今後の展望ーマイクロビームの発生と利用：光ビームー：

（二瓶好正）微小領域の物質情報をさぐる， 25, 日本分光学会， 1983.8, G 

μm径球状石炭フライアッシュの粒別組成分布解析：（北基一郎，西沢正人，尾張真則，二瓶

好正）日本分析化学会第32年会講演要旨集， 601, 日本分析化学会， 1983.10, E 

角度分解X線光電子分光法による固体表面のキャラクタリゼーション：（二瓶好正）第36回コ

ロイドおよび界面化学討論会講演要旨集， 42, 日本化学会， 1983.10, E 

各種固体表面分析法の現状：（二瓶好正）研究所時報， 35,11, 964, 大蔵省印刷局， 1983.11, 

G 

Developing New Instrumentation For Characterization of Solid Materials : (Hitoshi Kama・

da, Y ohichi Gohshi, Yoshimasa Nihei, Kazuo Oikawa) Proc. of China-Japan Bilateral 

Conference on Analytical Chemistry, 1, 1983. 9, D 

安井研究室 (YASUI Lab.) 

X-ray Diffraction Study of the Structure of Silicate Glasses. Part 1. Alkali Metasilicate 

Glasses: (Itaru Yasui, Hiroshi Hasegawa, Minoru Imaoka) Phys. Chem. Glasses, 24, 65 

-71, 1983, C 

X-ray Diffraction Study of Silicate Glasses. Part. 2. Alkali Disilicate Glasses : (Minoru 

Imaoka, Hiroshi Hasegawa, Itaru Yasui) Phys. Chem. Glasses, 24, 72-78, 1983, C 

X-ray Diffraction Study of Glasses is the System As-Se : (Hiroshi Hasegawa, Minoru Im-

aoka, Itaru Yasui) J. Nonーcryst., 56, 291, 1983, C 
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超急冷法による Li20-MoOrW叫系ガラスの生成とその物性：（ 長谷川洋，安井至）

窯業協会誌， 91, 11, 477-483, 1983.11, C 

複合材料技術に関する研究・ガラスの真空強度：（今岡稔，長谷川洋，高橋浩）東京大学生産

技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 131-134, 1983.9, A 

複合材料研究に関する研究・ホウ酸ガラスの低温および真空強度：（長谷川洋，高石正俊，安

井至，今岡稔）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3 , 135-138, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・ 製銑・製鋼スラグをベースとしたガラス長繊維の製造：（大蔵明

光，今岡稔，安井至，高木良二）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 139 

-142, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・スラグから製造したガラス繊維の耐アルカリ性の評価：（安井至，

山崎敏子，大蔵明光，今岡稔）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3,143-146, 

1983. 9, A 

無機アモルファス材料：（安井至（執筆分担））化学総説， 41,学会出版センター， 1983.6, B 

セラミックスの破壊：（安井至（執筆分担））， 32-40, 中部経営開発センター， 1983, B 

デジタル派の文献整理：（安井至）セラミックス， 18, 8, 680, 1983, C 

アモルファスセラミックス：（安井至）電波新聞， 1983.7, G 

2価イオンを含むア）レカリアルミノシリケートガラスの内部摩擦：（坂村博康，安井至）昭和

58年年会講演予稿集， H-26,窯業協会， 1983, E 

自由回転鎖モデルによる Seガラスの構造研究：（今岡稔，長谷川洋，安井至）第24回ガラス

討論会講演予稿集， 43-45, 窯業協会， 1983, E 

白金族元素を含有するガラスに関する研究：（小木秀也，中川雄二，安井至，武田修三郎）第

22回窯業基礎討論会講演要旨集， 2 D 4, 窯業協会， 1984.1, E 

Na20・Al2切 ・2Si切ガラスの X線構造解析：（青木能理顕，山家昌寿，長谷川洋，安井至）第

22回窯業基礎討論会講演要旨集， 2 Dl3, 窯業協会， 1984.1, E 

BaF 2-ZrF 4系のガラスの構造解析：（井上博之，青木能理顕，長谷川洋，安井至）第22回窯業

基礎討論会講演要旨集， 2 Dl5, 窯業協会， 1984.1, E 

ガラス繊維の本質強度：（長谷川洋，安井至）第 1回複合材料連合研究発表会講演論文集， 21

-24, 東京大学生産技術研究所複合材料技術センター， 1983.10, E 

スラグから作成したガラス長繊維：（安井至，長谷川洋，大蔵明光）第 1回複合材料連合研究

発表会講演論文集， 29-32,東京大学生産技術研究所複合材料技術センター， 1983.10, E 

セラミックス・ガラスにおける機能設計：（安井至）第23回生研講習会テキスト「材料機能の

可能性」， 117-127,闘生産技術研究奨励会， 1983.12, G 

固体電解質 f3 —ア）レミナを中心に：（安井至）元素別触媒セミナーテキスト，触媒学会， 1983.6,

G 
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七尾研究室 (NANAO Lab.) 

Fe80B20非晶質合金の照射損傷の回復過程：（小田克郎，渡辺康裕，浜野一郎，七尾進，塩谷

亘弘，吉田博行）日本金属学会春期大会講演概要， 45, 日本金属学会， 1983.4, E 

Feso昆o非晶質合金のヘリウムイオンによる照射損傷：（渡辺康裕，樋口寿夫，七尾進，香山晃）

日本金属学会春期大会講演概要， 153, 日本金属学会， 1983.4, E 

FesoB20非晶質合金の電子線照射効果：（小田克郎，増田正孝，七尾進，吉田博行）日本物理

学会講演予稿集， 58, 日本物理学会， 1983.10, E 

非晶質合金の電子線照射効果：（増田正孝，小田克郎，渡辺康裕，，七尾進，吉田博行）日本金

属学会秋期大会講演概要， 217, 日本金属学会， 1983.10, E 

Fe-B系非晶質合金のヘリウムイオン照射損傷：（渡辺康裕，香山晃，増田正孝，七尾進）日

本金属学会秋期大会講演概要， 260, 日本金属学会， 1983.10, E 

液体急冷Al-Ti合金の作製とその電気化学的特性の測定：（増田正孝，河口斉，篠田勇，七尾

進，増子昇）第65回軽金属学会講演概要， 19,軽金属学会， 1983.11, E 

ヘリウム・イオン照射による FesoB20非晶質合金の表面損傷：（渡辺康裕，七尾進，香山晃）

Annual Report of CTR Blanket Engineering Research Facility II —38, 東大工学部，

1983.10, A 

Radiation Damage in Fe80B20 Amorphous Alloy Irradiated with He Ions : (Y. Watanabe, S. 

Nanao, A. Kohyama) Journal of Nuclear Materials, 印刷中， C

林研究室 (HAYASHI Lab.) 

TiC基サーメットの進歩と現状：（鈴木寿，林宏爾，松原秀彰）日本金属学会報， 22, 4, 

312-319, 日本金属学会， 1983.4, C 

窒素を含む TiC-Mo2C-Ni合金の高温強度：（鈴木寿，林宏爾，松原秀彰，徳本啓）粉体お

よび粉末冶金， 30, 3, 106-111, 粉体粉末冶金協会， 1983.8, C 

粉末冶金法によって調製した Ti-50at%Ni合金の組織：（林宏爾，板橋正雄）粉体および粉末

冶金， 30, 6, 218-222, 粉体粉末冶金協会， 1983.8, C 

Ti(C, N)-Mo2C-Ni合金のダイヤモンド・ホイールによる被研削性：（鈴木寿，松原秀彰，林

宏爾，辻郷康生）粉体および粉末冶金， 30, 6, 235-242, 粉体粉末冶金協会， 1983.8, C 

窒素を含む f:J-Wおよび f:J-WC焼結体の性質：（鈴木寿，林宏爾）粉体および粉末冶金， 30,

6, 243-248, 粉体粉末冶金協会， 1983.8, C 

超硬合金に対する添加炭化物としての TaCとNbCの役割の差：（鈴木寿，林宏爾，徳本啓）

粉体および粉末冶金， 30, 7, 263-267, 粉体粉末冶金協会， 1983.9, C 

Si3N4-Mg0焼結体の強度と組織との関係：（鈴木寿，林宏爾，徳本啓，小野村義弘）粉体お

よび粉末冶金， 30, 1 , 14-19, 粉体粉末冶金協会， 1984.1, C 

PVD法によって TiNを被覆した超硬合金の界面部組織と拡折力：（（鈴木寿，林宏爾，松原秀
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彰）日本金属学会誌， 48, 2, 214-219, 日本金属学会， 1984.2, C 

超硬合金の特性改良に関する基礎研究：（林宏爾）粉体および粉末冶金， 31, 2 , 39-44, 粉

体粉末冶金協会， 1984.2, C 

Ti-50at%Ni焼結合金用原料としての Ti比粉の酸化：（林宏爾，板橋正雄）日本金属学会春

期大会講演概要集， 92,313, 日本金属学会， 1983.4, E 

超硬合金の特性改良に関する基礎研究：（林宏爾）粉体粉末冶金協会春季大会講演概要集， 51,

6 -7, 粉体粉末冶金協会1983.5, E 

Si3NcMgO焼結体の組織観察：（小野村義弘，徳本啓，林宏爾，鈴木寿）粉体粉末冶金協会

51, 98-99, 粉体粉末冶金協会1983.5, E 

Si3N渓セラミックスの組織における不均一性：（小野村義弘，林宏爾）日本金属学会秋期大

会講演概要集， 93, 534, 日本金属学会， 1983.10, E 

CVD被覆超硬合金の抗折力に及ぼす合金炭素羅の影響：（徳武安衛，土井良彦，林宏爾，鈴

木寿）粉体粉末冶金秋季大会講演概要集， 52,26-27, 粉体粉末冶金協会， 1983.11, E 

PVD被覆超硬合金の界面部組織および抗折力について：（松原秀彰，渋木邦夫，林宏爾，鈴

粉体粉末冶金秋季大会講演概要巣， 52, 28-29, 粉体粉末冶金協会， 1983.11, E 

Si3N4-MgO-Al2切系セラミックスの機械的性質：（三津田芳嗣，小野村義弘，板橋正雄，林

宏爾）粉体粉末冶金秋季大会講演概要集， 52, 164-165, 粉体粉末冶金協会， 1983.11, E 

Si3N4-Mg0系セラミックスの強度：（鈴木寿，林宏爾，徳本啓，小野村義弘）粉体粉末冶金

超硬合金分科会，資料 No.206, 1983. 6, F 

金属粉末の焼結における拡散：（林宏爾）固相内拡散研究会（第 5回）， 1983.7, F 

粉末冶金材料：（林宏爾）第23回生研講習会テキスト， 23-44,1983. 12, G 

高井研究室 (TAKAI Lab.) 

Dependence of Adsorption Rate for Uranium on Porous Property of Hydrophilic Amidox-

ime Type Adsorbent: (N. Takagi, S. Kaoh, K. Sugasaka, N. Takai et al) Intenational 

Meetingon Recovery of Uranium from Seawater, 80 -87, Organized by The Atomic 

Energy Society of Japan and The International Atomic Energy Agency, 1983. 10, D 

Preparation of the Fibrous Adsorbent Containing Amidexime Group and Adsorptivity for 

Uranium: (K. Sakane, S. Katoh, K. Sugasaka, N. Takai eta!) Intenational Meetingon 

Recovery of Uranium from Seawater, 97-105, Organized by The Atomic Energy Socie-

ty of Japan and The International Atomic Energy Agency, 1983.10, D 

Distributions of Uranium Adsorbed from Seawater in Spherical Polyacrylamidoxime Che-

lating Resins: (S. Katoh. K. Sugasaka, T. Hirotsu, N. Takai eta!) Intenational Meeting-

on Recovery of Uranium from Seawater, 106 -114, Organized by The Atomic Energy 

Society of Japan and The International Atomic Energy Agency, 1983.10, D 

An Introduction of HPLC to Check Contamination in the Adsorption of Uranium from Sea 
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Water: (N. Takai. M. Seno, K. Sugasaka. S. Katoh. eta!) Intenational Meetingon Recov・

ery of Uranium from Seawater, 254-265, Organized by The Atomic Energy Society of 

Japan and The International Atomic Energy Agency, 1983.10, D 

高速液体クロマトグラフィーによる病気の診断：（山田則子，桜井靖久，岡野光夫，高井信治）

油化学， 32,10, 557-564, 日本油化学協会， 1983.10, C 

棒状活性炭の開発：（大坪修，渡辺俊文，高井信治ほか）第21回日本人工臓器学会大会予稿集，

P. 44, 日本人工臓器学会， 1983.9, E 

抗凝固剤としてのカルパサイクリン誘導体 (CS-570)ill活性炭による実験的直接血液灌流へ

の応用：（大坪修，渡辺俊文，高井信治ほか）第21回日本人工臓器学会大会予稿集， P.130,

日本人工臓器学会， 1983.9, E 

海水中に溶存する未利用資源：（高井信治）化学教育， 31,5 , 342-345, 日本化学会， 1983.10, 

C 

人工臓器用炭素吸着剤に関する基礎的研究：（高井信治ほか）第 5回日本パイオマテリアル学

会大会， 9 -10, JSB日本パイオマテリアル学会， 1983.11, E 

ポーラスポリマー充てん剤に関する研究：（高井信治ほか）第 4回液体クロマトグラフィー討

論会講演要旨集， 13-14, 日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, E 

マルチカラムクロマトグラフィーに関する研究：（高井信治ほか）第 4回液体クロマトグラ

フィー討論会講演要旨集， 29-30, 日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, E 

マルチチャンネル検出器のシステム：（高井信治ほか）第 4回液体クロマトグラフィー討論会

講演要旨集， 37-38, 日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, E 

高速液体クロマトグラフィー・オートアナライザーシステムによる坐剤中の解熱鎮痛剤の定

量：（高井信治ほか）第 4回液体クロマトグラフィー討論会講演要旨集， 79-80, 日本分析

化学会，日本化学会，.1983. 11, E 

高速液体クロマトグラフィー・オートアナライザーシステムによる混合製剤の定量：（高井信

治ほか）第 4回液体クロマトグラフィー討論会講演要旨集， 81-82, 日本分析化学会，日本

化学会， 1983.11, E 

マルチカラムクロマトグラフィーの臨床診断への応用：（高井信治ほか）第 4回液体クロマト

グラフィー討論会講演要旨集， 109-110, 日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, E 

高速液体クロマトグラフィーによる血液組織中の脂溶性成分の分析：（高井信治ほか）第 4回

液体クロマトグラフィー討論会購油要旨集， 113-114,日本分析化学会，日本化学会， 1983.11,

E 

タンパク質・ポリペプチドの疎水性高速液体クロマトグラフィー：（高井信治ほか）第 4回液

体クロマトグラフィー討論会講演要旨集， 125-126,日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, 

E 

二次元電気泳動に関する研究：（高井信治ほか）第 4回液体クロマトグラフィー討論会講演要

旨集， 129-130, 日本分析化学会，日本化学会， 1983.11, E 
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液体クロマトグラフィーによる写真現像液中のメートル，ハイドロキノンおよびそれらの酸化

生成物の分析：（大野隆司，小林裕幸，水澤伸也，高井信治）日本写真学会誌， 46, 4, 313 

-321, 日本写真学会1983, C 

特異な形状をもつ活性炭の開発：（渡辺俊文，大坪修，秋山暢夫，高井信治）第58回日本医科

器械学会， 1983.5, E 

特異な形状をもつ活性炭の開発：（大坪修，秋山暢夫，高井信治）医科器械学会誌， 53,88-90, 

医科器械学会， 1983.9, C 

拒絶反応による障害腎機能定星化の試み：（山田豊，大坪修，梅谷陽二，高井信治）第19回日

本移植学会，日本移植学会， 1983.9, E 

高速液体クロマトグラフィーによるイヌおよびネコの尿成分の分析 5 -実験的慢性腎不全犬

尿の分析：（小泉正，竹内啓，舟久保熙康，高井信治）第95回日本獣医学会， 240, 日本獣医

学会， 1983.4, E 

活性炭吸着剤の腎不全犬治療への応用 L 活性炭吸着剤の吸着性能の検討：（大橋文人，竹

内啓，舟久保煕康，高井信治）第95回日本獣医学会， 240, 日本獣医学会， 1983.4, E 

Multiwave Simultaneous Detection System for High Performance Liguid Chromato-

graphy: (Takeyoshi Dohi, Ichiro Sakuma, Nobuharu Takai, Hiroyasu Funaku 130) J. 

The Faculty of Engineering., 37, 2, 479-489, Tokyo University, 1983, A 

マルチカラムクロマトグラフィーによる生体液の分析：（高井信治，佐久間一郎，土肥健純，

舟久保熙康）第 2回医用精密シンポジウム， 131-134,精機学会， 1983, C 

高速液体クロマトグラフィー用多波長検出システム：（佐久間一郎，土肥健純，高井信治，舟

久保熙康）第 2回医用精密シンポジウム， 135-140,精機学会， 1983, C 

マルチカラムクロマトグラフィーの臨床診断への応用：（山田則子，桜井靖久，高井信治，妹

尾学ほか）第 2回医用精密シンポジウム， 141-146,精機学会， 1983, C 

二次元電気泳動法による人工臓器の評価：（高井信治，東郷剛ー，斉藤奏和，舟久保煕康ほか）

第 2回医用精密シンポジウム， 147-150,精機学会， 1983, C 

人工臓器用炭素吸着剤に関する研究：（高井信治，山辺潔，土肥健純，舟久保熙康ほか）第 2

回医用精密シンポジウム， 156-159,精機学会， 1983, C 

装置型人工腎臓の試作とその性能評価：（牛田多加志，舟久保熙康，土肥健純，高井信治）第

2回医用精密シンポジウム， 166-171,精機学会， 1983, C 

医療における膜の利用：（高井信治）生産研究， 35, 6, 271-276, 1983. 6, A 

ダイナミック膜の成膜とその特性：（高井信治，木村尚史）生産研究， 35,6, 301-303, 1983. 6, 

A 

血漿分離用膜：（高井信治）生産研究， 35, 6, 304-306, 1983. 6, A 

高速液体クロマトグラフィー用多波長検出システム：（佐久間一郎，高井信治ほか）第22回日

本 ME学会大会， 530, 日本 ME学会， 1983.6, E 

高分子吸着剤による海水からウランの採取 第 9報：（高木憲夫，高井信治，高橋浩，板垣孝
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治ほか）日本海水学会第34年会， 14-15, 日本海水学会， 1983.6, E 

アミドキシム型繊維状吸着剤による海水からウランの採取 第 5報一平行流方式によるウラン

の吸着：（板根孝治，加藤俊作，高井信治，高橋浩ほか）日本海水学会第34年会， 16-17,

日本海水学会， 1983.6, E 

海水ウランの脱着液に関する研究：（高井信治，高橋浩，菅妓和彦，加藤俊作ほか）日本海水

学会第34年会， 18-19, 日本海水学会， 1983.6, E 

マルチチャンネル検出器のシステム：（佐久間一郎，土肥健純，舟久保熙康，高井信治ほか）

第27回液体クロマトグラフ研究会， 15-18, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

アルカリ金属およびアルカリ土類金属のクロマトグラフィー：（高井信治ほか）第27回液体ク

ロマトグラフ研究会， 83-86, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

HPLCによる坦ガン動物尿の分析：（永井恒司，山田則子，高井信治，妹尾学，桜井靖久ほか）

第27回液体クロマトグラフ研究会， 115-118, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

マルチカラムクロマトグラフィーに関する研究：（高井信治，妹尾学，山田則子，桜井靖久ほか）

第27回液体クロマトグラフ研究会， 140-143, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

マルチカラムクロマトグラフィーのデーター処理：（高井信治，佐久間一郎，土肥健純，舟久

保熙康）第27回液体クロマトグラフ研究会， 144-147, 液体クロマトグラフ研究会， 1983,

E 

MC/HPLCに関する基礎的研究：（高井信治，妹尾学，佐久間一郎，舟久保熙康ほか）第27

回液体クロマトグラフ研究会， 148-151, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

MCI蛍光一HPLCに関する基礎的研究：（高井信治，松島美ー，佐久間一郎，土肥健純，舟

久保熙康ほか）第27回液体クロマトグラフ研究会， 152-155,液体クロマトグラフ研究会，

1983, E 

大孔径吸着剤を用いる HPLC:(高井信治，余田和子，磯尾のぞみほか）第27回液体クロマト

グラフ研究会， 87-90, 液体クロマトグラフ研究会， 1983, E 

Studies on Multiwavelength Detection System for HPLC: (I. Sakuma T. Dohi H. Funaku-

bo N. Takai et al, 35回 ThePittsburgh conference, 325, ACS, 1983, 3, E 

窒素代射物にたいする経口吸着剤としてのゼオライトの基礎的研究，（石橋，吉岡，柴崎，高井）

日本薬学会104年大会， 697, 日本薬学会， 1983, 3, F 

人血清アルブミンに対するモノクロナール抗体の調整及び酵素免疫測定法，（吉岡，高岡，西島，

高井，土肥，岡部，舟久保）日本薬学会104年大会， 601, 日本薬学会， 1983, 3, F 
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第 5 部

石井（聖）・橘研究室 (ISHII and T ACHIBANA Lab.) 

建築の音環境設計：（石井聖光，橘秀樹（分担執筆））彰国社， 1983.4, B 

模型実験によるせっこう二重壁の開発：（橘秀樹）音響技術， 42,35-38, 日本音響材科協会，

1983. 5, G 

環境騒音の測定方法に関する国内規格 (JI S Z 8731) と国際規格 (IS O 1996/ 

1) : (橘秀樹）騒音制御， 7, 3, 日本騒音制御工学会誌， 1983.6, C 

The Effects of Wind and Temperature Conditions on Outdoor Sound Propagation (Scale 

Model Experiment): (Hideki Tachibana, Koichi Yoshihisa) Inter noise 83, 1983.7, D 

Acoustic of The U-Port Auditorium in Tokyo : (Kiyoteru Ishii, hideki Tachibana) Proc. 

of 11th International Congress on Acoustics, 1983.7, D 

A Method of Determining Sound Energy Radiated by Impulsive Sound Sources : (Hideki 

Tachibana, koichi Yoshihisa, Kiyoteru Ishii) Proc. of 11th International Congress on 

Acoustics 1983. 7, D 

Application of Sound Intensity Measuring Technique to Sound Insulation Measurement : 

(Hiroo Yano, Hideki Tachibana, Kiyoteru Ishii) Proc. of 11th International Congress on 

Acoustics 1983. 7, D 

Effects of Wind and Temperature Gradients on the Outdoor Sound Propagation over a Re-

latively Short Distance : (Koichi Y oshihisa, Hideki Tachibana) Proc. of 11th Internation-

al Congress on Acoustics 1983. 7, D 

JIS Z 8731 "騒音レベル測定方法”の改定： （橘秀樹）音響技術， 43, 5 -10, 日本音響材科

協会， 1983.8, G 

建物外周壁の遮音測定方法に関する実験的検討： 一方井孝治，矢野博夫，橘秀樹）

日本騒音制御工学会技術発表講演論文集， 129-132, 日本騒音制御工学会， 1983.9, E 

音響模型実験における空気吸収の影響の補正について： （畑中尚，渡辺一功，吉久光一，橘秀

樹，王柄麟）日本建築学会学術講演梗概集， 109-110, 日本建築学会， 1983.9, E 

Acoustic Intensity計測法による壁の部位別遮音性能の測定：（矢野博夫，橘秀樹，小川伯文）

日本建築学会学術講演梗概集， 49-50, 日本建築学会， 1983.9, E 

現場における建物外周壁の遮音測定方法に関する実験的検討：（村石喜一，矢野博夫，橘秀樹，

石井聖光）日本建築学会学術講演梗概集， 51-52, 日本建築学会， 1983.9, E 

室内音響模型による主観評価実験の試み： （渡辺一功，畑中尚，吉久光一，橘秀樹）日本建築

学会学術講演梗概集， 133-134, 日本建築学会， 1983.9, E 
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透過損失測定方法に関する検討（模型実験による試科取付方法に関する検討）：（一方井孝治，

浜田幸雄，橘秀樹，石井聖光）日本音響学会講演論文集， 399-400,日本音響学会， 1983.10, 

E 

モデル音源を用いたパワーレベル測定に関する実験的検討： （小川伯文，矢野博夫，橘秀樹）

日本音響学会講演論文集， 401-402, 日本音響学会， 1983.10, E 

短音による室内音場の主観評価（ホールにおける基本的評価量に関する基礎的検討） ： （渡辺

一功，木村博行，吉久光一，橘秀樹）日本音態学会講演論文集， 597-598, 日本音響学会，

1983. 10, E 

現場における外周壁の遮音性能測定方法： （村石喜一，矢野博夫）音靱技術， 43,11-15, 日

本音響材科協会， 1983.10, G 

短音に対するラウドネスの周波数特性について一ヘッドホン受聴による予備実験—: （石崎伸

次，吉久光一，橘秀樹）日本音響学会講演論文集， 451-452, 日本音響学会， 1983.10, E 

遮音に関する模型実験法： （橘秀樹，折笠輝雄，一方井孝治）日本建築学会，建築環境工学論

文集， 67-72, 日本建築学会， 1983.11, C 

遮音測定における AcousticIntensity計測法の応用： （矢野博夫，橘秀樹，小川伯文），日本

建築学会，建築環境工学論文集， 73-78, 日本建築学会， 1983.11, C 

Acoustic Intensity計測法に関する研究 第一報（音響パワーレベル測定への応用一基礎的検

討一） ： （橘秀樹，矢野博夫）生産研究， 35,12, 539-542, 1983.12, A 

短音に対するラウドネスの周波数依存性： （橘秀樹，吉久光一，石崎伸次）日本音響学会聴覚

研究会資料，日本音響学会， 1984.1 , E 

建築音響・騒音測定における音響インテンシティー法の応用： （橘秀樹，矢野博夫）日本建築

学会環境工学委員会音シンポジウム，日本建築学会， 1984.1, E 

簡易型音響インテンシディーメーターの試作： （小川伯文，矢野博夫，橘秀樹）日本音響学会

講演論文集，日本音響学会， 1984.3, E 

窓の遮音性能（透過損失）のフィールド測定法に関する検討 その 1. 実験家屋における検

討： （村石喜一，一方井孝治，浜田幸雄，矢野博夫，橘秀樹）日本音響学会講演論文集，日

本音響学会， 1984.3, E 

窓の遮音性能（透過損失）のフィールド測定法に関する検討 その 2. 縮尺模型実験による検

討： （浜田幸雄，一方井孝治，村石喜一，矢野博夫，橘秀樹）日本音響学会講演論文集，日

本音響学会， 1984.3, E 

騒音の伝搬に対する風の影響（点音源と線音源（道路騒音）の伝搬性状の比較）：（吉久光一，

橘秀樹，石井塑光）日本音響学会講演論文集，日本音響学会， 1984.3, E 

残響室法吸音率測定における空気吸収の補正について： （日高新人，吉久光一，橘秀樹）日本

音響学会講演論文集，日本音響学会， 1984.3, E 

ホールにおける演奏音のパワーレベル測定： （畑中尚，吉久光一，橘秀樹，石井聖光）日本音

響学会講演論文集，日本音響学会， 1984.3, E 
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短音に対するラウドネスの固波数特性について（その 2.指数減衰短音による検討） ： （石崎

伸次，吉久光一，橘秀樹）日本音膀学会講演論文集，日本音梱学会， 1984.3, E 

Acoustic Intensity計測法に関する研究（第 2報）一建築音響における遮音測定への応用ー：

（橘秀樹，矢野博夫）生産研究， 36, 3, 166-169, 1984. 3, A 

村松研究室 (MURAMATSU Lab.) 

近代和風建築調査報告 その 1. : (村松貞次郎）近代和風建築調査研究会， 1983.4 , F 

明治百年間取り変遷史： （村松貞次郎）ミサワホーム， 1983.6, B 

2 "X 4"構法に思う： （村松貞次郎）新建築， 58, 10, 137-140, 新建築社， 1983.10, G 

近代建築史上の行刑建築： （村松貞次郎）行刑， 94,11, 12-20, 行刑研究会， 1983.11, G 

神社と数奇屋： （村松貞次郎）新建築， 5811, 101, 新建築社， 1983.11, G 

大学施設の諸問題： （村松貞次郎）施設月報， 115, 16-25, 学校施設研究会， 1983.12, C 

大同生命福岡支社旧社屋移築保存調査報告古： （村松貞次郎）大同生命保険， 1983.12, F 

創宇社60年： （本多昭ー）日経アーキテクチュア， 197,80, 日経マグロウヒル， 1983.10, G 

「おしん」の時代の建築技術者たち・続・創宇社60年： （本多昭ー）日経アーキテクチュア，

199, 65, 日経マグロウヒル， 1983.11, G 

設計へのユーザー参加試論： （本多昭一）大会学術講演梗概集， 58年度版， 1021-1022, 日本

建築学会， 1983.9, E 

別の「主体」とたたかいながら住民は自らを「主体」にしていく：（本多昭一）建築雑誌， 98,

1204, 11-13, 日本建築学会， 1983.3, C 

ガラスの小樽： （本多昭一） GAガラス， 294, 16-19, 綜建築研究所， 198ふ 2, G 

機能主義建築批判への疑問： （本多昭一）建築文化， 16-17, 彰国社， 1983.4 , G 

建築とまちづくりと絵本(7)-(10): (本多昭一）建築とまちづくり， 12,67-70, 各22-25,新

＼建築家技術者集団， 1983.1 -4, G 

小林（一）・魚本研究室 (KOBAYASHI and UOMOTO Lab.) 

繊維補強コンクリートの力学的諸性質の試験方法に関する研究： （小林一輔，魚本健人，趙

力采）生研報告， 31, 1, 1984. 2, A 

新しい複合構造部材とその応用： （魚本健人）コンクリート工学， 21, 5, コンクリート工学

協会， 1983.5, C 

スラグ石こうセメントを用いたコンクリートの長期強度と表面劣化： （魚本健人，星野富夫）

セメント技術年報， 37, セメント協会， 1983, E 

鋼繊維補強コンクリートの圧縮タフネスに関する基礎的研究： （魚本健人，西村次男）セメン

ト技術年報， 37, セメント協会， 1983, E 

鋼繊維補強コンクリートを用いた鉄筋コンクリート床版に関する基礎的研究： （魚本健人，西

村次男，亀井和郎）コンクリート工学年次講演会講演論文集， 5' コンクリート工学協会，
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1983. 6, E 

Strength and Durability of Slag-Gypsum Cement Concrete : (Taketa Uomoto, Kazusuke 

Kobayashi) A. C. I. SP-79, 2, American Concrete Institute, 1983. 7, D 

フェロニッケルスラグ細骨材を用いたコンクリート強度： （魚本健人，星野富夫）土木学会年

次講演会， 38,土木学会， 1983. E 

繊維補強鉄筋コンクリート構造部材に関する研究(1): (小林一輔，魚本健人，古越 仁）生産

研究， 35, 10, 474-477, 1983.10, A 

繊維補強鉄筋コンクリート構造部材に関する研究(2): (小林一輔，魚本健人，西村次男）生産

研究， 35, 11, 493-496, 1983. 11, A 

Flexural Behaviour of Reinforced Concrete Slab with Steel Fiber: (Taketo Uomoto, Tsugio 

Nishimura, Kazuo Kamei) Transactions of J. C. I, 5, J. C. I. 1983. 12, E 

鋼繊維補強鉄筋コンクリート梁のせん断特性に関する基礎的研究：（魚本健人，西村次男， R.

K. ウィーララタナ）繊維補強コンクリートに関するシンボジウム，コンクリート工学協会，

1984. 2, E 

海洋環境下における鉄筋の腐食性状と自然電位分布の関係： （武若耕司，小林一輔）日本コン

クリート工学協会第 5回年次講演会講演論文集， 53-56,日本コンクリート工学協会， 1983.

6, E 

越・ブリュール研究室 (KOSHI and BRUHL Lab.) 

80年代の交通安全対策に関するアンケート調査： （越正毅，片倉正彦，向井伸治）道路経済研

究所， 1983.3, F 

道路(1)-交通流ー： （越正毅，明神証）新体係土木工学， 61,技報堂， 1983.4, B 

二輪車の市民権の確立と混合交通： （越正毅）国際交通安全学会誌， 9, 2, 124-125, 国際

交通安全学会， 1983.6, C 

Road Safety Programs in Japan : (Masaki Koshi) Institute of Transportation Engineers. 

LONDON, 1983. 8, D 

道路行政に託す情報化の期待： （越正毅）道路， 9, 3 -4, 日本道路協会， 1983.9, C 

軽自動車の将来像を探る：（越正毅）軽自動車情報， 9, 7-18, 全国軽自動車協会， 1983.9, 

C 

交通の安全を考える：（越正毅）国際交通安全学会誌， 9, 4, 272-277, 国際交通安全学会，

1983. 9, C 

まひ寸前の首都圏道路に対策はあるか： （越正毅）高速道路と自動車， 26, 11, 12-19, 高速

道路調査会， 1983.11, C 

使いやすい道路への期待：（越正毅）建設道路， 12,431, 4 -6, 日本道路建設業協会， 1983.

12, C 

これからの交通安全施策：（越正毅）交通安全， 15,2 -8, 日本交通安全教育普及協会， 1983.
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An Overview of Urban Traffic Management : (Masaki Koshi) International Symposium on 

Technology, Culture and Development, 1983. 12, D 

交通容量とサービス水準：（越正毅 他）交通工学ハンドプック， 199-236,技報堂， 1984.1 , 

B 

東京の道路交通について： （プリュール・フリーデマン）交通工学， 18, 6, 21-22, 交通工

学研究会， 1983.11, C 

西ドイツの交通土木：（プリュール・フリーデマン）土木学会誌， 69, 2, 45-46, 土木学会，

1984. 2, C 

高梨研究室 (T AKAN ASHI Lab.) 

2方向水平地動を受ける構造物の電算機一試験機オンライン応答解析：（谷口英武，高梨晃一，

田中尚）日本建築学会論文報告集， 326,36-46, 日本建築学会， 1983.4, C 

2方向水平力をうける H形鋼柱の復元力特性モデルとその利用： （谷口英武，高梨晃一，田中

尚）日本建築学会論文報告集， 337, 1984. 3, C 

Strengthening of Steel Buildings Against Earthguakes : (Ben Kato, Koichi Takanashi, 

Atsuo Tanaka) IABSE Symposium-Venezia 1983, 425-431, IABSE, 1983. 9, D 

電算機一試験機オンラインシステムの高速化について： （大井謙一，高梨晃一）日本建築学会

大会学術講演梗概集， 1395-1396, 日本建築学会， 1983.9, E 

構造物破壊機構解析設備ー動的破壊試験装置： （高梨晃一，岡田恒男，大井謙一）生産研究，

35, 9, 417-419, 1983. 9, A 

構造物破壊機構解析設備一観測・処理システム：（高梨晃一，佐藤暢彦，大井謙一）生産研究，

35, 9, 426-429, 1983. 9, A 

各種構造物および機器モデルの地震応答観測ー鉄骨造建物の地震応答観測： （高梨晃一，大井

謙ー）生産研究， 35, 9 , 439-442, 1983. 9 , A 

原研究室 (HARA Lab.) 

“オーダー”としてのプロボーション： （原広司）ディテー）レ， 100-101,彰国社， 1983.1 , 

G 

文学における建築的空間： （原広司）ユリイカ， 90-111,青土社， 1983.3, G 

Japon 30 Maisons Manifestes-Hiroshi Hara et !'atelier¢: (Hiroshi Hara)L'Architecture 

d'Aujourd'hui, 226, 14-19, Groupe Expansion, 1983. 4, G 

Residential Architecture Japan Part IIー TheStage of Dreams : (Hiroshi Hara)GA Houses, 

14, 80-85, A. D. A. Edita Tokyo, 1983. 7, G 

A Style for the Year 2001, a Commentary : (Hiroshi Hara)Japan Architect, 38-40, Shinー
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Kenchiku, 1984. 3, G 

Concours international du Pare de la Villette : (原広司） SD, 33-46, 鹿島出版会， 1983.

7, G 

集団として生きるための考案と実践ー住民主体の町づくり・渋川駅前商店街83街区：（原広司）

建築文化， 33-56,彰国社， 1983.11, G 

住民主体の町づくりの理論と実践—渋川駅前商店街83街区ー： （原広司）世界， 256-268、岩

波書店， 1984.1 , G 

計画学におけるグラフ理論適用に関する研究 その 1 原理編：（渡辺健一，原広司，藤井明，

山中知彦）日本建築学会論文報告集， 334, 日本建築学会， 1983.12, C 

家並みの記号論的分析 その 9 ミクロ・セミオーシスからマクロ・セミオーシスヘ： （門内

輝行，原広司，野口秀世，崎山茂）日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.

9, E 

家並みの記号論的分析 その10 類以性と差異性： （門内輝行，原広司，野口秀世，崎山茂）

日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.9, E 

家並みの記号論的分析 その11 テクストとコンテクスト： （門内輝行，原広司，野口秀世，

小嶋一浩）日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.9, E 

家並みの記号論的分析 その12 文化のモデュール：（門内輝行，原広司，野口秀世，崎山茂）

日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.9, E 

建築•都市空間の形態学的研究 I ー等差距離線と 2 次圏域について： （宇野求，原広司，藤井

明）日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.9, E 

都市景観の定量的把握 その 3 連続立面による街路景観の分析： （及川清昭，原広司，藤井

明）日本建築学会大会学術講演梗概集，日本建築学会， 1983.9, E 

片山研究室 (KATAYAMA Lab.) 

地震動と地盤ひずみの観測： （佐藤暢彦，片山恒雄）生産研究， 35, 9, 430-434, 1983. 9, 

A 

Evaluation of Ground Strains by Dense Seismometer Array Observation : (ジャムシード

ファルジューディ，片山恒雄，佐藤暢彦），生産研究， 35, 9, 453-456, 1983. 9, A 

地中波源から発生する地震波動の特性：（大保直人，片山恒雄），生産研究， 35,11, 501-504, 

1983. 11, A 

Recent Research on Seismic Behaviors of Buried Pipelines in China: (Wei Lian, 片山恒

雄）， Bull.of ERS, 16, 33-65, 1983. 3, A 

土質地震工学 (6章 4節， 13節， 15節， 7章12節， 14節） ： （片山恒雄），土質地震工学（執

筆分担），土質工学会， 1983.8, B 

地震の事典： （片山恒雄（執筆分担）），三省堂， 1983.11, B 

地中埋設剛体構造物の地震応答解析モデルの考え方： （原田隆典，久保慶三郎，片山恒雄），
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土木学会論文報告集， 334, 173-176, 土木学会， 1983.6, C 

等価質点系モデルを用いた遮断溝の振動軽減効果に関する数値解析： （大保直人，片山恒雄），

土木学会論文報告集， 335,51-57, 土木学会， 1983.7, C 

地中円筒剛体基礎の動的ばね係数と減衰係数：（原田隆典，久保慶三郎，片山恒雄，炭瀬利光），

土木学会論文報告集， 339,79-88, 土木学会， 1983.11, C 
道路橋の地震被害率と設計震度選択に関する基礎的検討： （野中昌明，猪熊康夫，片山恒雄），

土木学会論文報告集， 340,87-96, 土木学会， 1983.12, C 

自然災害の現状と問題点(II)' 被災形態と災害拡大のメカニズムRライフラインの場合： （片

山恒雄），土木学会誌 68, 10, 30-32, 土木学会， 1983.9, C 

測る＿むしろ騒音に近い総論：（片山恒雄），土木学会誌， 68,12, 2 -6, 土木学会， 1983.

11, C 

Studies on Seismic Damage and Optimum Earthquake Load Determination of Highway 

Bridges: (Tsuneo Katayama, Masaaki Nonaka, Yasuo Inokuma) , Proceedings of Re-

view Meeting of U.S.-Japan Cooperative Research on Generalized Seismic Risk Analy・

sis and Development of a Model Seismic Format, 13-1-13-16, 1983. 3, D 

Seismic Hazard Mapping Based on Active Fault Distribution in Japan: (Yukio Tomatsu, 

Minoru Yasuda, Tsuneo Katayama), Proceedings of Review Meeting of U.S.-Japan 

Cooperative Research on Generalized Seismic Risk Analysis and Development of a Mod-

el Seismic Format, 6-1-6-26, 1983. 3, D 

Engineering Characteristics of Longperiod Strong Motions Recorded by Displacement 

Seismograph : (I. Shino, T. Katayama) , Proceedings of Review Meeting of U.S. — 
Japan Cooperative Research on Generalized Seismic Risk Analysis and Development of a 

Model Seismic Format, 3-1-3—22, 1983. 3, D 

Seismic Risk—Investment Analysis for Water Supply Systems : (Ryoji Isoyama, Tsuneo 

Katayama, Haresh C. Shah) , Proceedings of Review Meeting of U.S.-Japan Coopera・

tive Research on Generalized Seismic Risk Analysis and Development of a Model Seis・

mic Format, 7-1-7-15, 1983. 3, D 

Emergency Operation for Rehabilitation of Water Supply Systems After Earthquakes: (T. 

Katayama) , Earthquake Behavior and Safety of Oil and Gas Storage Facilities, Buried 

Pipelines and Equipment, 389 -396, The American Sosiety of Mechanical Engineers, 

1983. 6, D 

Investiment-Risk Analysis of an Existing Buried Water Supply System Under Seismic 

Environment : (R. Isoyama, T.Katayama, H. Shah) , Earthquake Behavior and Safety of 

Oil and Gas Storage Facilities, Buried Pipelines and Equipment, 417-424, The Amer-

ican Sosiety of Mechanical Engineers, 1983. 6, D 

Recommended Practice for Earthquake Resistant Design of Medium and Low Pressure Gas 
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Pipelines : (K. Saito, N. Nishio, T. Katayama) , Earthquake Behavior and Safety of Oil 

and Gas Storage Facilities, Buried Pipelines and Equipment, 375-378, The American 

Sosiety of Mechanical Engineers, 1983. 6, D 

地震工学・地震防災研究への映像メディアの利用： （片山恒雄），第17回地震工学研究発表会

講演概要， 375-378,土木学会， 1983.7, E 

地中地震計の埋設方位の推定：（佐藤暢彦，片山恒雄），第17回地震工学研究発表会講演概要，

115-118, 土木学会， 1983.7, E 

変位地震計記録による長周期地震動の工学的特性の解析：（篠泉，片山恒雄），第17回地震工

学研究発表会講演概要， 61-64,土木学会， 1983.7, E 

道路橋の最適設計水平震度選択に関する検討： （野中昌明，猪熊康夫，片山恒雄），第17回地

震工学研究発表会講演概要， 243-246,土木学会， 1983.7, E 

Estimation of Seismic—Induced Ground Strains by Dense Seismometer Array 

Observation : (.Jamshid Farjoodi, 片山恒雄，佐藤暢彦），第17回地震工学研究発表会講演

概要， 69-72,土木学会， 1983.7, E 

陸上活断層に基づく地震危険度図の特徴： （戸松征夫，安田実，片山恒雄），第17回地震工学

研究発表会講演概要， 21-24,土木学会， 1983.7, E 

住民意識から求めた都市の地震防災重要度： （大友敬三，片山恒雄），第17回地震工学研究発

表会講演概要， 371-374,土木学会， 1983.7, E 

地中埋設基礎の動的復元力の予測式と実測例によるその検討： （原田隆典，久保慶三郎，片山

恒雄），第17回地震工学研究発表会講演概要， 255-258,土木学会， 1983.7, E 

起振機実験による直接剛体基礎の振動特性： （佐藤暢彦，，大保直人，片山恒雄），土木学会第

38回年次学術講演会講演概要集第 1部， 705-706,土木学会， 1983.9, E 

地震防災行政の実態と住民意識： （大友敬三，片山恒雄），，土木学会第38回年次学術講演会講

演概要集第 1部， 807-808,土木学会， 1983.9, E 

埋設管と地盤の地震時ひずみ観測： （中村正博，岩本利行，片山恒雄），土木学会第38回年次

学術講演会講演概要集第 1部， 733-734,土木学会， 1983.9, E 

起振機振源による周辺地盤の振動特性： （大保直人），土木学会第38回年次学術講演会講演概

要集第 1部， 97-98,土木学会， 1983.9, E 

都市住民の地震防災意識： （久保慶三郎，片山恒雄，大友敬三），川崎市の震災予防に関する

調査報告書（昭和58年版）， 171-212,川崎市防災会議地震専門部会， 1983.3, F 

Spectral Characteristics of Tangshan Earthquake Ground Motion and Comparison with 

Japanese and Western United States Results: (Zhou Yongnian, T. Katayama) , 唐山地

震を含む最近の中国の地震被害の耐震工学的解釈に関する日中共同研究報告書（その 1),

287-307, 1983.11, F 

唐山地震による深河上の橋梁の被害とその分析：（易建国，片山恒雄），唐山地震を含む最近

の中国の地震被害の耐震工学的解析に関する日中共同研究報告書（その 1),309-346, 
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1983. 11, F 

都市における地震防災：（片山恒雄），都市問題， 74,12, 64-78, 東京市政調査会， 1983.12, 

G 

村井研究室 (MURAI Lab.) 

Digital Processing for Side Scan Imagery : (Shunji Murai, Toshiaki Ueki)U. S. and Japan 

Seminar, 1-12, The 11th Joint Meeting of The United States and Japan Natural Re-

sources Research Sea Bottom Surveys Panel, 1983. 3, D 

地形図作成のための衛星データの利用： （村井俊治）資源， 36,216, 67-72, (社）資源協会，

1983. 3, C 

サイドスキャンソーナ画像のディジタル処理 その 2 幾何補正： （村井俊治，植木俊明）海

底調査シンポジウム， 1 -5, (財）日本水路協会， 1983.3, E 

写真測量による平和の像の 3次元計測： （村井俊治，奥田勉，鈴木芳朗）生産研究， 35, 4, 

181-185, 1983. 4 , A 

セルフキャリブレーション付バンドル法の開発と応用： （村井俊治，古賀文雄，鈴木真）日本

写真測量学会年次学術講演会論文集， 3 -8, 日本写真測屈学会， 1983.5, E 

空中写真ステレオ画像の自動認識と DTMの自動作成： （村井俊治，河合康文）日本写真測量

学会年次学術講演会論文集， 13-18, 日本写真測屈学会， 1983.5, E 

LANDSAT MSS画像の精密補正に関する研究： （季樹楷，村井俊治，松岡龍治，奥田

勉）日本写真測量学会年次学術講演会論文集， 75-80, 日本写真測厭学会， 1983.5, E 

SEASAT SAR画像の地形歪補正と画像の重ね合せ： （村井俊治，前田絃，柳田聡）日

本写真測屈学会年次学術講演会論文集， 81-84, (社）日本写真測量学会， 1983.5, E 

サイドスキャンソナー画像のディジタルモザイク： （植木俊明，村井俊治，松岡龍治，橋本俊

昭）日本写真測量学会年次学術講演会論文集， 131-132, (社）日 1983. 5, 

E 

主成分分析による土地被覆の変化検出： （馬恵元，村井俊治，松岡龍治，柳田聡）日本写真測

量学会年次学術講演会論文集， 103-108, (社）日本写真測量学会， 1983.5, E 

マイコンと図化機を結合した自動編集システム： （村井俊治，奥田勉） 147-150, (社）日本写

真測量学会， 1983.5, E 

バンドル法の Rheidtテスト地区への応用： （村井俊治，松岡龍治，奥田勉）日本写真測猷学

会秋季学術講演会論文集， 7 -8, (社）日本写真測量学会， 1983.10, E 

LANDSAT画像を用いた東京周辺の土地利用変化： （村井俊治，柳田聡，宗岡疫太）日本

写真測童学会秋季学術講演会論文集， 71-74, (社）日本写真測鼠学会1983.10, E 

人工衛星画像の物体判読に関する基礎的研究： （青島正和，村井俊治，柳田聡）日本写真測星

学会秋季学術購演会論文集， 89-92, (社）日本写真測屈学会， 1983.10, E 

土地利用への応用：（村井俊治）月刊 地球， 5, 11, 673-678, 海洋出版， 1983.11, C 
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空中測鼠におけるバンド）レ調整法のライト地区への応用： （村井俊治，松岡龍治，奥田勉）生

産研究， 35, 11, 513-515, 1983.11, A 

写真測量の原理に甚づいた LANDSAT MSS画像の幾何補正に関する研究：（村井俊治，

季樹楷）写真測鼠とリモートセンシング， 22, 4, 24-32, 日本写真測量学会， 1983.11, 

C 

地形情報処理：（村井俊治）テレビジョン学会誌， 37,11, 26-31, テレビジョン学会， 1983.

11, C 

Integration of Remotely Sensed Data and Digital Terrain Data : (Shunji Murai)Proc. of Int. 

SYMP. ON Image Processing, Institute of IND. Science, 1984. 1, D 

Spectral Separability of Thematic Mapper Imagery in Agricultural Area : (Shunji Murai, 

Satoshi Yanagida)Proc. of Int. Symp on Agriculture, 1984. 2, D 

村上研究室 (MURAKAMI Lab) 

低層建物の壁面風圧に関する Aylesbury国際共同研究予備実験： （加藤信介，村上周三，森

川泰成，高倉秀一）日本風工学会年次研究発表会梗概集， 25-26,1983. 7, E 

低層建物の風圧に関する風洞模型実験と実測値との比較一Aylesbury国際共同研究に関する予

備実験―: （森川泰成，村上周三，加藤信介，高倉秀一）日本建築学会関東支部研究報告集，

49-52, 1983. 7, E 

建物周辺気流の乱流構造の風洞実験法に関する研究 その 3 各種乱流統計量の計測に伴う誤

差とスペクトル密度の推定について：（森川泰成，村上周三）日本建築学会関東支部研究報

告集， 53-56, 1983. 7, E 

建物周辺気流の数値解析ー風速分布・壁面風圧分布・浪度分布の数値シミュレーションと風洞

実験の比較： （村上周三，持田灯，日比一喜）生産研究， 35, 8, 403-406, 1983. 8, A 

住宅における環境性能の評価ー空気ー： （村上周三）建築雑誌， 98,1210, 1983. 8, C 

建物周辺におけるガスの拡散に関する風洞実験 その 5 街区モデルの場合：（高倉秀一，村

上周三，持田灯）日本建築学会大会学術講演梗概集， 401-402, 1983. 9, E 

建物周辺気流の数値解析 その 1 風速分布・濃度分布の数値シミュレーションと風洞実験の

比較： （持田灯，村上周三）日本建築学会大会学術講演梗概集， 487-488,1983. 9, E 

建物周辺気流の数値解析 その 2 壁面風圧の数値シミュレーションにおける差分格子，壁面

境条件の検討：（日比一喜，村上周三，持田灯）日本建築学会大会学術講演梗概集， 489-490,

1983. 9, E 

建設現場の作業能率に対する強風の影響に関する研究 その 1 実験概要と「型枠保持」実験

について：（高橋岳生，村上周三，出口清孝）日本建築学会学術講演梗概集， 501-502,

1983. 9, E 

建設現場の作業能率に対する強風の影響に関する研究 その 2 「型枠建起し」実験につい

て： （出口清孝，村上周三，高橋岳生，森田真弘）日本建築学会大会学術講演梗概集， 503
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-504, 1983. 9, E 

風環境評価尺度の比較について： （村上周三）日本建築学会大会学術講演梗概集， 729-730,

1983. 9 ,. E 

熱対流による空気術環を利用したソーラハウスの実験的研究 その 5 実験住棟の改造の概要

及び蓄熱槽の性状：（服部孝博，村上固三，小林信行，須能誠）日本建築学会大会学術講演

梗概集， 729-730, 1983. 9, E 

熱対流による空気術環を利用したソーラーハウスの実験的研究 その 6 蓄熱槽からの自然術

環による放熱の検討： （小林信行，村上周三，服部孝博，赤林伸一）日本建築学会大会学術

講演梗概集， 731-732, 1983. 9, E 

AIR-TIGHTNESS OF HOUSES IN JAPAN: (S. Murakami. H. Yoshino)AIR INFIL-

TRA TION REDUCTION IN EXISTING BUILDINGS 4th AIC Conference. September 

26-28 1983, Elm, Switzerland, 1983. 9. D 

風論： （村上周三）建築学大系ー自然環境ー， 18,彰国社， 1983.12, B 

半谷研究室 (HANGAI Lab.) 

鉄筋コンクリート耐震壁の剛体要素法による弾塑性解析： （半谷裕彦，田波徹行，権宅鎮，高

山誠）日本建築学会関東支部研究報告集， 201-204, 1983. 7, E 

一般逆行列による大変位問題の解析： （半谷裕彦）日本鋼構造協会第17回マトリクス解析法研

究発表論文集， 103-108,1983. 7, E 

Nonlinear Dynamic Analysis of Beck's Problem by Using Simple Models : (Hiroshi 

Ohmori, Y asuhiko Hangai, Hisashi Tanaka)Transactions of The Canadian Society for 

Mechanical Engineering, 7, 2, 65-75, 1983. 7, C 

第 3部スポーツ・レクリエーション施設：（半谷裕彦）〈北アメリカ〉臨海部再開発とスポーツ・

レクリエーション施設調査報告書， 69-112,東京都， 1983.9, F 

建屋の復元力特性に関する研究 その 1 全体計画概要：（渡辺丹，半谷裕彦，野口博，久保

哲夫，千葉脩，三瓶昭彦）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1495-1496,1983. 9, E 

建屋の復元力特性に関する研究 その13 鉄筋コンクリート耐震壁の曲げ変形と剪断変形：

（半谷裕彦，田波徹行，権宅鎮，高山誠）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1519-1520,

1983. 9, E 

建屋の復元力特性に関する研究 その14 部分円筒壁の剛体要素法による弾塑性解析：（半谷

裕彦，田波徹行、権宅鎮，高山誠）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1107-1108,1983. 9, 

E 

一般逆行列の安定問題への適用：不安定構造のリンク運動と元応力： （半谷裕彦）日本建築学

会大会学術講演梗概集， 1141-1142,1983. 9, E 

地震力を受ける群サイロの動的挙動： （鈴木俊男，大森博司，半谷裕彦）日本建築学会大会学

術講演梗概集， 1091-1092, 1983. 9, E 
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塔状型鉄筋コンクリート円筒シェルに関する研究：シアスパン比の影態について： （高山誠，

半谷裕彦）日本建築学会大会学術講演梗概集， 1697-1698, 1983. E 

塔状構造物による地盤•構造物の相互作用観測：（半谷裕彦，龍岡文夫，佐藤暢彦）生産研究，

35, 9, 443-446, 1983. 9, A 

Numerical Analysis of Structures in the Unstable Condition by the Generalized Inverse : 

(Yasuhiko Hangai)International Symposium on Shell and Spatial Structures'83, 1983. 9, 

D 

シェルの座屈：（半谷裕彦）生研セミナーテキスト， 1983.11, G 

横力を受ける塔状型円筒シェルの座屈：局部座屈の発生位置と座屈荷重：（半谷裕彦，米田護，

崖絃値）第33回応用力学連合会講演論文抄録集， 147-148, 1983. 12, E 

トロイダルシェ）レに関する基礎的研究： Donnell仮定・座屈荷重の検討：（田波徹行，坪井善

勝）日本建築学会論文報告集，第335号， 22-31, 1984. 1, C 

Local Buckling of Cylindrical Tanks under the Horizontal Load : (Yasuhiko Hangai, Choi 

Hyun Sik)Bulletin of Earthquke Resistant Structwre Research Center, 17, 1984. 3, C 

虫明研究室 (MUSIAKE Lab.) 

台風10号による主要河川の出水と水防活動一関東地方の河川を中心として一： （虫明功臣）台

風10号による災害とその社会への影響に関する調査研究報告書， 17-31, 自然災害科学総合

研究班， 1983.3, F 

Modelling of Hydrological Processes in a Small Natural Hillslope Basin, Based on the 

Synthesis of Partial Hydrological Relationships : (Yosihisa Ando, Katumi Musiake, 

Yutaka Takahasi) Journal of Hydrology, 64, 1/4, 311-337, 1983. 7, C 

昭和57年 7月豪雨および同年10月台風に伴う水害が残した教訓一長崎市および三重県中西部被

災地の現地調査を通して―: （高橋裕，虫明功臣，植原茂次，宮村忠）資源調査所資料， 109,

科学技術庁， 1983.8, F 

土木と100人一井沢為永： （虫明功臣）土木学会誌， 68, 8 , 17, 1983. 8 , C 

自然災害の現状と問題点--c河川災害の場合：（虫明功臣）土木学会誌， 68,9, 38-40, 1983. 

9, C 

現地土壌特性の室内試験に基づく雨水浸透施設の浸透特性の評価： （虫明功臣，桑原衛）第38

回年次学術講演会講演概要集 2, 113-114, 土木学会， 1983.9, E 

pF—水分曲線のヒステリシスを考慮した降雨時の不飽和帯水分変動量の推定： （虫明功臣，

岡泰道）第38回次学術講演会講演概要集 2,45-46, 土木学会， 1983.9, E 

流域管理と航空写真の利用： （虫明功臣）写真測量とリモートセンシング， 22,特集号II,2 

-6, 日本写真測量学会， 1983.12, C 

自然林地と都市化域における不飽和帯水分の挙動の相違(3}-毛管ヒステリシス理論とその適用

法ー： （虫明功臣，岡泰道）生産研究， 35, 12, 535-538, 1983. 12, A 
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降雨後の表層不飽和帯水分の挙動について： （虫明功臣，岡泰道，小池雅洋）第11回関東支部

年次研究発表会講演要旨集， 47-48,土木学会， 1984.1 , E 

浸透地下トレンチに対する現場注入実験： （虫明功臣，田村浩啓，桑原衛）第11回関東支部年

次研究発表会講演要旨集， 49-50,土木学会， 1984.1 , E 

関東ロームの水分保持特性と不飽和透水係数との関係： （虫明功臣，山田邦博）第11回関東支

部年次研究発表会講演要旨集， 51-52, 土木学会， 1984.1, E 

ライシメータを用いた降雨浸透実験一単一砂層と関東ロームを例として一（吉野文雄，田子秀

徳，岡泰道）第11回関東支部年次研究発表会講演要旨集， 53-54,土木学会， 1984.1 , E 

自然林地と都市化域における不飽和帯水分の挙動の相違(4)-ヒステリシスを考慮した不飽和帯

水分変動量の解析ー：（虫明功臣，岡泰道，小池雅洋）生産研究， 36, 1 , 21-24, 1984, 1 , 

A 

現地土壌特性の評価に基づく雨水浸透施設の浸透解析： （虫明功臣，山田邦博，田村浩啓，桑

原衛）第28回水理講演会論文集， 489-494,土木学会， 1984.2, E 

自然林地における表層不飽和帯水分の挙動に関する研究： （虫明功臣，岡泰道，小池雅洋）第

28回水理講演会論文集， 557-565,土木学会， 1984.2, E 

Modelling of Hydrologic Processes in a Small Urbanized Hillslope Basin with Comments 

on the Effects of Urbanization: (Yosihisa Ando, Katumi Musiake、YutakaTakahasi) 

Journal of Hydrology, 68, 1/4, 61-83, 1984. 2, C 

地下トレンチによる雨水浸透処理一都市域における水文環境の保全のために： （虫明功臣）熊

本県水資源基本問題研究会報告， 2'熊本県， 1984.3, F 

龍岡研究室 (TATSUOKA Lab.) 

Cyclic Undrained Strengths of Saturated Sand under Random and Uniform Loading and 

Their Relation : (Fumio Tatsuoka, Sachio Maeda, Shinji Fujii, Shin—ichi Y amada)Bulle-

tin, ERS, 16, 11-31, 1983. 3, A 

Triaxial Strength Characteristics of Cement-Treated Soft Clay : (Fumio Tatsuoka, Akira 

Kobayashi)Proc. 8th European Conf. on SMFE, Improvement of Ground, 421 -426, 

1983. 5, D 

土質せん断試験機の設計と製作III一三軸試験機 3-: (龍岡文夫，佐藤剛司，大河内保彦，鳥

居剛，山田艘ー）地質と調査， 83, 1 , 49-56, 全国地質調査業協会連合会， 1983.3, C 

土質せん断試験機の設計と製作W一応カ・荷重の制御と測定 1-: (龍岡文夫，佐藤剛司，山

田慎一，生原修）地質と調蒼， 83, 2, 51-56, 全国地質調査業協会連合会， 1983.6, C 

技術のあゆみ一室内土質せん断試験機―: （龍岡文夫）地質と調査， 83, 3, 47-54, 全国地

質調査業協会連合会， 1983.9, C 

土質せん断試験機の設計と製作V一応カ・荷重の制御と測定z-: (龍岡文夫，佐藤剛司，村

松正重，山田臆ー，原勝重）地質と調査， 83, 4,51-58, 全国地質調査業協会連合会， 1983.
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12, C 

正弦波荷重と不規則荷重に対する砂の非排水繰返し強度の関係： （龍岡文夫，藤井信二，前田

幸男，山田艘ー）地盤と埜礎の地盤災害に関するシンボジウム発表論文集， 37-44, 土質工

学会， 1983.5 , E 

土質試験法の合理化について その 2: (佐藤剛司，龍岡文夫，山田臆ー，福島伸二，生原修）

土質工学会第18回研究発表会講梱集， 145-148, 土質工学会， 1983.6, E 

室内土質試験における端面摩擦除去層について： （日野努，龍岡文夫， FransMolenkamp, 

鳥居剛，高木昌人），土質工学会第18回研究発表会講演集， 379-382, 土質工学会， 1983.6, 

E 

三軸試験における端面摩擦除去庖への粒子貰入： （鳥居剛，龍岡文夫，高木昌人，日野努），

土質工学会第18回研究発表会講演集， 311-314, 土質工学会， 1983.6, E 

砂の三軸圧縮試験において供試体の境界条件が強度に及ぼす影響について：（後藤聡，龍岡文

夫），土質工学会第18回研究発表会講演集， 305-308, 土質工学会， 1983.6, E 

砂の三軸圧縮•平面ひずみ圧縮状態における強度特性： （福島伸二，田所治，龍岡文夫，），土

質工学会第18回研究発表会講演集， 255-258,土質工学会， 1983.6, E 

関東ロームの三軸圧縮・伸張非排水せん断特性： （飯竹重夫，菊池謙次，龍岡文夫），土質工

学会第18回研究発表会講演集， 461-464, 土質工学会， 1983.6, E 

関東ロームの非排水せん断特性に及ぽす供試体の寸法効果： （山田箕ー，龍岡文夫），土質工

学会第18回研究発表会講演集， 465-468, 土質工学会， 1983.6, E 

粒状体の平面ひずみ強度に及ぼす端面条件の影響についての一考察： （龍岡文夫），土質工学

会第18回研究発表会講演集， 301-304, 土質工学会， 1983.6, E 

引張補強材による砂の拘束効果に関する極限解析：（金藤浩司，龍岡文夫，竹内則雄，生原修，

窪田勉），土質工学会第18回研究発表会講演集， 1209-1212,土質工学会， 1983.6, E 

補強材を配置した供試体の平面ひずみ試験： （浜田英治，龍岡文夫，金藤浩司，窪田勉，佐藤

剛司），土質工学会第18回研究発表会講演集， 1201-1204, 土質工学会， 1983.6, E 

模型砂地盤の支持力実験における水平鉄筋による補強メカニズムについて： （生原修，金藤浩

司，龍岡文夫，窪田勉），土質工学会第18回研究発表会講演集， 1205-1208,土質工学会， 1983.

6, E 

鉄筋による斜面の補強模型実験： （西村利禰，龍岡文夫，奥園誠之），土質工学会第18回研究

発表会講演集， 1197-1200, 土質工学会， 1983.6, E 

体積変化に関する誤差（いわゆる SystemCompliance)が三軸液状化強度に及ぼす影響：（岡

本正広，龍岡文夫，山田顔ー），土質工学会第18回研究発表会講演集， 537-540,土質工学会，

1983. 6, E 

飽和砂の不規則載荷に対する液状化強度： （前田幸男，龍岡文夫，山田顔ー，藤井信二），土

質工学会第18回研究発表会講演集， 549-552, 土質工学会， 1983.6, E 

二方向ロードセルの試作とその特性について： （佐藤剛司，龍岡文夫，生原修，山田艘ー）第
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38回年次学術講演会講油概要集第川部門， 285-286, 土木学会， 1983.9, E 

三軸試験における端面への砂粒子の貫入について： （鳥居剛，龍岡文夫，日野努，後藤聡）第

38回年次学術講演会講演概要集第皿部門， 1 -2, 土木学会， 1983.9, E 

三軸圧縮試験の端面で生ずるひずみの誤差について： （龍岡文夫，烏居剛，後藤聡），第38回

年次学術講演会講演概要集第川部門， 7 -8, 土木学会， 1983.9, E 

砂の三軸圧縮試験において供試体の境界条件か変形または強度に及ぼす影響について： （後藤

聡龍岡文夫），第38回年次学術講測会講演概要集第皿部門， 5 -6, 土木学会， 1983.9,

E 

関東ロームの三軸圧縮・伸張非排水せん断特性（その 2): (飯竹重夫，菊池謙次，龍岡文夫），

第38回年次学術講油会講演概要集第冊部門， 575-576,土木学会， 1983.9, E 

圧密中のひずみ径路と砂の非排水繰返し三軸変形特性： （山田飩ー，岡本正広，龍岡文夫），

第38回年次学術講演会講演概要集第皿部門， 329-330,土木学会， 1983.9, E 

三軸液状化強度に及ぼす供試体の寸法効果について：（岡本正広，龍岡文夫， 日野努）

第38回年次学術講演会講演概要集第I11部門， 325-326,土木学会， 1983.9, E 

鉄筋を配置した供試体の平面のひずみ試験： （浜田英治，龍岡文夫，金藤浩司），第38回年次

学術講演会講演概要集第I11部門， 557-558,土木学会， 1983.9, E 

水平鉄筋を配置した模型砂地盤内のフーチング直下のひずみ分布： （生原修，金藤浩司，龍岡

文夫），第38回年次学術講演会講演概要集第II1部門， 555-556,土木学会， 1983.9, E 

ロードセルの試作およびそれを用いた砂の圧密試験： （坂元倍，後藤聡，龍岡文夫），第11回

関東支部年次研究発表会発表論文集， 91-92,土木学会， 1984.1, E 

砂の三軸供試体において端面摩擦軽減府が強度・変形特性に与える影響について：（榎戸完治，

後藤聡，龍岡文夫），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集， 113-114,土木学会， 1984.

1, E 

砂の三軸供試体において，ゴム膜の貰入・端面条件等が静的非排水試験に与える影響： （滝沢

武夫，後藤聡，龍岡文夫），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集， 111-112,土木学会，

1984. 1, E 

砂の三軸圧縮試験において供試体の境界条件が変形または強度に及ぼす影態について（その

2) : (後藤聡，龍岡文夫），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集， 109-110,土木学

会， 1984.1, E 

粘性土の不攪乱試料の動的変形特性： （山田屈ー，龍岡文夫），第11回関東支部年次研究発表

会発表論文集， 83-84, 土木学会， 1984.1, E 

ねじりせん断試験機を用いた砂の非排水繰返しせん断中における有効応力～ひずみ関係： （原

勝重，龍岡文夫，岡本正広），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集， 93-94,土木学会，

1984.1, E 

砂の液状化強度に及ぼす供試体形状と圧密時間の影響： （加藤祐之，越智健三，岡本正広，龍

岡文夫），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集， 75-76,土木学会， 1984.1, E 
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各種の供試体作成法による浅間山砂の液状化強度： （山本博之，越智健三，龍岡文夫），第11

回関東支部年次研究発表会発表論文集， 77-78, 土木学会， 1984.1, E 

豊浦砂の液状化強度に及ぼす試料作成法及び K。圧密の影響： （越智健三，龍岡文夫，山本博

之），第11回関東支部年次研究発表会発表論文集，， 73-74,土木学会， 1984.1, E 

砂と平板の間のせん断抵抗について： （龍岡文夫，生原修），第11回関東支部年次研究発表会

発表論文集， 95-96,土木学会， 1984.1, E 

模型支持力実験における側壁条件の影響について： （生原修，龍岡文夫），第11回関東支部年

次研究発表会発表論文集， 119-120, 土木学会， 1984.1, E 

鉄筋で補強された斜面の模型実験(I): (森平啓一，浜田英治，龍岡文夫），第11回関東支部

年次研究発表会発表論文集， 115-116,土木学会， 1984.1, E 

鉄筋で補強された斜面の模型実験(II): (浜田英治，龍岡文夫，森平啓ー），第11回関東支部

年次研究発表会発表論文集， 117-118, 土木学会， 1984.1, E 

端面で変形を拘束された粒状体の圧縮および伸張強度について： （龍岡文夫），生産研究， 35,

3, 149-152, 1983.1, A 

端面の変形と粒状体のダイレイタンシー特性を考慮した粒状体の圧縮強度について： （龍岡文

夫），生産研究， 35, 3, 153-156, 1983. 1, A 

Stress History during Sample Preparation for Triaxial Test I - Discussion on Test Proce-

<lures --: (Fumio Tatsuoka, Frans Molenkamp, Jos van Deventer, Anna Pedersen, 

Lambert Smidt), 生産研究， 35, 7, 340-343, 1983. 7, A 

Stress History during Sample Preparation for Triaxial Test IIー TestResults - : 

(Fumio Tatsuoka, Frans Molenkamp, Jos van Deventer, Anna Pedersen, Lambert 

Smidt), 生産研究， 35, 8, 371-374, 1983. 8, A 

模型砂地盤の支持力実験における砂箱側壁面の影曹 I-—側壁面摩擦の影響の実際ー~ （龍

岡文夫，党宣夫，生原修，佐藤剛司），生産研究， 35, 12, 543-546, 1983.12, A 

三軸圧縮試験の実技講習会を行ってみて： （龍岡文夫），土と基礎， 31, 4, 99-103, 土質工

学会， 1983,4, C 

三軸およびねじりせん断装置の設計と製作における若干の経験： （龍岡文夫，佐藤剛司，大河

内保彦，福島伸二），土と基礎， 31, 7 , 41-48, 土質工学会， 1983, 7, C 

ぬ値測定法＿三軸セルを用いる方法： （大河内保彦，龍岡文夫），土と基礎， 31, 7, 56-

57, 土質工学会， 1983,7, C 

室内せん断試験における供試体端面摩擦軽減法： （龍岡文夫，鳥居剛），土と基礎， 31, 7, 

65-67, 土質工学会， 1983, 7, C 

「土の構成式入門」 4. 力学挙動と経験式 I: (龍岡文夫，軽部大蔵），土と基礎， 31, 8 , 57 

-64, 土質工学会， 1983,8, C 

「土の構成式入門」 4. 力学挙動と経験式II: (龍岡文夫，軽部大蔵），土と基礎， 31, 9, 79 

-87, 土質工学会， 1983, 9, C 
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引張り補強材による砂の補強についての基礎的研究： （龍岡文夫，金藤浩司，三木五三郎，生

原修，浜田英治，佐藤剛司），土と基礎， 31, 9, 11-20, 土質工学会， 1983, 9, C 

不織布で補強した関東ロームの試験盛土の挙動：（龍岡文夫，佐藤剛司，岩崎高明，山田鞣ー，

内藤新吉），土と基礎， 31, 9, 21-28, 土質工学会， 1983,9, C 

Discussion on "Effect of Static Shear on Resistance to Liquefaction" : (Fumio Tatsuoka), 

Soils and Foundations, 23, 3, 130-133, 土質工学会， 1983.9, C 

Closure of℃ yclic Undrained Stress-Strain Behavior of Dense Sands by Torsional Simple 

Shear Test": (Fumio Tatsuoka) , Soils and Foundations, 23, 3, 142-145, 

1983. 9, C 

片倉研究室 (KAT A KURA Lab.) 

「高速道路入路規制施設に関する調査研究」第 6章： （片倉正彦）， 77-81, 首都高速道路公団

交通工学研究会， 1983.3, F 

二輪車交通の交通事故防止対策に関する調査研究報告内 (No.2)第 6章： ) , 121 

-131, 交通工学研究会， 1983.3, F 

電気自動車によるローカルエネルギー利用システム評価報告書 3章：（片白正彦）， 87-147,

日本電動車両協会， 1983.3, F 

電気ごみ収集車の利用システムに関するフィージビリティスタディ： （片倉正彦），第15回日

本道路会議一般論文集， 745-746, 日本道路協会， 1983.10, E 

平面交差の計画と設計一基本的考え方—: （片倉正彦），第31回交通工学講習会テキスト， 74

-89, 交通工学研究会， 1983.7, G 

道路交通量調査とシステムの制御：（片倉正彦），土木学会誌， 68,11, 25-26, 土木学会， 1983.

11, C 

交通工学ハンドブック第 6章 交通容屈とサービス水準 6・2, 6・3, 6・4及び6・8: (片倉正彦），

202-213, 222-229, 技報堂出版， 1984.1, B 

交通工学ハンドプック第21章 交通規制と交通連用 21・3 : (片倉正彦）， 816-826,技報堂

出版， 1984.1, B 

交通管理政策の現状と評価：（片倉正彦），都市計画， 130,50-55, 日本都市計画学会， 1984.

2, C 

藤井（明）研究室 (FUJII Lab.) 

地域分析における幾何学的領域モデル： （藤井明），都市計画， 126, 1983. 5, C 

点分布パターンによる圏域形成についての基礎研究： （宇野求，原広司，藤井明），日本建築

学会関東支部研究報告集， 1983.7, E 

建築•都市空間の形態学的研究 I 一等差距離線と 2 次圏域について： （宇野求，原広司，藤井

明），日本建築学会大会学術講演梗概集， 1983.9, E 
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都市景観の定量的把握（その 3' 連続立面による街路景観の分析） ： （及川清昭，原広司，藤

井明），日本建築学会大会学術講演梗概集， 1983.9, E 

計画学におけるグラフ理論適用に関する研究 その 1 原理編：（渡辺建ー，原広司，藤井明，

山中知彦），日本建築学会論文報告集， 334,1983.12, C 

The Statistical Analysis Through a Computational Method of a Distribution of Points in 

Relation to its Surrounding Network: (Atuhiko Okabe, Akira Fujii), Environment and 

Planning A, 16,107-144,1984.2, C 

藤森研究室 (FUJIMORI Lab.) 

建築紅花青鳥： （藤森照信），三省堂， B

都市遺産としての皇居： （藤森照信），エコノミスト，毎日新聞社， 1984.1, G 

産業用土木施設の歴史：（藤森照信），産業技術の歴史的展開調査研究，日本科学技術振興財団，

1984. 3, F 

明治気質の学校づくり： （藤森照信），教育と施設， 1 , 1 , 1983. 4, G 
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計測技術開発センター

早野研究室 (HAYANO Lab.) 

イオノホアを含むエマルション型液体膜およびマイクロカプセルの調整とその性質： （吉田章

一郎，千葉法人，早野茂夫）日本化学会第47春季年会講演要旨集，日本化学会， 1983.4, E 

フミン酸水溶液による炭化水素の可溶化： （篠塚則子，李章鍋，水野聡，早野茂夫）日本化学

会第47春季年会講演要旨集，日本化学会， 1983.4, E 

圧透析： （吉田章一郎）日本海水学会誌， 36, 6, 392-402, 日本海水学会， 1983.6, C 

担体輸送ー液体膜による促進輸送ー：（早野茂夫，吉田章一郎）生産研究， 35, 6, 255-262, 

1983. 6, A 

イオノホアを含むマイクロカプセルの調整： （早野茂夫，吉田章一郎）生産研究， 35, 6, 

297-300, 1983. 6, A 

大学における環境保全の考え方： （早野茂夫）化学と工業， 36, 6, 377-378, 1983. 6, C 

人工腎臓開発研究に参加して：（早野茂夫，篠塚則子）臨床検査， 27, 7, 791-796, 1983.7, 

C 

アマチュアサイエンス ワインの涙（ジャールウォーカー） ：（早野茂夫（訳））サイエンス，

7, 127-133, 1983.7, G 

ニュートラルキャリヤーを含む液膜によるイオンの促進輸送： （吉田章一郎，田中成紀，早野

茂夫）第36回コロイドおよび界面化学討論会，日本化学会， 1983.10, E 

海洋フミン酸のポーラログラフ的挙動 (4) : (篠塚則子，真藤宏幸，早野茂夫）分析化学会

第32年会講演要旨集， 1983.11, E 

固体電極反応に及ぼす界面活性剤の効果： （早野茂夫，篠塚則子）学振染色加工120委員会報

34, 日本学術振興会， 1983.10, F 

フミン酸による炭化水素の可溶化：（篠塚則子，李章鏑，宇都宮亘，早野茂夫）油化学討論会・

研究発表会，日本油化学協会， 1983.11, E 

油脂及びその関連物質の界面化学的研究： （早野茂夫）油化学， 32, 11, 666-671, 日本油化

学協会， 1983.11, C 

Solution Properties of Marine Humic Acid (I]) Aggregate Formation and Effects of Metal 

Ions on Solution Properties : (Noriko Shinozuka, Osamu Shinji, Shigeo Hayano)油化学，

33, 2 , 88-94, 日本油化学協会， 1984.2, C 

Response Time Curves of Neutral Carrier Membrane Electrode of Tubular Shape : (Hisao 

Degawa, Noriko Shinozuka, Shigeo Hayano) Bull. Chem. Soc. Japan, 57, 706-711, 日

本化学会， 1984.3, C 
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村上研究室 (MURAKAMI Lab.) 

建設現場の高所作業に対する強風の影響に関する研究――型枠作業能率に及ぽす強風の影響―

-: (村上周三，出口清孝，高橋岳生，森田真弘）生産研究， 35, 5, 224-227, 1983. 5, 

A 

建物周辺気流に関する数値シミュレーションと風洞実験の比較： （村上周三，持田灯，日比一

喜）日本風工学会年次研究発表会梗概集， 19-20,1983. 7, E 

大規模空間の温熱空気環境に関する模型実験—-1 万 5 千人収容の屋内体育館に関するケー

ス・スタディーー：（加藤信介，村上周三）日本建築学会関東支部研究報告集， 57-60,1983. 

7, E 

単独建物周辺のガスの拡散に関する研究（その 3)―中立状態で密度差のあるガスが排出され

た場合の相似則に関する考察ー： （持田灯，村上周三）日本建築学会関東支部研究報告集，

65-68, 1983. 7, E 

単独建物周辺のガスの拡散に関する研究（その 4)―相似状件及びその緩和手法を検討するた

めの実験ー： （持田灯，村上周三）日本建築学会関東支部研究報告集， 69-72,1983. 7, E 

EXPERIMENT ON PASSIVE SOLAR SYSTEM WITH FULL SCALE TEST 

HOUSES Air circulation technique for heating rooms using solar heat gain taken at 

south windows. : (N. Kobayashi, S. Murakami, N. Abe, T. Hattori) Solar World Con・

gress Perth 14—19 August 1983 Perth, Western Australia, 1983. 8, D 

室内における物質の拡散と浪度変動に関する研究（その 7)実物の住宅居室における拡散実験

Ill一主として強制換気時の濃度分布： （田中俊彦，村上周三，加藤信介）日本建築学会大会

学術講演梗概集， 407-408, 1983. 9, E 

室内における物質の拡散と濃度変動に関する研究（その 8)実物の住宅居室における拡散実験

Wー自然換気状態における爆発範囲： （須山喜美，村上周三，田中俊彦，持田灯）日本建築

学会大会学術講演梗概集， 409-410,1983. 9, E 

室内における物質の拡散と濃度変動に関する研究（その 9)実物の住宅居室における拡散実験

V一室内に滞留するガスの排除方法：（難波三男，村上周三，田中俊彦，須山喜美，持田灯）

日本建築学会大会学術講演梗概集， 411-412,1983. 9, E 

住宅の通風に関する実験的研究（その 1)実大の住宅モデルにおける測定： （赤林伸一，村上

周三，加藤信介，小林信行，服部孝博）日本建築学会大会学術講演梗概集， 455-456,1983. 

9, E 

住宅の通風に関する実験的研究（その 2)風洞模型実験による検討結果： （加藤信介，村上周

三，出口清孝）日本建築学会大会学術講演梗概集， 457-458,1983. 9, E 

建物周辺気流の乱流構造の風洞実験法に関する研究（その 4)風洞境界層流の乱れのスケール

及びスペクトルの性状について：（森川泰成，村上周三）日本建築学会大会学術講演梗概集，

485-486, 1983. 9, E 
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低層建物壁面風圧に関する Aylesbury国際共同研究実験： （村上周三，加藤信介，森川泰成）

生産研究， 35, 10, 466-469, 1983. 10, A 

室内に於ける拡散現象： （村上周三，持田灯）空気調和衛生工学， 1984.2, C 
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複合材料技術センター

小林（一）研究室 (KOBAYASHI Lab.) 

複合とコンクリート技術： （小林一輔）コンクリート工学， 21, 5, 6-13, 日本コンクリー

ト工学協会， 1983.5, C 

膨張コンクリートをマトリックスとした鋼繊維補強コンクリートの複合特性： （小林一輔，野

口哲男）土木学会論文報告集， 336,167 -177, 土木学会， 1983.8, C 

寸法の著しく大きい鋼繊維を用いた鋼繊維補強コンクリートの特性 (I)―曲げ特性―: （小

林一輔，岡村雄樹）生産研究， 35, 8, 375-377, 1983. 8, A 

寸法の著しく大きい鋼繊維を用いた鋼繊維補強コンクリートの特性 (II)―圧縮特性ー： （小

林一輔，岡村雄樹）生産研究， 35,12, 525-526, 1983.12, A 

中川研究室 (NAKAGAWA Lab.) 

金属繊維の製造と応用：（中川威雄，柳沢章，鈴木清）繊維学会誌， 39, 4, 7 -14, 1983. 4, 

C 

鋼繊維補強耐久鋳型：（柳沢章，野口裕之，中川威雄）日本鋳物協会第103回全国講演大会， 122,

1983. 5, G 

難打抜きプラスチック材料の振動仕上げ抜き（第 3報 仕上げ過程と仕上げ面特性について）

： （横井秀俊，中川威雄）昭和58年度塑性加工春季講演会講演論文集， 37-40,1983. 5, E 

含ダイヤモンド鋳鉄砥石のダイヤモンドの定量分析： （塙健三，宮沢徹二，中川威雄，萩生田

善明）昭和58年度粉体粉末冶金協会春季大会講演概要集， 78-79,1983. 5, E 

びびり振動切削法によって製造した鋳鉄粉の焼結特性： （塙健三，鈴木清，中川威雄）昭和58

年度粉体粉末冶金協会春季大会講演概要集， 68-69, 1983. 5, E 

金属繊維：（中川威雄，柳沢章）高次複合材料の全容， 1, 209-234, 大阪ケミカルマーケティ

ングセンター， 1983.6

金属繊維： （中川威雄，柳沢章） ACMの開発活用， 47-53, ダイヤモンド社， 1983.7, G 

Metal Fiber Reinforced Plastics : (中川威雄，柳沢章） ACMの開発活用， 98-105, ダイ

ヤモンド社， 1983.7, G 

Precision Piercing and Blanking of Fiber Reinforced Plastics by Vibro-Punching : (H. 

Yokoi & T. Nakagawa) CIRP Annals 1983. Manufacturing Technology, 32, 1, 173-176, 

1983. 8, D 

鋼繊維補強耐久鋳型による吸引鋳造： （柳沢章，野口裕之，中川威雄）第104回日本鋳物協会

全国講演大会講演概要集， 92, 1983. 9, G 

複合材料技術に関する研究 ・SFRC用切削鋼繊維の補強性能と経済性：（中川威雄，内田貴之，

鈴木清）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 13-16, 1983. 9, A 
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複合材料技術に関する研究・スチールウール製造における廃材を用いたコンクリート補強繊維

の開発： （中川威雄，柳沢章）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 17-

20, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・びびり振動切削法による金属短繊維の製造とその応用： （中川威

雄，鈴木清）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 40-43, 1983. 9, A 

レーザー加工による積胴プレス型の製作： （中川威雄，鈴木清，野口裕之，坂上啓二）東京大

学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 44-48, 1983. 9, A 

複合材料技術にI周する研究・砥粒含有鋳鉄ボンド研摩工具の各種加工法への応用：（中川威雄，

萩生田善明，刈込勝比古）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 49-53, 

1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・鋳鉄ボンドダイヤモンド（または C)3N)研摩工具の開発： （中

川威雄，萩生田善明，刈込勝比古）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3' 

54-58, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究• 金属繊維混入導電性プラスチック： （中川威雄，柳沢章，小山浩

幸，鈴木清）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 102-107, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・プラスチック複合材料の振動仕上げ抜き：（横井秀俊，中川威雄）

東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 108-112, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・ 鋼繊維補強セラミック型とその応川： （中川威雄，柳沢章，野口

裕之）東京大学生産技術研究所・大型共同研究成果概要， 3, 121-126, 1983.9, A 

金属繊維混入導電性プラスチック：（柳沢章，中川威雄）新版屯波障害法規制便覧， 623-641,

経営システム研究所， 1983.10, B 

びびり振動切削法による金属短繊維の製造： （中川威雄，鈴木消）第 1回複合材料連合研究発

表会講演論文集， 1 -4, 1983. 10, E 

Fiber metallurgyによる複合材料の製造： （中川威雄，鈴木消，塙健三）第 1回複合材料連合

研究発表会講演論文集， 13-16, 1983. 10, E 

通気性を持つ繊維強化セラミック型とその応用： （中川威雄，柳沢章，野口裕之）第 1回複合

材料連合研究発表会講演論文集， 33-36, 1983. 10, E 

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石： （中川威雄，萩生田善明，刈込勝比古）第 1回複合材料連合研

究発表会講演論文集， 45-48, 1983. 10, E 

プラスチック複合材料の振動仕上け抜き： （横井秀俊，中川威雄）第 1回複合材料連合研究発

表会講演論文集， 73-76, 1983. 10, E 

電磁波シールド用金属短繊維混入尊電性プラスチック： （中川威雄，鈴木消，柳沢章，小山浩

幸）第 1回複合材料連合研究発表会講演論文集， 81-84, 1983. 10, E 

フライス切削による SFRC用鋼短繊維の製造： （中川威雄，内田貴之，鈴木清）第 1回複合

材料連合研究発表会講演論文集， 85-88, 1983. 10, E 

通気性耐久セラミック型：（中川威雄，柳沢章，野口裕之）プレス技術， 21,11, 10-11, 1983. 
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10, G 

プラスチック系シールド材： （中川威雄，柳沢章） EMC設計対策ハンドブック， 387-398,

日本工業技術センター， 1983.10, B 

金属短繊維混入祁電性プラスチックの問題点： （中川威雄，小山浩幸，柳沢章）第32回高分子

学会予稿集， 32, 10, 3033-3036, 1983.10, C 

真空成形用セラミック型の試み： （野口裕之，中川威雄，柳沢章）第32回高分子学会予稿集，

32, 10, 3053-3056, 1983.10, C 

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石の製作とファインセラミックス及び超硬合金の研削： （刈込勝比

古，萩生田善明，吉岡潤一，中川威雄）昭和58年度精機学会秋季大会学術講演会論文集，

559-562, 1983. 10, E 

プラスチック材料の振動仕上げ抜き（適用材料範囲の検討） ： （横井秀俊，中川威雄）第34回

塑性加工連合講演会， 427-430,1983.11, E 

鋳鉄ボンドダイヤモンド研摩工具の製作とその応用： （萩生田善明，刈込勝比古，中川威雄）

日本学術振興会結晶加工と評価技術第145委員会第23回研究会資料， 13-18, 1983. 11, C 

金属繊維： （中川威雄，柳沢章）特殊機能繊維， 121-129, シーエムシー， 1983.11, G 

構造用ニューセラミックスに対する鋳鉄ボンドD砥石の研削特性： （山本幸治，小山内剛，宮

沢徹二，長谷川安利，中川威雄）第 3回高温材料基礎討論会講演要旨集， 48-51, 1984. 1, 

G 

振動せん断加工： （横井秀俊，中川威雄）生産研究， 36, 2, 70-78, 1984. 2, A 

通気性セラミック型によるプラスチック真空成形：（柳沢章，野口裕之，中川威雄）生産研究，

36, 2, 120-123, 1984. 2, A 

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石の研削特性： （中川威雄，刈込勝比古，萩生田善明，今中治）昭

和59年度精機学会春季大会学術講演会講演論文集， 33-36,1984. 3, E 

圧延成形によるシート状鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石の製造： （萩生田善明，刈込勝比古，中

川威雄）昭和59年度精機学会春季大会学術講演会講演論文集， 45-48, 1984. 3, E 

放射電磁障害を防止するプラスチックシールド材料： （中川威雄）化学と工業， 37, 3 , 173 

-175, 日本化学会， 1984.3, G 

大蔵研究室 (OKURA Lab.) 

FRMの現状と将来： （大蔵明光）日本複合材料学会セミナーテキスト， 49, 日本複合材料学

会， 1983.1, D 

アメリカに於ける複合材料研究： （大蔵明光）日本複合材料学会月例研究会， 10, 日本複合材

料学会， 1983.1, D 

炭素繊維強化アルミニウム複合材料の製造研究： （大蔵明光，中田栄一，酒井茂男）日本金属

学会誌 47, 3, 249-257, 日本金属学会， 1983ぶ E

炭素繊維強化アルミ連続生産プロセス： （浅沼博，大蔵明光）アルトピア， 13, 6, 9-16, 
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軽金属出版社， 1983.6, G 

Relationship between Condition of Continuous Production and Strength of Boron Fibers : 

(Kouichi Honda, Akimitsu Okura) The Second USA-JAPAN Symposium on 

Composites, 42, ASTM, 1983. 6, D 

On a New Manufacturing Methods of Carbon-Carbon Composites : (Toshoku Cho, Aki 

mitsu Okura) The Second USA-JAPAN Symposium on Composites, 46, ASTM, 1983. 

6, D 

複合材料技術に関する研究・ 鉄針状結晶の照射効果： （大蔵明光，稲垣淳一）東京大学生産技

術研究所大型共同研究成果概要， 3, 71-74, 1983.9, A 

複合材料技術に関する研究・ロール拡散接合法による炭素繊維強化ア）レミニウム複合材料の製

造： （大蔵明光，浅沼博） 3, 75-78, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・ホットプレス法による複合材料の開発研究： （大蔵明光，寺沢優

ー）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 79-82, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・異方栢府 MMCの強度に関する研究： （大蔵明光，寺沢優一）

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 83-85, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・炭素繊維強化アルミニウム合金複合材料：（大蔵明光，稲垣淳一）

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 86-89, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究 ・SiC繊維強化アルミニウム複合材料の機械的性質： （大蔵明光，

酒井茂男）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 90-93, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・ボロン繊維の製造に関する研究： （大蔵明光，本田絃ー）， 3, 

127-130, 1983. 9, G 

複合材料技術に関する研究• 製銑・製鋼スラグをベースとしたガラス長繊維の製造： （大蔵明

光，今岡稔，安井至，高木良二）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3, 139 

-142, 1983. 9, A 

複合材料技術に関する研究・スラグから製造したガラス繊維の耐アルカリ性の評価：（安井至，

山崎敏子，大蔵明光，今岡稔）東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要， 3,143-146, 

1983. 9, A 

炭素繊維強化アルミニウム複合材料の製造とその性質： （浅沼博，大蔵明光）日本金属学会秋

季大会一般購演概要， 570, 日本金属学会， 1983.10, E 

Alz切繊維強化 Alのプラズマスプレー・ホットプレス法による製造： （松木理悌）日本金属

学会秋季大会一般講演概要， 571, 日本金属学会， 1983.10, E 

炭素繊維強化炭素材料に関する研究： （安斎正博，大蔵明光）日本金属学会秋季大会一般講演

概要， 573, 日本金属学会， 1983.10, E 

マトリックスの炭素材として，微粉砕コークスの利用による炭素繊維／炭素複合材料の製造に

ついて（その I: マトリックスの最適炭素材料の決定） ： （張東植，大蔵明光）日本金属学

会概要集， 574, 日本金属学会， 1983.10, E 
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マトリックスの炭素材として，微粉砕コークスの利用による炭素繊維／炭素複合材料の製造に

ついて（その II: 炭素繊維／炭素複合材料の製造） ： （張東植，大蔵明光）日本金属学会概

要集， 574, 日本金属学会， 1983.10, E 

ロール拡散による FRMの製造： （浅沼博，大蔵明光）第 1回複合材料連合研究発表会講演

論文集， 5 -8, 東大生研複合材料センター， 1983.10, E 

Ah03/Al複合材の製造と性質： （松木理悌，大蔵明光）第 1回複合材料連合研究発表会講演

論文集， 9'東大生研複合材料センター， 1983.10, E 

ボロン繊維の製造と性質： （本田絃ー，大蔵明光）複合材料連合研究発表会講演論文集， 25-

28, 東大生研複合材料技術センター， 1983.10, G 

c-c-cの製造と性質（その I) : (張東植，大蔵明光）複合材料連合研究発表会講演論文

集， 37-40,東大生研複合材料技術センター， 1983.10, G 

c-c-cの製造とその性質（その 2) : (安斎正博，大蔵明光）複合材料連合研究発表会講

演論文集， 41,東大生研複合材料技術センター， 1983.10, E 

炭素繊維強化アルミニウム複合材料の製造とその性質：（浅沼博，大蔵明光）工業材料， 31,

11, 107-113, 日刊工業新聞社， 1983.11, G 

有曲部を持つ炭素繊維強化アルミニウム複合材料の製造： （石坂信啓，大蔵明光）生産研究，

35, 12, 521-524, 1983. 12, A 

FRMの製造技術： （大蔵明光）工業材料， 31,13, 21, 日刊工業新聞社， 1983.12, G 

渡辺研究室 (WATANABE Lab.) 

複合材料における数値分析： （奥村秀人（分担執筆））昭和57年度複合材料次世代技術動向調査

研究（上）， 333-377, 日本機械工業連合会次世代金属・複合材料研究開発協会， 1983.6, 

F 

Finite Element Analyses of Saint-Venant End Effects for Composite Materials : (Hidehito 

Okumura, Katsuhiko Watanabe, Yoshiaki Yamada) Second U.S.-Japan Symposium on 

Composite Materials: Abstracts, 14, ASTM, 1983. 6, D 

複合材料の局所応力解析：（奥村秀人，渡辺勝彦）第 1回複合材料連合研究発表会講演論文集，

53-56, 1983.10, G 

複合材料におけるき裂パラメータとその径路独立積分表示： （渡辺勝彦）第 1回複合材料連合

研究発表会講演論文集， 57-60, 1983.10, G 

積層体における表面波の解析： （奥村秀人，渡辺勝彦）第 1回複合材料連合研究発表会講演論

文集， 61-64, 1983. 10, G 

複合材料におけるサンブナンの原理の検討（第 1報：等方弾塑性母材の場合） ： （横内康人，

奥村秀人，渡辺勝彦，山田嘉昭）日本機械学会講演論文集， 844-1 , 41-43, 1984. 3, E 

表面波の有限要素解祈（その 3 積層板を伝わる波） ：（奥村秀人，渡辺勝彦）日本機械学会

講演論文集， 844-1, 53-55, 1984. 3, E 
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多次元画像情報処理センター

尾上研究室 (ONOE Lab.) 

新しい映像診断技術とシステムセンサの動向：（尾上守夫）センサ技術ハンドブック， 154-162,

1983, B 

ピラミッド構造による画像の高速重ね合せ：（尾上守夫，曽根光男）電子通信学会総合全国大会，

1193, 1983, E 

可搬型X線計算断崩装置の開発とその立木非破壊計測への応用：（尾上守夫，曹景文，山田博章，

中村宏，小暮仁，河村広己，吉松満）日本非破壊検査協会 (005特別研究委員会）， 005-67,

12-13, 1983. 4, E 

光ディスクとマルチフォーマット表示を備えた医用画像データベース：（尾上守夫，窪田一郎）

ME学会医用画像のディジタル処理研究会資料， 1983.5, E 

キーワードと画像を検索手段にもつ光ディスク画像データ検索システムの構成：（窪田一郎，

尾上守夫）テレビジョン学会技術報告， IPA63-l,1983. 3, E 

医用画像処理の最近の動向：（尾上守夫）システムと制御， 27, 3, 158-168, 1983, C 

マルチフォーマット表示とタッチパネルによる画像データベースの検索方式：（尾上守夫，窪

田一郎，仲西正）電子通信学会総合全国大会， 1133, 1983, E 

多次元画像情報処理 ：（尾上守夫）東京大学の国際化ー歴史・現状・展望学内広報600号記念

特集， 1983, G 

Computed tomography for use on live trees : (尾上守夫，曹景文，山田博章，吉松満） Mate-

rial Evaluation, 41, 748-749, 1933. 5, C 

木を伐らないで年輪を見る一可盤型 CTの応用ー：（尾上守夫）生研公開購演， 1983.6, G 

非破壊検査画像処理： 1982年の005特別研究委員会活動報告（尾上守夫）非破壊検査， 32, 6, 

486, 1983. C 

可搬型X線 CTによる木柱の腐朽検出：（小経仁，河村広己，尾上守夫，曹景文，山田博章，

吉松満）電力中央研究所報告， 483002,1983. 5, F 

黒白ドット・パターンによるビジネス・カラー・グラフィックス：（尾上守夫，曽根光男）テ

じビジョン学会全国大会， 335-336, 1933, E 

冠状動脈造影像からの冠状動脈の 3次元再生及び表示：（金子正秀，尾上守夫，藤井諄ー，相

沢忠範，加藤和三）医用電子と生体工学， 21, 2, 7-13, 1983.4, C 

Computed tomography for measuring annual rings of a live tree : (尾上守夫，曹景文，山田

博章，中村宏，小暮仁，河村広己，吉松満） Proc,IEEE, 71, 7, 907-908, 1983, C 

冠状動脈造影像における血管の動きの追跡：（金子正秀，尾上守夫，藤井諄ー，相沢忠範，加

藤和三）医用電子と生体工学， 21, 3, 44-51, 1983. 6, C 

光ディスクによる画像のファイリング：（尾上守夫，窪田一郎）画像を検索手段とする光ディス
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ク画像データベースシステム電気四学会連合大会， 5 -5 -8, 1983. 10, E 

黒白 2値ストライプによるビジネス・カラー・グラフィックス：（尾上守夫，曽根光男）テレ

ビジョン学会技術報告， IPA66-1, 1983. 9, E 

木を伐らないで年輪を見る：（尾上守夫）画像電子学会誌， 12, 1, 1-2, 1983.4, C 

医用画像情報処理：（尾上守夫） Preconference for ISNCR-84, 1983. 10, E 

Non—transposing algorithm for processing synthetic aperture radar data : (尾上守夫，窪田

一郎，増淵美生） International Society for Photogrammetry & Remote Sensing, Working 

Group 2-3, 4 & 5, Joint Meetig, Tokyo, C4, 1983.11, D 

Recogntion of three—dimensional dynamic pattern in medicine (Tutorial) : (尾上守夫）

Proc. MEDINFO—83, 322-325, 1983, D 

円表示アルゴリズムの統一：（曽根光男，尾上守夫）第14回画像工学コンファレンス， 4 -2, 

1983, E 

マイコンによる ICパターン設計ワークベンチ：（尾上守夫，仲西正）第14回画像工学コンファ

レンス， 2-17, 1983.12, E 

FORTH + CORE ; 移植性のよいグラフィック・ソフトウェア：（伊藤隆，小川隆司，尾上守

夫）第14回画像工学コンファレンス， 2 -6, 1983. 12, E 

年輪の画像処理：（曹景文，尾上守夫）第14回画像工学コンファレンス， 2 -18, 1983. 12, E 

多目的レーザビームプリンタによる画像表現法：（村山登，鈴木宏一，佐藤敬，伊藤正博，尾

上守夫，石塚満）第14回画像工学コンファレンス， 8-2, 1983. 2, E 

MEDINFO 83 : (尾上守夫）学術月報， 36, 9 , 669, 1983, F 

不可視情報の画像化ー司会のことば：（飯尾正宏，尾上守夫）日本医学会総会会誌， 1, 388, 

1983, C 

非破壊検査における画像処理の動向：（尾上守夫）インスペクション， 2,1 , 6 -7, 1984, G 

Ventricular wall motion by systolic change in curvature : (沢田準，藤井諄ー，相沢忠範，小

笠原憲，加藤友三，尾上守夫，藤田長子，中村祐介） Japanese Circulation Jour., 47, 984, 

1983. 8, C 

高木（幹） 研究室 (TAKAGI Lab.) 

ノア衛星の電波はだれでもタダで利用できる：（高木幹雄）科学技術対談， 24,週間朝日， 88,

14, 98-101, 1983. 4, G 

ピラミッド構造をサボートする 2次元メモリのプロックワイズアドレス：（高木幹雄，坂元宗

和）昭和58年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， 1140, 1983. 4, E 

天文画像における星と銀河の分離：（高木幹雄，戴俊剣）昭和58年度電子通信学会総合全国大

会講演論文集， 1155, 1983. 4, E 

水素気泡法による流れの可視化画像の格子点の計測：（高木幹雄，金鐘啓）昭和58年度電子通

信学会総合全匡大会講演論文集， 1164,1983. 4, E 
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画像処理向き全ディジタル化 NTSCエンコーダ／デコーダの構成法：（高木幹雄，大熊直彦，

山井智）昭和58年度電子通倍学会総合全国大会講演論文集， 1187, 1983. 4, E 

カラー情報を用いたワイヤーの自動認識：（高木幹雄，木槻純一，小西敏夫）昭和58年度電子

通信学会総合全国大会講演論文集， 1489, 1983. 4, E 

反復演算による重なり合った棒状パターンの解析：（坂上勝彦，高木幹雄）電子通信学会論文集，

J66-D, 5, 585-592, 1983. 5, C 

天文画像における星と銀河の判別：（高木幹雄，戴俊釧，山形朋彦）日本天文学会1983年春季

大会， 1983.5, E 

写真乾板上の星と銀河の判定：（山形朋彦，戴俊鉗，高木幹雄）日本天文学会1983年春季大会，

1983. 5, E 

Separation of Overlapping Bar-like Patterns by Iterative Method : (Katsuhiko Sakaue. 

Mikio Takagi) Proceedings 1983 IEEE Computer Society Conference on Computer 

Vison and Pattern Recognition, 148-150, 1983. 6, D 

画像計測・検査と画像処理：（高木幹雄）講習会「イメージセンサと画像計測・検査」，精機学

会， 1983.6, E 

赤外線放射温度計による応力計測画像に対する検討：（高木幹雄，斉藤雄之） 1983年テレビジョ

ン学会全国大会予稿集， 14-6, 1983. 7, E 

水素気泡による流れの可視化画像の計測処理：（高木幹雄，金鈍習）第11回流れの可祝化シン

ポジウム，流れの可視化， 3, 47-54, 1983. 7, E 

Shape Reconstruction of Wires Using Color Images for Automatic Soldering System・ 

(Mikio Takagi, Toshio Konishi, Junichi Kitsuki) International Symposium of Robotics 

Research, MIT Al Lab. , 1983. 8, D 

反復演算による重なり合った粒子像の分離：（坂上勝彦，高木幹雄）情報処理学会論文誌， 24,

9, 561-567, 1983. 9, C 

3次スプライン曲線を用いた高品質明朝体ひらがな字形の生成：（高木幹雄，坂元宗和）昭和

58年度電子通信学会情報・システム部門全国大会講演論文集， 154, 1983. 9, E 

写真乾板における銀河と星の分離：（山形朋彦，高木幹雄，戴俊剣）シュミットシンポジウム

1983集録， 195-200,1983. 9, E 

高速円発生ア）レゴリズム：（坂元宗和，高木幹雄）電子通倍学会画像工学研究会資料， IE83-54,

1983. 9, E 

ディジタル化電子線超音波顕微鏡：（生駒俊明，大熊直彦，高木幹雄，村山雅彦，雑田喜一，

柳井久義）昭和58年度電子通信学会半導体・材料部門全国大会購演論文集， 238, 1983. 9, 

E 

イメージセンサ：（高木幹雄）機械技術， 31, 10, 31-34, 1983. 9, G 

画像処理技術と非破壊検査：（高木幹雄）検査機器ニュース， 1983.9, G 

流れの可視と画像処理（第 2回）：（高木幹雄，小林敏雄）流れの可視化， 3,, 11, 338-349, 
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1983.10, C 

コンピュータ断層撮影法：（高木幹雄，川中彰）電気電子工学大百科事典，第20巻，医用電子，

第 4編，第 2章， 357-363, 電気書院， 1983.10, B 

画像処理の概要：（高木幹雄）自動制御ハンドプック，第 9章画像処理装骰 9. 1, 321-323, 

計測自動制御学会編，オーム社刊， 1983.10, B 

ディジタルイメージング：（高木幹雄）ビデオ時代の画像工学一OTF'83, IDシステム編， 63

-78, 1983. 10, E 

高速円発生アルゴリズム：（高木幹雄，坂元宗和）情報処理学会第27回（昭和58年後期）全国

大会講演論文集， 3M-3, 1983. 10, E 

画像処理とコンピュータ：（高木幹雄）地球，特集地球探査ーリモートセンシング―, 5, 11, 

646-650, 1983.11, G 

流れのグラフィック表示：（高木幹雄，坂元宗和）第 1回流れの可視化学会講習会']]-4'pp. 

91-100, 1983.11, E 

ディジタル画像処理 (1): (高木幹雄）セミナー「画像処理の基礎と応用」，テレビジョン学会，

1983. 11, E 

画像処理および画像理解に関する文献データベースの作成と分析：（福村晃夫，高木幹雄，鳥

脇純一郎，田村秀行，吉田雄二）情報処理， 24, 12, PP. 1453-1461, 1983.12, C 

マイコンによる高品質明朝体ひらがな字形の生成：（高木幹雄，坂元宗和）第14回画像工学コ

ンファレンス論文集， 2 -13, 1983. 12, E 

不均ーな静磁場を用いた NMR—CT: (川中彰，高木幹雄，中山淑）第14回画像工学コンファ

レンス論文集， 3 -2, 1983. 12, E 

気象衛星 (NOAA)画像の幾何学的補正：（檜山孝道，折原良治，大熊直彦，高木幹雄）第14

回画像工学コンファレンス論文集， 8 -13, 1983. 12, E 

人工衛星データ収集・解析システム：（高木幹雄，村井俊治，大熊直彦，折原良治）第14回画

像工学コンファレンス論文集， 11-2, 1983. 12, E 

東京大学生産技術研究所における人工衛星データ収集・ 解析システム：（高木幹雄）天文学に

おける画像の検出と処理サーキュラー， No.5, 1983.12, C 

流れの可視化と画像処理（第 3回）：（高木幹雄，小林敏雄）流れの可視化， 4, 12, 55-61, 

1984. 1, C 

画像処理用のハードウェア：（高木幹雄） PIXEL, No. 16, 87-93, 1984.1, G 

気象衛星 (NOAA)の画像処理：（高木幹雄） PIXEL, No. 16, 129-135, 1984.1, G 

ノア衛星の電波はだれでもタダで利用できる：（高木幹雄）科学技術の最前線〔Il〕，三田出版

会編， 39-49, ダイヤモンド社， 1984.2, B 
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坂内研究室 (SAKAUCHI Lab.) 

会話的な領域検索を目的とした高能率な領域情報管理方式：（大沢裕，坂内正夫）軍子通信学

会論文誌 J66-D,No. 7, 896-903, 1983. 7, C 

A new interactive geographical information system based on effective image—type map rep-

resentation : (Masao Sakauchi. Yutaka Osawa) Information Processing 83, (the IFIP 9th 

World Computer Congress), 95-100, North-Holland, 1983. 9, C 

The BD—tree-A new N-dimensional data structuve with highly efficient dynamic charac-

teristics : (Yutaka Osawa, Masao Sakauchi) Information Processing 83, (the IFIP 9th 

World Computer Congress), 539-544, North-Holland, 1983. 9, C 

良好な動特性をもつ多次元点データ管理構造の一提案：（大沢裕，坂内正夫）屯子通信学会論

文 誌 J66-D,No. 10, 1193-1200, 1983.10, C 

An efficient Region Idertifier Search method for interactive geometrical information retnev-

al : (Yutaka Osawa, Masao Sakauchi) Electronics and Communication in Japan, Scrip ta 

Publishing Co., 1984. 3, C 

IFIP83報告：（坂内正夫）情報処理， 25, 1 , 1984. 1, C 

画像データベースの構築に向けて：（坂内正夫）日本の科学技術， 24, 9, 52-58, 日本科学

技術振興財団， 1983.9, G 

これからの画像データベース：（坂内正夫） Pixel, No. 16, 94-98, 図形処理情報センター，

1983. 12, G 

状態設定型符号化法を用いた線図形のデータ圧縮符号化システムの試作，：（関寿一，玉本英夫，

成田裕一，大沢裕，坂内正夫）昭和58年度電気関係学会東北支部連合大会， 2G 8, 1983. 10, 

E 

多次元情報の動的管理方式：（大沢裕，坂内正夫）電子通信学会画像工学研究会資料， IE83-4,

25-32, 1983. 4, E 

2値図形の簡約化 2分木表現：（大沢裕，坂内正夫）電子通信学会画像工学研究会資料，

IE83—8, 1983. 5, E 

木構造による領域情報の一管理方式：（大沢裕，坂内正夫）電子通信学会画像工学研究会資料，

CS83—5, 31-37, 1983. 7, E 

幅をもった線状図形の高能率発生の一方式：（有野範男，大沢裕，坂内正夫）昭和58年度テレ

ビジョン全国大会講演論文集， 14-3 , 1983. 7, E 

多色図形の簡約 2分木表現：（大沢裕，坂内正夫）昭和58年度テレビジョン全国大会購演論文集，

14-1, 1983. 7, E 

多角形近似による地図構造情報抽出の一検討：（根本啓次，坂内正夫）昭和58年度電子通信学

会情報・システム部門大会講演論文集， 132, 1983. 9, E 

ノード抽出によるネットワーク型図面の構造解析：（田辺勝義，坂内正夫）電子通信学会情報・
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システム部門大会講演論文集， 133, 1983. 9, E 

ビルディングブロック型多種図面処理システム NOGISAKAについて：（坂内正夫，大沢裕，

根本啓次）電子通信学会情報・ システム部門大会講演論文集， 134, 1983. 9, E 

2種類の木構造を用いた領域情報管理構造の検索と性質：（大沢裕，坂内正夫）電子通信学会

情報・システム部門大会講演論文集， 201, 19'83. 9, E 

多角形近似による市街地地図の構造解析：（根本啓次，坂内正夫）テレビジョン学会画像処理・

画像応用研究会資料， 1PA65-I , 1983. 9, E 

General Framework for N-Qimensional Pattern Data management : (Masao Sakauchi) In・

ternational Symposium on Image processing and its Applications, 1984. I, D 

ビルディングプロック型多種図面処理システム NOGISAKAの基本構想：（根本啓次，中村幸

ー，大沢裕，坂内正夫）電子通信学会画像工学研究会資料， IE83—86, 1983. 12, E 

細長い Primitiveを許す 2値画像の tree表現：（和田勉，坂内正夫）情報処理学会第28回全国

大会講演論文集， IN-3, 1984. 3, E 

任意形状の領域を対象とするデータ管理構造スーパー・ソーティングについて：（坂内正夫，

武内良男）情報処理学会第28回全国大会講演論文集， 7N—7, 1984. 3, E 

ビルディングプロック型多種図面処理システム NOGISAKAの基本動作：（根本啓次，坂内正

夫）情報処理学会第28回全国大会講演論文集， 4N-10,1984. 3, E 

任意形状による点情報の範囲検索：（大沢裕，坂内正夫）昭和59年度電子通信学会総合全国大

会講演論文集， 1984.3, E 

多目的図面処理システム NOGISAKAによる地形図，論理回路の自動解析：（根本啓次，中村

幸一，大沢裕，坂内正夫）昭和59年度電子通信学会総合全国大会講演論文集， 1984.3, E 

石塚研究室 (ISHIZUKA Lab.) 

Priority Ethernet方式：（安田靖彦，石塚満，飯田一朗）ローカルエリアネットワークの構築

技術とその応用（相磯秀夫監修），第 3章第 4節，フジ・テクノシステム， 1983, B 

パデュー ECN:(石塚満）ローカルエリアネットワークの構築技術とその応用（相磯秀夫監

修），第 9章第 4節，フジ・テクノシステム， 1983, B 

人工知能ハンドプック第I1巻（田中幸吉，淵一博監訳）第＼印章D「他の科学分野への応用」：（石

塚満（訳）），共立出版， 1983, B 

不確実な知識の取り扱い法：（石塚満）知識工学（田中幸吉編著），第I1部 1. 4節，朝倉書店，

1984, B 

既存建築物の被害査定システム：（石塚満）知識工学（田中幸吉編著），第I1部4. 7節，朝倉

書店， 1984, B 

ディジタル信号処理技術講座第 5分冊「画像信号処理への応用」：（石塚満），工学研究社，

1984. 2, B 

Inference Procedures under Uncertainty for the Problem-Reduction Method : (M. Ishizu・
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ka. K.S.Fu, J.T.P. Yao) Information Sciences, 26, 179-206, 1982, C 

Rule-Based Damage Assessment System for Existing Structures : (M. Ishizuka, K.S.Fu, 

J.T.P. Yao) Solid Mechanics Archives, 8, 99-118, 1983, C 

Inference Methods Based on Extended Dempster & Shafer's Theory for Problems with Un・

certainty/Fuzziness: (M. Ishizuka) New Generation Computing, 1 , 2, 159-168, 1983, 

C 

Another Extension of Dempster & Shafer's Theory to Fuzzy Set for Constructing Expert 

Systems : (M.Ishizuka)生産研究， 35, 9, 450-452, 1983. 9, A 

A Rule-based Interpretation of Contour Patterns with Curves : (M. Ishizuka、M.Numao, 

Y. Yasuda) Inter Graphics'83 (Tokyo), No. BS-2, 1983. 4, D 

Narrow Band Digital Modulation Scheme for Land Mobile Communication : (K. Takagi, K 

Higaki, M. Ishizuka, Y. Yasuda) 2nd Int'! Conf. on Radio Spectrum Conservation Tech-

niques (Birmingham, United Kingdom), 1983. 9, D 

KnowledgeーBasedApproach for Object Identification : (M. Ishizuka) Int'l Symposium on 

Image Processing and its Applications (Tokyo), 1984.1, D 

Outline of An Expert System for Damage Assessment : (M. Ishizuka) Bull tine of ERS (Inst. 

of Ind. Sci.), No. 16, 3 -10, 1983, G 

構文的パターン認識：（石塚満）電気通信， 46,434, 51-52, 1983. 2, C 

ヴィタビ・アルゴリズム：（石塚満）電気通信， 46,434, 53-54, 1983. 2, C 

建築物被害査定のエクスパート・システム：（石塚満）情報処理学会論文誌， 24, 3 , 357-363, 

1983. 5, C 

ディザ法を用いた静止画無線伝送装置：（坪井邦明，石塚満，安田靖彦，尾上守夫）テレビジョ

ン学会誌， 37, 5, 395-400, 1983. 5, C 

Dempster & Shaferの確率理論：（石塚満）電子通信学会誌， 66, 9, 900-903, 1983. 9, C 

不確かな知識の取り扱い：（石塚満）計測と制御， 22,9, 774-779, (計測自動制御学会）， 1983.9, 

C 

知識依存型システム作成のためのプロダクション・システムーSPROS:(坪井邦明，沼尾雅

之，石塚満）生産研究， 35, 11, 505-508, 1983. 11, A 

画像理解と知識工学：（石塚満）情報処理学会，コンピュータビジョン研究会資料， No.23— 
5-2, 1983. 3, E 

変型 4値 GMSKディスクリミネータ検波方式の検討と実験：（高木清，檜垣健二，山本文治，

石塚満，安田靖彦）電子通信学会，通信方式研究会資料， CS83—8, 1983. 4, E 

知識工学手法による音楽解析の試み一日本民謡の旋律構造解析：（坪井邦明，石塚満）日本音

響学会，音楽音響研究会資料， MA83—8, 1983. 9, E 

エクスパートシステムのための複合型知識表現とグラフィックス機能の実現：（桑原和宏，石

塚満） ICOT (新世代コンピュータ技術開発機構）研究シンポジウム資料， 1983.7, G 
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フレキシブル知識表現システムとその応用：（桑原和宏，石塚満）情報処理学会，知識工学と

人工知能研究会資料， No.33—5, 1984. 1, E 

多機能レーザ・ビームプリンタによる画像表現法：（村山登，鈴木宏一，佐藤敬，伊藤正博，

尾上守夫，石塚満）画像工学コンファレンス， No.8-2, 1983. 12, E 

音楽処理システムと知識工学手法援用による音楽解析：（坪井邦明，石塚満）昭和58年電子通

信学会総合全国大会， No.1495, 1983. 4, E 

ェクスパートシステムの遠隔アクセス用グラフィック端末：（桑原和宏，石塚満）昭和58年電

子通信学会，情報とシステム部門全国大会， No.68, 1983. 9, E 

複合型知識表現によるコンサルテーションシステム：（桑原和宏，石塚満）情報処理学会（昭

和58年後期）全国大会， No.5D-3, 1983.10, E 

フレーム形モデルに基づく線画の解釈システム：（沼尾雅之，石塚満）情報処理学会（昭和59

年前期）全国大会， No.5G-6, 1984. 3, E 

知識表現 FLORAによるエクスパートシステムの自然言語インターフェース：（桑原和宏，石

塚満）情報処理学会（昭和59年前期）全国大会， No.5G—7, 1984.3, E 

Fuzzy論理を組み込んだ Prologの実装：（金井直樹，石塚満）情報処理学会（昭和59年前期）

全国大会， No.7H-7, 1984. 3, E 

知識依存型 VLSI-CAD用パターン記述システム：（坪井邦明，石塚満）昭和59年電子通信学

会総合全国大会， No.1533, 1984. 3, E 

手書き曲線の 3次スプライン関数による近似とデータ圧縮：（石塚満，桑原和宏，金子敏信，

加藤良孝）昭和59年電子通信学会総合全国大会， No.1254, 1984. 3, E 

知識工学の基礎と応用：（石塚満）生研セミナーテキスト（コース90),生産技術研究奨励会，

1983.10, G 

土木建築問題と画像解析への知識工学の応用：（石塚満）セミナーテキスト「知識工学と最新

の応用システム」，日本経営科学協会， 1983.7, G 

土木建築問題と画像解析への知識工学の応用：（石塚満）知識工学システム分科会講演資料，

卸システム総合研究所， 1983.9, G 

LAN検討会報告書：（矢田光治，石塚満ほか）富士通サイエンティフィック・システム研究会，

1983. 9, F 

放射線利用研究会画像医学グループ報告書：（舘野之男，飯沼武，石塚満ほか）（初日本原子力

産業会議， 1983.10, F 
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3 . 受 賞

部名 官名 氏 名 受賞名（機関・団体名） 受賞対象の研究題目 年月日

第 4部 教授 早野茂夫 日本油化学協会賞・ 論 油脂及びその関連物質の界面化学的 1983 

文賞（日本油化学） 研究 4. 1 

,, 教授 井野博 満 日本金属学会功績賞 合金構造と相変態に関する研究 ，，， 

（日本金属学会） （金属物理部門）

第 1部 教 授 中桐 滋 日本機械学会賞・論文 確率有限要素法による形状に不確か 1983 

助 手 久田俊明 賞（日本機械学会） さを有する構造の解析 4. 1 

第 3部 教授 濱崎襄二 金属組織写真奨励賞 透過電子顕微鏡による金属組織の立 4. 2 

第 4部 教 授 石田洋一 （日本金属学会） 体観察

第 3部 助手 岡田 男

第 3部 助教授 荒川泰 彦 学術奨励買 1次元電子ガスを伴う LEDの発表 ,, 

（電子通信学会） 特性

一発光スペクトルの広がりの抑制一

第 5部 講師 藤森照信 東京市政調査会藤田賞 明治の東京計画 1983 

（東京市政調査会） 5. 12 

第 2部 教授 木内 学 日本塑性加工学会論文 半溶融加工に関する実験的研究 1983 

賞（日本塑性加工学会） 5. 19 

第 3部 教 授 原島文雄 電気学会論文賞 界磁電流の変動が無整流子電動機の 1983 

（電気学会） 動作特性に与える影霧の解析 5. 21 

第 4部 助教授 林 宏爾 粉体粉末冶金協会研究 超硬合金の特性改良に関する基礎研 1983 

功績賞 究 5. 23 

（粉体粉末冶金協会）

第 3部 助手 加藤茂夫 画像電子学会研究奨励 算術符号による多値画像の効率的符 1983 

賞（画像電子学会） 号化 6. 6 

第 2部 教授 佐藤需芳 工作機械技術振興賞・ 二次元表面あらさの特性表示法に関 1983 

助手 大堀真 敬 論文賞（エ作機械技術 する研究 6. 23 

振典財団）

第 3部 助教授 榊 裕之 応用物理学会会誌賞 半導体超薄膜の電子物性とデバイス 1983 

（応用物理学会） 応用 9. 26 

第 5部 講 師 藤森照信 毎日出版文化賞 明治の東京計画 1983 

（毎日新聞社） 11. 15 
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